
P3土層解説

1　暗褐色　ロトームブロック中量，焼土粒子・炭化粒子少量
2　暗褐色　ロームブロック中量

3　暗褐色　ロームブロック中最，炭化粒子少量

覆土　2層からなり，レンズ状の堆積状況を示した自然堆積である。

土層解説
1　黒褐色　ローム粒子・廃土ブロック・炭化粒子少量 2　暗褐色　ローム粒子・焼土ブロック少量

遺物出立状況　土師器片3点（椀1，聾2）が出土している。第142図1は㌘1の覆土中から出土している。

所見　本跡は出土土器が少ないため帰属時期を明確にし得ないが，須恵器の出土が見られないことや出土した

婆の形状から柑世紀代と考えられる。
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第摘2図　第且339号住居跡◎出土遺物実測図

第1339号住居跡出土遺物観察表（第142図）
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番号種別器　種口径器高底径胎　土色　調焼成手法の特徴出土位置備　　考

1土師器嚢［26．4］（10．5）－雲母・長石・石英灰黄褐普通体部外面へラ削り，桶へラナデ欄頭痕Pl覆土中PlO421，10％

第臓那号住居跡（第143図）

位置　調査区西部のPl温a4区に位置し，平坦な台地の南端部に立地している。

重複関係　北西コーナー部を第1289号土坑に掘り込まれている。

規模と形状　東側部分が調査区域外に延びているため，南北軸は2。87mで，東西軸は2。55mだけが確認され，

平面形は方形または長方形と推定される。主軸方向は東竃を想定するとN－840－Eであり，壁高は15cmで，

壁は外方向に開き気味に立ち上がる。

床　ほぼ平坦で，壁際を除いてよく踏み固められており，壁溝が周回している。

竃　北壁際の床面から竃材の流出が認められないことから，東壁側に竃が構築されていたと推定される。

覆達．4層からなり，レンズ状の堆積状況を示した自然堆積である。
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土層解説
1　極暗褐色　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子少量

2　黒褐色　ローム粒子・焼土粒子少量

3　暗褐色　ローム粒子中量，炭化粒子少量

4　暗褐色　ローム粒子中量，炭化粒子少量

遺物出土状況　土師器片6点（椀4，小皿1，饗1），軽石1点が出土している。第143図1・3はいずれも完

形で，1は西壁際の壁溝内，3は南壁際の壁溝内からそれぞれ出土している。

所見　本跡は東側部分が調査区域外に延びているため，全体の形状を把握することはできなかったが，壁溝内

から良好な資料が出土している。本跡の時期はそれらの土器の形状から10世紀後半と考えられる。
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第143図　第1341号住居跡・出土遺物実測図

第1341号住居跡出土遺物観察表（第143図）

∈≡∃主召

番 号 種 別 券　 種 口 径 器 高 底 径 胎　 土 色　 調 焼 成 手 法 の 特 徴 出土 位 置 備　　 考

1 土 師 器 小　　 皿 9．0 2．9 5．7 長石 ・赤 色 粒 子 浅 黄 橙 普 通 体部ロクロ整形，底部回転糸切 り 西壁際壁港内 P lO422，100％，PL 55

2 土 師 器 高 台 付 椀 － （1．6 ） ［7．2 ］ 赤 色 粒 子 に ぷ い 褐 普 通 底部内面へラ磨き，高鍋 り付け後，げ 覆 土 中 P lO 4 23 ， 5 ％

番 号 器 種 長 さ 幅 厚 さ 重 量 材　 質 特　　　　　 徴 出 土 位 置 備　　 考

3 磨 石 カ 8 ．4 9 ．0 3．9 18 5 ．7 軽　 石 表 面 摩 滅 ， 中 央 部 が わ ず か に くぼ む 。 南壁際壁溝内 Q lO O 15 ， 10 0％

第1344号住居跡（第144図）

位置　調査区西部の011j3区に位置し，平坦な台地の南端部に立地している。

重複関係　南側部分を第1345号住居跡，南東コーナー部を第1238号土坑，東側部分を1248号土坑にそれぞれ掘

り込まれている。

規模と形状　床面が露出した状態で検出されたため，壁の立ち上がりは不明であり，平面形状は長軸3．24m，

短軸2．80mの長方形で，主軸方向はN－1020－Eである。

床　はぼ平坦で，壁溝が周回している。硬化面は確認されなかった。
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竃　検出されていない。

覆土　検出されていない。

遺物出土状況　土師器片5点（賓5），須恵器片2点（賓2）が出土しており，いずれも胴部片である。

所見　本跡から出土した土器はいずれも平安時代の所産と考えられ　時期は重複関係と併せて9世紀代と考え

られる。

①　　＼

第144図　第1344号住居跡実測図
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第1345号住居跡（第145～147図）

位置　調査区西部のPlla2区に位置し，平坦な台地の南端部に立地している。

重複関係　北側部分で第1344号住居跡を掘り込み，南側部分を第1338号住居跡，北東コーナー部を第1248号土

坑，南西コーナー部を第1237号土坑にそれぞれ掘り込まれている。

規模と形状　長軸3．62m，短軸3．08mの東西に長い長方形で，主軸方向はN－160－Wである。壁高は2～10

cmで，各壁ともわずかに外傾している。

床　中央部がよく踏み固められており，壁際に比して中央部が若干低くなっている。また，壁溝は西壁際から

南壁際にかけて認められる。

竃　北壁の中央部に付設されており，焚口部から煙道部まで85cm，両袖部幅105cmで，壁外への掘り込みは40

cmである。袖部は床面と同じ高さの地山面上に砂質粘土で構築されており，火床面は浅い皿状に掘り窪められ

火熱を受けて赤変硬化している。また，煙道は火床部から外債して緩やかに立ち上がる。

竃土層解説
1暗赤褐色　焼土ブロック中量，ローム粒子・炭化粒子少量　　4　黒　褐　色　ローム粒子・焼土ブロック・炭化粒子少量
2　暗赤褐色　焼土ブロック中量，ローム粒子・炭化粒子少量　　5　にぷい赤褐色　焼土粒子中量，ローム粒子・粘土粒子・砂粒少量
3　暗赤褐色　焼土ブロック中量，ローム粒子・炭化物少量　　　6　極暗赤褐色　ローム粒子・焼土ブロック・炭化粒子少量

炉　中央部に付設されており，径50cmはどの浅い皿状を皇し，炉床は火熱を受けて赤変硬化している。この施

設は，付近から銅津や甜堀片が出土していることから見て銅の鋳造に関わる炉と考えられる。炉床の掘り方調

査では，床面から40cmはど円筒状に掘り込まれた部分にローム土を主体とした暗褐色土や黒褐色土を埋め戻し

て炉床を構築していることが確認された。土層断面図中の第2～4層が埋め戻した部分の土層であり，第2層

の上面が赤変硬化している。また，炉の東側の床面からも赤変した部分が検出されており，補助的な炉と考え
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られる。

炉土層解説
1暗赤褐色　焼土ブロック中量，ローム粒子・炭化粒子少量　　　　3　暗褐色　ロームブロック中量・焼土粒子・炭化物少量
2　暗赤褐色　ロームブロック中量，焼土ブロック・炭化粒子少量　　4　黒褐色　ロームブロック中量・炭化粒子少量

ピット　9か所。主柱穴はPl～4が相当し，深さは25～43cmである。P5は竃と対噂しており，出入り口施

設に伴うピットと考えられ深さは34cmである。また，P6は炉の西側に位置し，径65cmの円形，深さ48cmで，

底面は皿状を呈しており，作業に関わるピットと思われる。さらに，P7は深さが62cm，P8は深さが38cm，

p9は深さが26。班で，いずれも硬化面の下から検出されており，性格については断定できないが，覆土に焼土

や灰を含むことから見て炉あるいは作業用ピットの作り替えが行われた可能性が示唆される。

④

第145図　第1345号住居跡実測図
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P6土層解説
1黒褐色　ローム粒子・焼土粒子・炭化物少量
2　暗褐色　ロームブロック中量，焼土粒子・炭化粒子少量

3　暗褐色　ロームブロック多量，焼土粒子・炭化粒子少量
P7土層解説
1黒褐色　焼土ブロック・炭化物中量，ロームブロック・灰少量
2　暗赤褐色　廃土ブロック多量

3　暗赤褐色　ロームブロック・灰中量，焼土ブロック・炭化粒子少量

4　暗褐色　ロームブロック中量，炭化粒子少量，焼土粒子微量

5　赤褐色　焼土粒子多量
6　暗赤褐色　ロームブロック・焼土粒子中量

4　暗褐色　ロームブロック中量，廃土粒子・炭化粒子少量
5　暗褐色　ロームブロック中量，炭化粒子少量

覆土　5層からなり，レンズ状の堆積状況を示した自然堆積である。

土層解説
1黒褐色　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子少量
2　黒褐色　ローム粒子・焼土粒子・炭化物少量
3　極暗褐色　ローム粒子・廃土粒子・炭化粒子少量

4　暗褐色　ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子少量
5　暗褐色　ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子少量

遺物出土状況　土師器片38点（椀28，小皿1，鉢3，饗6），柑褐片2点，鋳型片2点，刀子1点，銅滴1点，

板状礫5点が竃周辺の床面を中心に出土している。竃の手前の床面からは第146・147図3・6～8の土器と10

の鋳型がいずれも破片の状態で出土しており，そのうち8の相場には銅津が付着している。同様に鋼津が付着

した9の柑禍は北東部の覆土中から出土した破片と本跡から南東へ35mの距離に位置する第36号井戸跡の覆土

中から出土した破片が接合されたものである。10の鋳型は細片のため鋳造物を特定できないが，小形仏の脚部

の可能性がある。また，12の板状礫が炉の南西側の床面から若干浮いた状態で出土しており，炉に伴う可能性

がある。さらに，13の刀子はP2の覆土中，14の銅滴は竃内からそれぞれ出土している。

所見　本跡は，炉を有していることや銅津や甜堀，鋳型が出土していることから見て鋼の鋳造に関わる工房跡

と考えられる。炉は40C血はど掘り窪められた部分を埋め戻して使用されており，この構造はたたら構造を参考

にすると炉内の湿気を防ぎ，炉の温度を高く維持するための施設と想定される。時期は，出土土器から10世紀

後半と考えられる。

『≡王三秀

10cm
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第146図　第1345号住居跡出土遺物実測図（1）
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第147図　第1345号住居跡出土遺物実測図（2）
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第1345号住居跡出土遺物観察表（第146・147図）

番号 種 別 器　 種 口 径 器 高 底 径 胎　 土 色　 調 焼成 手 法 の 特 徴 出土位置 備　　 考

1 土 師器 杯 15．5 4．5 7．7 雲 母 ・赤色粒子 にぷい橙 普通 体部ロクロ整形，底部回転糸切り 東壁際床面 P lO425 ，60％，P L55

2 土 師 器 小　　 皿 9．4 2．1 5．2 雲 母 ・赤色粒子 橙 普通 体部ロクロ整形，底部回転糸切り 覆土 中 P lO426 ，60％，P L55

3 土 師 器 高台付椀 14．9 6．3 7．1
雲 母 ・石英 ・赤

色粒子
にぷ い橙 普通

体部内面へラ磨き，底部回転へラ削り

後，高台貼り付け，内面黒色処理
竃手前床面 P lO427，70％，PL 55

4 土 師 器 高台付椀 15．3 6．4 7．3 雲 母 ・赤色粒子 にぷ い褐 普通 底部回転へラ削り後，高台貼り付け 西壁際下層 P lO428，60％，PL 55

5 土 師 器 高台付 椀 13．8 4．5 6．6 石 英 ・赤色粒子 橙 普通 底部回転へラ切り離し後，高台貼り付け 竃火床部 P lO429，90％，PL 55

6 土 師 器 嚢 ［2 6．3］ （16．4） － 長石 ・石英 にぷ い橙 普通 体部 内 ・外面 へラナデ 竃火床部 P lO4 30 ， 20％

7 土 師器 嚢 ［2 2．0］ （2 7．5） 雲母 ・長石 ・石英 にぷ い赤褐 普通
口緑部欠損後研磨，体部外面上半部へラ

げ ・下半部へラ削り，内面へラげ

竃火床部 ・

竃手前床面

P l O4 31 ，20％ ，

体部外面炭化物付着

8 土 師器 柑　　 堀 ［1 1．3］ 3．4 9．6 長石 灰 自 普通
体部内 ・外 面ナデ ・指頭

痕，注口はつまみ出し
竃手前床面

P lO432，50％，口緑

部鋼津付着，PL 55

9 土 師器 相　　 場 ［13．0］ 3．5 1 ［11．6］ 長石 灰自 普通
体部内 ・外 面ナデ ・指頭

痕，注 口はつまみ出し

中央部床面 ・

SE 36 覆土中

P lO691，50％，口緑

部銅淳付着，P L55

番号 器 種 長 さ 幅 厚 さ 重 量 材　 質 特　　　　　 徴 出土位置 備　　 考

10 鋳　 型 （8．8） （4．1） （2．7） （97．7） 土　 製 外面ナデ，にぷい黄橙色を呈する。小形仏を鋳造カ。 竃手前床面 D PlOO17，PL 66

11 鋳　 型 （5．4） （3．0） （2．5） （42．3） 土　 製 外面へラ削り，橙色を呈する。鋳造物不明。1 覆土中 D P lOO18

番号 器 種 長 さ 幅 摩 さ 重 量 材　 質 特　　　　　 徴 出土位置 備　　 考

12 不　 明 22．4 19．7 9．3 5260 雲母片岩 板状，平坦面に被熟痕有 り。 炉南西側下層 Q lOO16，100％

番 号 器 種 長 さ 幅 厚 さ 重 量 材　 質 特　　　　　 徴 出土位 置 備　　 考

13 刀　 子 （6．6） （1．2） 0．3 （7．0） 鉄 刃部欠損 ，茎部 の破片 ，茎尻側 が細 る。 P 6 底 面 M lO O8 7 ，P L 68

14 浮 3．8 1．0 0．2 3．7 銅 渦状，緑青付着 竃覆土中 M lOO 8 8， 1 00 ％

第1346号住居跡（第148図）

位置　調査区西部のPlOe7区に位置し，平坦な台地の南端部に立地している。

規模と形状　長軸2．72m，短軸2．55mの方形で，主軸方向はN－60－Wである。壁高は最も残りの良い東壁

で5cmほどであり，壁の立ち上がりの様子は判然としない。

床　ほぼ平坦で，竃の手前から出入り口施設にかけてよく踏み固められており，壁溝は北壁際を除いて巡って

いる。

竃　北壁の中央部に付設されており，焚口部から煙道部まで70cm，燃焼部幅55cmで，壁外への掘り込みは60cm

である。天井部，袖部は遣存しておらず，付近の床面から竃材の一部と考えられる粘土粒子や砂粒が検出され

ている。火床面は若干掘り窪められて赤変硬化しており，煙道部の形状は不明である。

竃土層解説
1黒褐色　炭化物中量，ロームブロック・焼土粒子少量
2　暗赤褐色　ロームブロック・焼土ブロック・炭化物少量
3　暗赤褐色　ロームブロック・焼土ブロック・炭化物中量

4　暗赤褐色　ロームブロック多量，焼土ブロック中量，炭化粒子少量
5　暗赤褐色　炭化粒子中量，ロームブロック・焼土ブロック・粘土粒

子・砂粒少量

ピット　1か所。Plは出入り口施設に伴うピットで，深さは17cmである。

覆土　4層からなり，レンズ状の堆積状況を示した自然堆積である。

土層解説
1黒褐色　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子少量
2　黒褐色　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子少量

3　暗褐色　ローム粒子中量，炭化粒子少量
4　暗褐色　ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子少量
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遺物出土状況　土師器片2点（饗2），須恵器片7点（杯3，盤2，嚢2）が出土している0いずれも細片で

あり，須恵器片は焼きが悪く，赤褐色を皇したものが多い。

所見　本跡は主柱穴を持たず，1辺が3m未満の最も小形の住居跡である0時期は須恵器片の形状から見て9

世紀代と考えられる。

A19・8m∴＿　＿」　」＿
1　　　　　　　　　2　　　　　　　3

2

第148図　第1346号住居跡実測図

第1348号住居跡（第149図）
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第149図　第1348号住居跡実測図
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位置　調査区西部の010i8区に位置し，平坦な台地の南端部に立

地している。

規模と形状　壁の立ち上がりが確認できなかったため，壁溝や暗

褐色を望した床面の広がりから，北方向を主軸とする長軸3・10m・

短軸2．60mはどの南北に長い長方形と推定される。

床　中央部に硬化面が一部認められ壁溝も北東コーナー部にそ

の一部が認められるだけである。

憲　北壁の中央部に火床面が確認されており，付近の床面に粘土

粒子や砂粒が散在している。

覆土　検出されなかった。

遺物出土状況　土師器片1点（整）が火床面から出土している。

所見　本跡の時期は，住居の規模や形態から平安時代と考えられ

る。
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第1349号住居跡（第150・151図）

位置　調査区西部のPlOc3区に位置し，平坦な台地の南端部に立地している。

規模と形状　長軸4．14m，短軸3．84mの方形で，主軸方向はN－50－Eである。壁の立ち上がりは北壁で確

認され　高さが12cmで，壁はほぼ直立している。

床　はぼ平坦で，中央部がよく踏み固められており，壁溝が周回している。

竃　北壁の中央部に付設されており，焚口部から煙道部まで60C皿，両袖部幅110C皿である。壁外への掘り込み

はほとんどなく，袖部は床面と同じ高さの地山面上に砂質粘土で構築されている。火床面は浅い皿状に掘り窪

められて赤変硬化しており，煙道は火床部から外傾して緩やかに立ち上がる。

富士層解説
1暗赤褐色　焼土ブロック中量，ロームブロック・炭化物少量　　6　にぷい赤褐色　ロームブロック・焼土ブロック・炭化物・粘土粒

2　暗赤褐色　焼土ブロック多量，ロームブロック・炭化物中量　　　　　　　　　　子・砂粒中量
3　極暗赤褐色　焼土ブロック・炭化物中量，ローム粒子少量　　　7　黒　褐　色　焼土ブロック中量，炭化粒子・粘土粒子・砂粒少量
4　暗赤褐色　焼土ブロック中量，ローム粒子・炭化粒子少量　　　8　にぷい赤褐色　ロームブロック中量，焼土ブロック・炭化粒子少量
5　にぷい赤褐色　焼土ブロック中量，ローム粒子・炭化粒子・粘土粒

子・砂粒少量

ピット　5か所。主柱穴はPl～P4で，深さは24～39cmである。P5は深さ21cmで，竃と対噂しており，出

入り口施設に伴うピットと考えられる。また，壁構内から深さ12～22cmの小ピットが4か所検出され壁柱穴

と考えられる。

貯蔵穴　竃の東側に付設されており，長径70C皿，短径52cmの楕円形で，深さは28C皿を測り，底面は皿状を呈し

ている。また，覆土は西側から流れ込んだ堆積状況を示し，第2・3層は竃材と考えられる粘土粒子や砂粒を

含んでいる。
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第150図　第1349号住居跡実測図
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貯蔵穴土層解説

1　にぷい赤褐色　ロームブロック多量，焼土ブロック中量
2　暗赤　褐　色　ロームブロック・焼土ブロック・粘土粒子・砂粒中

量，炭化粒子少量

3　にぷい赤褐色　ローム粒子多量，焼土ブロック・炭化粒子・粘土粒

子・砂粒少量

覆土　5層からなり，レンズ状の堆積状況を示した自然堆積である。

土層解説
1　暗褐色　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子少量

2　暗褐色　ローム粒子・焼土粒子少量
3　褐　　色　ローム粒子中量

4　暗褐色　ローム粒子・焼土粒子少量
5　暗赤褐色　ロームブロック・焼土ブロック・炭化物・粘土粒子少量

遺物出土状況　土師器片10点（杯4，整6），須恵器片3点（杯1，嚢2）がはぼ全域に散在して出土してい

る。第151図2は竃の火床部から出土している。

所見　本跡は当遺跡における8世紀代の住居形態の典型を示しており，時期は出土土器から8世紀後半と考え

られる。

／

第151図　第1349号住居跡出土遺物実測図

第1349号住居跡出土遣物観察表（第151図）

冒2　」。m

番号 種 別 器　 種 口 径 器 高 底 径 胎　 土 色　 調 焼成 手 法の 特徴 出土位置 備　　 考

1 須恵器 杯 ［14．4］ （3．0） － 長石 灰 普通 体部ロタロ整形 北東部覆土中 P lO433， 5 ％

2 土師器 整 ［13．0］ （4．8） － 雲母 ・赤色粒子 にぷい赤褐 普通 ロ緑部磯ナデ，休部外面げ，内面へラナデ 寵覆土中 P lO434， 5 ％

第1350号住居跡（第152図）
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第152図　第1350号住居跡実測図

位置　調査区東部のP12f4区に位置し，平坦な台地の南端部に立

地している。

重複関係　南壁際を第1150号土坑，南西コーナー部を第1159・

1165号土坑にそれぞれ掘り込まれている。

規模と形状　床面が露出した状態で検出されたため，硬化面の広

がりと竃の位置から判断してN－880－Eを主軸とする長軸2．60

m，短軸2．40mの方形と推定される。

床　ほぼ平坦で，竃の手前から中央部にかけてよく踏み固められ

ている。また，壁溝は認められない。

電　通存状態が悪く，東壁際の中央部から火床部が確認されただ

けであり，火床面は火熱を受けて赤変硬化している。

覆土　確認されなかった。

遺物出土状況　出土していない。

所見　本跡は遺物が出土していないため時期の判断が困難であるが，東壁に竃を有する住居形態と10世紀後半

の土坑に掘り込まれていることから見て10世紀前半と考えられる。
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第1351号住居跡（第153・154図）

位置　調査区東部のP12gl区に位置し，南に緩やかに傾斜した台地の縁辺部に立地している。

重複関係　竃付近で第1352号住居跡，北半部分で第1356号住居跡を掘り込み，北壁際の中央部を第1154号土坑

に掘り込まれている。

規模と形状　南部の床面が露出した状態で検出され　南壁の立ち上がりを確認できなかったため，床面の広が

りとピットの位置から判断して，N－40－Wを主軸とする長軸3．62m，短軸2．80mの長方形と推定される。

壁の立ち上がりは北壁で確認され，壁高が6cmで，壁は外傾して立ち上がる。

床　はぼ平坦で，竃の手前から中央部にかけてよく踏み固められている。壁溝は北壁際から西壁際にかけて巡

っている。

竃　北東コーナー部に付設されており，焚口部から煙道部まで65C恥　両袖部幅105cmで，壁外への掘り込みは

30cmほどである。天井部は崩落しており，土層断面図中の第4層が天井部の崩落土に相当し，粘土粒子や砂粒

を多く含んでいる。袖部は床面と同じ高さの地山面上に砂質粘土を用いて構築されており，内側が赤変してい

る。火床面は床面と同じ高さの地山面をそのまま使用し，赤変硬化している。また，煙道は火床部から急な傾

斜で立ち上がる。

竃土層解説
1　黒褐色　ローム粒子少量
2　褐　　色　ローム粒子多量

3　黒褐色　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子少量

4　灰褐色　焼土粒子・粘土粒子・砂粒中量，ローム粒子・炭化粒子
少量

5　暗褐色　ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子少量
6　暗赤褐色　焼土粒子中量，ローム粒子・炭化粒子少量

ピ・ソト11か所。主柱穴はPl・2が相当し，深さはそれぞれ11cmと26cmである。P3は深さ15cmで，南壁際

の中央部に位置しており，出入り口施設に伴うピットと考えられる。P4は深さ25cmで，P3とともに出入り

口施設に伴うピットの可能性があるが，位置がやや住居内に入り過ぎており，断定できない。P5～Pllは深

さ14～26cmで，いずれも壁際に位置しており，壁柱穴と考えられる。

第153図　第1351号住居跡実測図
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覆土　3層からなり，レンズ状の堆積状況を示した自然堆積である。

土層解説
1極暗褐色　ローム粒子・焼土粒子少量

2　黒褐色　ローム粒子微量

3　極暗褐色　ローム粒子・炭化粒子少量

遺物出土状況　土師器片37点（椀27，小皿3，嚢7），刀子1点，鉄鉱1点が竃周辺の床面や覆土下層を中心

に出土している。竃内からは第154図3が出土している。2はほぼ完形で，西壁際の床面から正位で出土して

おり，4の刀子と5の鉄鉱は北壁際中央部の床面から重なって出土している。

所見　本跡はコーナー竃を有する住居跡であり，時期は小皿が小形化していることから見て10世紀後半以降と

考えられる。
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第154図　第1351号住居跡出土遺物実測図

第1351号住居跡出土遺物観察表（第154図）

四

四

5

番号 種 別 器　 種 口 径 器 高 底 径 胎　 土 色　 調 焼成 手 法 の 特 徴 出土位置 備　　 考

1 土 師器 杯 15．0 4．2 8．0 長石 にぷい黄橙 普通
体部 ロクロ整形 ， 底 部雑

な回転へ ラ切 り

酉壁 際 ・中

央部床面
PlO435，80％，PL 55

2 土 師器 小　　 皿 8．1 2．1 5，4 石英 ・長石 橙 普通 体部ロタロ成形，底部回転へラ切り 西壁際壁構内 PlO436，100％，PL55

3 土師器 小　　 皿 8．4 2．3 5．6 長石 ・石英 浅黄橙 普通 体部ログロ成形，底部回転へラ切り 寵煙道部 P lO 43 7，70％

番号 券 種 長 さ 幅 厚 さ 重 量 材　 質 特　　　　　 徴 出土位置 備　　 考

4 刀　 子 （9．0） 1．9 0．4 （17．0） 鉄 切先 ・茎尻欠損，両関有 り。 北壁 際床面 M lO O9 1，P L 6 8

5 鉄 （2．9） （0．9） 0．3 （1．4） 鉄 箆被 部か ら茎部にかけての破 片，関有 り。 北壁 際床面 M lO O9 2

第1352号住居跡（第155・156図）

位置　調査区東部のP12gl区に位置し，南に緩やかに傾斜した台地の縁辺部に立地している。

重複関係　西側部分で第1356号住居跡を掘り込み，南西部を第1351号住居跡・第1154号土坑，東壁際を第1166

号土坑にそれぞれ掘り込まれている。

規模と形状　長軸3．96m，短軸3．76mの方形で，主軸方向はN－90rEである。また，壁高は10～12cmで，

各壁とも外債して立ち上がる。

床　はぼ平坦で，壁際を除いてよく踏み固められており，壁溝が周回している。

竃　北壁中央部に付設されており，焚口部から煙道部まで90cm，両袖部幅115cmで，壁外への掘り込みは60cm
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である。袖部は床面と同じ高さの地山面上に砂質粘土で構築されており，火床面は地山面をそのまま使用し，

火熱を受けて赤変硬化している。また，煙道の立ち上がり部には土製支脚が据えられており，煙道は外債して

緩やかに立ち上がる。

竃土層解説

1　黒　褐　色　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子少量
2　にぷい赤褐色　焼土粒子中量，ローム粒子・炭化粒子少量
3　褐　灰　色　灰多量，焼土粒子・炭化粒子中量

4　極暗赤褐色　焼土粒子中量，炭化粒子少量
5　暗　赤　褐　色　焼土粒子中量，ローム粒子・炭化粒子少量

ピット14か所。Pl・2は深さが15cmと17cmで，主柱穴の可能性があるが，位置が不揃いであり，また対応

する柱穴も確認されていない。P3は深さ13C皿で竃と対噂しており，出入り口施設に伴うピットと考えられる。

また，深さ11～17cmの小ピット11か所が壁溝に沿って検出されており，壁を支える柱穴の可能性がある。

覆土　8層からなり，ブロック状の堆積状況を示した人為堆積である。

土層解説

1極暗褐色　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子少量　　　　　　　　　5　暗褐色　ローム粒子中量，焼土粒子少量
2　暗褐色　ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子少量　　　　　　　6　暗褐色　ローム粒子中量
3　極暗褐色　ローム粒子・焼土粒子少量　　　　　　　　　　　　　　　7　極暗褐色　ローム粒子・炭化物・炭化粒子少量
4　暗褐色　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子・粘土粒子少量　　　　8　褐　　色　ローム粒子多量

遺物出土状況　土師器片72点（椀55，皿4，肇13），須恵器片12点（杯9，聾3），灰粕陶器片2点（瓶2），

土製支脚1点，砥石1点が出土しており，遺物ははぼ全域に散在している。第156図1は西壁際，4は北西コー

ナー部のいずれも床面から出土している。また，須恵器大聾の破片が覆土中から出土している。

⑥　　　　lll

3

第155回　第1352号住居跡：実測図
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所見　本跡からは小ピット11か所が壁と平行に確認されており，当遺跡では他に類例がない。時期は，供膳具

に占める土師器の割合が須恵器を上回っており，9世紀後薬と考えられる。

「三才′「妄：‾‾＝享
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第156図　第1352号住居跡出土遺物実測図

第1352号住居跡出土遺物観察表（第156図）
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番号種別器　種口径器高底径胎　土 色　調焼成 手法の特徴 出土位置備　　考

1土師器高台付皿［13．6］（2．7）－雲母・長石・石英にぷい橙普通
底部回転へラ削り後，高台貼り付け西壁際床面PlO439，60％

2土師器高台付椀［13．5］（4．1）－雲母 褐灰
普通底部回転へラ削り後，高台貼り付け南西部床面PlO438，50％

3土師器高台付椀15．5 6．1 8．4赤色粒子 橙 普通底部回転へラ削り後，高台貼り付け中央部床面PlO440，70％，PL56

4須恵器要 －（13．9）［21．0］雲母・長石・石英褐灰 普通
体馴面げ・下部へラ削り，内面へラげ北西部床面PlO441，10％

番号器種長さ幅厚さ重量材　質 特　　　　　徴 出土位置備　　考

5砥　石（7．5）4．5 （2．0）（73．4）凝灰岩両側欠損，砥面4面，中央部が薄くなっている。東壁寄り下層QlOO21，PL68

第1353号住居跡（第157図）

位置　調査区東部のP12el区に位置し，南に緩やかに傾斜した台地の縁辺部に立地している。

規模と形状　北側部分が調査区域外に延びているため，東西軸は4．94mで，南北軸は1．88mだけが確認され

N－20－Eを主軸とする方形または長方形と推定される。壁高は4～13cmであり，壁は外方向に若干開き気

味に立ち上がる。
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床　ほぼ平坦で，ピットの内側がよく踏み固められており，壁溝は確認された壁際を巡っている。

ピット　5か所。主柱穴は㌘「　2で，深さは72cmと49cmであり，いずれも中位に段を有している。土層断面

の観察から，この段は柱を抜き取る際に掘り込まれたものと想定され　また　柱の径は約Bcnと推定される。

㌘3は深さ27cmで，南壁際の中央部に位置しており，出入り口施設に伴うピットと考えられる。P465は不

明である。

ピット土層解説

1暗褐色　ローム粒子中島　焼土粒子・炭化粒子少量　　　　　　　3　暗褐色　ローム粒子中量
2　暗褐色　ローム粒子中鼠　焼土粒子・炭化粒子微量　　　　　　　4　褐　　色　ローム粒子多量

覆丑　6層からなり，レンズ状の堆積状況を示した自然堆積である。

土層解説

1　暗褐色　ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子微量
2　暗褐色　ローム粒子中量
3　暗褐色　ローム粒子中量，廃土粒子少量

4　黒褐色　ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量
5　暗褐色　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子少量
6　極暗褐色　ロームプロ、ソク・焼土粒子・炭化粒子少量

遺物出立状況　土師器片31点（杯4，婆27），須恵器片6点（杯3，蓋2，整1）が床面や覆土下層を中心に

散在した状態で出土している。図示した土器はいずれも床面からの出土であり，第157図1は東壁際，2は西

壁際からそれぞれ出土している。

所農　本跡の時期は，出土土器の形状と組成割合から9世紀前半と考えられる。本跡の北側部分は調査区域外

に延びておりプ　また，この時期の他の住居跡も調査区域外との境界付近に分布していることから見て，当該期

の集落は調査区域外に広がる可能性がある。

．－　　　　－　　．－－．－．ttF．．．1‾‾．－　　　　．－．－　－．－　　　　　　－　ttth

第頂57図　第1353号住居跡◎出土遺物実測図
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第1353号住居跡出土遺物観察表（第157図）

番号 種 別 器　 種 口 径 器 高 底 径 胎　 土 色　 調 焼成 手 法 の 特 徴 出土位置 備　　 考

1 須 恵器 巧こ ［12．0］ （2，5） － 雲母 ・長石 黄灰 普通 体部 ロクロ整形 東壁際床面 P lO 44 2， 5 ％

2 土 師器 嚢 ［12．8］ （4．8） － 雲母 ・長石 ・石英 橙 普通 口緑部横ナ千 体部外面げ ，内面へラナデ 西壁際床面 P lO 44 3， 5 ％

第1354号住居跡（第158図）

位置　調査区東部のP12g2区に位置し，南に緩やかに懐斜した台地の縁辺部に立地している。

重複関係　南壁際を第70号溝跡に東西に掘り込まれている。

規模と形状　壁の立ち上がりが確認されなかったため，ピットの位置や硬化面の広がりから判断して東西軸は

3．55mと推定される。また，南北軸は3．50mを超えるものと考えられ，N－100－Wを主軸とする方形または

長方形と推定される。

床　はぼ平坦で，中央部がよく踏み固められている。壁溝は認められない。

ピット　4か所。主柱穴はPl～P4が相当し，深さ17～20cmである。

覆土　検出されなかった。

遺物出土状況　土師器片7点（椀7）が床面から散在した状態で出土している。第158図1は中央部北寄りの

床面から出土している。また，西側部分の床面からは，焼土の広がりが確認されている。

所見　本跡の西側部分の床面には焼土が広がっており，焼失住居と考えられるが，焼失の時期については覆土

の様相が不明のため断定できない。時期は出土土器から10世紀代と考えられる。
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第158図　第1354号住居跡・出土遺物実測図

第1354号住居跡出土遺物観察表（第158図）

番 号 種 別 券　 種 口 径 器 高 底 径 胎　 土 色　 調 焼 成 手 法 の 特 徴 出土 位 置 備　　 考

1 土 師器 杯 ［12 ．7 ］ ほ 7） － 雲 母 ・赤 色 粒 子 にぷ い黄 橙 普 通 休 部 ロ ク ロ整 形 中央 部床 面 P lO4 44 ， 5 ％
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第1355号住居跡（第159～161図）

位置　調査区東部のPllfO区に位置し，南に緩やかに傾斜した台地の縁辺部に立地している。

重複関係　南西コーナー部で第1356号住居跡を掘り込んでいる。

規模と形状　長軸5．40m，短軸4．86mの南北に長い長方形であり，主軸方向はN－60－Wである。壁高は北

壁で45cm，南壁で16cmを測り，各壁とも外方向に開き気味に立ち上がる。

床　はぼ平坦で，壁際を除いてよく踏み固められており，壁溝が周回している。

竃　北壁の中央部に付設されており，焚口部から煙道部まで125cm，両袖部幅160C皿で，壁外への掘り込みは30

第159図　第1355号住居跡実測図
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cmである。袖部は床面と同じ高さの地山面上に砂質粘土を用いて構築されており，土層断面図中の第9～13層

が袖部に相当する。火床面は床面とほぼ同じ高さで，赤変硬化した部分の厚さが5C皿を測り，使用頻度の高さ

が示唆される。また，煙道は火床部から外傾して緩やかに立ち上がる。

竃土層解説

1　灰　褐　色
2　暗　褐　色

3　極　暗　褐　色

4　暗　赤　褐　色

5　にぷい赤褐色
6　にぷい赤褐色

7　極暗赤褐色

ピット　2か所。

砂粒中量，ローム粒子・焼土粒子・粘土粒子少量
砂粒中量，ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子・粘土
粒子少量
砂粒中量，ローム粒子・焼土粒子・炭化物・粘土粒

子少量
焼土粒子・炭化粒子・粘土粒子中量，ローム粒子・
砂粒少量
焼土粒子多量，ローム粒子少量
焼土粒子中量，ローム粒子・炭化粒子・粘土粒子・

砂粒少量
焼土粒子・炭化粒子・粘土粒子中量，ローム粒子少
良し
甲

8　黒　褐　色　ローム粒子・粘土粒子少量
9　灰　褐　色　粘土粒子・砂粒中量，焼土粒子少量
10　にぷい赤褐色　粘土粒子・砂粒中量，焼土ブロック少量
11暗　褐　色　粘土粒子・砂粒中量
12　にぷい黄褐色　粘土粒子・砂粒中量，ローム粒子・焼土粒子・炭化

粒子微量
13　灰　褐　色　粘土粒子・砂粒中量，ロームブロック・焼土粒子・

炭化粒子少量
14　暗赤褐　色　焼土ブロック多量，炭化粒子少量
15　極暗赤褐色　ロームブロック中量，焼土粒子・炭化粒子少量

Pl・2は深さが23cmと30cmで，竃に対噂して一直線上に並んでおり，出入り口施設に伴う

ピットと考えられる。また，壁溝内から深さ5cm程度の小ピットが31か所検出されており，壁柱穴と考えられ

る。

覆土　8層からなり，ブロック状の堆積状況を示した人為堆積である。

土層解説
1暗褐色　ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子少量
2　極暗褐色　ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子少量

3　暗褐色　ロームブロック中量，廃土粒子・炭化粒子少量
4　黒褐色　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子少量

5　褐　　色　ロームブロック多量，焼土粒子・炭化粒子少量
6　極暗褐色　ロームブロック少量

7　暗褐色　ロームブロック中量
8　暗褐色　ロームブロック中量，焼土粒子・炭化物少量

遺物出土状況　土師器片76点（椀37，皿2，聾37），須恵器片214点（杯169，皿3，蓋16，盤2，短頸壷1，

婆19，甑4），灰粕陶器片1点（長頸瓶1），刀子1点，鉄鎌1点，鉄斧1点が出土しており，遺物は覆土下層

や床面を中心にほぼ全域に散在している。第160・161図1・2・4・5・8～11・14・19はいずれも南壁寄り

の床面や覆土下層から出土しており，そのうち11は硯に転用され　休部内面が摩耗し，墨が付着している。16

の灰寒由陶器は井ヶ谷78号窯式期のものであり，底部外面には「×」と焼成後に刻書されている。また，14・15

も東海地方の製品と考えられる。17の刀子は中央部やや西寄りの床面から出土しており，茎部に木質が付着し

ている。

所見　時期は出土土器から9世紀中葉と考えられ　この時期としては大形の住居跡であり，出土遣物も質量共

に他の住居跡を優越している。また，1軒の食膳を賄うには十分すぎる供膳具類の出土や竃の使用頻度の高さ

から，厨としての機能が示唆される。

＼　　一・　一

第160回　第1355号住居跡出土遺物実測図（1）
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＼∃去ク。

第161図　第1355号住居跡出土遺物実測図（2）

第1355号住居跡出土遺物観察表（第160・161図）
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番号種別器　種口径器高底径胎　土 色　調焼成 手法の特徴 出土位置備　　考

1土師器ま不［10．4］（3．3） 雲母 橙 普通
体部ロクロ整形，内面へ

ラ磨き
南壁際床面
PlO現5，30％，体部

外面墨書「□」，PL65

2土師器杯 （2．8）［5．0］雲母 にぷい橙普通
休部下端・底部回転へラ

削り，内面へラ磨き
南壁寄り床面
PlO446，30％，

底部墨書「川」

3須恵器杯［13．1］4．6 5．9雲母・長石・石英黄灰 普通底部回転へラ切り後，一方向のヘラ削り北東部上層PlO447，60％

181



番号 種 別 器　 種 口 径 器 高 底 径 胎　 土 ‘ 色　 調 焼成 手 法 の 特 徴 出土位置 備　　 考

4 須恵器
杯．、

－
（2．8） 6．4 雲母 ・長石 ・石英 褐灰 普通

体部 下端 手持 ちへラ削 り，

底 部多方向のヘラ削 り
南壁際床面

P lO4 48， 30％ ，

内面摩滅・墨痕，転用硯

5 土師器 高 台付杯 13．2 4．8 5．9 石英 ・赤色粒子 にぷい黄橙 普通
体 部内面へ ラ磨 き，高 台

貼 り付 け後 口クロナデ

中央部 ・南

壁際床面

P lO4 4 9， 80％ ，

PL 56

6 土 師器 高 台付杯 ［12．2］ 5．2 7．4 雲母 ・石英 にぷい橙 普通 体部内・外面ロクロ整形後，ヘラ磨き 中央部中層 P lO4 50，50％

7 須恵器 高 台付杯 ［13．6］ 4．8 8．2 長石 ・石 英 灰 黄 普通 底部回転へラ削り後，高台貼り付け 竃東側上層 P lO4 5 1，60％

8 須 恵器

土 師器

土師器

蓋 －
（3．1） － 雲母 ・長石 ・石英 黄灰

普通 天井部左回りの回転へラ削り 南壁際床面 P lO 45 2，40％

9 嚢 ［21．6］ （7．8） － 雲母 ・長石 ・石英
橙 普通 口緑部横ナデ，体部内・外面ナデ 南壁際下層 P lO 45 3，10％

10 嚢 ［21．8］ （8．3） － 雲母 ・長石 ・石英
明赤褐 普通 口緑部横げ ，体部外面げ ，桶へラげ 南壁寄り床面 P lO 45 4， 5 ％

11 須 恵器 嚢 －
（9．3） － 雲母 ・長石 ・石英

にぷい赤褐 不良
体部外面縦位 の平行叩 き，

内面 ナデ ・指頭痕
南壁際床面

P lO 4 55， 5 ％ ，

内面摩滅・墨痕，転用硯

12 須恵器 嚢 22．3 （8．4） － 雲母 ・長石
黄灰 普通 体部外面横位の平行叩き，桶 げ ・禍痕 竃東側下層 P lO 4 60，30％

13 須恵器 短 頸 壷 －
（4．0） 5．5 長石 ・石英 灰 良好

体部下端手持 ちへ ラ削 り，

底部多方 向のヘラ削 り
南東部下層

PlO4 56， 30％ ，

内面降灰による自然粕

14 須恵器 1不 ［12．3］ 3．0 ［9．0］ 緻密 灰黄 良好 体部 ロクロ整形 南壁際下層
P lO4 57 ， 5 ％ ，

外面 自然粕

15 須恵器 高　　 盤 ［15．3］ （1．2） － 緻密 褐灰 良好 口緑部内 ・外面 ロクロナデ 南東部覆土中 P lO4 58， 5 ％

16 灰粕陶器 長 頚 瓶 （4．6） 7．8 放密
灰褐 ・オリー

ブ灰
良好

体 部ロク ロナ デ，底 部 回

転 糸切 り後高台貼 り付 け，

内面降灰 に よる眉然粕

竃手前床面

P lO4 59， 10％ ，

底部刻書「×」，井ケ

谷78号窯式，PL55

番号

17

器 種

刀　 子

長 さ 幅 厚 さ 重 量 材　 質 特　　　　　 徴 出土位置 備　　 考

（7．6） （2．2） 0．4 （13．0） 鉄 茎部の破片，木質付 着，茎尻 は細 る。 西壁寄り床面 M lO O9 3，P L 6 8

18 鎌

鉄　 斧

（10．1） （3．0） 0．2 （20．0） 鉄 刃先部 ・基部欠損，刃部攣 曲。 北西部床面 M lO O9 4，P L 6 9

19 6．9 3．8 1．6 （60．0） 鉄 袋部一部欠損，刃部 はやや幅広。 南壁 際床面 M lOO95，90％，PL69

第1356号住居跡（第162・163図）

位置　調査区東部のP12gl区に位置し，南に緩やかに傾斜した台地の縁辺部に立地している0また，本跡から

北へ6mの距離には同時期の第1353号住居跡が位置している。

重複関係　南側部分を第1351号住居跡，東半部分を第1352号住居跡，西壁際を第1355号住居跡，中央部を第

1154号土坑にそれぞれ掘り込まれている。

規模と形状　長軸4．26m，′短軸3．76mの若干東西に長い長方形で，主軸方向はN－20－Eである0壁高は重

複を受けていない北壁で20cmを測り，壁は外方向に開き気味に立ち上がる0

床　はぼ平坦で，中央部がよく踏み固められており，壁溝が周回している。

竃　北壁の中央部に付設されており，焚口部から煙道部まで80cm，両袖部幅120cmである0壁外への掘り込み

は25cmほどで，袖部は床面と同じ高さの地山面上に砂質粘土を用いて構築されている0火床面は床面と同じ高

さの地山面をそのまま使用し，火熱を受けて赤変硬化している0また，煙道は火床部から外債して緩やかに立

ち上がる。

ピット　8か所。主柱穴はPl～P4が相当し，深さは15～29cmであるo P5は深さ28cmで，竃と対噂する位

置にあり，出入り口施設に伴うピットと考えられるo P6～P8はいずれも深さ15cmほどで，各コーナー部の

壁溝内に位置しており，壁柱穴と考えられる。

覆土10層からなり，ブロック状の堆積状況を示した人為堆積である。
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土層解説
1　暗褐色　ロームブロック多量

2　暗褐色　ロームブロック多量，炭化粒子少量
3　暗褐色　ロームブロック中量，焼土粒子・炭化粒子微量
4　極暗褐色　ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子微量
5　暗褐色　ロームブロック多量，炭化粒子微量

6　暗褐色　ロームブロック多量，炭化物微量

7　黒褐色　ロームブロック中量，粘土粒子少量
8　暗褐色　ロームブロック多量，炭化粒子少量
9　暗褐色　ロームブロック多量
10　褐　　色　ロームブロック多量

遺物出土状況　土師器片9点（嚢9），須恵器片30点（杯23，蓋2，高盤3，聾2）が竃周辺と南壁際の床面

を中心に出土している。第162・163図1・2・6は南壁際の床面，3～5は竃手前の床面からの出土であり，

そのうち4の底部には「川」と墨書されている。また，5は出土付近に粘土粒子や炭化粒子が散在しており，

竃で使用されていたものと考えられる。

所見　本跡の時期は出土土器から9世紀前葉と考えられ北へ6mの距離に位置する第1353号住居跡とともに

同一の集落を構成していたことが想定される。

1m
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第162図　第1356号住居跡・出土遺物実測図
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第163図　第1356号住居跡出土遺物実測図

第1356号住居跡出土遺物観察表（第162・163図）

0　　　　　　　　　　　　　10cm

し一一一一一一一一一一一一←一一一一一一一一一一一一一一」

番号 種 別 券　 種 口径 器 高 底 径 胎　 土 色　 調 焼成 手法の特徴 出土位置 備　　 考

1 須恵器 杯 13．3 5．0 7．9 雲母・長石・石英 灰 普通
休部下端手持ちへラ削り，底部回

転へラ切り後，一方向のへラ削り
南壁際床面

PlO461，90％，内面

炭化物付着，PL56

2 須恵器 杯 13．2 5．1 6．7 雲母・長石・石英 黄灰 普通 底錮転へラ別胤 一方向のヘラ削り 南壁際床面 PlO462，80％，PL56

3 須恵器 坤こ ［12．9］ 3．9 7．6 雲母・長石・石英 灰 普通 榔下端手持ちへラ削り，底部一方向のヘラ椚 竃手前床面 PlO463，50％

4 須恵器 杯 ［12．8］ 4．1 7．0 雲母・長石・石英 黄灰 普通
体部下端手持ちへラ削り，

底部一方向のへラ削り
竃手前床面

PlO464，50％，

墨書「川」，PL65

5 土師器 要 － （11．6） 8．7 雲母・長石・石英 灰褐 普通 休部外面へラ磨き，内面へラナデ 竃手前床面 PlO465，30％

6 土師器 嚢 － （19．5） － 雲母・長石・石英 橙 普通 休部外面へラ磨き，内面へラナデ・指頭痕 南壁際床面 P lO466，20％

第1357号住居跡（第164・165図）

位置　調査区東部のPlliO区に位置し，南に緩やかに傾斜した台地の縁辺部に立地している。

規模と形状　床面が露出した状態で検出され　壁の立ち上がりは確認できなかったが，硬化面の広がりから判

断して，N－980－Eを主軸とする長軸3．20m，短軸2．36mの長方形と推定される。

床　はぼ平坦で，中央部がよく踏み固められており，壁溝は北壁際から東壁際にかけて巡っている。

竃　東壁の南寄りに付設されており，火床面およびその周囲の床面から粘土粒子や砂粒が検出されている。火

床面は床面と同じ高さで，火熱を受けて赤変している。

ピット　3か所。Pl・2は深さがそれぞれ18cmと11C皿で，形状から見て柱穴の可能性があるが，対応する柱

穴は検出されていない。P3は深さ12cmで，西壁際の中央部に位置しており，出入り口施設に伴うピットと考

えられる。

1朗



覆土　検出されなかった。

遺物出土状況　土師器片4点（小皿1，

襲3）が火床部から出土している。

所見　本跡の時期は，東竃を有してい

ることや小皿の形状から見て10世紀後

半と考えられる。

〒：「召
0　　　　　　　5cm

！　［　！

第165図　第1357号住居跡
出土遺物実測図

第164図　第1357号住居跡実測図

第1357号住居跡出土遺物観察表（第165図）

0　　　　　　1m

！；　！

番号種別券　種口径器高底径 胎　土 色　調焼成 手法の特徴 出土位置 備　　考

1 土師器小　　皿［9．0］（1．8）－雲母・赤色粒子にぷい橙普通体部内・外面ロクロナデ竃火床部PlO467，5％

第1358号住居跡（第166図）

位置　調査区東部のPllg9区に位置し，南西に緩やかに傾斜した台地の縁辺部に立地している。

重複関係　南壁際で第1359号住居跡を掘り込み，北壁際中央部を第1156号土坑に掘り込まれている。

規模と形状　長軸3．82m，短軸3．20mの東西に長い長方形で，主軸方向はN－800－Eである。壁高は10～20

cmで，各壁とも外傾して立ち上がる。

床　はぼ平坦で，全体的によく踏み固められており，壁溝が西壁際を除いて巡っている。

竃　東壁の南寄りに付設されており，焚口部から煙道部まで95cm，両袖部幅90cmである。袖部は床面と同じ高

さの地山面上に砂質粘土で構築されており，煙道部は火床部から外債して緩やかに立ち上がる。

竃土層解説
1極　暗　褐　色　ローム粒子・焼土粒子・炭化物・砂粒少量
2　にぷい赤褐色　焼土粒子・砂粒中量，ローム粒子・炭化粒子・粘土

粒子少量
3　暗赤　褐　色　焼土粒子中量，ローム粒子・炭化物・粘土粒千・秒

粒少量
4　暗　褐　色　ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子少量

5　暗　褐　色　ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子・粘土粒子・
砂粒少量

6　黒　褐　色　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子少量
7　暗　赤　褐　色　焼土粒子・粘土粒子中量，ローム粒子・炭化粒子少

＿EL

甲

8　極　暗　褐　色　ローム粒子・焼土ブロック・炭化粒子少量

ピット　9か所。Plは深さ22cmで，竃と対角の位置にあり，出入り口施設に伴うピットと考えられる。P2

～P9は深さ14～19cmで，いずれも壁の外側に等間隔に並んでおり，壁柱穴の一種と考えられる。

覆土　8層からなり，ブロック状の堆積状況を示した人為堆積である。

土層解説
1極暗褐色　ローム粒子・炭化物少量，廃土粒子微量　　　　　　　　5　極暗褐色　ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
2　極暗褐色　ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子少量　　　　　　　6　暗褐色　ローム粒子中量，廃土粒子・炭化粒子少量
3　黒褐色　ロームブロック・炭化物少量，焼土粒子微量　　　　　　7　暗褐色　ロームブロック中量，炭化粒子微量

4　黒褐色　ロームブロック・炭化粒子少量，焼土粒子微量　　　　　8　暗褐色　ロームブロック中量，炭化粒子少量

遺物出土状況　土師器片65点（椀53，小皿2，賓10），須恵器片1点（餐1），灰粕陶器片1点（瓶），土製紡

錘車1点，鉄釘1点がほぼ全域に散在した状態で出土している。竃付近からは，第166図1・3・4・7・8

が出土している。9の須恵器大嚢片は，混入したものである。
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第166図　第1358号住居跡・出土遺物実測図
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所見　本跡の時期は，出土土器から10世紀後半と考えられる。

第1358号住居跡出土遺物観察表（第166図）

番号 種 別 器　 種 口 径 器 高 底 径 胎　 土 色　 調 焼成 手 法 の 特 徴 出土位 置 備　　 考

1 土 師器 小　　 皿 9．4 2．1 4．6
雲母 ・長石 ・石

英 ・赤色粒 子
にぷい橙 普通

体部 ロタロ整形 ， 底部 回

転へ ラ切 り
竃南袖部上面 P lO 46 8，7 0％

2 土師器 小　　 皿 9．8 1．9 6．4 長石 ・赤色粒 子 橙 普通 体部ロクロ整形，底部回転へラ切り 北東部床面 P lO 46 9，7 0％

3 土 師器 高台付椀 ［10．2］ 3．6 5．4 赤色粒 子 浅黄橙 普通 底部回転へラ切り後，高台貼り付け 竃北側中層 P lO 47 0，4 0％

4 土 師器 高台付椀 － （4．5） ［1 0．4］ 雲母 ・赤色粒 子 橙 普通 高台貼 り付け後，ロクロナデ 竃北側床面 P lO 47 1，4 0％

5 土 師器 高台付椀 － （4．2） 6．9 雲母 ・赤色粒 子 にぷい橙 普通 底部回転へラ切り後，高台貼り付け 中央部中層 P lO 47 2，4 0％

6 土 師器 高台付椀 － （3．0） 7．3 雲母 ・赤色粒 子 にぷい赤褐 普通 底部回転へラ切り後，高台貼り付け 中央部床面 P lO 47 3，4 0％

7 土 師器 襲 （7．6） 10．0 雲母 ・長石 ・石英 にぷい黄橙 普通
体部外面 へ ラ削 り， 内面

へ ラナデ，底部ナデ

竃手前 ・北

側床面
P lO 47 4，2 0％

8 灰粕陶器 双耳 瓶 カ （2．0） 敵密
灰自・オリー

ブ灰
良好
外面へ ラ削 り，孔 は棒 状

工具 による刺突
竃手前床面 P lO 47 5， 5 ％

9 須恵器 大　　 喪 － （9．7） － 長石 灰 良好 体部外面横位の平行叩き，内面ナデ 北東部下層 T P l OO 14； 5 ％

番号 器 種 最大径 厚 さ 孔 径 重 量 材　 質 特　　　　　 徴 出土位置 備　　 考

10 紡錘車 6．1 1．6 1．0 （27．6） 土　 製 無文，ナデ，にぷい橙色を呈する。 中央部中層 DPlOO19，50％，PL67

番号 器 種 長 さ 幅 厚 さ 重 量 材　 質 特　　　　　 徴 出土位置 備　　 考

11 釘　 カ （5．3） 0．5 0．5 （4．3） 鉄 断面方形の棒状，一端が尖る。 北西部覆土中 M lOO96

第1359号住居跡（第167図）

位置　調査区東部のPllh9区に位置し，南西に緩やかに傾斜した台地の縁辺部に立地している。

重複関係　北壁際を第1358号住居跡に掘り込まれている。

規模と形状1辺が2．70mはどの方形で，主軸方向はN－830－Eである。壁高は6～8cmで，壁は外債して

立ち上がる。

床　はぼ平坦で，中央部がよく踏み固められており，壁溝は認められない。

竃　東壁中央部の若干南に寄った位置に付設されており，焚口部から煙道部まで70cm，両袖部幅60cmで，壁外

への掘り込みは50。mである。天井部は崩落しており，袖部は東壁に砂質粘土を貼り付けた痕跡がわずかに確認

される程度である。火床面は東壁ラインよりも外側に位置し，火熱を受けて赤変硬化している。また，煙道は

火床部から外債して緩やかに立ち上がる。

竃土層解説
1極暗褐色　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子少量　　　　　　4　極暗赤褐色　焼土粒子中量，ローム粒子・炭化粒子少量
2　暗　褐　色　ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子少量　　　　　5　極暗赤褐色　焼土粒子中量，ローム粒子・炭化物少量
3　暗赤褐色　焼土ブロック・炭化粒子中量，ローム粒子・粘土粒子　6　極暗赤褐色　焼土粒子中量，ローム粒子・炭化粒子少量

少量

ピット　5か所。主柱穴はPl～P4で，深さは18～21cmである。P5は深さ13cmで，竃と対噂する位置にあ

り，出入り口施設に伴うピットと考えられる。

覆土　3層からなり，レンズ状の堆積状況を示した自然堆積である。

土層解説
1黒褐色　ローム粒子少量，炭化粒子微量

2　暗褐色　ローム粒子中量

3　極暗褐色　ローム粒子少量

遺物出土状況　土師器片14点（椀11，小皿1，聾2），砥石1点が竃付近を中心に出土している。第167図1・

3・4はいずれも火床部からの出土であり，2は竃手前の床面からの出土である。特に3・4は逆位の状態で
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重なって出土し，被熱を受けた痕跡も見られないことから，廃絶時に意図して遺棄されたと考えられる。また，

5の砥石は中央部の床面から出土している。

所見　本跡の時期は出土土器から10世紀後半と考えられ本跡及び本跡と重複関係にある第1358号住居跡の出

土土器に時期差はほとんど見られない。

1　　　　　　　　3

2　　　　　　　　1　　　　　　3

4

j　　　　　ト　　　」

第167回　第1359号住居跡・出土遺物実測図

第1359号住居跡出土遺物観察表（第167図）

「

番号 種 別 券　 種 口 径 器 高 底 径 胎　 土 色　 調 焼成 手 法 の 特 徴 出土位 置 備　　 考

1 土師器 杯 13．0 3．3 6．6 石英 ・赤色粒子 橙 普通 休部ロクロ整形，底部回転へラ切り 竃火床部 P lO 47 6，6 0％

2 土師器 杯 13．7 4．8 7．0 雲母 ・赤色粒子 橙 普通 体部ロタロ整形，底部回転糸切り 竃手前床面 P lO477，60％，PL 56

3 土 師器 坪 － （2．0） 7．0 雲母 ・赤色粒子 にぷい橙 普通 体部ロクロ整形，底部回転へラ切り 竃火床部 P lO 47 8，4 0％

4 土師器 小　　 皿 9，4 1．7 6．4 雲母 ・赤色粒子 にぷい橙 普通 休部ロクロ整形，底部回転へラ切り 薗火床部 PlO479，100％，PL 56

番 号 券 種 長 さ 幅 厚 さ 重 量 材　 質 特　　　　　 徴 出土位置 備　　 考

5 砥　 石 7．8 2．8 3．0 6 1．1 凝 灰 岩 砥 面 2 面 ，その他 の面は 自然面。 中央部床面 Q l（沿22，100％，PL68
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第1360号住居跡（第168図）

位置　調査区東部のPllj9区に位置し，南西に緩やか

に傾斜した台地の縁辺部に立地している。

規模と形状　床面が露出した状態で検出され壁の立

ち上がりは確認されなかったが，竃の位置や暗褐色を

皇した床面の広がりから判断して，N－83。－Eを主

軸とする長軸3．70m，短軸3．00mの長方形と推定され

る。

床　竃の手前がよく踏み固められており，壁溝は認め

られない。

竃　遣存状態が悪く，東壁の中央部から火床面が検出

されただけである。付近の床面には粘土粒子や砂粒が

散在しており，竃材の一部が流出したものと考えられ

る。

ピット　2か所。Pl・2ほ深さ25cmと10cmであり，

形状から柱穴と考えられるが，配置が不揃いであり断

定できない。
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第168図　第13舶号住居跡実測図

覆土　確認されなかった。

遺物出土状況　土師器片2点（椀1，賓1）が出土している。

所見　本跡の時期は，東竃を有する住居形態から見て10世紀代と考えられる。

第1361号住居跡（第169・170図）

位置　調査区東部のP12g9区に位置し，南東に緩やかに傾斜した台地の縁辺部に立地している。

規模と形状　南東に傾斜した地形のため，南壁と東壁の立ち上がりが確認されなかったことから，ピットの位

置や暗褐色を呈した床面の広がりから判断して，N－100－Wを主軸とする長軸6・60m，短軸6・25mの方形と

推定される。北壁や西壁の高さは10cmほどで，いずれも外傾して立ち上がる。

床　耕作等により硬化面のほとんどが削平され竃の手前にその一部が認められるだけである。また，壁溝は

北西部で認められる。

竃　北壁の中央部に付設されており，焚口部から煙道部まで100cm，両袖部幅150cmで，壁外への掘り込みは15

。皿である。袖部は基部だけが遣存しており，床面と同じ高さの地山面上に砂質粘土で構築されている。火床面

は床面と同じ高さの地山面をそのまま使用しており，火熱を受けて赤変硬化している。

富士層解説
1極賠赤褐色　廃土粒子中量，ローム粒子・炭化粒子・粘土粒子少　4　赤　褐　色　焼土粒子多量

量　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　5　灰　褐　色　灰多量，焼土粒子少量

2　黒　褐　色　ローム粒子・廃土粒子・炭化物・粘土粒子少量　　6　暗赤褐色　ローム粒子・焼土粒子中量，炭化物・粘土粒子少量
3　にぷい赤褐色　廃土粒子・灰中量，ローム粒子少量

ピット　7か所。主柱穴はPl～P4が相当し，深さは46～63cmである。P5は深さ19cmで，竃と対噂する位

置にあり，出入り口施設に伴うピットと考えられる。P6・7はそれぞれ深さ21cmと36cmで，竃の袖部を挟む

ように位置しており，竃上の棚などの施設に伴うピットと考えられる。

覆土　6層からなり，レンズ状の堆積状況を示した自然堆積である。
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土層解説
1　暗褐色　ローム粒子中量
2　褐　　色　ローム粒子多量

3　暗褐色　ローム粒子中量，焼土粒子少量

4　暗褐色　焼土粒子中量，ロームブロック少量
5　極暗褐色　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子少量
6　暗褐色　ローム粒子中量，炭化粒子少量

遺物出土状況　土師器片7点（婆7），須恵器片17点（杯12，蓋1，整4）が北西部の床面を中心に出土して

いる。第170図1・4はいずれも壁構内，2は北西部の床面から出土している。

所見　本跡の時期は出土土器から9世紀前葉と考えられ，当該期における最も大形の住居跡である。

〒妄 ぐ
第170図　第1361号住居跡出土遺物実測図

第1361号住居跡出土遺物観察表（第170図）

0　　　　　　　　　　　　　10cm

！　　　：　　　！

番号種別器　種口径器高底径胎　土 色　調焼成 手法の特徴 出土位置備　　考

1須恵器杯 13，6 5．0 7．4長石・石英灰 普通欄下端手持ちへラ削臣底部一欄恥ラ削り北西部下層PlO481，90％，PL56

2須恵器蓋 －（3．0）－長石・石英灰 普通天井部右回りの回転へラ削り北西部床面PlO482，30％

3土師器嚢［18．7］（3．7）－雲母・長石・石英にぷい橙普通ロ縁部横ナデ，休部朴外面へラナデ
南東部覆土中PlO483，5％

4土師器嚢 －（6．6）7，8雲母・長石・石英にぷい橙
普通休部外面へラ磨き，内面へラけ底面げ西壁際床面PlO484，10％

第1362号住居跡（第171図）

位置　調査区東部のP12e8区に位置し，南東に緩やかに傾斜した台地の縁辺部に立地している。

規模と形状　長軸4．52m，短軸4．00mの南北に長い長方形で，主軸方向はN－40MEである。竃の東側に棚

状施設が付設されており，規模は幅140cm，奥行き40cmで，床面からの高さは10cmである。棚状の部分の壁高

は8C皿ほどで，それ以外の壁高は4～14cmを測り，壁は外傾して立ち上がる。

床　はぼ平坦で，中央部がよく踏み固められている。壁溝は全周しており，北東コーナー部では棚状施設の手

前を巡っている。

竃　北壁中央部に付設されており，焚口部から煙道部まで90C皿，両袖部幅140cmである。壁外への掘り込みは

10C血ほどで，袖部は床面と同じ高さの地山面上に砂質粘土で構築されている。火床面は浅い皿状に掘り窪めら

れ　火熱を受けて赤変硬化しており，煙道は火床部から外傾して緩やかに立ち上がる。

竃土層解説
1　暗　褐　色　ローム粒子中量，廃土粒子・炭化粒子少量
2　黒　褐　色　焼土粒子中量，ローム粒子・炭化粒子少量

3　にぷい赤褐色　焼土粒子多量，炭化粒子少量

≠　暗　褐　色　ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子少量
5　極暗赤褐色　焼土粒子中量，ローム粒子・炭化粒子少量
6　暗　赤　褐　色　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子・粘土粒子少量

ピット　7か所。主柱穴はPl～P4で，深さは16～24C皿である。P5は深さ20C皿で，南壁際の中央部に位置

しており，出入り口施設に伴うピットと考えられる。P6・7はそれぞれ深さ8C皿と13C皿で，竃の西袖脇と棚

状施設の竃寄りに位置しており，竃上の棚などの施設に伴うピットの可能性がある。

覆土　6層からなり，レンズ状の堆積状況を示した自然堆積である。
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土層解説
1　極暗褐色　ローム粒子少量
2　暗　褐　色　ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子少量
3　黒　褐　色　ローム粒子・炭化粒子少量

4　極暗褐色　ロームブロック・炭化粒子少量
5　暗　褐　色　ローム粒子中量
6　極暗褐色　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子少量

遺物出土状況　土師器片5点（整5），須恵器片18点（杯13，蓋2，嚢3），鉄韓4点がほぼ全域から散在して

出土している。第171図1は北東部の床面から出土している。また，鉄浮4点は混入したものである。

所見　本跡は棚状施設を有する住居跡であり，時期は出土土器から8世紀後薬と考えられる。

OI　凸l　皿l］lLI
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第171図　第1362号住居跡・出土遺物実測図
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ム土を主体とする暗褐色土や黒褐色土を埋め戻して使用され皿状を呈している。また，竃材が検出されてい

ないことから，炉の可能性も考えられる。

富士屑解説
1極暗赤褐色　焼土ブロック中量，ローム粒子・炭化物少量
2　暗　褐　色　ロームブロック・焼土粒子・炭化物少量
3　極暗褐色　ローム粒子・焼土粒子少量

4　黒　褐　色　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量

5　暗　褐　色　ローム粒子中量
6　極暗褐色　ローム粒子少量

ピット13か所。Pl～PlOは深さ12～26cmで，壁際に規則的に並んで位置しており，壁柱穴と考えられる。

Pll～P13は不明である。

覆土　検出されなかった。

遺物出土状況　土師器片12点（椀3，整9），須恵器片1点（賓），鉄津2点がピット内から出土している。第

173図1はPl・3・9の覆土中から出土した破片が接合されたものであり，2はP11，3はP3，鉄津はP

8・9の覆土中から出土したものである。

所見　本跡は長軸が短軸の2倍の長方形を呈しており，他の住居跡とは様相を異にしている。時期は出土土器

から10世紀前半と考えられ北側に隣接する第131号掘立柱建物跡の桁行と長軸方向を同じくし・時期も同じ

と考えられることから，本跡は同建物跡に付属する工房的な施設の一部として機能していたと推定される。

第173図　第1363号住居跡出土遺物実測図

第1363号住居跡出土遺物観察表（第173図）
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番号種別器　種口径器高底径胎　土色　調焼成手法の特徴出土位置備　　考

1土師器坤こ13．04．5 4．7雲母・長石・石英にぷい黄褐普通体部内面へラ磨き，底部多方向のヘラ削りPl，P3，P9覆土中PlO489，60％

2土師器珂こ［13，9］3．9［6．5］長石・石英橙 普通体部内面へラ磨き，底部一方向のヘラ紳）Pll覆土中PlO490，40％

3土師器高台付椀－（1．2）［3．9］雲母
灰黄褐普通高台部ロクロナデ P3覆土中PlO491，5％

第1364号住居跡（第174図）

位置　調査区東部のP12d6区に位置し，平坦な台地の南端部に立地している。また，本跡から東へ8mの距離

には，同時期と考えられる第1372号住居跡が位置している。

重複関係　中央部の南寄りを東西に第70号溝跡に掘り込まれている。

規模と形状1辺が3．30mはどの方形で，主軸方向はN－30－Eである。壁高は10～20cmで，壁は外傾して

立ち上がる。

床　はぼ平坦で，中央部がよく踏み固められており，壁溝が周回している。

竃　北壁の中央部に付設されており，焚口部から煙道部まで85C皿，両袖部幅140cmである。壁外への掘り込み

は50。皿ほどで，袖部は床面と同じ高さの地山面上に砂質粘土で構築されている。火床面は床面と同じ高さの地

山面をそのまま使用し，赤変硬化している。また，煙道は火床部から急な懐斜で立ち上がる。

富士層解説

1暗赤褐色　焼土粒子中量，ローム粒子・炭化粒子・粘土粒子少量　5　暗褐色　砂粒中量，ローム粒子少量・廃土粒子・炭化粒子微量
2　灰褐色　ローム粒子・砂粒中量，粘土粒子少量
3　暗赤褐色　焼土粒子中量，砂粒少量
4　暗褐色　砂粒中量，ローム粒子少量

6　灰褐色　ローム粒子・砂粒中量，焼土粒子・炭化粒子少量

7　暗赤褐色　焼土粒子中量，ローム粒子少量
8　暗赤褐色　焼土ブロック中量，ロームブロック・炭化粒子少量
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第1362号住居跡出土遺物観察表（第171図）

番号 種 別 器　 種 口 径 器 高 底 径 胎　 土 色　 調 焼成 手 法 の 特 徴 出土位置 備　　 考

1 須 恵 器 珂こ ［1 2，8］ 3．7 ［8月］ 長 石 ・石英 灰 普通 体部下端 ・底部回転へラ削 り 北東部床面 P lO 48 5 ， 40 ％

2 須 恵 器 杯 ［12．8］ 4．1 ［7．5］ 長 石 ・石英 灰 普通 体部下端 ・底部回転へラ削 り 東壁際床面 P lO 48 6 ， 20 ％

3 土 師 器 嚢 ［19．6］ （8．2） － 雲母 ・長石 ・石英 にぷい橙 普通 体部内・外面へラナデ・指頭痕欄積み痕 中央部床面 P lO 48 7 ， 5 ％

4 土 師 器 嚢 （14．8） ［9，4］ 長 石 ・石英 橙 普通
休部外面へラ削り後，へラ磨き，内

面へラナデ・翰積み痕，底部木葉痕

竃火床部 ・

北西部床面
P lO 48 8 ，2 0 ％

第1363号住居跡（第172・173図）

位置　調査区東部のP12e9区に位置し，南東に緩やかに傾斜した台地の縁辺部に立地している。

重複関係　北壁部分で第1372号住居跡と第99号掘立柱建物跡を掘り込んでいる。

規模と形状　床面が露出した状態で検出され　壁の立ち上がりが確認されなかったため，暗褐色を呈した床面

の広がりやピットの位置から判断して，N－230－Wを主軸とする長軸6．66m，短軸3．48mの東西に長い長方

形と推定される。

床　耕作によって硬化面が削平されたため，硬化面は確認されず，また壁溝も認められない。

憲　北壁際の中央部に付設されており，火床部だけが遺存している。火床面は16cmはど掘り窪めた部分にロー
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ピット1か所。Plは深さ17。皿で，南壁際の中央部に位置しており，出入り口施設に伴うピットと考えられ

る。また，壁溝内からほぼ等間隔に深さ10cmほどの小ピット26か所が確認されており，壁柱穴と考えられる0

覆土　7層からなり，レンズ状の堆積状況を示した自然堆積である。

土層解説
1暗褐色　ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子微量

2　暗褐色　ローム粒子・砂粒中量，焼土粒子・炭化粒子少量
3　暗褐色　ローム粒子中量，焼土粒子・炭化物少量
4　暗褐色　ローム粒子中量

5　暗褐色　ローム粒子中量，焼土粒子少量，炭化粒子微量
6　褐　　色　ローム粒子多量
7　暗褐色　ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子・粘土粒子少量

遺物出土状況　土師器片6点（杯3，婆3），須恵器片3点（杯3）がほぼ全域から散在した状態で出土して

いる。第174図1は南西部，2は北西部の覆土中からそれぞれ出土している。

所見　本跡の時期は出土土器から8世紀前半と考えられ本跡から東へ8mの距離に位置する第1372号住居跡

と住居の主軸方向や規模が近似しており，両跡は同時期に存在したことが想定される。
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第174図　第1364号住居跡・出土遺物実測図

第1364号住居跡出土遺物観察表（第174図）

0　　　　　　　　　　　　　2m

「　　　－　　1　－1

0　　　　　　　　　　　　10cm

l　　　：　　　」

番号種別券　種口径器高底径胎　土 色　調焼成 手法の特徴 出土位置備　　考

1土師器1不 －（2．5）
［7．8］雲母・長石・石英にぷい黄褐普通体部内面へラ磨き，底部多方向のヘラ削り南西部覆土中PlO492，5％

2土師器要［25．0］（2．0）－長石・石英にぷい橙普通
口緑部内・外面横ナデ北西部覆土中PlO493，3％
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第1365号住居跡（第175・176図）

位置　調査区東部のP12C5区に位置し，平坦な台地の縁辺部に立地している。

重複関係　北側部分で第1366号住居跡を掘り込み，南壁寄りの中央部を第115号掘立柱建物跡に掘り込まれて

いる。

規模と形状　長軸2．82m，短軸2．68mの方形で，主軸方向はN－60－Eである。壁高は8～20cmで，各壁と

も外債して立ち上がる。

床　はぼ平坦で，壁際を除きよく踏み固められており，壁溝が周回している。

竃　北東コーナー部に付設されており，焚口部から煙道部まで100C皿，両袖部幅115cmである。袖部は，コーナー

部の壁面に砂質粘土を貼り付けて構築されている。火床面は浅い皿状を皇し，煙道は火床部から外債して緩や

かに立ち上がる。

竃土層解説

1極暗赤褐色　焼土粒子中量，ローム粒子・炭化粒子・粘土粒子少量　6　黒　褐　色　焼土粒子・炭化粒子少量
2　極暗赤褐色　焼土粒子中量，ローム粒子・炭化粒子少量
3　赤　褐　色　焼土粒子多量，炭化粒子少量
4　暗赤褐色　ローム粒子・焼土粒子中量，炭化粒子少量
5　極暗赤褐色　焼土粒子中量，ローム粒子・炭化粒子・粘土粒子・砂

粒少量

7　赤　褐　色　焼土粒子・灰中量，ローム粒子少量
8　極暗赤褐色　焼土粒子中量，ローム粒子少量
9　暗赤褐色　ロームブロック・廃土ブロック少量

覆土　5層からなり，レンズ状の堆積状況を示した自然堆積である。

土層解説

1　暗褐色　ローム粒子少量
2　暗褐色　ローム粒子少量
3　褐　色　ローム粒子中量

4　暗褐色　ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子・砂粒少量
5　褐　色　ローム粒子中量

遺物出土状況　土師器片14点（杯9，聾5），須恵器片22点（杯14，蓋3，襲4，壷1）が竃周辺の覆土下層

を中心に出土している。竃の火床部からは第176図2・3・5が出土しており，竃手前の床面からは1・6が

出土している。

第175図　第1365号住居跡実測図
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所見　本跡は，コーナー部に竃が構築された小形の住居跡である。時期は出土土器から8世紀後菜と考えられ

コーナー竃をもつ初現的な住居跡といえる。

し」＝』4
第176図　第1365号住居跡出土遺物実測図

第1365号住居跡出土遺物観察表（第176図）

番号 種 別 器　 種 口 径 器 高 底 径 胎　 土 色　 調 焼成 手 法 の 特 徴 出土位置 備　　 考

1 須 恵器 ゴ不 12．5 3．7 7．1 長 石 ・石英 灰 普通 傭下端手持ちへラ剃り，底部多方向のヘラ削 竜手前床面 P lO494，100％，PL 56

2 須 恵 器 杯 ［12．8］ 4ユ 7．4 雲母 ・長石 ・石英 灰 黄 普通 底部回転へラ切り後，一方向のヘラ削 竃火床部 P lO 49 5 ，5 0％

3 須 恵器 杯 ［12．6］ 4．3 ［6，9］ 長石 ・石英 灰 普通 欄 下端手持ちへラ削り，底部多方向のヘラ削 竃火床部 P lO 49 6 ，3 0％

4 須 恵器 当互 － （2．0） ［6．9］ 長石 黄灰 普通 体部ロクロナデ，郎 β回転へラ削り 南西部床面 P lO4 9 7， 10％

5 土 師器 嚢 ［2 1．2］ （7．9） － 雲母 ・長石 ・石英 にぷ い橙 普通 口糊 付 傭 内・外面へラげ ・禍痕 竃 火床 部 P lO4 98 ， 5 ％

6 土 師器 要 ［2 3．3］ （7．5） － 雲母 ・長石 ・石英 にぷい赤褐 普通 口舶 断 デ，体馴 面ナデ，内面へラげ 寵手前床面 P lO4 99 ， 5 ％

第1367号住居跡（第177図）

位置　調査区東部のP12C7区に位置し，南に傾斜した台地の南端部に立地している。

重複関係　西側部分を第1368号住居跡，竃手前と南壁中央部を第131号掘立柱建物跡に掘り込まれている。

規模と形状　長軸3．68m，短軸3．34mの方形で，主軸方向はN－40－Wである。壁高は12～15。mで，各壁と

も外債して立ち上がる。

床　はぼ平坦で，中央部がよく踏み固められており，壁溝は北東コーナー部の壁際と南壁際で認められる。

竃　北壁の中央部に付設されており，焚口部から煙道部まで70cm，両袖部幅110。mである。壁外への掘り込み

はほとんどなく，袖部は床面と同じ高さの地山面上に砂質粘土で構築されている。火床面は床面と同じ高さの

地山面をそのまま使用し，火熱を受けて赤変硬化している。また，煙道は火床部から外傾して緩やかに立ち上

がる。

竃土層解説

1極暗褐色　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子少量
2　暗赤褐色　焼土粒子多量，炭化粒子少量
3　暗　褐　色　ローム粒子中量

4　極暗褐色　ローム粒子・焼土粒子少量
5　暗赤褐色　焼土粒子中量，ローム粒子少量

6　褐　　　色　ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子・粘土粒子・砂
粒少量

7　暗赤褐色　焼土粒子・炭化粒子少量

8　暗赤褐色　焼土粒子中量，ローム粒子・炭化粒子少量
9　極暗赤褐色　廃土粒子・炭化粒子中量，ローム粒子少量
10　極暗赤褐色　ローム粒子・焼土ブロック少量
11暗赤褐色　廃土粒子中量，ローム粒子・炭化粒子少量

ピット　3か所。主柱穴はPl～P3で，深さは14～25cmである。南東コーナー部に想定される主柱穴は撹乱
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により遣存していない。

覆土　6層からなり，レンズ状の堆積状況を示した自然堆積である。

土層解説
1極暗褐色　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子少量
2　黒褐色　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量

3　極暗褐色　ローム粒子少量

4　暗褐色　ローム粒子中量
5　暗褐色　ローム粒子中量
6　暗褐色　ローム粒子中量

遺物出土状況　土師器片5点（賓5），須恵器片14点（杯6，蓋4，肇4），刀子1点が壁際の覆土下層を中心

に出土している。第177図1・2・5・6はいずれも床面からの出土で，とくに1は中央部の東寄りからほぼ

完形の状態で正位で出土しており，住居廃絶時に遺棄されたものと考えられる。

所見　本跡の時期は，出土土器から8世紀後薬と考えられ本跡の南5mの距離に位置する第1362号住居跡と

住居の規模や主軸方向などが近似しており，両跡は同一の集落を構成していたと想定される。
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第177図　第1367号住居跡・出土遺物実測図
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第1367号住居跡出土遺物観察表（第177図）

番号 種 別 器　 種 口 径 器 高 底 径 胎　 土 色　 調 焼成 手 法 の 特 徴 出土位置 備　　 考

1 須恵器 杯 1 3．9 4．1 7．8 雲母 ・長石 ・石英 灰褐 普通 底部一方向のへ ラ削 り 東壁寄り床面 PlO503，80％，P L 57

2 須恵器 杯 － （2．1） ［8．4］ 雲母 灰 普通 底部多方向のヘ ラ削 り 北東部床面 P l O5 04， 10％

3 須恵器 高台付杯 ［1 3．4］ 4．9 9．0 雲母 ・長石 ・石英 灰黄 普通 底部回転へラ削り後，高台貼り付け 北東部下層 P l O5 05， 50％．

4 土 師器 嚢 ［2 1．6］ （3．8） － 雲母 ・長石 にぷい橙 普通 口緑部内 ・外面ロクロナデ 覆土 中 P l O5 06， 5 ％

5 土 師器 嚢 ［2 2．0］ （3．9） － 雲母 ・長石 ・石英 にぷい橙 普通 口緑部内 ・外面ロクロナデ 南西部床面 P l O5 07， 5 ％

番号 器 種 長 さ 幅 重 ね 重 量 材　 質 特　　　　　 徴 出土位置 備　　 考

6 刀　 子 （3．8） （0．6） 0．3 （1．6） 鉄 刃部の破片，切先 ・茎部欠損。 南東部床面 M lOlO3

第1368号住居跡（第178図）

位置　調査区東部のP12C7区に位置し，わずかに南に傾斜した台地の南端部に立地している。

重複関係　東側部分で第1367号住居跡を掘り込み，北西コーナー部と南西コーナー部を第97号掘立柱建物跡に

掘り込まれている。

規模と形状　長軸3．00m，短軸2．90mの方形で，主軸方向はN－140－Eである。壁高は12～16cmで，壁は外

方向に開き気味に立ち上がる。

床　はぼ平坦で，中央部がよく踏み固められており，壁溝が周回している。

竃　北壁の中央部に付設されており，焚口部から煙道部までの長さ85cm，両袖部幅95cmである。壁外への掘り

込みはほとんどなく，袖部は床面と同じ高さの地山面上に砂質粘土で構築されている。火床面は床面と同じ高

さの地山面をそのまま使用し，火熱を受けて赤変硬化している。また，煙道は火床部から急な傾斜で立ち上が

る。

竃土層解説

1灰　褐　色　ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子・粘土粒子・11暗　褐　色

2

3

4

5

6

7

8

9

10

砂粒少量
暗赤褐色　ローム粒子・焼土粒子中量，炭化粒子少量
極暗赤褐色　焼土粒子・炭化粒子中量，ローム粒子少量

暗赤褐色　焼土粒子中量，ローム粒子・炭化粒子少量
にぷい赤褐色　粘土粒子・砂粒中量，ローム粒子・焼土粒子少量
黒　褐　色　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子少量
灰黄褐色　粘土粒子・砂粒中量，焼土粒子少量
暗赤褐色　焼土粒子多量，炭化粒子少量

褐　　　　色　ローム粒子多量

12　極暗赤褐色
13　暗　褐　色

14　暗　褐　色
15　暗　褐　色
16　暗赤　褐　色

ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子少量
焼土粒子・炭化粒子中量
粘土粒子・砂粒中量，ローム粒子・焼土粒子・炭化

物少量
粘土粒子中量，砂粒・ローム粒子少量
ローム粒子・粘土粒子・砂粒中量
ローム粒子・焼土ブロック・炭化粒子・粘土粒子少
量

17　灰　褐　色　炭化粒子・砂粒中量，ローム粒子・焼土ブロック・
粘土粒子少量

黒　褐　色　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子・粘土粒子・砂粒18　暗赤褐色　ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子少量
少量　　　　　　　　　　　　　　　　　19　暗赤褐色　焼土粒子多量，ローム粒子・炭化粒子少量

ピット1か所。Plは深さ16cmで，竃と対噂する位置にあり，出入り口施設に伴うピットと考えられる。ま

た，壁溝内から深さ10～15cmの小ピット20か所が検出されており，壁柱穴と考えられる。

覆土　5層からなり，ブロック状の堆積状況を示した人為堆積である。

土層解説
1暗　褐　色　ロームブロック中量，焼土粒子・炭化粒子微量
2　暗　褐　色　ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子微量
3　褐　　色　ロームブロック多量，焼土粒子・炭化粒子少量

4　暗　褐　色　ロームブロック中量

5　暗　褐　色　ロームブロック中量，炭化粒子・粘土粒子・砂粒少量

遺物出土状況　土師器片3点（襲3），須恵器片8点（杯7，蓋1）が散在した状態で出土している。第178図

1は貼床下の覆土中，2は東壁際中央部の覆土下層からそれぞれ出土している。

所見　本跡の時期は，重複関係及び出土土器の形状から見て9世紀代と考えられる。
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番号種別券　種口径器高底径胎　土 色　調焼成 手法の特徴 出土位置備　　考

1須恵器杯［12．2］（1．9）－長石・石英灰 普通休部ロクロ成形 貼床覆土中PlO508，5％

2土師器襲 （6．5）［10．0］
長石・石英・赤

色粒子
にぷい褐普通
体部外面へラ削り，内面へラナ

デ，底部多方向のヘラ削り
東壁際下層
PlO509，10％，

外面題材付着

第1369号住居跡（第179・180図）

位置　調査区東部の012i5区に位置し，平坦な台地の南端部に立地している。また，西側部分は調査区域外に

延びている。

重複関係　南東壁部分で第1370号住居跡，北コーナー部で第91号掘立柱建物跡を掘り込んでいる。

規模と形状　西側部分が調査区域外に延びているため，全容は不明である。南東一北西軸は3．40mであり，南

西一北東軸は2．50mだけが確認された。主軸方向はN－630－Eで，平面形は方形または長方形と推定される。

また，壁高は8C皿を測り，壁は外傾して立ち上がる。

床　はぼ平坦で，全体的にやや軟弱であり，竃の手前に一部硬化面が認められる。また，壁溝は認められない。

竃　北東壁の中央部に付設されており，焚口部から煙道部まで85cm，両袖部幅110cmである。壁外への掘り込

みは25cmほどで，袖部は基部だけが遺存し，床面と同じ高さの地山面上に砂質粘土で構築されている。火床面
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は床面と同じ高さの地山面をそのまま使用し，火熱を受けて赤変硬化している。また，煙道の立ち上がり部に

は土師器饗や椀が支脚として据えられており，煙道は火床部から急な傾斜で立ち上がっている。

富士層解説
1黒　褐　色　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子少量
2　暗赤褐色　ローム粒子・廃土ブロック・炭化粒子少量

3　暗赤褐色　焼土粒子中量，ロームブロック・炭化粒子少量
4　極暗赤褐色　炭化物中量，ローム粒子・焼土粒子少量
5　暗赤褐色　焼土粒子中量，ローム粒子・炭化粒子少量

6　暗赤褐色　ロームブロック・廃土ブロック・炭化粒子少量
7　極暗赤褐色　焼土粒子・炭化粒子中量，ローム粒子少量
8　暗赤褐色　焼土ブロック中量，ローム粒子・炭化粒子少量

9　暗赤褐色　焼土粒子中量，ローム粒子・炭化粒子少量
10　極暗赤褐色　炭化粒子中量，焼土粒子少量

ピット　2か所。主柱穴はPl・2で，深さはいずれも36C皿である。

覆土　4層からなり，レンズ状の堆積状況を示した自然堆積である。

土層解説

1　黒褐色　焼土粒子・炭化粒子少量
2　極暗褐色　ローム粒子少量

3　黒褐色　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子少量
4　暗褐色　ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子少量

遺物出土状況　土師器片57点（椀42，肇15），灰粕陶器片1点（瓶），鉄津1点，炭化種子1点（桃）が竃内や

竃手前の床面を中心に出土している。竃の煙道の立ち上がり部には第180図13の小形嚢が逆位で据えられ，16・

17の聾の底部2点が13を覆うように逆位で被せられ　さらにその上部には1～6の杯6点が逆位で重ねられた

状態で出土している。これらの土器は隙間を焼土化した土で埋められて固定され，休部外面には被熱痕も認め

られており，支脚として使用されていたものと考えられる。また，7～9・15は竃手前の床面から若干浮いた

位置で，11・12は竃の火床部からいずれも破片の状態で出土している。桃と考えられる炭化種子は，火床部か

ら出土している。

第179回　第1369号住居跡実測図
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所見　支脚として使用された土器の総数は9点にものぼり，この数は第180図13の小形賓だけでは不足する高

さを補い，さらに適正な高さにするための微調整を行った結果と推定される。また，本跡の竃から出土した桃

の炭化種子は当遺跡において最も多く出土する果実種であり，これまでの分析結果から，栽培種の可能性が指

摘されている。本跡の時期は，出土土器から10世紀前半と考えられる。

2＝空軍，， 二二竃l

第180図　第1369号住居跡出土遺物実測図
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第1369号住居跡出土遺物観察表（第180図）

番号 種 別 器　 種 口 径 器 高 底 径 胎　 土 色　 調 焼成 手 法 の 特 徴 出土位置 備　　 考

1 土師器 杯 12．3 4．1 5．4 長石 ・赤色粒子 橙 普通
体部内面へラ磨き，底部回転へ

ラ切り後，一方向のヘラ削り
竃火床部

P lO5 12，・6 0％ ，

支脚転用，P L 57

2 土師器 杯 ［16．6］ 6．1 7．2 長石 ・赤色粒子 にぷい橙 普通
体部下端手持ちへラ削り，内面へ

ラ磨き，底部一方向のヘラ削り
竃火床部

P lO5 13， 6 0％ ，

支脚転用，P L 57

3 土師器 高台付椀 14．6 （4．5） 長石 ・赤色粒子 橙 普通
体部 ロクロ整 形， 高 台貼

り付 け後， ロクロナデ
竃火床部

P lO 5 15， 8 0％ ，

支脚転用，P L 57

4 土師器 高台付椀 13．0 （4．3） 石英 ・赤色粒子 にぷい橙 普通
体部内面 へ ラ磨 き，＿　高台

貼 り付け後， ロクロナデ
竃火床部

P lO 5 16， 70 ％，

支脚転用，PL 57

5 ‘ 土師器 高台付椀

l
14．5 5．4 ［8．2］ 長右 ・赤色粒 子 にぷい黄褐 普通

体部内面へラ磨き，底部回転

へラ削り後，高台貼 り付け
竃火床部

P lO 5 18， 60 ％，

支脚転用，P L 57

6 土 師器 高台付椀 （5．8） 7．8 石 英 ・赤色粒 子 にぷい黄橙 普通
体部内面へ ラ磨 き，高 台

貼 り付け後， ロクロナデ
竃火床部

P lO 5 19， 6 0 ％，

支脚転用

7 土 師器 杯 1 2．6 3．8 3．0 雲母 ・赤色粒子 橙 普通 体部下端へラ削り，底吾虹方向のヘラ削り 竃手前下層 P lO 51 1，6 0％

8 土 師器 杯 ［1 6．6］ （4．8） － 赤色粒子 橙 普通 体部ロクロ整形，内面へラ磨き 竃手前下層 P lO 51 4，2 0％

9 土 師器 高台付椀 1 6．0 7．9 8．4 石英 ・赤色粒子 橙 普通 体部内・外面ロクロ整形後，ヘラ磨き 竃手前下層 PlO517，60％，PL56

10 土 師器 高台付椀 14．6 6．3 7．8 石英 橙 普通
体部内面へ ラ磨 き，底部 回

転へラ切 り後，高台貼 り付け

竃火床部・南

東壁際下層

P lO 52 0， 6 0％ ，

P L 57

11 土 師器 高 台付椀 － （2．8） 7．6 石英 ・赤色粒子 橙 普通 底部回転へラ切り後，高台貼り付け 竃火床部 P lO5 2 1， 20％

12 土師器 高台付椀 － （2．0） － 石英 ・赤色粒子 にぷい橙 普通 体部内面へラ磨き，高鍋 り付け後口タロげ 竃火床部 P lO5 22， 10％

13 土師器 小 形 嚢 12．6 10．4 7．4 長石 にぷい橙 普通
体部外面上位ナデ・下位へラ削り，内

面へラ磨き，底部二方向のヘラ削り
竃 火床 部

P lO5 2 3， 9 0％ ，

支脚転用，P L 56

14 土師器 嚢 ［10．2］ （6．3） － 長石 ・石英 橙 普通 ロ緑部横ナデ，体部内・外面ナデ 覆土中 P lO5 24， 30％

1 5 土師器 嚢 ［17．4］ （5．2） － 雲母 ・長石 ・石英 にぷ い褐 普通 ロ縁部積丹 ，体部内・外面げ ・縮 み痕 竃手前下層 P l O5 25， 10％

1 6 土師器 嚢 （10．4） 7．6 長石 ・石英 橙 普通
体部外面 へ ラ削 り， 内面

へ ラナデ，底部木葉痕

竃火床部
P lO5 26， 4 0％ ，

支脚転用

1 7 土師器 嚢 （14．3） 7．8 長石 ・石英 にぷい赤褐 普通
体部外面へラ削り，内面へラ

ナデ ・輪積み痕，底部木葉痕
竃火床部

P l O5 27， 4 0％ ，

支脚転用

第1370号住居跡（第181・182図）

位置　調査区東部の012j5区に位置し，平坦な台地の南端部に立地している。

重複関係　南西コーナー部で第1366号住居跡を掘り込み，北壁の西側部分を第1369号住居跡，竃や中央部，南

壁際を第91号掘立柱建物跡に掘り込まれている。

規模と形状　長軸6．38m，短軸5．96mの方形であり，主軸方向はN－10－Wである。壁高は35～50cmで，壁

はほぼ直立している。

床　はぼ平坦で，壁際を除いてよく踏み固められており，壁溝が周回している。また，P5の西側には弧状の

高まりが認められ，出入り口施設に伴うものと考えられる。

竃　北壁の中央部に付設され　第91号掘立柱建物跡に掘り込まれているために，西袖部だけが遺存している。

神都は床面と同じ高さの地山面上に砂質粘土で構築されており，内側が火熱を受けて赤変している。

ピット　6か所。主柱穴はPl～P4が相当し，深さは50～65cmである。P5は深さ40cmで，竃と対崎する位

置にあり，出入り口施設に伴うピットと考えられる。P6は深さ35cmで，形状から柱穴と考えられるが，本跡

に伴うものか不明である。また，壁港内から深さ10cmはどの小ピット41か所が検出されており，壁柱穴と考え

られる。
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覆土　7層からなり，レンズ状の堆積状況を示した自然堆積である。

土層解説
1極暗褐色　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子少量
2　暗褐色　ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子少量

3　暗褐色　ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量
4　暗褐色　ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子少量

5　極暗褐色　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子少量
6　暗褐色　ローム粒子中量

7　極暗褐色　ロームブロック・焼土ブロック・炭化粒子・砂粒少量

遺物出土状況　土師器片19点（肇18，鉢1），須恵器片66点（杯38，蓋10，聾17，甑1），灰粕陶器片2点（瓶

2）がはぼ全域から散在した状態で出土している。第182図1・6～8はいずれも床面からの出土であり，と

くに6は南西コーナー部の床面から破砕された状態でまとまって出土し，本跡廃絶時に投棄されたものと考え

られる。また，4は北東コーナー部の覆土下層から出土しており，底部外面に「川」と墨書されている。

所見　本跡の時期は出土土器から8世紀後菜と考えられ，本跡は当調査区におけるこの時期の最大の住居跡で

ある。本跡の西壁際は調査区城外と接しており，この時期の集落はさらに西方に広がる可能性がある。

ニ云こ
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第1370号住居跡出土遺物観察表（第182図）

番号 種 別 券　 種 口 径 器 高 底 径 胎　 土 色　 調 焼成 手 法 の 特 徴 出土位置 備　　 考

1 須恵器 杯 ［12．4］ 4．3 7．0 長石 灰 普通 体部下端手持ちへラ削り，底部一方向のヘラ削り 北東部床面 P lO5 28， 50％

2 須恵器 杯 ［12．2］ 4．4 7．4 雲母 ・長石 ・石英 灰 普通 底部回転へラ切り後，多方向のヘラ削り 覆土 中 P lO5 29， 40％

3 須恵器 高台付杯 10．7 4．7 7．0 長石 ・石英 灰 普通 底部回転へラ切り後，高台貼り付け 南東部下層 PlO530，70％，PL 58

4 須恵器 高台付ゴ不 ［10．6］ 5．4 ［6．8］ 雲母 灰 普通
底 部回転 へ ラ削 り後 ，高 ・

台貼 り付 け
南東部下層

P lO 78 5， 3 0％ ，

墨書 「川」，Pト65

5 須恵器 蓋 ［1 1．0］ （1．5） －
長石 ・石英 灰 普通 天井部左回りの回転へラ削り 東壁際床面 P lO 53 1， 20％

6 土 師器 嚢 14．1 18．7 7．2 石英 ・赤色粒子 黒褐 普通 体部外面削り，内面へラげ ，底部木葉痕 南西部床面 PlO532，60％，PL57

7 須恵器 賓 ［42．8］ （4．3） － 長石 ・針状鉱物 灰 良好 口緑部ロクロげ ，棒状工具による波状文 南壁際床面 P lO 53 3， 5 ％

8 須恵器 鉢 ［3 7．0］ （15．0） 長石 灰 普通
口緑部ロクロナデ，体部外面斜

位の平行叩き，内面ナデ・指頭痕

中央部 ・南

壁際床面
P lO 53 4，1 0％

第1371号住居跡（第183図）

位置　調査区東部のP12d9区に位置し，南西に緩やかに傾斜した台地の南端部に立地している0

重複関係　東壁部分で第99号掘立柱建物跡を掘り込み，中央部と竃の西側部分を第131号掘立柱建物跡に掘り

込まれている。

規模と形状　南西に傾斜した地形のため，南壁と東壁の立ち上がりを確認することはできなかったが，ピット

の位置や暗褐色を呈した床面の広がりから判断して，N－130－Eを主軸とする長軸3・26m，短軸3・12mの方

形と推定される。壁高は北壁の最も残りのよい部分で10cmを測り，壁は外傾して立ち上がる。

床　はぼ平坦で，中央部に硬化面が認められ，壁溝は北壁際から西壁際にかけて巡っている。

竃　北壁の中央部に付設されており，西袖部は第131号掘立柱建物跡に掘り込まれたことにより遺存していな

い。規模は焚口部から煙道部まで75cmで，壁外への掘り込みは40cmである。袖部は床面と同じ高さの地山面上

に砂質粘土で構築されており，火床面は床面と同じ高さの平坦面を使用し，火熱を受けて赤変硬化している。

また，煙道は火床部から外傾して緩やかに立ち上がる。

竃土層解説
1極暗赤褐色　焼土粒子中量
2　暗赤褐色　焼土粒子中量，ローム粒子・炭化粒子少量
3　暗赤褐色　焼土粒子中量，ローム粒子・炭化粒子少量
4　にぷい赤褐色　焼土ブロック中量，ローム粒子・炭化粒子少量

5　極暗褐　色　ローム粒子少量

6　灰黄褐色　粘土粒子・砂粒中量，ローム粒子少量
7　黒　褐　色　炭化粒子中量，ローム粒子・焼土粒子少量

8　暗赤褐色　焼土粒子中量，ローム粒子少量
9　極暗赤褐色　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子少量

ピット　5か所。主柱穴はPl～P4が相当し，深さは15～18cmである。P5は深さ17cmで，竃と対噂する位

置にあり，出入り口施設に伴うピットと考えられる。

覆土　6層からなり，レンズ状の堆積状況を示した自然堆積である。

土層解説
1暗褐色　ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子少量
2　暗褐色　ローム粒子中量
3　暗褐色　ローム粒子中量，焼土粒子少量

4　極暗褐色　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子少量
5　褐　　色　ローム粒子多量

6　暗褐色　ローム粒子中量，焼土粒子・炭化物・砂粒少量

遺物出土状況　土師器片5点（椀2，聾3），須恵器片2点（杯2），棒状の鉄製品（釘ヵ）1点が散在した状

態で出土している。第183図3・4はいずれも竃内からの出土であり，5の棒状の鉄製品は南壁際の床面から

出土している。

所見　本跡の時期は，出土遣物が細片のため特定が困難であるが，小形の須恵器杯がみられることや土師器聾

の作りが丁寧であることなどから8世紀後半と考えられる。
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第183図　第1371号住居跡・出土遺物実測図

第1371号住居跡出土遺物観察表（第183図）
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0　　　　2cm

［＝＝土＝∃

番 号 種 別 器　 種 口 径 器 高 底 径 胎　 土 色　 調 焼 成 手 法 の 特 徴 出土 位 置 備　　 考

1 須 恵 器 杯 ［11．2 ］ （3 ．3 ） ［5 ．6 ］ 長 石 灰 普 通 休部下端手持ちへラ削り，ロクロ目弱い 覆 土 中 P lO7 86 ， 5 ％

2 土 師器 整 ［2 1，8 ］ （7 ．6） － 雲母 ・長石 ・石 英 橙 普 通 口縁部梼ナデ，体部内・外面へラナデ 覆 土 中 P l O78 7 ， 5 ％

3 土 師器 嚢 － （5 ．2） － 雲母 ・長石 ・石英 橙 普 通 体 部 内 ・外 面 ナ デ 塩 火 床 部 P lO 53 5 ， 3 ％

4 土 師 器 襲 － （7 ．7） ［1 3．4 ］ 雲母 ・長石 ・石英 に ぷ い 橙 普 通 体馴 屈へラ磨き，内面へラげ 欄 積み痕 竃 火 床 部 P lO 53 6 ， 5 ％

－207一



番号 器 種 高 さ 幅 厚 さ 重 量 材　 質 特　　　　　 徴 出土位置 備　　 考

5 不　 明 （11．8） 0．7 0．7 （52．0） 鉄 断面方形の棒状。 釘，或いは紡錘 車の軸部 カ。 南壁 際床面 M lO l O4

第1372号住居跡（第184・185図）

位置　調査区東部のP12d9区に位置し，南西に緩やかに傾斜した台地の縁辺部に立地している。

重複関係　南側部分を第1363号住居跡，南東コーナー部と西壁の中央部分を第99号掘立柱建物跡，中央部を東

西に第70号滞跡に掘り込まれている。

規模と形状1辺が3．60mはどの方形で，主軸方向はN－30－Wである。壁高は北壁で18cm，南壁で2C皿を

測り，壁は外方向に開き気味に立ち上がる。

床　ほぼ平坦で，中央部がよく踏み固められており，壁溝は南東コーナー部を除いて周回している。

竃　北壁の中央部に付設されており，焚口部から煙道部まで95cm，両袖部幅105cmで，壁外への掘り込みは20

。皿である。袖部は，15cmはど掘り窪めた部分にローム土を主体とした暗褐色土を床面の高さまで埋め戻し，そ

の上にさらにローム土混じりの砂質粘土を用いて構築されている。火床面も同様にローム土を主体とした暗褐

色土を床面と同じ高さまで埋め戻して使用しており，火熱を受けて赤変硬化している。また，煙道は火床部か

ら外債して緩やかに立ち上がる。

竃土層解説
1極賠褐色　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子少量
2　黒　褐　色　焼土粒子少量

3　黒　褐　色　焼土粒子・炭化粒子少量
4　極暗赤褐色　ローム粒子・廃土ブロック少量

5　暗赤褐色　焼土粒子中量，ロームブロック・炭化粒子少量
6　暗赤褐色　焼土ブロック中量，ローム粒子・炭化粒子・砂粒少

且
甲

7　赤　褐　色　焼土粒子中量，ローム粒子・灰少量

7

第184回　第1372号住居跡実測図
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8　灰　褐　色　粘土粒子・砂粒中量，ローム粒子少量

9　にぷい赤褐色　焼土粒子中量，粘土粒子・砂粒少量
10　暗赤褐色　ローム粒子・焼土粒子中量，炭化粒子・砂粒少量

11暗　赤　褐　色　焼土粒子多量，炭化粒子・灰少量

12　暗　褐　色　ローム粒子中量，焼土ブロック・炭化粒子・砂粒徴
＿巨L
甲＿

ピット　4か所。主柱穴はPl～P3が相当し，深さは15～20cmである。南東コーナー部に想定される主柱穴

は，第99号掘立柱建物跡に掘り込まれたことにより遺存していない。P4は深さ24C皿で，竃と対噂する位置に

あり，出入り口施設に伴うピットと考えられる。

覆土　7層からなり，レンズ状の堆積状況を示した自然堆積である。

土層解説
1黒　褐　色　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量
2　暗　褐　色　ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子微量

3　暗　褐　色　ローム粒子中量
4　褐　　　色　ローム粒子多量，焼土粒子・炭化粒子少量

5　暗　褐　色　ローム粒子中量，焼土粒子少量
6　褐　　　色　ローム粒子多量

7　黒　褐　色　焼土粒子・炭化粒子・粘土粒子・砂粒少量

遺物出土状況　土師器片11点（杯2，整8，甑1），須恵器片6点（杯3，蓋2，饗1）がはぼ全域から散在

した状態で出土している。第185図4は竃手前の床面，6は南壁寄りの床面からいずれもつぶれた状態でまと

まって出土しており，住居廃絶時に投棄されたものと考えられる。また，2は竃内から出土している。南西部

の覆土中から出土した5の聾の底部片は破断面が研磨されており，上部を欠損した後も杯あるいは鉢の代用と

して使用されたと考えられる。

所見　本跡の時期は出土土器から8世紀前葉と考えられ住居の規模，形状共に当該期の住居形態の典型であ

る。

＿．≦≧、
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第185図　第1372号住居跡出土遺物実測図
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第1372号住居跡出土遺物観察表（第185図）

番号 種 別 器　 種 口 径 器 高 底 径 胎　 土 色　 調 焼成 手 法 の 特 徴 出土位置 備　　 考 ‾

1 須恵器 杯 （1．6） 7．0 雲母 ・長石 灰黄 普通
体部 ロク ロ整 形 ，底 部 回

転 へラ削 り
竃西側中層

P lO 53 7， 2 0％ ，

底部へラ書き「×カ」

2 須恵器 蓋 ［16．1］ （2．6） － 雲母 黄灰 普通 外周部 ・ロ緑部ロクロナデ 竃火床 部 P lO 54 1， 1 0％

3 土師器 嚢 ［14．0］ （7．1） － 雲母 にぷ い赤褐 普通 体部外面へラ削り，内面へラナデ 北西部中層 P lO 53 9， 5 ％

4 土師器 嚢 － （7．8） 8．0 長石 ・石英 にぷ い橙 普通 体部下端へラ削り，内面ナデ・輪積み痕 竃手前床面 P lO 54 0， 3 0％

5 土師暮 嚢 （2．1） ［8．0］ 赤色粒子 にぷ い赤褐 普通
体 部内 ・外 面 及 び底 部 へ

ラ磨 き
南西部覆土中

P lO 54 2， 10％ ，

杯 に転用

6 土師器 甑 ［25．4］ （5．2） － 雲母 ・長石 ・石英 にぷ い橙 普通 口緑部横ナデ，体部内・外面へラナデ 南壁寄り床面 P lO 53 8， 5 ％

7 土師器 甑 ［26．9］ （15．7） 雲母 ・長石 ・石英 にぷい橙 普通
口緑部横ナデ，体部外面上位へラ

ナデ・下位へラ磨き，内面へラナデ・

南壁際床面，

P 4 覆土中
P lO 54 3，3 0％

第1373号住居跡（第186図）

位置　調査区東部の012h7区に位置し，平坦な台地の南端部に立地している。

重複関係　中央部西寄りで第116号掘立柱建物跡を掘り込んでいる。

規模と形状　長軸3．44m，短軸3．20mの方形で，主軸方向はN－10－Eである。壁高は14～20cmで，壁は外

方向に開き気味に立ち上がる。

床　はぼ平坦で，中央部がよく踏み固められている。壁溝は認められない。

竃　北壁の東寄りに付設されており，焚口部から煙道部まで95cm，両袖部幅125cmで，壁外への掘り込みは40

。皿である。天井部は崩落しており，土層断面図中の第8層が天井部の崩落土に相当し，砂粒や粘土粒子を多く

含んでいる。袖部は床面と同じ高さの地山面上に砂質粘土で構築されており，火床面も同様に地山面をそのま

ま使用し，火熱を受けて赤変硬化している。また，煙道は火床部から外傾して緩やかに立ち上がる。

竃土層解説
1暗赤褐色　焼土ブロック中量，ローム粒子・炭化粒子少量　　7　極暗赤褐色　焼土粒子・炭化粒子中量
2　暗赤褐色　焼土粒子中量，ローム粒子・炭化物少量　　　　　8　灰　褐　色　砂粒多量，粘土粒子中量，ローム粒子・焼土粒子少

3　暗赤褐色　焼土粒子多量，ローム粒子・炭化粒子少量
4　黒　褐　色　炭化物中量，ローム粒子・焼土粒子少量
5　暗赤褐色　焼土粒子中量，ローム粒子・炭化粒子少量
6　暗赤褐色　焼土ブロック中量，ローム粒子少量

且
呈

9　にぷい赤褐色　焼土粒子・砂粒中量，ローム粒子・粘土粒子少量
10　黒　褐　色　焼土粒子少量

ピット　3か所。主柱穴はPl～P3で，深さは24～36cmであり，北東コーナー寄りに想定される主柱穴は精

査したが検出されなかった。また，壁際から深さ5～10cmの小ピット37か所が検出されており，壁柱穴と考え

られる。

覆土　7層からなり，ブロック状の堆積状況を示した人為堆積である。

土層解説

1暗褐色　ローム粒子中量，炭化粒子少量
2　褐　　色　ロームブロック中量
3　極暗褐色　炭化粒子中量，ロームブロック少量
4　褐　　色　ローム粒子中量
5　暗褐色　ロームブロック・焼土粒子少量

6　暗褐色　砂粒中量，ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子・粘土粒子
少量

7　黒褐色　炭化粒子・砂粒中量，ローム粒子・焼土粒子・粘土粒子
少量

遺物出土状況　土師器片5点（聾4，甑1），須恵器片20点（杯10，蓋4，聾6），鉄浮2点がほぼ全域から散

在した状態で出土している。第186図1は竃の火床部，2は南部の床面からそれぞれ出土している。また，4

は竃手前の床面から破片の状態でまとまって出土しており，住居廃絶時に投棄されたものと考えられる。鉄揮

2点は混入したものである。

所見　本跡から検出された主柱穴は3か所であり，4本柱を想定した場合の北東コーナー寄りの主柱穴は検出
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されなかった。主柱穴の想定される場所が竃の前面にあたり，作業をする際に不都合が生じるためと思われ

上屋は別の方法で支えられたことが考えられるが，その痕跡は確認されなかった。本跡の時期は，出土土器か

ら8世紀後葉と考えられる。

⑥　七，2h7

∈≡巨諜2

∈≦三三≡l

0　　　　　　　　　　　　1m

l　　　　⊥　　　」

0　　　　　　　　　　　　10cm

「　　・・　　　　l
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第186図　第1373号住居跡・出土遺物実測図



第1373号住居跡出土遺物観察表（第186図）

番号 料 別 器　 種 口 径 器 高 底 径 胎　 土 色　 調 焼成 手法 の特 徴 出土位置 備　　 考

1
彿恵器 杯 ［13．8］ 3．9 ［8．2］ 雲母 ・石英 灰自 普通 底部回転へラ切 り離し 竃覆土中 P lO544，40％

2 須恵器 高台付杯 － （2・3．） ［7．6］ 雲母・長石・石英 灰黄褐 普通 底部回転へラ削り後，高台貼り付け 南壁寄り床面 P lO545，10％

3 須恵器 蓋 ［14．6］ （1．4） － 長石 ・石英 灰 普通 天井部右回りの回転へラ削り 南西部覆土中 P IO546， 5 ％

4 土師器 嚢 20．2 28．9 7．8 雲母・長石・石英 橙 普通
口緑部横ナデ，体部外面上位ナデ・下

位へラ磨き，内面へラナデ底醐喋痕
竃手前床面

P lO547， 95％，

外面炭化物付着，PL57

第1374号住居跡（第187・188図）

位置　調査区東部の012i7区に位置し，平坦な台地の南端部に立地している。

重複関係　中央部と南壁際，東壁際を第93号掘立柱建物跡に掘り込まれている。

規模と形状　長軸3．92m，短軸3．82mの方形で，主軸方向はN－10－Wである。壁高は28～43cmで，各壁と

もほぼ直立する。

床　はぼ平坦で，中央部がよく踏み固められており，壁溝が周回している。

竃　北壁の中央部に付設されており，焚口部から煙道部まで90cm，両袖部幅160cmで，壁外への掘り込みは45

cmである。袖部は掘り残した地山を基部として，その上部にローム土混じりの砂質粘土を貼り付けて構築され

ており，内側が火熱を受けて赤変硬化している。火床面は浅い皿状に掘り窪められ　火熱を受けて赤変してお

り，煙道は火床部から急な傾斜で立ち上がる。

竃土層解説

1暗　褐　色　ローム粒子・砂粒中量，粘土粒子少量
2　暗　褐　色　ローム粒子中量，砂粒少量
3　暗赤褐色　ローム粒子・焼土ブロック・炭化粒子・灰少量
4　暗　褐　色　ローム粒子中量，砂粒少量
5　灰　褐　色　灰多量，焼土粒子・炭化粒子少量

6　極暗赤褐色　炭化粒子中量，ローム粒子・焼土ブロック・砂粒少量
7　暗　褐　色　粘土粒子・砂粒中量，ローム粒子少量

8　暗赤褐色
9　暗　褐　色
10　暗　褐　色
11暗　褐　色

12　暗　褐　色
13　褐　　　色
14　暗　褐　色

灰中量，焼土ブロック・炭化物少量

ローム粒子多量，焼土粒子少量
ローム粒子多量，粘土粒子・砂粒中量
ローム粒子・粘土粒子・砂粒中量
粘土粒子多量，砂粒中量，ローム粒子少量

ローム粒子中量
ローム粒子多量，炭化粒子少量

ピット　主柱穴は検出されていない。壁溝内から深さ5～10cmの小ピット11か所が検出されており，壁柱穴の

可能性がある。

覆土　7層からなり，レンズ状の堆積状況を示した自然堆積である。

土層解説
1　黒褐色　ローム粒子少量
2　暗褐色　ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子少量
3　極暗褐色　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子少量

4　暗褐色　ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子少量

5　褐　　色　ローム粒子多量，炭化粒子少量
6　黒褐色　ローム粒子・焼土粒子少量

7　暗褐色　ローム粒子中量，焼土粒子・粘土粒子・砂粒少量

遺物出土状況　土師器片20点（聾19，甑1），須恵器片56点（杯39，蓋3，盤1，賓13），砥石1点，刀子1点，

鉄津2点が竃手前の覆土下層を中心に出土している。竃手前からは第187・188図2・3・5・6が出土してお

り，そのうち2は床面からの出土である。また，1は南壁際，9の刀子は南西部のいずれも床面から出土して

いる。1・2の体部内・外面には炭化物が付着している。また，4の内面は研磨され墨痕も認められること

から，硯に転用されたと考えられる。

所見　本跡は主柱穴をもたない住居跡であり，時期は出土土器から8世紀後葉と考えられる。西には大形住居

である第1370号住居跡が位置し，同住居跡を中心にして小形住居5軒が隣接しており，本跡もこれらの住居跡

とともに同一の集落を構成していたと考えられる。
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⑥

第187図　第1374号住居跡・出土遺物実測図
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⊂〕8

第188図　第1374号住居跡出土遺物実測図

第1374号住居跡出土遺物観察表（第187・188園）

0　　　　　　　　　　　5cm

！　　：　　i

竜三－
！

番 号 種 別 器 　 種 口 径 器 高 底 径 胎 　 土 色 　 調 焼 成 手 法 の 特 徴 出 土 位 置 備 　 　 考

1 須 恵 器 士不 1 2 ．9 4 ．3 7 ．6 雲 母 ・ 長 石 ・ 石 英 灰 黄 普 通
体 部 下 端 手 持 ち へ ラ 削 り ， 底 部 回

転 へ ラ 切 り 後 ， 一 方 向 の ヘ ラ 削 り
南 壁 際 床 面

P l O 5 4 8 ， 1 0 0 ％ ，

P L 5 8

2 須 恵 器 杯 1 1 ．8 4 ，6 7 ．3 雲 母 灰 白 普 通
体 部 下 端 手 持 ち へ ラ 削 り ， 底

部 回 転 へ ラ 切 り 後 ， へ ラ ナ デ
竜 手 前 床 面

P l O 5 4 9 ， 7 0 ％ ，

内 外 面 炭 化 物 付 着 ， P l瀾

3 須 恵 器 坪 ［ 1 3 ．0 ］ 4 ．0 ［7 ．8 ］ 雲 母 ・ 長 石 ・ 石 英 黄 灰 普 通 底 部 回 転 へ ラ 切 り 離 し 竜 手 前 下 層 P l O 5 5 0 ， 3 0 ％

4 須 恵 器 盤 ［ 1 5 ．7 ］ 3 ．6 ［ 1 1 ．0 ］ 雲 母 ・ 長 石 ・ 石 英 灰 自 普 通

体 部 ロ ク ロ ナ デ ， 底 部 回

転 へ ラ 削 り 後 ， 高 台 貼 り

付 け

南 東 部 下 層

P l O 5 5 1 ， 3 0 ％ ，

内 面 研 磨 ・ 墨 痕

有 り ， 転 用 硯 カ

5 土 師 器 嚢 ［ 1 1 ．8 ］ （ 1 0 ．7 ） － 長 石 ・ 石 英 橙 普 通 口 嗣 横 げ ， 体 部 内 ・外 面 げ ・ 柑 痕 竃 手 前 中 層 P l O 5 5 2 ， 3 0 ％ ，

6 土 師 器 嚢 ［ 1 9 ．8 ］ （9 ．4 ） 雲 母 ・ 長 石 ・ 石 英 に ぷ い 橙 普 通
ロ 綾 部 横 ナ デ ， 休 部 外 面 ナ

デ ， 内 面 へ ラ ナ デ ・ 指 頭 痕

竃 手 前 下 層 ・

西 壁 寄 り 床 面
P l O 5 5 3 ， 1 0 ％

7 土 師 器 要 2 0 ．5 （7 ．8 ）
－

雲 母 ・ 長 石 ・ 石 英 に ぷ い 橙 普 通 口 緑 部 横 ナ デ ，椰 懐 け ， 内 面 へ ラ げ 北 西 部 下 層 P l O 5 5 4 ， 2 0 ％

番 号 器 種 長 さ 帽 厚 さ 重 量 材 　 質 特 　 　 　 　 　 徴 出 土 位 置 備 　 　 考

8 砥 　 石 （ 5 ．1 ） 4 ．9 （ 3 ．4 ） （9 6 ．5 ） 凝 灰 岩 両 側 欠 損 ， 砥 面 2 両 。 北 東 部 覆 土 中 Q l O O 2 3

番 号 器 種 長 さ 幅 重 ね 重 量 材 　 質 特 　 　 　 　 　 徴 出 土 位 置 備 　 　 考

9 刀 　 子 （ 3 ．5 ） （ 1 ．6 ） 0 ．2 （3 ．3 ） 鉄 刃 部 の 破 片 ， 刃 先 欠 損 ， 縄 状 の 繊 維 質 付 着 。 南 西 部 床 面 M l O l O 5

第1375号住居跡（第189・190図）

位置　調査区東部の012jO区に位置し，平坦な台地の南端部に立地している。

重複関係　中央部と東壁際を第98号掘立柱建物跡，南東コーナー部を第1181号土坑に掘り込まれている。

規模と形状　長軸5．18m，短軸4．90mの方形で，主軸方向はN－00である。壁高は12～24cmで，各壁とも外

債して立ち上がる。
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床　はぼ平坦で，中央部がよく踏み固められており，壁溝が周回している。

竃　北壁の中央部に付設されており，規模は焚口都から煙道部まで130cm，両袖部幅135C皿で，壁外への掘り込

みは20cmである。袖部は床面と同じ高さの地山面上にローム土混じりの砂質粘土で構築されており，内側が火

熱を受けて赤変硬化している。火床面は床面と同じ高さの地山面をそのまま使用し，赤変硬化しており，煙道

は火床部から外傾して緩やかに立ち上がる。

富士層解説
1暗　褐　色　粘土粒子多量，ローム粒子・焼土粒子・砂粒少量

2　暗赤　褐　色　焼土粒子中量，ローム粒子・炭化粒子少量
3　暗赤　褐　色　焼土粒子中量，ローム粒子少量
4　暗赤　褐　色　焼土粒子中量，ローム粒子・炭化物少量
5　暗赤　褐　色　焼土ブロック中量，ローム粒子少量
6　黒　褐　色　ローム粒子微量

7　極暗赤褐色　炭化粒子中量，ローム粒子・焼土粒子・粘土粒子・
砂粒少量

8　褐　　　　色　ローム粒子中量
9　にぷい黄褐色　粘土粒子多量，ローム粒子少量

10　褐　　　　色　ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子・粘土粒子少
上し
且
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第189図　第1375号住居跡実測図
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11黒　褐　色　焼土粒子・炭化物中量　　　　　　　　　　　　15　暗　褐　色　ローム粒子・砂粒中量，粘土粒子少量

12　灰黄褐　色　ロームブロック・粘土粒子・砂粒中量，焼土粒子少16　黒　褐　色　ローム粒子中量，粘土粒子・砂粒少量
量　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　17　灰　褐　色　ローム粒子・粘土粒子・砂粒中量

13　暗赤褐色　粘土粒子中量，焼土ブロック・炭化粒子・砂粒少量18　にぷい赤褐色　焼土粒子多量，ローム粒子・炭化粒子少量
14　灰　黄　褐　色　ローム粒子・粘土粒子・砂粒中量

ピット　5か所。主柱穴はPl～P4で，深さは39～47cmである。P5は深さ35cmで，竃と対噂する位置にあ

り，出入り口施設に伴うピットと考えられる。また，深さ10cmほどの小ピット29か所が壁溝内から検出されて

おり，壁柱穴と考えられる。

覆土　7層からなり，レンズ状の堆積状況を示した自然堆積である。

土層解説

1黒　褐　色　ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量
2　暗　褐　色　ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子微量
3　暗　褐　色　ローム粒子中量，焼土粒子少量，炭化粒子微量
4　暗　褐　色　ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子少量

5　暗　褐　色　ローム粒子中量
6　褐　　　色　ロームブロック中量
7　黒　褐　色　ローム粒子・粘土粒子少量，炭化粒子微量

遺物出土状況　土師器片13点（杯5，賓8），須恵器片28点（杯14，蓋11，壷2，婆1）が東壁寄りや南壁寄

りの覆土下層を中心に出土している。第190図1はほぼ完形で，南壁際の床面から伏せられた状態で出土して

おり，住居廃絶時に遺棄されたものと考えられる。また，2は竃の火床部から出土している。

所見　本跡の時期は出土土器から8世紀前葉と考えられ　住居の規模や柱穴の配置など当該期の住居跡の典型

である。

『≡≡≡

第190図　第1375号住居跡出土遺物実測図

第1375号住居跡出土遺物観察表（第190図）

一・、≡＝≡壬二二＝き3

‾「

番号種別器　種口径器高底径胎　土色　調焼成手法の特徴出土位置備　　考

1須恵器杯14．54．210．1長石・黒色斑点灰普通
休部ロクロ整形，底部多

方向のヘラ削り
南壁際床面
PlO555，100％，

PL58

2須恵器杯15．63．96．8
雲母・長石・赤

色粒子
灰普通
体部ロクロ整形，底部多

方向のヘラ削り
塩火床部

PlO556，80％，

内外面漆付着，底部へ

ラ書き「大」，PL58

3須恵器i不－（1．0）4．8長石・石英灰普通底錮転へラ切り後，多方向のヘラ削り南壁際床面PlO557，10％

4須恵器蓋［15．4］3．2－雲母・長石・石英灰普通天井部左回りの回転へラ削り東壁際下層PlO558，60％，PL58
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番号 種 別 器　 種 口 径 器 高 底 径 胎　 土 色　 調 焼 成 手 法 の 特 徴 出土位置 備　　 考

5 須恵器 長 頚 壷 （5．0） 長石 灰 良好 頚 部ロクロ整形 南西吾β覆土中
P lO 55 9， 5 ％ ，

外 面自然寒由

6 土師器 藍 ［23．2］ （4．8） － 雲母 ・長石 ・石英
にぷい貴橙 普通 ロ舶 横ナデ牒部に棒状工具による沈線 西壁寄り床面 P lO 56 1， 5 ％

第1376号住居跡（第191・192図）

位置　調査区東部の012i8区に位置し，平坦な台地の南端部に立地している。

重複関係　南壁際の中央部を第93号掘立柱建物跡，西壁際の南寄りを第1186号土坑に掘り込まれている。

規模と形状　長軸3．40m，短軸2．72mの南北に長い長方形で，主軸方向はN－00である。壁高は22～42C皿で，

各壁とも外方向に開き気味に立ち上がる。

床　はぼ平坦で，中央部がよく踏み固められており，壁溝は南壁際を除いて巡っている。

竃．北壁の中央部に付設されており，焚口部から煙道部まで80cm，両袖部幅105cmである。壁外への掘り込み

は10cmほどで，袖部はローム土を主体とする暗褐色土を基部としてその周囲に砂質粘土を貼り付けて構築され

ている。火床面は床面と同じ高さの地山面をそのまま使用し，火熱を受けて赤変硬化している。また，煙道は

外傾して緩やかに立ち上がる。

第191図　第1376号住居跡実測図
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竃土層解説
1暗　褐　色　ローム粒子中量　　　　　　　　　　　　　　　9　赤　褐　色　焼土粒子多量，ローム粒子少量
2　極暗褐色　ロームブロック少量　　　　　　　　　　　　10　暗　褐　色　ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子少量

3　暗　褐　色　ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子少量　　　11暗　褐　色　ローム粒子・砂粒中量，粘土粒子少量
4　暗　褐　色　ローム粒子中量，焼土ブロック・砂粒少量　　　12　灰　褐　色　粘土粒子・砂粒中量，ローム粒子・焼土粒子少量
5　暗　褐　色　ローム粒子中量，焼土ブロック・炭化粒子・砂粒少13　灰　褐　色　粘土粒子・砂粒中量

量　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　14　にぷい赤褐色　粘土粒子・砂粒中量，ローム粒子・焼土ブロック少
6　暗赤褐色　焼土粒子中量，ローム粒子・炭化粒子・粘土粒子・　　　　　　　　量

砂粒少量　　　　　　　　　　　　　　　　　15　にぷい赤褐色　廃土粒子多量，ローム粒子・炭化粒子少量
7　暗　褐　色　ローム粒子中量　　　　　　　　　　　　　　　16　暗　褐　色　ローム粒子中量
8　暗赤褐色　焼土粒子中量，ローム粒子・粘土粒子・砂粒少量

ピット　4か所。主柱穴はPl～P4が相当し，深さは12～20cmである。また，壁溝内から小ピット2か所が

検出されている。

覆土　7層からなり，レンズ状の堆積状況を示した自然堆積である。

土層解説
1黒褐色　ローム粒子・炭化粒子少量
2　黒褐色　ローム粒子少量
3　極暗褐色　ロームブロック少量
4　暗褐色　ローム粒子中量，炭化粒子少量

5　暗褐色　ローム粒子中量，焼土粒子少量
6　暗褐色　ローム粒子中量
7　暗褐色　ローム粒子中量，炭化粒子・粘土粒子・砂粒少量

遺物出土状況　土師器片6点（杯5，整1），須恵器片22点（杯15，蓋2，聾5），刀子1点，鉄浮2点が北側

部分の床面を中心に出土している。竃付近では，第192図2が竃西側の床面，5が竃の火床部から出土してい

る。また，6の刀子は西壁際の床面から出土しており，本跡に伴うものと考えられる。鉄揮2点は混入したも

のである。

所見　本跡の時期は出土土器から8世紀中葉と考えられ　北西へ4mの距離に位置する第1375号住居跡と主軸

方向が一致しており，両跡は同一の集落を構成していたと想定される。
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第192図　第1376号住居跡出土遺物実測図

第1376号住居跡出土遺物観察表（第192図）

0　　　　　　　　　　　5cm
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番号種別器　種口径器高底径 胎　土 色　調焼成 手法の特徴 出土位置備　　考

1須恵器杯［14．2］3．8 ［8．8］雲母・長石 灰自 普通底誠司転へラ切り後，多方向のヘラ削り北東部上層PlO562，30％

－218



番号 種 別 器　 種 口径 器 高 底 径 胎　 土 色 ・調 焼成 手法の特徴 出土位置 備　　 考

2 須恵器 杯 ［15．0］ 4．4 ［9．6］ 雲母 ・長石 灰自 普通 体部ロタロ整形 竃西側床面 P lO563，10％

3 須恵器 杯 ［13．1］ （3．4） － 長石 灰 普通 体部ロクロ整形 北東部覆土中 P lO564， 5％

4 須恵器 蓋 （1．5） 雲母 ・長石 灰自 普通
天井部右回りの回転へラ

削り

北東部上層・

西壁際床面
P lO565，30％

5 須恵器 嚢 － （15．2） 16．7 雲母・長石・石英 灰 普通 体部平行叩き・下端へラ削り，内面当て嫌 竃火床部 P lO566，30％

番号 券種 高 さ 幅 重 ね 重 量 材　 質 特　　　　　 徴 出土位置 備　　 考

6 刀　 子 ［14．4］ 1．4 0．3 （11．0） 鉄 刃部・茎部一部欠損，雨間有り，茎部木質付着。 西壁際床面 M lOl12，60％

第1377号住居跡（第193図）

位置　調査区東部の012hO区に位置し，平坦な台地の南端部に立地している。

規模と形状　長軸3．50m，短軸3．20mの隅丸方形で，主軸方向はN－700－Eである。壁高は22～30cmで，各

壁とも外債して立ち上がる。

床　はぼ平坦で，竃の手前がよく踏み固められており，壁溝が周回している。

竃　東壁の南寄りに付設されており，焚口部から煙道部まで125cm，両袖部幅95cmである。壁外への掘り込み

は80cmほどで，袖部は床面と同じ高さの地山面上に砂質粘土で構築されている。火床面は5cmはど掘り窪めら

れた部分にローム土を床面の高さまで埋め戻して使用され火熱を受けて赤変硬化している。煙道は，火床部

から外債して緩やかに立ち上がる。また，竃の手前には，炭化物が薄く広がっている。

竃土層解説

1暗　褐　色　ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子少量
2　暗　褐　色　ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子少量
3　極暗赤褐色　炭化粒子中量，ローム粒子・焼土ブロック少量
4　暗　褐　色　ローム粒子・砂粒中量，焼土粒子・炭化粒子・

子少量
5　赤　褐　色　ロームブロック・焼土粒子中量，炭化粒子少量
6　暗赤褐色　ローム粒子・焼土粒子中量，炭化物少量

7　暗

8　暗

9　暗

粘土粒10　暗
11暗
12　暗
13　暗

14　暗

赤
J

ィ

．j

イ

J

イ

赤

j

赤

褐 色　焼土粒子中量，ローム粒子・炭化物少量
褐　色　粘土粒子中量，ローム粒子・砂粒少量
褐　色　ローム粒子中量

褐　色　ローム粒子・砂粒中量
褐色　ローム粒子中量，焼土粒子・粘土粒子少量
褐　色　ロームブロック中量，炭化粒子少量，砂粒微量
褐色　焼土粒子多量，ローム粒子・炭化粒子少量

褐　色　ローム粒子中量

炉　中央部に付設されており，長径35cm，短径25cmの長径方向を住居の主軸方向と同じくする楕円形を呈して

いる。炉床面は浅い皿状に掘りくぼめられて赤変硬化しており，北側でP2と接している。

ピット　4か所。Plは深さ10cmほどで，西壁際の中央部に位置しており，出入り口施設に伴うピットと考え

られる。P2～P4は深さ16～18cmで，炉の西側から北側にかけて炉を囲むように位置しており，炉に伴うピ

ットと考えられる。また，壁港内から深さ5～10cmの小ピット38か所がほぼ等間隔に検出されており，壁柱穴

と考えられる。

覆土　9層からなり，ブロック状の堆積状況を示した人為堆積である。

土層解説
1極暗褐色　ロームブロック・焼土粒子・炭化物少量
2　暗褐色　ローム粒子・焼土粒子中量
3　黒褐色　ローム粒子少量

4　暗褐色　ローム粒子中量，炭化物少量
5　黒褐色　焼土粒子・炭化粒子中量，ロームブロック少量

6　褐　色　ローム粒子多量，焼土粒子・炭化粒子少量
7　黒褐色　ローム粒子・焼土粒子少量

8　暗褐色　ローム粒子中量，焼土ブロック・砂粒少量
9　褐　　色　ローム粒子多量

遺物出土状況　土師器片28点（椀24，賓4），須恵器1点（聾1），灰粕陶器片2点（瓶）が竃付近や東壁寄り

の覆土下層を中心に出土している。竃内からは第193図3，竃手前の床面からは6が出土している。また，北

壁際の床面から焼土の広がりが検出されている。

所見　本跡は，出土土器から10世紀前半に位置付けられ竃と炉を有する住居跡である。特殊な住居形態から
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見て何らかの工房跡が想定されるが，それを裏付ける遺物は検出されていない。また，北壁際の床面からは焼

土が検出され食膳具類はあらかじめ持ち出されていることから見て，住居廃絶に伴った焼失住居と考えられ

る。竃の手前に広がる炭化物は，火災に伴うものの可能性もあるが，広がりが竃手前に限定されるなど不自然

であり，また，日常的な竃の掻き出しにしては範囲が広すぎるため，住居廃絶に伴って竃の浄化が行われた可

能性もあり，同様な類例の集成が必要である。

＼　！／ぁ

第193図　第1377号住居跡・出土遺物実測図
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第1377号住居跡出土遺物観察表（第193図）

番号 種 別 器　 種 口 径 器 高 底 径 胎　 土 色　 調 焼成 手 法 の 特 徴 出土位置 備　　 考

1 土 師 器 椀 ［14．7］ （6．1） － 赤 色粒子 にぷい橙 普通 休部か 外面ロクロ整形後，へラ磨き 商壁際床面 P lO 56 7 ， 30 ％

2 土 師 器 1不 － （2．5） ［8．0］ 雲 母 ・長石 にぷい橙 普通 体部ロタロ整形，底部回転糸切り 北西部下層 P lO 56 8 ，2 0 ％

3 土 師 器 高台付椀 ［16．8］ 4．6 ［8月］ 石 英 橙 普通 体部か 外面へラ磨き，高台貼り付け 寵煙道部 P lO 56 9 ，4 0 ％

4 土 師 器 高台付椀 － （4」＿） 7．1 石 英 ・赤色粒 子 にぷい橙 普通 底部高台貼り付け後，ロクロナデ 北東部下層 P lO 57 0 ，4 0 ％

5 土 師 券 襲 ［24．6］ （7．6） － 石 英 ・赤色粒 子 橙 普通 体部内 ・外面へラナデ・指頭痕 南壁際上層 P lO 57 1 ， 5 ％

6 土 師 器 嚢 － （2．6） ［17．0］ 石 英 ・赤色粒 子 にぷい橙 普通 底部内面ナデ 薗手前床面 P lO 57 2 ， 5 ％

第1379号住居跡（第194・195図）

位置　調査区東部のP13bl区に位置し，平坦な台地の南端部に立地している。

重複関係　中央部北寄りと南西コーナー部で第98号掘立柱建物跡，南壁際の中央部と南西コーナー部で第112

号掘立柱建物跡を掘り込んでいる。

規模と形状　長軸4．14m，短軸3．26mの南北に長い長方形で，主軸方向はN－820－Eである。壁高は5cmほ

どで，壁は外債して立ち上がる。

床　はぼ平坦で，壁際を除いてよく踏み固められている。また，壁溝は認められない。

竃　東壁の南寄りに付設されており，焚口部から煙道部まで75C皿，両袖部幅80cmである。壁外への掘り込みは

35cmほどで，袖部は床面と同じ高さの地山面上に砂質粘土で構築されている。火床面は浅い皿状に掘りくぼめ

られ　赤変硬化しており，煙道は火床部から外債して緩やかに立ち上がる。

竃土層解説
1極暗赤褐色　ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子少量
2　暗赤褐色　焼土粒子・炭化粒子中量，ローム粒子少量

3　黒　褐　色　粘土粒子少量

旦20．0m

第194回　第1379号住居跡実測図

2m

4　暗赤褐色　焼土粒子中量，炭化粒子少量
5　暗赤褐色　焼土粒子中量，ローム粒子・炭化粒子少量
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ピット　1か所。Plは深さ16cmで，竃と対噂する位置にあり，出入り口施設に伴うピットと考えられる。ま

た，深さ10C皿はどの小ピット16か所が北壁際から東壁際にかけてはば等間隔に検出されており，壁柱穴と考え

られる。

覆土　4層からなり，レンズ状の堆積状況を示した自然堆積である。

土層解説
1　黒褐色　ローム粒子・炭化粒子少量
2　極暗褐色　ローム粒子少量

3　暗褐色　ローム粒子中量

4　暗褐色　ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子・砂粒少量

遺物出土状況　土師器片25点（椀15，婆10），石製紡錘車1点，鉄津1点が床面から散在した状態で出土して

いる。図示した遣物はいずれも北側部分から出土しており，そのうち第195図1・2・4は床面からの出土で

ある。

所見　本跡の竃は東壁の南に寄った位置で検出されており，住居の形態はやや歪み，主柱穴も検出されていな

い。時期は出土土器から10世紀前半と考えられる。

、－㌣誉≡≡雲等

10cm
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第195図　第1379号住居跡出土遺物実測図

第1379号住居跡出土遺物観察表（第195園）
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番号種別器　種口径器高底径 胎　土 色　調焼成 手法の特徴 出土位置備　　考

1土師器椀［15．8］（4」＿）－赤色粒子 灰黄褐 普通体部内・外面ロクロ整形後，ヘラ磨き北壁際床面PlO575，10％

2 土師器椀［12．8］（3．0） 雲母・赤色粒子灰黄褐 普通体部ロクロ整形，下端手持ちへラ削り北西部床面PlO576，10％

3 土師器杯 －（1．0）［9．6］長石・赤色粒子にぷい橙普通体部内面へラ磨き，底部回転糸切り北西部覆土中PlO791，5％

番号器種径厚さ孔径重量 材　質 特　　　　　徴 出土位置 備　　考

4 紡錘車4．3 1．5 0．8 （35．2）粘板岩無文，側面がわずかに膨らむ円錐台形。北壁際床面QlOO24，90％，PL67

第1381号住居跡（第196・197図）

位置　調査区東部の012i9区に位置し，南に傾斜した台地の縁辺部に立地している。

重複関係　中央部の北寄りで第117号掘立柱建物跡を掘り込んでいる。

規模と形状　長軸3．75m，短軸2．92mの東西に長い長方形で，主軸方向はN－820－Eである。両壁の一部は

調査前に削平されており，最も残りのよい北壁は高さが6cmで，外傾して立ち上がる。

床　ほぼ平坦で，竃の手前に一部硬化面が認められる。壁溝は南壁際を除いて巡っており，本来は周回してい

たと推定される。
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竃　東壁の南寄りに付設されており，焚口部から煙道部まで85cm，両袖部幅60cmで，壁外への掘り込みは35cm

である。袖部は砂質粘土で構築されており，火床面は浅い皿状を望し，火熱を受けて赤変硬化している。また，

煙道は火床部から外傾して立ち上がる様子が若干確認されただけである。

富士層解説
1極暗赤褐色　焼土粒子・粘土粒子中量，ローム粒子・炭化粒子少量　3　極暗褐色　ローム粒子・炭化物・粘土粒子少量
2　極暗赤褐色　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子・粘土粒子・砂粒少　4　極暗褐色　ローム粒子・焼土粒子・粘土粒子少量

量　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　5　黒　褐　色　焼土粒子・炭化粒子少量

ピット　3か所。Plは深さ18cmで，南壁際の中央部に位置しており，出入り口施設に伴うピットと考えられ

る。P2は長軸80C皿，短軸55cmの長方形，深さ27cmで二段掘り込みになっており，位置と形状から見て貯蔵穴

の可能性がある。P3は深さ26cmで，形状から見て柱穴と考えられるが，対応する柱穴は確認されていない。

あるいは，Pl・3の2本柱で上屋を支えていたとも想定される。また，壁構内から深さ8～12cmの小ピット

24か所が検出されており，壁柱穴と考えられる。

覆土　6層からなり，レンズ状の堆積状況を示した自然堆積である。

土層解説
1塩暗褐色　ローム粒子少量，炭化粒子微量
2　黒褐色　ローム粒子・炭化粒子微量
3　暗褐色　ローム粒子中量

4　黒褐色　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量
5　極暗褐色　焼土粒子・炭化粒子少量，ローム粒子微量
6　黒褐色　ロームブロック少量，焼土粒子微量

遺物出土状況　土師器片18点（椀13，小皿4，肇1）が竃周辺を中心に出土している。第197図1・2・6は

竃の火床部，3～5は中央部南寄りの床面からそれぞれ出土している。

所見　本跡の時期は，出土した土師器小皿の形状から見て10世紀後半以降と考えられる。また，本跡の東には

工房跡と考えられる第1382号住居跡が隣接しており，本跡は工房跡に付属する居住施設と想定される。
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第196図　第1381号住居跡実測図
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第197図　第1381号住居跡出土遺物実測図

第1381号住居跡出土遺物観察表（第197図）

番号 種 別 器　 種 口 径 器 高 底 径 胎　 土 色　 調 焼成 手 法 の 特 徴 出土位置 備　　 考

1 土 師 器 小　　 皿 ［8．6］ 1．9 5 ．1 雲 母 ・長石 にぷ い褐 普通 休部ロクロ整形，底部回転へラ切り 竃 火床部 P l O5 98 ， 40 ％

2 土 師 器 小　　 皿 ［9．4］ 1．7 ［6．4］ 雲 母 にぷ い橙 普通 体部ロクロ整形，底部回転へラ切り 竃火床部 P l O5 99 ， 30 ％

3 土 師 器 小　　 皿 ［9．3］ 2．1 5 ．6 石 英 ・赤色粒子 にぷ い褐 普通 体部ロクロ整形，底部回転へラ切り 中央部床面 P l O6 00 ， 40 ％

4 土 師 器 小　　 皿 ［9，7］ 1．9 ［4．6］ 長 石 ・赤色粒子 橙 普通 体部ロクロ整形，底部回転へラ切り 中央部床面 P lO 6 0 1， 40 ％

5 土 師 器 高台付椀 ［14．1］ 5．5 5 ．6 雲 母 ・赤色粒子 にぷい橙 普通 底部回転へラ切り後，高台貼り付け 中央部床面 P lO 6 02 ， 50 ％

6 土 師 器 高台付椀 ［16．8］ （5．6） － 雲 母 ・赤色粒子 橙 普通 休部内面へラ磨き，高台貼り付け痕有り 竃火床部 P lO 6 03 ， 20 ％

第1382号住居跡（第198図）

位置　調査区東部の012iO区に位置し，南に傾斜した台地の南端部に立地している。

重複関係　東コーナー部と南西壁際で第117号掘立柱建物跡を掘り込んでいる。

規模と形状　長軸3．78m，短軸2．95mの長方形で，主軸方向はN－1130－Wである。壁高は3～6cmで，各壁

とも外傾して立ち上がる。

床　ほぼ平坦で，中央部がよく踏み固められており，壁溝は北東壁際を除いて巡っている。

炉　南西壁際の中央部に付設されており，平面形は長径85cm，短径45cmの楕円形を連結したような形状で，長

径方向は住居の主軸方向と一致する。炉床面は8cmはど掘り窪められており，火熱を受けて赤変硬化している。

また，付近の床面から炉を囲むように粘土塊が確認されており，炉壁の一部と考えられる。

炉土層解説
1　にぷい赤褐色　焼土粒子・灰中量

2　暗赤　褐　色　焼土粒子多量
3　極暗赤褐色　ローム粒子・焼土粒子少量

4　暗　褐　色　ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子少量
5　晴　赤　褐　色　焼土粒子中量，ローム粒子少量

ピット　2か所。Pl・2は深さがいずれも20cmほどで，形状から主柱穴の可能性がある。また，壁溝内から

深さ8～12cmの小ピット10か所が検出されており，壁柱穴と考えられる。

覆土　4層からなり，レンズ状の堆積状況を示した自然堆積である。

土層解説
1極暗褐色　ローム粒子少量　　　　　　　　　　　　　　　　　3　褐　色　ローム粒子多量，炭化粒子少量，焼土粒子微量
2　極暗褐色　ローム粒子・廃土粒子・炭化粒子少量　　　　　　　　4　暗褐色　ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子微量

遺物出土状況　土師器片21点（椀17，小皿1，整3）が出土しており，遺物は覆土下層を中心にはぼ全域に散

在している。第198図1・2はいずれも炉の周辺の床面から出土している。

所見　当初，竃を有する住居跡と考えて調査を進めたが，竃を想定した場合の煙道部にあたる部分から壁溝が
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検出されたため，炉を有する建物跡と判断した。本跡は出土土器から10世紀後半以降に位置づけられ何らか

の工房跡が想定されるが，それを裏付ける遺物は出土していない。
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第198図　第1382号住居跡・出土遺物実測図

第1382号住居跡出土遺物観察表（第198園）
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番号種別器　種口径器高底径胎　土 色　調焼成 手法の特徴 出土位置備　　考

1土師器小　　皿8．7 2．3 6．0赤色粒子 にぷい赤褐普通体部ロクロ整形，底部回転へラ切り炉西側床面PlO604，50％

2土師器椀［12．3］（4．6）－雲母・赤色粒子にぷい褐普通
体部ロクロ整形，内面へラ磨き炉北側床面PlO605，20％

第1390号住居跡（第199図）

位置　調査区西部の010i2区に位置し，平坦な台地の南端部に立地している。

重複関係　南壁際を東西に第78号滞跡に掘り込まれている。

規模と形状　長軸3．26m，短軸2．95mのはぼ方形で，主軸方向はN－30－Wである。壁高は6～10cmで，各

壁とも外傾して立ち上がる。

床　はぼ平坦で，中央部がよく踏み固められており，壁溝が周回している。

憲　北壁際の東寄りに付設されており，焚口部から煙道部まで65cm，両袖部幅105cmである。壁外への掘り込

みは15cmほどで，天井部は崩落し，袖部は床面と同じ高さの地山面上に砂質粘土で構築されている。火床部は

浅い皿状に掘り窪められ　火熱を受けて赤変硬化しており，煙道は外傾して緩やかに立ち上がる。
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竃土層解説
1　黒　褐　色　焼土ブロック・炭化粒子少量
2　暗赤　褐　色　焼土ブロック中量，ローム粒子・炭化粒子・粘土粒

子・砂粒少量
3　暗赤　褐　色　焼土ブロック中量，ローム粒子・炭化物・砂粒少量
4　暗赤　褐　色　焼土粒子中量，ローム粒子・炭化粒子少量

5　黒　褐　色　ロームブロック・炭化粒子少量
6　にぷい赤褐色　ロームブロック・焼土粒子中量，炭化物・粘土粒子

少量

7　暗赤褐　色　ロームブロック・廃土ブロック・炭化粒子少量

ピット　1か所。Plは深さが22cmで，対応するピットは検出されていないが，形状から柱穴の可能性がある。

また，両壁溝内から深さ10cmはどの小ピット2か所が検出されており，壁柱穴と考えられる。

ピット土居解説
1暗　褐　色　ロームブロック中量，炭化粒子少量，焼土粒子微量
2　褐　　　色　ローム粒子多量

覆土　5層からなり，レンズ状の堆積状況を示した自然堆積である。

土層解説
1　暗　褐　色　ローム粒子中量
2　暗　褐　色　ローム粒子中量，焼土粒子少量
3　暗　褐　色　ローム粒子中量，炭化粒子少量

4　褐　　　色　ローム粒子多量
5　黒　褐　色　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒千・秒粒少量

遺物出土状況　土師器片17点（杯15，整2），須恵器片6点（杯3，蓋1，聾2）がほぼ全域から散在した状

態で出土している。第199図1は南西コーナー寄り，4は竃東側のいずれも床面から出土している。

所見　本跡から出土した土器はいずれも細片であり，形状の把握が困難であるが，出土土器の形状と組成割合

からみて8世紀後葉から9世紀前葉と考えられる。
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第199図　第1390号住居跡・出土遺物実測図
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第1390号住居跡出土遺物観察表（第199図）

番号 種 別 器　 種 口 径 器 高 底 径 胎　 土 色　 調 焼成 手 法 の 特 徴 出土位 置 備　　 考

P lO 60 8，1 0％

P lO 60 9， 5 ％

P lO 6 10， 5 ％

T P l OO2 5， 5 ％

1 土師器 杯 ［13．8］ （4．7） － 長石 ・石英 にぷ い橙 普通 体 部ロクロ整 形 南東部床面

2 須恵器 杯 － （1．4） ［8．0］ 雲母 ・長石 ・石英 灰 普通 体部下端手持ちへラ削り，底部回転へラ削り 北西部覆土中

3 須恵器 蓋 ［16．5］ （1．2） － 長石 ・石英 黄灰 普通 口縁部 ・外周部 ロクロナデ 北東部覆土中

4 須恵器 嚢 －
（5．0） － 雲母 ・長石 ・石英 浅黄橙 不 良 体部外面横位の平行叩き，内面ナデ 北東部床面

第1391号住居跡（第200図）

位置　調査区東部のPlOb3区に位置し，平坦な台地の南端部に立地している0また，本跡から南へ1mには第

1349号住居跡が隣接している。

重複関係　竃部分を第1140号土坑に掘り込まれ中央部から北西部にかけて撹乱を受けている0

規模と形状　床面がほぼ露出した状態で検出されたため，壁の立ち上がりは不明である0平面形は長軸3・96m，

短軸3．88mの方形で，主軸方向はN－50－Wである。

床　ほぼ平坦で，南壁際に一部硬化面が認められ壁溝が周回している。

竃　第1140号土坑に掘り込まれたことにより遺存していない。

ピット　4か所。主柱穴はPl～P3が相当し，深さは42～48cmであるo P4は深さ30cmで，南壁際の中央部

に位置しており，出入り口施設に伴うピットと考えられる。

覆土　検出されなかった。

遺物出土状況　土師器片2点（聾2）が出土している。

所見　本跡の時期は土器が細片のため断定できないが，住居の規模や主軸方向が隣接する第1349号住居跡と近

似することから見て8世紀代の可能性がある。

第200図　第1391号住居跡実測図
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（2）掘立柱建物跡

今回の調査で，当該期に帰属する掘立柱建物跡17棟を検出した。以下，その概要について記述する。

第90号掘立柱建物跡（第201図）

位置　調査区西部のQlOcO区に位置し，東に傾斜する台地の南端部に立地している。また，南東部は調査区域

外に延びている。

重複関係　P2・P3が第1302号住居跡を掘り込んでいる。また，第1103号土坑が本跡内に位置している。

規模と構造　桁行4間，梁行2間の側柱式の建物跡で，桁行方向はN－860－Eである。規模は桁行長8．40m，

梁行長4．22mを測り，柱間寸法は桁行・梁行ともに2．10mを基調とする。

㊤
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柱穴　平面形はいずれも隅丸長方形を皇し，深さは38～66cmであり，東に傾斜した地形のために，東に位置す

る柱穴はど確認面からの深さが浅くなっている。また，柱材は廃絶時に抜き一取られたことが想定され　すべて

の柱穴から柱抜き取り痕が確認されている。土層断面図中の第1～4層が柱抜き取り痕に相当し，しまりが弱

い。その他の層は埋土で，ローム土を主体とした暗褐色土・褐色土で突き固められて互層をなしている。

土層解説（各柱穴共通）
1黒褐色　ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
2　極暗褐色　ロームブロック・炭化粒子少量
3　黒褐色　ロームブロック少量

4　暗褐色　ロームブロック中量

5　褐　　色　ロームブロック多量，炭化粒子少量

6　暗褐色　ロームブロック中量，焼土粒子微量
7　褐　　色　ロームブロック多量
8　暗褐色　ロームブロック中量

遺物出土状況　土師器片3点（杯1，賓2），須恵器片4点（杯1，蓋1，聾2）が柱抜き取り痕の覆土中か

ら出土しているが，いずれも細片で，図示できたものはない。

所見　本跡は，形状から見て屋として機能していたと考えられる。時期は遺物がいずれも細片のため明確にし

得ないが，8世紀後葉の住居跡を掘り込んでいることや須恵器片が出土していることからみて9世紀代と考え

られる。さらに，本跡内に位置する第1103号土坑からは灰粕陶器長頸瓶や須恵器壷が出土しており，これらの

遣物は本跡に保管されていたものが廃棄されたとも想定され　第1103号土坑の年代観に従うならば，9世紀後

葉に廃絶されたと考えられる。

第91号掘立柱建物跡（第202図）

位置　調査区東部の012i5区に位置し，平坦な台地の南端部に立地している。また，西側部分は調査区域外に

延びている。

重複関係　Plを第1369号住居跡に掘り込まれ　P3～P6が第1370号住居跡を掘り込んでいる。

規模と構造　桁行3間の側柱式の建物跡であり，梁行は西側部分が調査区域外のため断定はできないが，付近

の掘立柱建物跡の形状から見て2間の可能性が高い。桁行方向はN－10－Wであり，桁行長は7．20mで，梁

行長は確認された部分で2．40mを測る。また，柱間寸法は桁行・梁行ともに2．40mを基調としており，柱筋は

揃っている。

柱穴　平面形はP5だけが円形で，それ以外はいずれも楕円形を皇し，深さは30～70cmである。柱抜き取り痕

は土層断面図中の第1・7・14～17層が相当し，しまりが弱い。それ以外の層は埋土であり，ローム土を主体

とした暗褐色土・褐色土で互層をなし，突き固められている。また，P2・P3の土層断面からは，埋土の部

分を再度掘り込んだ様子が認められ　立て替えの可能性が指摘される。

土層解説（各柱穴共通）

1極暗褐色　ロームブロック・焼土粒子・炭化物少量
2　暗褐色　ロームブロック中量，焼土粒子・炭化粒子少量
3　暗褐色　ローム粒子中量，焼土粒子微量

4　陪褐色　ローム粒子中量
5　暗褐色　ロームブロック中量，粘土粒子少量
6　暗褐色　ローム粒子・焼土粒子中量，粘土粒子少量
7　極暗褐色　ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量
8　褐　　色　ロームブロック多量

9　暗褐色　ロームブロック中量
10　褐　　色　ロームブロック多量
11暗褐色　ロームブロック中量，焼土粒子・炭化粒子微量
12　褐　　色　ロームブロック多量，焼土粒子・炭化粒子微量

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

褐　　色　ロームブロック中量，炭化粒子微量
極暗褐色

極暗褐色
極暗褐色
暗褐色
暗褐色

黒褐色
暗褐色

ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量

ロームブロック少量，炭化粒子微量
ローム粒子少量
ローム粒子中量，炭化粒子微量
ロームブロック中量
ロームブロック少量

炭化粒子中量，ローム粒子少量
褐　　色　ローム粒子多量

褐　　色　ローム粒子多量

褐　　色　ローム粒子多量

遺物出土状況　土師器片19点（杯1，賓18），須恵器片11点（杯5，蓋2，襲4）が各柱穴の柱技き取り痕か

ら出土している。第202図1・4はP4，2・3はP3，5はP6のいずれも柱抜き取り痕から出土している。
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所見　本跡の時期は出土土器の形状から見て9世紀前葉と考えられる0また，本跡から南西へ25mには両跡の

関連が窺われる大形住居の第1361号住居跡が位置しており，穎稲などを納める星として射巨していたと考えら

れる。

＿百三。＼正仁喜久

戸
第202図　第91号掘立柱建物跡・出土遺物実測図
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第91号掘立柱建物跡出土遺物観察表（第202図）

番号 種 別 器　 種 口 径 器 高 底 径 胎　 土 色　 調 焼成 手 法 の 特 徴 出土位置 備　　 考

1 須恵器 杯 12．8 4．5 7．4 長石 ・石 英 灰 普通 底部回転へラ切り後，多方向のヘラ削り P 4抜き取り痕 P lO612，60％，P L62

2 土師器 嚢 ［13．2］ （7．5） － 雲母 ・長石 ・石英 にぷい橙 普通 体部外面ナデ，内面へラナデ P 3抜き取り痕 P l O6 13， 30％

3 須恵器 蓋 － （2．1） －
雲母 ・長石 ・石英 黄灰 普通 つまみ接合後，ロクロナデ P 3抜き取り痕 P l O6 14， 10％

4 須恵器 ゴ不 － （1．7） ［5．8］ 雲母 ・長石 ・石英 灰 普通 体部下端手持 ちへ ラ削 り P 4抜き取り痕 P l O6 15， 5 ％

5 須恵器 ま不 ［13．2］ （4．1） － 雲母 ・長石 ・石英 黄灰 普通 体部 ロクロ整形 P 6抜き取り痕 P l O6 16， 5 ％

第93号掘立柱建物跡（第203・204図）

位置　調査区西部の012j8区に位置し，平坦な台地の南端部に立地している。

重複関係　Plが第1376号住居跡，Pll～P13が第1374号住居跡を掘り込み，P5が第1307号土坑，P14が第

1186号土坑に掘り込まれている。

規模と構造　桁行4間，梁行3間の側柱式の建物跡で，桁行方向はN－20－Eである。規模は桁行長7・65m，

梁行長5．25mであり，柱間寸法は桁行・梁行ともに1．80mを基調とするが，梁行中央のP6・P7間とP13・

P14間は1．50mと狭くなっている。

柱穴　平面形は隅丸方形を呈し，深さは54～92cmである。柱抜き取り痕はP13・P14を除いて確認され第1・

5・10・12層が相当し，しまりが掛、。その他の層は埋土であり，ローム土を主体とした暗褐色土・褐色土で

突き固められており，互層になっている。

土層解説（各柱穴共通）
1黒　褐　色　ロームブロック・炭化物少量

2　暗　褐　色　ロームブロック中量，炭化物少量
3　暗　褐　色　ロームブロック中量
4　黒　褐　色　ロームブロック中量
5　黒　褐　色　ロームブロック少量

6　褐　　　色　ロームブロック多量

7　褐　　　色

8　褐　　　色

9　灰　褐　色

10　灰　褐　色

11黒　褐　色

12　暗　褐　色

ロームブロック多量
ロームブロック中量，炭化物少量
ロームブロック多量，炭化物少量

ロームブロック中量
ロームブロック中量
ロームブロック中量，炭化物少量

遺物出土状況　土師器片14点（杯7，饗7），須恵器片4点（杯1，賓3），鉄釘8点が各柱穴から出土してい

る。第204図1はP4，2はP7，3・4はPlO，5～7はP12，8はP13の覆土中から出土しており，その

うち6・8は埋土からの出土である。また，鉄釘が多量に出土しており，9～12はP1，13・14はP8，15は

P12，16はP13のいずれも柱抜き取り痕から出土している。

所見　本跡の時期は，出土土器から9世紀前葉に位置付けられる。本跡からは鉄釘が8点と多量に出土してお

り，いずれも最大幅が1cmを超え，平均の重さも42gはどの大形品である。また，建物の面積は40I迂を超え，

柱穴の掘り方も1辺が1mはどの隅丸方形を呈する大形のものであることから，堅固な上屋を備えていたこと

が想定され，機能としては穎稲などを納める倉庫，あるいは居住施設の一部としての屋などが考えられる。さ

らに，本跡を中心にして，西側には第91・115号掘立柱建物跡，東側には第98号掘立柱建物跡が並列し，南側

には1辺が6mを超える大形住居である第1361号住居跡が位置しており，かかる有力者層の館的な様相を呈し

ている。
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第204図　第93号掘立柱建物跡出土遺物実測図

第93号掘立柱建物跡出土遺物観察表（第204図）

番号 種 別 器　 種 口 径 器 高 底 径 胎　 土 色　 調 焼成 手 法 の 特 徴 出土位置 備　　 考

1 須恵器 高台付 士不 － （3．3） ［8．0］ 長石 ・石英 灰 普通 底部回転へラ削り後，高台貼り付け P 4 覆土中 P lO6 17， 5 ％
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番号 種 別 器　 種 口 径 器 高 底 径 胎　 土 色　 調 焼成 手 法 の 特 徴 出土位置 備　　 考

2 土師器 嚢 ［25．0］ （2．5） － 雲母 ・長石 ・石英 にぷい赤褐
普通 口緑部横 ナデ P 7 覆土中 P lO 618， 5 ％

3 須恵器 蓋 ［11．4］ （1．3） － 長石 ・石英 黄灰 普通 天井 部回転 へラ削 り P lO 覆土中 P lO 619，20％

4 須恵器 高　　 盤 － （9．5） － 雲母 ・長石 ・石英 にぷい橙
不 良 脚 部ロクロ整形 P lO 覆土中 P lO 620，30％

5 須恵器 杯 ［12．6］ 4．6 6．5 雲母 ・長石 ・石英 灰 普通 底部回転へラ切り後，多方向のヘラ削り P 12 覆土中 P lO 62 1，60％

6 須恵器 盤 ［14．彿 3．6 ［8．4］ 雲母 ・長石 ・石英 灰 普通 底部回転へラ削り後，高台貼り付け P 12 埋土 P lO 62 2，20％

7 須恵器 広口長頸壷 ［19．0］ （5．0） 緻密 灰 自 良好 口緑 部ロクロ整形 P 12 覆土中
P lO 62 3， 5 ％，

内面 自然粕

8 須恵器 杯 ［13．8］ 4．8 ［8．0］ 雲母 ・長石 ・石英 灰 普通 底 部多方向のヘ ラ削 り P 13 埋土 P lO 62 4，30％

番号 器 種 長 さ 最大 幅 厚 さ 重 量 材　 質 特　　　　　 徴 出土位置 備　　 考

9 釘 （12．9） 1．2 0．8 （42．0）・ 鉄 角釘，脚部は断面方形 を呈す る。 P l抜き取り痕 M lO114，95％，PL 70

10 釘 （8．0） 1．2 0．9 （24．0） 鉄 脚部先端欠損，頭部 ・脚部は断面方形を呈する。 P l抜き取り痕 M lO115，60％，PL 70

1 1 釘 （9．5） 2．0 1．4 （45．0） 鉄 脚部先端欠損，頭部 ・脚部断面は歪んだ方形を呈する。 P l抜き取り痕 M lO116，70％，PL 70

12 釘 12．1 1．6 1．0 （53．5） 鉄 頭部 は叩かれ，やや潰れてい る。 P l抜き取り痕 M lO117，100％，PL70

13 釘 （10．5） 1．6 1．0 （46．0） 鉄 脚部先端欠損，頭部は叩かれ，やや潰れている。 P 8抜き取り痕 M lO118，90％，PL 70

14 釘 （10．9） 2．0 0．8 （46．0） 鉄 脚部屈 曲，頭部 は叩かれ，潰れ てい る。 P 8抜き取り痕 M lO119，95％，PL 70

15 釘 （9．6） （1．1） （1．0） （36．0） 鉄 頭部欠損，脚部 は断面方形 を呈す る。 P12抜き取り痕 M lOlO6，70％，PL 70

16 釘 12．6 1．6 0．7 4 2．0 鉄 脚部屈 曲，頭部 は叩か れ，潰 れている。 P 13抜き取り痕 M lOlO7，95％，PL 70

第94号掘立柱建物跡（第205・206図）

位置　調査区西部の010j2区に位置し，平坦な台地の南端部に立地している0

重複関係　P2・P6・PlO・P14の上層を第2号道路跡，P7・P8の上層を第1140号土坑にそれぞれ掘り

込まれている。また，Pllの想定される位置が撹乱を受けている。

規模と構造　桁行，梁行ともに3間の総柱式の建物跡で，桁行方向はN－20－Wである0規模は桁行長6・60

m，梁行長5．20mであり，柱間寸法は桁行が2．10m，梁行は1．80mを基調としている。

柱穴　平面形はいずれも隅丸方形を呈し，深さはP6・10だけが20cmほどと浅く，それ以外は36～55cmである0

廃絶に際して柱は抜き取られており，土層を観察できたすべての柱穴から柱技き取り痕が確認されている0土

層断面図中の第1・6・7層が柱技き取り痕に相当し，しまりが弱い0その他の層は埋土であり，ローム土を

主体とした暗褐色土や褐色土で突き固められて互層になっている。

土層解説（各柱穴共通）

1　黒褐色
2　暗褐色
3　暗褐色
4　暗褐色
5　褐　　色

6　極暗褐色

ロームプロ

ロームプロ

ロームプロ

ロームプロ

ロームプロ

ロームプロ

ック・焼土ブロック・炭化物少量
ック多量

ック中量，炭化粒子少量
ック中量，焼土粒子・炭化粒子少量
ック多量
ック・焼土粒子・炭化粒子少量

7　暗褐色　ロームブロック中量
8　暗褐色　ロームブロック中量
9　褐　　色　ロームブロック多量
10　黒褐色　ロームブロック・炭化物少量

11黒褐色　ロームブロック・焼土ブロック・炭化粒子少量

遺物出土状況　土師器片13点（杯7，聾6），須恵器片4点（杯3，聾1）が各柱穴から出土している0遣物

はいずれも柱抜き取り痕からの出土であり，第206図1はP13，2はP15から出土している0

所見　本跡は形状から見て倉としての機能が想定され当遺跡において最も堅固な構造の建物跡である0本跡

の周囲に掘立柱建物跡は検出されていないが，北西25mには目隠し状の施設を伴う第80号掘立柱建物跡が桁行

方向を同じくして位置しており，両跡の関連が窺われる。また，本跡の西側は調査区域外になっているが，掘

立柱建物跡群が西側にも広がることが想定される。本跡の時期は，出土土器の形状や第80号掘立柱建物跡の年

代観から9世紀中頃と考えられる。
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第206図　第94号掘立柱建物跡出土遺物実測図

第94号掘立柱建物跡出土遺物観察表（第206図）

土豪
0　　　　　　　　　　　　10cm

！　　　：＿　　」

番号種別器　種口径器高底径胎　土 色　調焼成 手法の特徴 出土位置備　　考

1土師器士不－（1．9）［7．5］長石・赤色粒子にぷい橙
普通底部一方向のヘラ削りP13抜き取り痕PlO642，10％

2須恵器嚢 －（5．2）－雲母・長石・石英にぷい橙
不良体部下端へラ削り，内面へラナデ・指頭痕P15抜き取り痕PlO643，5％

3須恵器襲 －（4．1）－雲母・長石・石英灰黄褐普通
体部外面斜位の平行叩き，内面剥落PlO抜き取り痕TPlOO18，5％

第95号掘立柱建物跡（第207・208図）

位置　調査区西部の013j5区に位置し，平坦な台地の南端部に立地している。

重複関係　Pl・P6が第1083号住居跡，Pllが第1091号住居跡を掘り込み，P2・P7が第1202号土坑，P

3・P8・P13が第1084号住居跡，P14・P15が第1085号住居跡にそれぞれ掘り込まれている。

規模と構造　桁行4問，梁行2問の総柱式の建物跡で，桁行方向はN－15。－Wである。規模は桁行長8・77m，

梁行長4．25mで，桁行の柱間寸法は2．40mを基調とするが，北側部分と南側部分では1諸Omと狭くなる構造を

示している。また，梁行の柱間寸法も西側部分が2．40m，東側部分が1．80mで，東側の柱間が狭くなっている。

柱穴　平面形はいずれも円形を望し，深さは23～60cmである。柱抜き取り痕は土層断面図中の第「6・10・

11層が相当し，しまりが弱い。その他の層は埋土であり，ローム土を主体とした暗褐色土や褐色土で突き固め

られており，互層になっている。

土層解説（各柱穴共通）

1黒褐色　ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
2　暗褐色　ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量
3　黒褐色　ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
4　暗褐色　ローム粒子中量
5　暗褐色　ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量

6　極暗褐色　ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量
7　褐　　色　ローム粒子中量，炭化粒子微量

8　褐　　色　ローム粒子多量，焼土粒子・炭化粒子微量
9　褐　　色　ローム粒子多量，焼土粒子・炭化物微量

10　黒褐色　ローム粒子少量，炭化粒子微量
11灰褐色　ローム粒子中量
12　極暗褐色　ローム粒子少量，炭化粒子微量
13　褐　色　ローム粒子中量，廃土粒子・炭化粒子・粘土ブロック徴

口．
且

遺物出土状況　土師器片88点（杯36，餐52），須恵器片22点（杯12，蓋2，饗8），棒状の鉄製品1点（釘ヵ）

が各柱穴から出土している。第208図1・2はP4，3はP7，4はP12のいずれも埋土から出土している。

また，釘と考えられる棒状の鉄製品はP8の柱抜き取り痕から出土している。

所見　本跡の時期は，出土土器の形状や重複関係からみて，10世紀前半と考えられる。本跡の西20mに位置す

る三面庇の第131号掘立柱建物跡と桁行方向が直交しており，同建物跡に付属する倉として機能していたと推

測される。
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第208回　第95号掘立柱建物跡出土遺物実測図

第95号掘立柱建物跡出土遺物観察表（第208図）

二一一三3、！㍉・二二

0　　　　　　　　　　　　10cm

l．　　－1　11

5

0　　　　2cm

』二二∃

番号 種別 器　種 口径 器高 底径 胎　土 色　調 焼成 手法の特徴 出土位置 備　　 考

1 土師器 杯 ［10．9］ 3．3 ［8．0］長石・赤色粒子橙 普通体部ロクロ整形，底部回転へラ切りP4埋土 PlO644，30％

2 土師器 椀 ［12．3］（2．8） － 雲母 にぷい黄褐普通休部ロクロ整形，内面へラ磨き P 4埋土 PlO646，5％

3 土師器 高台付椀 （1．6） ［6．8］雲母・長石・石英にぷい赤褐普通
底部回転へラ削り後，高台

貼り付け，内面黒色処理
P 7埋土 PlO647，5％

4 土師器 均こ － （2．0） ［8．8］
赤色粒子 にぷい橙 普通底部回転糸切り P12埋土 PlO648，5％

番号 器種 長さ 帽 厚さ 重量 材　 質 特　　　　　 徴 出土位置 備　　 考

5 釘 （2．4） 1．8 1．0 （12，0） 鉄 脚部欠損，頭部は片側に傾斜する。 P8抜き取り痕MlO126

第96号掘立柱建物跡（第209図）

位置　調査区西部のP13a2区に位置し，平坦な台地の南端部に立地している。

重複関係　P2が第1254号住居跡，P3・P6が第1255号住居跡，P4・P7が第1380号住居跡をそれぞれ掘

り込んでいる。

規模と構造　桁行，梁行ともに2間の総柱式の建物跡で，桁行方向はN－750－Eである。規模は桁行長5・85

m，梁行長5．00mを測る。また，桁行の柱間寸法は西側部分で2．50m，東側部分で3・30mを基調とし，梁行は

2．50mを基調としている。

柱穴　平面形はP2が楕円形，P6が隅丸方形で，それ以外は円形を皇し，深さは20～50cmである。柱抜き取

り痕は第「6・7層が相当し，しまりが弱い。その他の層は埋土であり，ローム土を主体とした暗褐色土や

褐色土で突き固められて互層をなしている。

土層解説（各柱穴共通）

1黒褐色　ローム粒子少量，炭化粒子微量
2　極暗褐色　ロームブロック少量，廃土粒子・炭化粒子微量
3　暗褐色　ロームブロック少量，炭化粒子微量
4　暗褐色　ロームブロック中量，炭化粒子微量
5　暗褐色　ロームブロック中量

6　極暗褐色　ローム粒子少量，炭化粒子微量
7　暗褐色　ローム粒子少量，炭化粒子微量
8　褐　　色　ロームブロック多量，炭化粒子微量
9　暗褐色　ロームブロック中量
10　極暗褐色　ロームブロック少量，炭化粒子微量

遺物出土状況　土師器片72点（椀36，小皿1，聾35）が各柱穴の柱抜き取り痕などから出土している。第209

図1・2はP5の柱技き取り痕，3はP8の埋土から出土している。

所見　本跡は，出土した土器の形状から10世紀後半に位置付けられ規模と構造から見て倉として機能してい

たと考えられる。本跡と同じ総柱式の建物跡で，桁行方向と規模を同じくする第114号掘立柱建物跡が，柱穴

の重複はないものの本跡の東側部分で重なった状態で確認されており，出土土器の形状から見て第114号掘立

柱建物跡から本跡への建て替えが行われたことが想定される。
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第96号掘立柱建物跡出土遺物観察表（第209図）

番号 種 別 券　 種 口 径 器 高 底 径 胎　 土 色　 調 焼成 手法 の特 徴 出土位置 備　　 考

1 土師器 4 、　 皿 ［8．6］ （1．5） － 赤色粒子 にぷい橙 普通 体部ロクロ整形 P 5抜き取り痕 P lO649， 5 ％

2 土師器 杯 ［15．4］ （2．5） － 雲母 ・赤色粒子 にぷい橙 普通 体部ロクロ整形 P 5放き取り痕 P lO650， 5 ％

3 土師器 高台付椀 － （3．0） ［8．0］ 長石 ・石英 にぷい橙 普通 底部回転へラ削り後，高台貼り付け P 8 埋土 P lO651，10％

第97号掘立柱建物跡（第210・211図）

位置　調査区東部のP12b6区に位置し，平坦な台地の南端部に立地している。

重複関係　P7が第1366号住居跡を掘り込み，P2・P3が第1368号住居跡，P4・P5が第1183号土坑にそ

れぞれ掘り込まれている。

規模と構造　桁行，梁行ともに2間の総柱式の建物跡で，桁行方向はN－00である。規模は桁行長3・84m，

梁行長3．60mであり，柱間寸法は桁行・梁行ともに1．80mを基調としている。

柱穴　平面形はP4・P5・P8が円形で，それ以外は方形，または隅丸方形を皇し，深さは22～40cmである。

柱抜き取り痕は土層断面図中の第1・5・7・9層が相当し，しまりが弱い。その他の層は埋土であり，ロー

ム土を主体とした暗褐色土や褐色土で突き固められており，互層をなしている。

土層解説（各柱穴共通）
1黒褐色　ローム粒子少量，炭化粒子微量
2　褐　色　ロームブロック中量，炭化粒子微量
3　暗褐色　ロームブロック少量，炭化粒子微量

4　褐　　色　ロームブロック中量
5　黒褐色　ローム粒子少量，炭化粒子微量

6　暗褐色　ロームブロック中量
7　暗褐色　ローム粒子中量，炭化粒子微量
8　暗褐色　ロームブロック中量，炭化粒子微量
9　極暗褐色　ローム粒子・炭化粒子少量

毎〆1モ才「‾1闇
第210図　第97号掘立柱建物跡実測図
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遺物出土状況　土師器片7点（杯3，整4），須恵器片2点（杯2）が各柱穴の埋土などから出土している。

第211図1はP8の埋土から出土しており，口縁部に油煙が付着している。

所見　本跡の時期は，出土した土器の形状から8世紀前葉と考えられる。周囲に同時期の掘立柱建物跡は確認

されていない。しかし，大形住居跡を中心とする同時期の集落が本跡の東側に広がっていることから，本跡は

集落に付属する倉と思われる。

0　　　　　　　　　　　　　10cm

l　　・1－　　　　－1

第211図　第97号掘立柱建物跡出土遺物実測図

第97号掘立柱建物跡出土遺物観察表（第211国）

番号 種 別 器　 種 口 径 器 高 底 径 胎　 土 色　 調 焼成 手 法 の 特 徴 出土位 置 備　　 考

1 土 師器 坪 ［16．2］ （3．9） 赤 色 粒 子 橙 普通
口縁部横ナデ，休部外面へラ

削り・輪積み痕，内面横ナデ
P 8 埋 土

P lO 62 5 ， 5 ％ ，

ロ縁部 油煙付 着

第98号掘立柱建物跡（第212・213図）

位置　調査区東部のP12aO区に位置し，平坦な台地の南端部に立地している。

重複関係　Pl・P2が第1380号住居跡，P4・P7が第1375号住居跡を掘り込み，P5・P6が第1379号住

居跡に掘り込まれている。

規模と構造　桁行，梁行ともに2間の総柱式の建物跡で，桁行方向はN－40－Eである。規模は桁行長5・50

m，梁行長5．39mであり，柱間寸法は桁行・梁行ともに2．70mを基調としている。

柱穴　平面形はP5・P6・P9が円形で，それ以外は方形，または隅丸方形を皇し，深さはPl・P9が25

。mほどで，その他は50～78cmである。柱抜き取り痕（第1・5・8・10層）は全ての柱穴から確認され　しま

りが弱い。その他の層は埋土であり，ローム土を主体とした暗褐色土や褐色土で突き固められており，互層を

なしている。

土層解説（各柱穴共通）
1　黒褐色　ローム粒子微量

2　暗褐色　ロームブロック・炭化粒子微量
3　褐　　色　ロームブロック少量
4　暗褐色　ロームブロック微量
5　暗褐色　ロームブロック・炭化粒子微量

6　褐　　色　ロームブロック中量
7　暗褐色　ローム粒子少量
8　極暗褐色　ローム粒子・炭化粒子少量，焼土粒子微量

9　黒褐色　ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
10　黒褐色　ロームブロック・炭化物微量

遺物出土状況　土師器片30点（杯10，整20），須恵器片6点（杯4，整2）が各柱穴の埋土などから出土して

いる。第213図1はP3の柱抜き取り痕，2はP9の埋土から出土している。

所見　本跡の時期は，8世紀前葉の住居跡を掘り込んでいることや厨と考えられる第1091号住居跡や屋と考え

られる第99号掘立柱建物跡と桁行方向を同じくすること，さらに出土土器の傾向などからみて8世紀中葉と考

えられる。本跡は建物の構造から倉としての機能が想定され前述した大形住居跡や掘立柱建物跡とともに集

落内における有力者層の館の一部を担っていたものと思われる。

一二・11
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第213図　第98号掘立柱建物跡出土遺物実測図

第98号掘立柱建物跡出土遺物観察表（第213園）

0　　　　　　　　　　　　10cm

！　　＿」　　　」

番号種別器　種口径器高底径胎　土 色　調焼成 手法の特徴 出土位置備　　考

1須恵器高台付杯－（1．3）－長石・石英灰
普通底部回転へラ削り後，高台貼り付けP3抜き取り痕PlO626，5％

2須恵器襲 －（4．4）－雲母・長石・石英褐灰
普通体部外面横位の平行叩き，内面ナデP9埋土TPlOO16，5％

第99号掘立柱建物跡（第214・215図）

位置　調査区東部のP12C9区に位置し，平坦な台地の南端部に立地している。

重複関係　P5・P6がいずれも第1372号住居跡を掘り込んでいる0また，Plが第112号掘立柱建物跡，P

2が第112号掘立柱建物跡と第131号掘立柱建物跡，P6が第70号溝跡，P5が第70号溝跡と第1363号住居跡，

P7が第1371号住居跡，P8が第1371号住居跡と第131号掘立柱建物跡にそれぞれ掘り込まれている0

規模と構造　桁行3問，梁行2間の側柱式の建物跡で，桁行方向をN－20－Eとする南北棟である0規模は

桁行長が7．70m，梁行長は5．26mを測る。また，柱間寸法は桁行・梁行ともに概ね2・40mを基調としており，

柱筋や間尺は揃っている。

柱穴　平面形は隅丸方形，ないし隅丸長方形を皇し，深さは19～44cmである0ほとんどの柱穴が長軸方向を桁

行方向に揃えているのに対して，P6・PlOだけが直交している0柱抜き取り痕は第1・8・13・14層が相当

し，しまりが弱い。その他の層は埋土であり，ローム土を主体とした暗褐色土や褐色土で突き固められて互層

をなしている。

土層解説（各柱穴共通）
1暗褐色　ローム粒子少量

2　褐　　色　ロームブロック中量
3　褐　　色　ロームブロック中量
4　褐　　色　ロームブロック中量
5　褐　　色　ローム粒子中量

6　褐　　色　ローム粒子中量
7　暗褐色　ローム粒子少量
8　暗褐色　ローム粒子少量
9　褐　　色　ロームブロック中量

10　暗褐色　ロームブロック中量，炭化粒子少量
11褐　　色　ロームブロック中量
12　暗褐色　ロームブロック少量
13　褐　　色　ローム粒子中量

14　黒褐色　ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子・粘土粒子微量
15　黒褐色　ロームブロック少量，炭化粒子微量
16　暗褐色　ロームブロック中量，炭化粒子少量
17　極暗褐色　ロームブロック少量，炭化粒子微量

遺物出土状況　土師器片45点（杯7，饗38），須恵器片16点（杯8，蓋3，鉢1，襲4）が各柱穴の埋土など

から出土している。第214・215図上2はP7の埋土，3～6はPlOの柱抜き取り痕から出土しており，その

うち3の口綾部には油煙が付着している。

所見　本跡の時期は，出土土器から8世紀中葉と考えられる0本跡は他の掘立柱建物跡と比して柱穴の規模が

大きく，また柱筋も揃っており，屋として機能していたものと考えられる0さらに，同時期に比定される第

1091号住居跡や第98号掘立柱建物跡，第117号掘立柱建物跡とともに，「大形住居＋屋＋倉」という構成が看取

され　かかる有力者層の存在が窺われる。
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第214図　第99号掘立柱建物跡・出土遺物実測図
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第215図　第99号掘立柱建物跡出土遺物実測図

第99号掘立柱建物跡出土遺物観察表（第214・215図）

0　　　　　　　　　　　　　10cm

l　　　　：　　　！

番号種別器　種口径器高底径 胎　土 色　調焼成 手法の特徴 出土位置 備　　考

1 須恵器杯 ［13．6］4．2 ［8．2］雲母・長石・石英灰 普通休部下端手持ちへラ削りP7埋土PlO627，5％

2 須恵器蓋 ［12．4］（1．6）－雲母・長石 灰 普通天井部回転へラ削り P7埋土PlO628，10％

3 須恵器杯 ［11．8］（3．5） 雲母・長石・石英灰 普通休部下端手持ちへラ削りPlO抜き取り痕
PlO629，10％，

ロ緑部油煙付着

4 須恵器杯 －（2．0）［8．2］雲母・長石・石英灰
普通底部回転へラ別像多方向のヘラ削りPlO抜き取り痕PlO630，10％

5 須恵器蓋 ［16．7］（2．2）－長石・石英
黄灰 普通外周部・口緑部ロクロナデPlO抜き取り痕PlO631，10％

6 須恵器鉢 ［25．4］（4．2）－雲母・長石・石英灰 普通口緑部ロクロナデ，休部横位の平行叩きPlO抜き取り痕PlO632，5％

第111号掘立柱建物跡（第216・217図）

位置　調査区東部の013i2区に位置し，平坦な台地の南端部に立地している。

重複関係　Pl～P5・PlOが第1091号住居跡，P6・P7が第1380号住居跡，P8が第1096号住居跡，P9

が第1090号住居跡をそれぞれ掘り込んでいる。

規模と構造　桁行3間，梁行2間の側柱式の建物跡で，桁行方向をN－780－Eとする東西棟である。規模は

桁行長7．52m，梁行長4．96mであり，柱間寸法は桁行・梁行ともに概ね2．50mを基調とし，柱筋も揃っている

が，最も間隔の狭いP4・P5問は1．80m，最も広いP2・P3間やP5・P6間は3．00mを測るなど，ばら

つきが見られる。

柱穴　平面形はPl・P2・P4・PlOが円形で，その他は隅丸方形，ないし隅丸長方形を皇しており，深さ

は20～57cmである。柱技き取り痕は第3・6～9・11・12・14・15・18層が相当し，しまりが弱い。その他の

層は埋土であり，ローム土を主体とした暗褐色土や褐色土で埋め戻されて互層をなしているが，強く突き固め

られてはいない。

土層解説（各柱穴共通）

1褐　　　色　ロームブロック多量
2　褐　　　色　ロームブロック中量
3　黒　褐　色　ローム粒子少量
4　暗　褐

5　明　褐

6　黒　褐

7　黒　褐

8　黒　褐

9　黒　褐

色　ロームブロック少量

色　ロームブロック多量

色　ローム粒子微量

色　ローム粒子少量

色　ローム粒子微量

色　ローム粒子微量

11褐　　　色
12　暗　褐　色
13　暗　褐　色
14　暗　褐　色

15　暗　褐　色
16　褐　　　色
17　褐　　　色
18　暗　褐　色

19　暗　褐　色

ロームブロック中量，炭化粒子微量

ロームブロック少量

ローム粒子中量

ローム粒子微量

ローム粒子中量

ロームブロック中量，炭化粒子微量

ロームブロック中量

ローム粒子少量

ロームブロック少量

10　黒　褐　色　ロームブロック微量

遺物出土状況　土師器片5点（杯1，聾4），須恵器片4点（杯3，盤1）がPl・P2・P4・P7の柱技

き取り痕，不明鉄製品1点，刀子1点がP6の柱抜き取り痕から出土している。土器はいずれも細片で，形状

を把握できるものは出土していない。また，第217図1の鉄製品は板状を呈しており，馬具の可能性がある。

所見　本跡からの出土遺物では，細かな時期の判断は困難である。本跡は，桁行方向を同一にする第112・131
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号掘立柱建物跡と同時期に機能していたことが想定され　時期は同建物跡の年代観に従って柑世紀前半と推定

される。また，柱穴規模や形状から見て堅固な上屋は想定されず，私的な動産の保管場所といった雑舎的な枚

能が推定される。

第㌢帽図　第1m号掘立柱建物跡実測図
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第217図　第111号掘立柱建物跡出土遺物実測図

第111号掘立柱建物跡出土遺物観察表（第217図）

二二三

甲2
0　　　　　　　　　　　5cm

！　　：　　！

番号器種長さ幅厚さ重量 材　質 特　　　　　 徴 出土位置 備　　考

1 銘尾 2．2 2．0 0．2 （3．7） 鉄 孔径0．2cmの目釘穴2か所有り，馬具の帝金具カ。P6抜き取り痕MlO127，50％，PL69

2 刀子（4．1）（1．5）0．3 （3．0） 鉄 刃部の破片。 PlO抜き取り痕MlO128

第112号掘立柱建物跡（第218・219図）

位置　調査区東部のP13bl区に位置し，平坦な台地の南端部に立地している。

重複関係　P4・P7が第1379号住居跡に掘り込まれ　P8・P9が第99号掘立柱建物跡を掘り込んでいる。

規模と構造　桁行，梁行ともに2間の総柱式の建物跡で，桁行方向をN－740－Eとする東西棟である。規模

は桁行長4．51m，梁行長4．21mを測り，柱間寸法は東側部分の桁行と北側部分の梁行が2．40m，西側部分の桁

行と南側部分の梁行が1．帥mを基調としており，南西側で柱間寸法が狭く，北東側で柱間寸法が広くなる構造

を示している。

柱穴　平面形はP6・P8が隅丸方形で，その他は円形を望し，深さは30～38cmである。柱抜き取り痕は第1・

5・7・10・11層が相当し，しまりが弱い。その他の層は埋土であり，ローム土を主体とした暗褐色土や褐色

土で互層に突き固められている。

土屑解説（各柱穴共通）
1極暗褐色　ロームブロック少量

2　暗褐色　ロームブロック中量，焼土粒子少量，炭化粒子微量
3　暗褐色　ロームブロック中量
4　暗褐色　ロームブロック中量
5　暗褐色　ロームブロック中量，焼土粒子・炭化粒子微量
6　褐　　色　ロームブロック多量

7　暗褐色
8　褐　　色

9　黒褐色
10　黒褐色
11黒褐色

遺物出土状況　土師器片11点（椀5，肇6），須恵器片5点（杯

4，嚢1），灰粕陶器片1点（瓶）がP2・P3・P7・P8か

ら出土している。第219図1はP8の柱抜き取り痕から出土して

おり，焼成が悪く，褐灰色を呈している。

所見　本跡は，桁行方向を同一にする第111・131号掘立柱建物跡

と同時期に倉として機能していたと想定され　時期は出土土器と

併せて10世紀前半に位置付けられる。

第112号掘立柱建物跡出土遺物観察表（第219図）

ローム粒子中量
ロームブロック中量，焼土粒子・炭化粒子微量

ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量
ロームブロック少量，炭化粒子微量
ロームブロック少量，炭化粒千・秒粒微量

「 ／

0　　　　　　5cm

！：　！

第218図　第112号掘立柱建物跡
出土遺物実測図

番号 種 別 器　 種 口 径 器 高 底 径 胎　 土 色　 調 焼成 手 法 の 特 徴 出土位置 備　　 考

1 土 師器 珂こ ［15．0］ （2．1） － 雲母 ・赤色粒子 褐灰 普通 休部 ロクロ整形 P 8抜き取り痕 P lO6 52， 5 ％
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第219図　第112号掘立柱建物跡実測図

．

0　　　　　　　　　　　　　　2m

「　　　；　　　＿＿」

第113号掘立柱建物跡（第220図）

位置　調査区東部の012h5区に位置し，平坦な台地の南端部に立地している。また，北側部分は調査区域外に

延びている。

重複関係　P7が第1257号住居跡を掘り込んでいる。

規模と構造　桁行・梁行ともに2問が確認され桁行方向をN－30－Wとする南北棟であり，形状から見て

北側部分はさらに調査区域外に延びるものと考えられる。規模は梁行長3．93m，確認された部分の桁行長5・30

mの側柱式の建物跡で，柱間寸法は桁行が2．50m，梁行が2．00mを基調としている。

柱穴　平面形はP6・P7が円形で，その他は楕円形を皇し，深さは20～58cmである。柱技き取り痕（第1・

2・5・6層）はすべての柱穴から確認され　しまりが弱い。その他の層は埋土であり，ローム土を主体とし

た暗褐色土や褐色土で互層に突き固められている。
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土層解説（各柱穴共通）

1黒褐色　ローム粒子少量，炭化粒子微量
2　黒褐色　ローム粒子少量，炭化粒子微量
3　暗褐色　ロームブロック少量，炭化粒子微量
4　暗褐色　ロームブロック少量，炭化粒子微量

5　極暗褐色　ローム粒子少量，炭化粒子微量
6　暗褐色　ローム粒子少量，炭化粒子微量
7　極暗褐色　ロームブロック少量

8　褐　　色　ロームブロック多量

遺物出土状況　土師器片17点（杯2，聾15），須恵器片2点（杯1，蓋1）がP7の埋土から出土している。

第220図1は須恵器杯の底部片で，箱形を呈するものである。

所見　本跡は桁行方向を同一にして，東西に並列する第117号掘立柱建物跡とともに倉庫的な機能を果たして

いたと考えられ　時期は出土土器と併せて8世紀中葉と考えられる。

‥」亡＝ユ1仁∃＝∃cm
第220図　第113号掘立柱建物跡・出土遺物実測図

第113号掘立柱建物跡出土遺物観察表（第220図）

」

番号種別器　種口径器高底径胎　土 色　調焼成 手法の特徴 出土位置備　　考

1須恵器杯 －（0．8）［8．8］雲母・長石・石英灰
普通底部多方向のヘラ削りP7埋土PlO633，5％

第114号掘立柱建物跡（第221・222図）

位置　調査区東部のP13a3区に位置し，平坦な台地の南端部に立地している。

重複関係　Plが第1091号住居跡，P5が第1253号住居跡と第1306号土坑，P2・P3・P6が第1253号住居

跡，P8が第1254号住居跡，P9が第1255号住居跡をそれぞれ掘り込んでいる。
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④

A20．2m

第221図　第114号掘立柱建物跡実測図
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規模と構造　桁行，梁行ともに2間の総柱式の建物跡で，桁行方向をN－750－Eとする東西棟である。規模

は桁行長5．60m，梁行長5．00mを測り，梁行の柱間寸法は2．50mを基調としているが，桁行は東側部分で2．50

m，西側部分で3．10mと柱間寸法が異なる構造を示している。

柱穴　平面形はP5が隅丸方形で，それ以外は円形を呈しており，深さは18～60cmである。柱抜き取り痕は第

1・7・1卜12層が相当し，しまりが弱い。その他の層は埋土であり，ローム土を主体とした暗褐色土や褐色

土で互層に突き固められている。

土層解説（各柱穴共通）
1極暗褐色　ローム粒子少量，炭化粒子微量

2　褐　　色　ロームブロック多量，焼土粒子・炭化粒子微量
3　暗褐色　ロームブロック少量，炭化粒子微量
4　暗褐色　ロームブロック中量，焼土粒子・炭化粒子微量
5　暗褐色　ロームブロック中量
6　極暗褐色　ロームブロック少量，炭化粒子微量

7　暗褐色　ローム粒子少量，炭化粒子微量

8　褐　　色　ロームブロック多量，炭化粒子微量
9　黒褐色　ロームブロック少量，焼土ブロック・炭化粒子微量
10　褐　　色　ロームブロック多量，炭化粒子微量
11黒褐色　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量
12　灰褐色　廃土粒子・炭化粒子・粘土粒子少量，ローム粒子微量

13　極暗褐色　ロームブロック・炭化粒子少量

遺物出土状況　土師器片75点（椀44，整31），須恵器片10点（饗10），管状土錘1点が各柱穴の柱抜き取り痕を

中心に出土している。第222図1はP7，2～4はP2，5はP6のいずれも柱抜き取り痕から出土している。

所見　本跡の時期は小皿が出土していないことや土師器椀の形状などから10世紀前半と考えられ　倉として椀

能していたと想定される。柱穴の重複はないものの，本跡と同じ総柱式の建物跡で，規模や桁行方向を同じく

する第96号掘立柱建物跡が本跡の西側部分で重なった形で確認されており，出土土器の形状から見て本跡から

第96号掘立柱建物跡への建て替えが行われたことが想定される。

＿』4

第222図　第114号掘立柱建物跡出土遺物実測図

第114号掘立柱建物跡出土遣物観察表（第222図）

0　　　　　　　　　　　　　10cm l

！　　　：　　　！

1　　　0　　　　2cm

5　」±＝」

番号 種別 券　 種 口径 器高 底径 胎　 土 色　 調 焼成 手法の特徴 出土位置 備　　 考

1 土師器 椀 ［13．0］ （3．5） － 長石・石英 にぷい橙 普通 体部ロクロ整形 P7抜き取り痕 PlO653，5％

2 土師器 椀 ［13．2］ （3．4） － 長石・石英 にぷい黄橙 普通 体部ロクロ整形 P 2抜き取り痕 PlO654，5％

3 土師器 椀 ［11．6］ （3．4） － 石英・赤色粒子 橙 普通 体部ロクロ整形 P2抜き取り痕 PlO655，5％

4 土師器 高台付椀 － （2．1） ［6．6］ 赤色粒子 にぷい黄橙 普通 高台貼り付け後口クロげ，内面黒色処理 P2抜き取り痕 PlO656，5％

番号 器種 長 さ 帽 孔径 重量 材　 質 特　　　　　 徴 出土位置 備　　 考

5 管状土錘 （2．9） 0．7 0．3 （4．1） 土　 製 ナデ，褐灰色を呈する。 P6抜き取り痕 DPlOO22，90％

第115号掘立柱建物跡（第223・224図）

位置　調査区東部のP12C5区に位置し，平坦な台地の南端部に立地している。また，西側部分は調査区域外に

延びている。

重複関係　Pl・P2が第1366号住居跡を掘り込み，P3が第1365号住居跡に掘り込まれている。

規模と構造　桁行3問の側柱式の建物跡で，桁行方向をN－40－Wとする南北棟と考えられる。梁行は調査
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区域外に延びているため断定はできないが，形状から見て2間の可能性が高い。規模は，桁行長が7・30m，梁

行長は確認された部分で2．65mを測る。また，柱間寸法はP3・P4間だけが2・10mと短く，それ以外は桁行・

梁行ともに2．40mを基調としている。

柱穴　平面形は隅丸方形，または隅丸長方形を皇し，深さは28～58cmである。柱抜き取り痕は第1・6・7層

が相当し，しまりが弱い。それ以外の層は埋土であり，ローム土を主体とした暗褐色土・褐色土で互層をなし，

突き固められている。

土層解説（各柱穴共通）
1暗褐色　ローム粒子中量，焼土粒子少量，炭化粒子微量
2　極暗褐色　ロームブロック・焼土粒子・炭化物少量

3　極暗褐色　ロームブロック少量
4　極暗褐色　ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
5　暗褐色　ロームブロック中量

6　極暗褐色　ローム粒子少量，炭化粒子微量
7　暗褐色　ローム粒子中量，炭化粒子少量
8　暗褐色　ロームブロック中量
9　褐　　色　ロームブロック多量
10　暗褐色　ロームブロック中量，炭化粒子少量

第223図　第115号掘立柱建物跡実測図
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遺物出渡状況　土師器尉点（聾は）須恵器片　点　棒杭盤2　蓋1婆1），鉄浮4点が各柱穴の柱抜き

取り痕から出土している。第2別図i～4はいずれも㌘3の柱抜き取り痕，5は㌘4の柱抜き取り痕から出土

している。

所農　本跡の時期は8世紀代の住居跡を掘り込んでいることや出土土器の形状から9世紀前葉と考えられ，穎

稲などを納める倉庫としての機能が想定される。

＼

諸賢三三
′
l

l

ノブ

：議，＋筍凱
第22超図　第Ⅲ5号掘立櫨建物跡出土遺物実測図

第m5号掘立柱建物跡出土遺物観察表（第224囲）

二‾l二＿l‾l‾l：

0　　　　　　　　　　　　10cm』

番号楯別器　輔＝律器高底径 胎　土 色　調焼成 手法の特徴 出土位置 備　　考

ヱ須恵器
［
一　　杯 ［ユ3．6］（3．1）－長石・右奥 灰 普通体部ロクロ整形 P3抜き取り痕PlO634，5％

2 須恵器 圭不 ［13．0］（2．1）－雲母・長石 灰 普通休部ロクロ整形 P3抜き取り痕PlO635，5％

3 須恵器 盤 …（2．2）［11．9］雲母・長有・石英灰白 普通底部回転へラ削り軋高台粘り付けP3抜き取り痕PlO636，10％

4 須恵器 盤 －（2．7）［9．4］雲母・長有・石英灰 普通底部回転へラ削り後，高融占り付けP3抜き取り痕PlO637，5％

5
！
須恵器 蓋 －仕7）－雲母・長石・石英灰黄褐 普通つまみ貼り付け後，ロクロナデP4抜き取り痕PlO638，5％

第鋼6号機立桂建物跡（第225図）

位置　調査区東部の捌漁区に位置し芦平坦な台地の南端部に立地している。また，北側部分は調査区域外に

延びている。

重複関係　㌘2が第1373号住居跡に掘り込まれている。

規模と構造　梁行2問の側柱式の建物跡でタ桁行方向をN－40…Eとする南北棟である。桁行は調査区域外

に延びているために断定はできないが，形状から見て3間の可能性が高い。規模は染行長が4ぬ57m，桁行長は

確認できた部分で2053mを測勘柱間寸法は桁行の発行ともに2。40mを基調としている。

桂究　平面形は捌～㌘3が楕円形タ　㌘4が円乳　㌘5が隅丸長方形を皇し，深さは20～50。皿である。柱抜き

取り痕はすべての柱穴で確認され　第　0臓層が相当し，しまりが弱い。それ以外の層は埋までありク　ローム

土を主体とした暗褐色土の褐色まで突き固められて互層をなしている。

土層解説（各柱穴共通）

l　黒　褐　色　ローム粒子少量，焼土ブロック・炭化粒子微量
2　暗　褐　色　ロームブロック少量，炭化粒子微量
3　暗　褐　色　ロームブロック中量，炭化粒子微量
4　暗　褐　色　ロームブロック少量，炭化粒子微量
5　褐　　　色　ロームブロック中量，炭化粒子微量
6　褐　　　色　ロームブロック中量，炭化粒子微量
7　褐　　　色　ロームブロック中量

8　褐　　　色

9　褐　　　色

10　褐　　　色

H　褐　　　色

12　褐　　　色

13　暗　褐　色

ロームブロック中量

ロームブロック中量

ロームブロック中量，炭化物微量

ロームブロック中量，炭化粒子微量
ロームブロック多量

ローム粒子中量，焼土ブロック・炭化物微量

遺物出立状況　土師器片8点（杯1タ婆7），銅鏡の破片上条が出土している。第225図162はいずれもP4

の柱抜き取り痕から出土している。

所見　本跡は，本跡の南に柱筋を揃えて並列する第97号掘立柱建物跡と同時期に倉庫的な機能を果たしていた

と想定されタ時期は出土土器と併せて8世紀前葉と考えられる。㌘摘ユら出土した銅鏡は八稜鏡の破片であり，
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化学分析の結果，混入の可能性が高い。なお，分析結果の詳細については，巻末の付章を参照されたい0

0　　　　　　　　　　5cm

ト一一一一1－－」

第225回　第116号掘立柱建物跡・出土遺物実測図

第116号掘立柱建物跡出土遺物観察表（第225国）

了l＼、∴

0　　　2cm

［＝∃＝」

番号 種 別 器　 種 口 径 器 高 底 径 胎　 土 色　 調 焼成 手 法 の 特 徴 出土位 置 備　　 考

1 土 師器 嚢 ［25．0］ （1．7） － 雲母 ・長石 ・石英 にぷい橙 普通 ロ緑部横ナデ P4抜き取り痕 P lO 63 9， 5 ％

番号 器 種 面 径 最大厚 最小厚 重 量 材　 質 特　　　　　 徴 出土位置 備　　 考

2 八稜鏡 （4．9） 0．6 0．3 （3 3．0） 鋼 外周は菱花状，緑 は断面三角形。 P 4抜き取り痕 M lO124，20％，PL70

第117号掘立柱建物跡（第226・227図）

位置　調査区東部の012hO区に位置し，平坦な台地の南端部に立地している。

重複関係　P3～P5が第1382号住居跡，P6が第1381号住居跡にそれぞれ掘り込まれている0

規模と構造　梁行2間の側柱式の建物跡で，桁行方向をN－50－Eとする南北棟である。桁行は3間が確認

されているが，さらに北側に延びるものと思われる。規模は梁行長が5．50m，桁行長は確認できた部分で5・85

mを測る。また，柱間寸法は桁行が2．10m，梁行が2．70mを基調としている。
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第226図　第117号掘立柱建物跡実測図
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柱穴　平面形はほぼ隅丸方形を呈し，深さは50～93cmである。柱抜き取り痕は第1・7・12・14層が相当し，

しまりが弱い。それ以外の層は埋土であり，ローム土を主体とした暗褐色土・褐色土で互層に突き固められて

いる。また，P2の西側部分には径40cmはどの張り出しがあり，土層から判断して柱を抜き取る際に掘り込ま

れた痕と考えられる。

土層解説（各柱穴共通）
1黒褐色　ローム粒子少量，炭化物微量
2　極暗褐色　ロームブロック少量，炭化粒子微量
3　暗褐色　ロームブロック中量
4　暗褐色　ロームブロック中量

5　褐　　色　ロームブロック多量
6　暗褐色　ロームブロック中量
7　極暗褐色　ローム粒子少量，炭化物微量
8　黒褐色　ローム粒子少量，炭化粒子微量

、二＿一一

仁！±三二≡三三≒l

＿∠二二ケ

二二至芸⊇ここ：『　‾

2

－　dウアワワワZh

ー　　　【Za

第227図　第117号掘立柱建物跡出土遺物実測図

第117号掘立柱建物跡出土遺物観察表（第227図）

9　暗褐色　ロームブロック中量，炭化粒子微量

10　褐　　色　ロームブロック多量，炭化粒子微量
11褐　　色　ロームブロック多量
12　暗褐色　ローム粒子・炭化粒子少量
13　暗褐色　ロームブロック中量，炭化粒子微量

14　極暗褐色　ローム粒子少量，炭化粒子微量
15　暗褐色　ロームブロック中量，廃土粒子微量
16　暗褐色　ロームブロック中量

0

0

⊂】

5

0　　　　　　　5cm

！：　！

遺物出土状況　土師器片38点（杯8，

饗30），須恵器片35点（杯12，蓋1，

饗22），鉄錬2点が各柱穴から出土し

ている。第227図1はP2，2はP3

のいずれも埋土から出土している。

所見　本跡の時期は出土土器から8世

紀中葉と考えられ，南に隣接する第99

号掘立柱建物跡と桁行方向や柱穴規模

がほぼ一致しており，同時期に穎稲な

どを納める倉庫として機能していたも

のと考えられる。

番 号 種 別 器　 種 口 径 器 高 底 ．径 胎　 土 色　 調 焼 成 手 法 の 特 徴 出 土位 置 備　　 考

1 須 恵 器 杯 － （3．5） ［9．0 ］ 雲母 ・長石 ・石英 灰 普 通 底 部 一 方 向 の ヘ ラ削 り P 2 埋 土 P lO 640 ， 10 ％

2 須 恵 器 蓋 ［15 ．4 ］ （1，4） － 長 石 ・石 英 灰 普 通 天井部右 回 りの回転 へ ラ削 り P 3 埋 土 P lO 64 1， 5 ％

3 須 恵 器 聾 － （5．3） － 雲母 ・長石 ・石英 灰 普 通 休部外面横位の刊i叩き，内面へラナデ P 8 抜き取り痕 T P lO O 17 ， 5 ％

番 号 器 種 長 さ 幅 厚 さ 重 量 材　 質 特　　　　　 徴 出 土 位 置 備　　 考

4 鉄 ［19 ．1 ］ 3．2 0．5 （39 ．2 ） 鉄 柳 菓 式 ， 茎 部 一 部 欠 損 ， 台 状 関 有 り。 P 4 抜き取り痕 M lO 13 4 ，P L 6 9

5 鉄 ヵ （8．4 ） 0．9 0．6 （13 ．0 ） 鉄 箆被 部 か ら茎 部 に か け て の 破 片 ， 台 状 開 カ 。 P 9 抜き取り痕 M lO 12 5 ，P L 6 9

第131号掘立柱建物跡（第228～230図）

位置　調査区東部のP12b8区に位置し，平坦な台地の南端部に立地している。

重複関係　P4・P16が第99号掘立柱建物跡の柱穴，P5・P19が第1371号住居跡，P7・P8が第1367号住

居跡をそれぞれ掘り込み，P12が第1308号土坑に掘り込まれている。

規模と構造　桁行4間，梁行2間の身舎に，西妻側を除いた三面に庇が付属する建物跡で，桁行方向をN－750

－Eとする東西棟である。桁行は身舎だけで9．10m，庇の部分を含めると10．90mを測り，梁行は身舎だけで

5．00m，庇の部分を含めると8．60mになる。柱間寸法は桁行，梁行ともにほぼ2．40mで，庇の間ははぼ1・80m
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である。

柱穴　平面形はいずれも円形を皇し，深さは30～68cmであり，身舎と庇の柱穴規模に明確な違いは認められな

い。柱抜き取り痕は第1・4・10・12層が相当し，しまりが弱い。その他の層は埋土であり，ローム土を主体

とした暗褐色土や褐色土で互層に突き固められている。

土層解説（各柱穴共通）

1　極暗褐色
2　暗褐色
3　暗褐色
4　黒褐色
5　極暗褐色

6　褐　　色

ローム粒子少量，炭化粒子微量
ロームブロック中量，炭化物少量
ロームブロック中量
ローム粒子少量，炭化粒子・粘土粒子微量
ロームブロック少量，炭化物微量
ロームブロック多量，炭化粒子微量

7　暗褐色
8　暗褐色
9　暗褐色
10　暗褐色
11褐　　色
12　暗褐色

ロームブロック中量，炭化物微量
ロームブロック中量

ローム粒子多量
ローム粒子少量，炭化粒子微量
ロームブロック多量

ローム粒子少量

遺物出土状況　土師器片102点（椀42，賓60），須恵器片24点（杯13，蓋1，聾10），鉄斧1点，棒状の鉄製品

（釘ヵ）1点が各柱穴の埋土を中心に出土している。第230図1はP3，2・3はP8，4はP21，5・6は

P24のいずれも埋土から出土している。また7の鉄斧はP23，8の棒状の鉄製品はP14のいずれも柱抜き取り

痕から出土している。

＼、－腎攣攣㌢1

［‾・‾－＝二つ

第228回　第131号掘立柱建物跡出土遺物実測図

第131号掘立柱建物跡出土遺物観察表（第228図）

∈≡

0　　　　　　　　　　　　10cm

！　　　；　　　」

0　　　　　　　　　　5cm

！　　：　　i

番号種別券　種口径器高底径胎　土 色　調焼成 手法の特徴 出土位置備　　考

1土師器坪 －（1．0）［7．0］石英・赤色粒子にぷい橙普通底部一方向のヘラ削り
P3埋土PlO657，5％

2土師器椀［14．0］（3．6）－石英 にぷい貴橙普通体部ロクロ整形
P8埋土PlO658，5％

3土師器高台付椀－（1．7）－石英 にぷい褐普通高台貼り付け後，ロクロナデ
P8埋土PlO659，5％

4土師器襲［22月］（1．8）－雲母・長石・石英橙 普通口緑部横ナデ
P21埋土PlO660，5％

5土師器椀［12．4］（2．6）－雲母・長石明褐灰普通体部ロクロ整形
P24埋土PlO661，5％

6土師器杯 －（1．2）［8．8］赤色粒子 にぷい橙普通休部内面へラ磨き，底部回転へラ切り
P24埋土PlO662，5％

番号器種長さ幅厚さ重量材　質 特　　　　　徴 出土位置 備　　考

7鉄　斧6．5 ［4．7］1．5 （76．0） 鉄 袋部・刃先部一部欠損。方形の袋吾βを有し，刃部は幅広。P23抜き取り痕MlO129，90％，PL69

8不　明（5．6）0．7 0．5 （5．5） 鉄 断面隅丸長方形の棒状，鉄釘ヵ。 P14抜き取り痕MlO139
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第229図　第131号掘立柱建物跡実測図（1）
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第230図　第131号掘立柱建物跡実測図（2）

0　　　　　　　　　　2m

L＿＿⊥＿＿」

所見　本跡の時期は出土土器から10世紀前半に位置付けられる。本跡は規模や構造から見て当該期の集落の中

心的な役割を担っていた建物跡と考えられ　同時期に比定される複数の掘立柱建物跡が本跡の東側に柱筋を揃

えて並列している。また，当調査区からは鉄鉢形土器や灯明具など仏具的な遣物が少なからず出土しており，

仏堂的な建物跡の可能性も指摘できる。

－259－



（3）大形竪穴状遺構

今回の調査で，4基の大形竪穴状遺構を確認した。大形竪穴状遺構（円形有段遺構）は，茨城県南部から千

葉県北部，栃木県中央部にかけて検出されており，特に官衛関連遺跡から検出される例が多い。当遺跡におい

ても大形竪穴状遺構として既に3例が報告されまた，土坑として報告されたものの中にも2例含まれており，

今回の報告と併せて計9基が検出されている。このような大形竪穴状遺構の性格については不明な点が多いが，

氷室とする論説もあり，当遺跡の北端部に位置する第606号土坑の土壌分析で水性珪藻が検出されたことは，

氷室の可能性を追認するものといえる。以下，検出された遺構と遣物の特徴を記述する。

第4号大形竪穴状遺構（第231～233図）

位置　調査区西部のPlOg5区に位置し，平坦な台地の南端部に立地している。

規模と形状　長径3．54m，短径3．16mの若干南北に長い楕円形で，深さは65cmほどである。底面はほぼ平坦な

円形で，底面径は2．45～2．55mを測り，中央部には径0．55～0．75mの楕円形で深さ0．30mの掘り込みを有して

いる。

覆土15層からなり，ブロック状の堆積状況を示した人為堆積である。

土層解説

1　暗褐色　ロームブロック

2　黒褐色　ロームブロック

3　黒褐色　ロームブロック

量

4　暗褐色　ロームブロック

5　灰褐色　粘土粒子多量，

6　極暗褐色　ロームブロック

量

7　黒褐色　ロームブロック

中量，炭化粒子微量
中量，焼土粒子・炭化粒子少量

中量，焼土粒子・炭化粒子・粘土粒子少

中量，炭化粒子少量，焼土粒子微量
ロームブロック中量
・粘土粒子少量，焼土粒子・炭化粒子徴

・焼土ブロック・炭化物少量

8　黒褐色　ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子少量
9　黒褐色　ロームブロック・粘土粒子中量，焼土粒子少量
10　黒褐色　ロームブロック少量
11暗褐色　ロームブロック中量
12　暗褐色　ロームブロック中量，焼土粒子・炭化粒子少量

13　暗褐色　ロームブロック多量，焼土ブロック・炭化粒子少量
14　黒褐色　ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子少量
15　極暗褐色　ロームブロック・焼土粒子少量

遺物出土状況　土師器片23点（杯7，皿1，聾14，甑1），須恵器片9点（杯3，盤1，蓋1，聾4），馬頭骨

1が中央部の覆土中層から下層にかけて出土している。遺存状態はいずれも良好で，14点を図示することがで

き，そのうち第233図9と10の土師器聾はほぼ完形の状態で覆土中層から逆位で出土している。その他の土器

は覆土中層から下層にかけて破砕された状態でまとまって出土している。また，馬頭骨1も土器類と共に中央

第231図　第4号大形竪穴状遺構実測図
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部の覆土下層から出土している。

所見　当遺跡から検出された大形竪穴状遺構は，本跡を含めていずれも台地の縁辺部に立地している。また，

付近から官衝的な遺構や大嚢の破片が出土していることなど，他遺跡の調査事例と共通する点が多い。このよ

うな円形有段状の遺構を氷室と見て，有力者層の主催する饗宴に酒や氷を供するための施設の一部と見る論説

があるが，立地条件から考えた場合，本跡もその可能性が充分想定される。本跡の時期は，出土土器から7世

紀末葉から8世紀前葉と考えられる。

10cm

！　　　：　　　！

第232図　第4号大形竪穴状遺構出土遺物実測図（1）
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第233図　第4号大形竪穴状遺構出土遺物実測図（2）
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第4号大形竪穴状遺構出土遺物観察表（第232・233図）

番号 種 別 器　 種 口 径 器 高 底 径 胎　 土 色　 調 焼成 手 法 の 特 徴 出土位置 備　　 考

1 土 師器 杯 1 5．0 4．3 － 赤色粒子 褐灰 普通 体部外面へラ削 り，内面ナデ 中央部下層 P lO677，70％，PL58

2 須 恵器 杯 14．8 4．0 1 0．7 雲母 ・長石 ・石英 灰 自 普通 体部ロタロ成形，底部回転へラ削り 中央部中層 P lO678，95％，PL58

3 須 恵器 杯 1 7．2 4．7 11．0 雲母 ・長石 ・石英 灰 黄 普通 体部ロクロ成形，底部回転へラ削り 中央部下層 P lO679，95％，PL59

4 須 恵器 高台付杯 1 5．0 4．5 8．5 雲母 ・長石 ・石英 黄灰 普通 底部回転へラ削り後，高台貼り付け 中央部下層 P lO680，95％，PL59

5 土 師器 小 形 嚢 1 1．5 13．2 5．5 長石 ・赤色粒 子 にぷい橙 普通 体部外面・底部へラ削り，内面へラナデ 中央部下層 P lO681，90％，PL60

6 土 師器 小 形 嚢 ［1 3．2］ 1 3．4 7．2 雲母 ・長石 ・石英 橙 普通 体部外面へラ削り，底部多方向のヘテ削り 中央部下層 P lO682，80％，PL60

7 土 師器 嚢 ［1 6．0］ 1 9．3 8．6 雲母 ・長石 ・石英 褐 灰 普通
体部外面上位ナデ・下位．ヘラ磨

き，内面へラナデ，底部木葉痕
中央部下層

P l O6 83， 6 0％ ，

外面炭化物付着，PL59

8 土 師器 嚢 2 0．0 3 0．3 7．8 雲母 ・長石 ・石英 にぷい橙 普通
体部外面上位へラナデ，中位以下へ

ラ磨き，内面へラナデ，底部木葉痕
中央部中層

P l O68 4， 9 5％ ，

外面炭化物付着，PL60

9 土 師器 嚢 2 1．9 3 2．8 8．8 雲母 ・長石 ・石英 橙 普通
体部外面上位へラナデ，下位へラ磨き，

内面へラナデ・輪積み痕，底部木葉痕
中央部中層

P lO 68 5， 1 00％ ，

外面炭化物付着，PL59

10 土 師器 嚢 2 2．7 3 2．4 8．2 雲母 ・長石 ・石英 橙 普通 体部外面上位・桶 へラげ ，下位へラ磨き 中央部下層 P lO686，90％，PL59

1 1 土 師器 嚢 － （2 5．0） － 雲母 ・長石 ・石英 にぷい黄橙 普通 体部外面へラ磨き，内面ナデ・指頭痕 中央部中層 P lO 68 7，4 0％

12 土 師器 嚢 － （2 6．8） － 長石 ・石英 にぷい橙 普通 体部外面へラ磨き，内面へラナデ 中央部中層 P lO688，50％，PL61

13 須 恵器 嚢 2 3．9 （15．0） － 雲母 ・長石 ・石英 黄灰 普通 傭外剛心円状の叩き，内面へラげ ・禍痕 中央部中層 P lO689，20％，PL59

14 土 師器 甑 3 0．0 3 0．5 10．3 雲母 ・長石 ・石英 にぷい橙 普通
体部外面 へ ラ磨 き， 内面

へ ラナデ ・輪積み痕

中央部中層 ・

下層

P l O69 0， 8 5％ ，

P L 5 8

第5号大形竪穴状遺構（第234・235図）

位置　調査区西部のP12i3区に位置し，平坦な台地の南端部に立地している。

規模と形状　長径3．18m，短径2．97mの円形で，深さは0．85mほどである。底面は径が2．30～2．45mの円形で，

中央部には深さ0．25mの十字状の掘り込みを有している。

覆土16層からなり，ブロック状の堆積状況を示した人為堆積である。

旦

第234図　第5号大形竪穴状遺構実測図
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土層解説
1黒褐色　ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量
2　極暗褐色　ロームブロック少量
3　暗褐色　ローム粒子中量，焼土粒子・炭化物少量

4　暗褐色　ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子微量
5　黒褐色　ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子少量
6　褐　　色　ローム粒子多量，焼土ブロック微量
7　暗褐色　ロトームブロック中量，炭化物少量
8　黒褐色　ロームブロック少量，焼土粒子微量

9　褐　　色　ロームプロ、ソク多量

10　暗褐色
11暗褐色
12　暗褐色
13　暗褐色

14　暗褐色
15　暗褐色
16　暗褐色

ロームブロック中量

ローム粒子中量，炭化物・粘土ブロック少量
ロームブロック・粘土ブロック中量
ローム粒子・粘土ブロック中量，焼土粒子少量，炭化粒
子微量

ロームブロック中量，粘土ブロック少量
ロームブロック中量
ロームブロック中量

遺物出土状況　土師器片49点（椀13，小皿2，聾34），須恵器片6点（饗6）がはぼ全域から散在した状態で

出土している。遺物はいずれも細片のため，3点だけが図示できた。第235図1～3はいずれも覆土中からの

出土である。

所見　本跡は，底面に掘り込まれた部分の形状が十字状で，他の大形竪穴状遺構と様相が異なるが，それ以外

の部分の形状や全体の規模は近似しており，同様の機能を有していた可能性が指摘できる。本跡の時期は出土

土器がいずれも細片のため特定が困難であるが，土師器小皿や椀が出土していることなどから判断して10世紀

後半と考えられる。

≧≡

第235図　第5号大形竪穴状遺構出土遺物実測図

第5号大形竪穴状遺構出土遣物観察表（第235図）

Tlll‾　‾lク3
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番号種別器　種口径器高底径胎　土色　調焼成手法の特徴出土位置備　　考

1土師器珂こ［14．7］は5）－雲母・長石にぷい橙普通
体部ロクロ成形 覆土中PlO788，10％

2土師器高台付椀－（1．9）［7．3］雲母・長石にぷい橙普通高台貼り付け後，ロクロナデ
覆土中PlO789，10％

3土師器小　　皿［7．6］（1．4）－長石 橙
普通体郡ロクロ成形 覆土中PlO790，5％

第6号大形竪穴状遺構（第236図）

位置　調査区西部のP14a2区に位置し，平坦な台地の南端部に立地している。

規模と形状　長径3．65m，短径3．37mの円形を皇し，深さ1．77mで，捨鉢状に掘り込まれている。

覆土17層からなり，ブロック状の堆積状況を示した人為堆積である。

土層解説
1黒　褐　色　ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量
2　暗　褐　色　ロームブロック中鼠　焼土粒子微量
3　暗　褐　色　ロームブロック中量，焼土粒子・炭化物微量

4　褐　　　色　ロームブロック多量
5　暗　褐　色　ロームブロック中量，炭化粒子微量
6　暗　褐　色　ロームブロック中量
7　褐　　　色　ロームブロック多量，炭化物微量
8　暗　褐　色　ロームブロック少量

9　暗　褐　色　ロームブロック中量，焼土粒子微量

10　暗　褐　色
11暗　褐　色
12　暗　褐　色

13　暗　褐　色
14　暗　褐　色
15　暗　褐　色
16　暗　褐　色

17　暗　褐　色

ローム粒子中量，焼土粒子微量
ロームブロック中量
ロームブロック中量
ロームブロック中量
ロームブロック中量

ローム粒子少量，炭化粒子微量
ローム粒子中量，炭化粒子微量
ロームブロック少量

遺物出土状況　土師器片41点（椀31，整9，羽釜1），須恵器片21点（杯14，蓋1，聾4，壷1，甑1），餃具

1点，刀子1点，不明鉄製品1点（鉄鉱ヵ），鉄津1点がいずれも中央部の覆土中層から出土している。その

うち第236図1の休部外面には倒位で「十大」と刻書されており，2の休部外面には横位で「秋」と墨書され

ている。
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所見　第236図2の休部外面に「秋」と墨書された文字は墨書土器としては達筆で，筆遣いに習熟した識字層

によるものと見られる。また，絞具や刀子の出土も有力者層との関連が窺われる。本跡の時期は，出土土器か

ら10世紀前半と考えられる。

；；‘

0　　　　　　　　　　　　　　　2m
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第236図　第6号大形竪穴状遺構・出土遺物実測図
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第6号大形竪穴状遺構出土遣物観察表（第236図）

番 号 種 別 券　 種 口 径 器 高 底 痙 胎　 土 色　 調 焼成 手 法 の 特 徴 出土位置 備　　 考

1 土師器 ま不 12．8 4．0 5．8 長石 ・赤色粒 子 橙 普通 底部一方 向のヘ ラ削 り 中央部中層
P lO6 99， 7 0％ ，

体部外面刻書 「十大」

2 土師器 杯 14．0 4．6 6．3
雲母 ・長石 ・赤

色粒子
橙 普通

体部下 端 ・底部 回転 へ ラ

削 り
中央部中層

P lO7 00， 8 0％ ，

外面墨書「秋」，PL65

3 土師器 高台付椀 13．7 6．1 6．7 雲母 ・長石 ・石英 にぷい黄橙 普通 底部回転へラ切り後，高台貼り付け 中央部中層 PlO701，90％，PL59

4 土師器 高台付椀 ［13．6］ 5．5 ［8．0］ 長石 ・石英 にぷい橙 普通
底部 回転 へ ラ切 り後 ， 高

台貼 り付 け
中央部中層

P lO7 02， 6 0％ ，

口緑部油煙付着

5 須恵器 横 瓶 カ ［13．4］ （7．1） －
長石 ・黒色斑 点 黄灰 良好 頚部 沈線 2 条 中央部上層 PlO703，5％，自然粕

6 土師器 嚢 19．7 （13．2） －
雲母 ・長石 ・石英 にぷい橙 普 通 体部内・外面へラナデ・輪積み痕 中央部上層 PlO704，30％，PL61

7 土師器 羽　　 釜 － （1．4） － 石英 にぷい橙 普通 鍔貼 り付 け後 ，ナデ 覆土中 P lO7 05， 5 ％

番号 器 種 長 さ 幅 厚 さ 重 量 材　 質 特　　　　　 徴 出土位置 備　　 考

8 金交　 具 4．5 4．2 0．9 2 8．0 鉄 弓金具固定 ・刺金可動式，馬具 カ。 中央部上層 M lO135，100％，PL69

9 刀　 子 （8．4） 1．5 0．4 （1 1．7） 鉄 茎部欠損，南関 カ。 中央部 中層 M lO 13 6

10 刀子 カ （4．1） （0．9） 0．4 （5．2） 鉄 断面長方形，茎部の破片 カ。 中央部 中層 M lO 13 8

第7号大形竪穴状遺構（第237・238図）

位置　調査区東部のP13dO区に位置し，平坦な台地の南端部に立地している。

規模と形状　長径2．40m，短径2．33mの円形で，深さは0．66mである。底面は平坦な円形で，底面径は1・45～

1．50mを測り，中央部には深さ0．20mほどの円形の掘り込みを有している。また，底部は粘土層を掘り込んで

いる。

「謳喜≡蓼だ‾』＝∃二二二∃m
第237図　第7号大形竪穴状遺構実測図

覆土10層からなり，ブロック状の堆積状況

を示した人為堆積である。

土層解説

1　黒褐色

2　黒褐色

3　暗褐色

4　黒褐色

5　暗褐色

6　暗褐色

7　黒褐色

8　黒褐色

ロームブロック少量，炭化物微量
ローム粒子少量，炭化物微量

ローム粒子中量，焼土粒子微量
ロームブロック少量，炭化物微量
ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子・粘土
粒子微量
ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子徴
且
且

ロームブロック少量，炭化物微量
ロームブロック少量，焼土粒子・炭化物・粘
土粒子微量

9　暗褐色　粘土粒子中量，ロームブロック・炭化粒子微
且
且

10　暗褐色　ローム粒子・粘土粒子少量，炭化粒子微量

遺物出土状況　土師器片95点（杯16，聾51，甑28），須恵器片22点（杯16，聾6），鉄鎌1点が中央部の覆土下

層を中心に出土している。第238図2～5はいずれも中央部から出土しており，そのうち2・5は底面からの

出土である。また，土師器椀や小皿は覆土上層から出土している。

所見　本跡の南5mは崖状になっており，付近の遺構の遺存状況が良くないことから見て，本来の形状は確認

された規模よりも深く大形であったと推定される。本跡の時期は主体となる土器から判断して8世紀前葉と考
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えられる。
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第238図　第7号大形竪穴状遺構出土遺物実測図

第7号大形竪穴状遺構出土遺物観察表（第238図）
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番号種別器　種口径器高底径胎　土 色　調焼成 手法の特徴 出土位置備　　考

1土師器杯［13．8］（3．2）－長石・石英橙 普通
体部外面へラ削り，内面横ナデ南西部上層PlO706，20％

2須恵器杯 16．7 5．2 10．3雲母・長石・石英黄灰 普通休部ロクロ成形，底部回転へラ削り中央部下層PlO707，70％，PL59

3 土師器小形襲［10．2］（7．5）－長石・赤色粒子明赤褐普通
体部外面ナデ，内面へラナデ中央部中層PlO708，10％

4 須恵器短頚壷－（5．7）－長石・石英灰 普通体部下端回転へラ削り
中央部上層PlO709，20％

番号券種長さ幅厚さ重量 材　質 特　　　　　徴 出土位置 備　　考

5 鎌 14．3 2．9 0．3 （34．0） 鉄 刃部はわずかに暫軋研ぎ減り有り，基部は全体を折り返す。中央部下層MlO140，95％，PL68

（4）井戸跡

今回の調査で，当該期に該当する2基の井戸跡を確認した。以下，検出された遺構及び遣物について記述す

る。

第34号井戸跡（第239図）

位置　調査区東部のPllg3区に位置し，平坦な台地の南端部に立地している。

規模と形状　長径2．50m，短径1．94mの楕円形で，長径方向はN－580－Eである。確認面から1．00mまでは

漏斗状，それ以下は径1．40mほどの円筒状に掘り込まれている。深さは3．90mはど掘り下げた時点で湧水して

きたため以後の調査を断念したが，ローム層を掘り抜き，さらに粘土層も掘り込んでいることが確認された。

覆土　8層からなり，ブロック状の堆積状況を示した人為堆積である。

土層解説

1黒　褐　色　ロームブロック・焼土ブロック・炭化物少量　　　　　5　黒　褐　色　ローム粒子・焼土粒子・炭化物少量
2　黒　褐　色　炭化物中量，ローム粒子・焼土ブロック少量　　　　　6　暗　褐　色　ロームブロック中量，焼土ブロック・炭化物少量
3　黒　褐　色　ローム粒子・焼土ブロック・炭化物少量　　　　　　　7　黒　褐　色　炭化物中量，ロームブロック・焼土ブロック少量
4　黒　褐　色　炭化物中量，ローム粒子・焼土ブロック・灰少量　　　8　黒　褐　色　焼土ブロック中量，ロームブロック・炭化物・灰少量

遺物出土状況　土師器片71点（椀24，整46，円筒形土器1），須恵器片21点（婆21），灰粕陶器1点（長頸瓶），

不明鉄製品1点，鉄浮1点，砥石1点，獣骨片が出土している。第239図1～4はいずれも覆土中からの出土

である。獣骨片は少量であり，同定には至らなかった。
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所見　本跡の時期は出土土器から10世紀前半と考えられる。本跡及び同時期に比定される第1308・1310号住居

跡からは円筒形土器が出土し，互いに位置が近接していることなどから，同一集落内に位置して使用されてい

たことが想定される。

0　　　　　　　　　　　　　2m

！　　　：　＿　」

二＿＿三三、　＝二三。⊥＿＿

二
第239図　第34号井戸跡・出土遺物実測図

第34号井戸跡出土遺物観察表（第239図）

0　　　　　　　　　　5cm

！　　；　」

≦≒4ト一軍急2

0　　　　　　　　　　　　10cm

！　　　：　　　」

番号種別器　種口径器高底径胎　土 色　調l焼成 手法の特徴 出土位置備　　考

1土師器高台付椀－（2．8）［7．4］長石・石英橙 普通
底部回転へラ削り後，高台貼り付け覆土中PlO754，10％

2土師器高台付椀 （1．6） 長石・石英にぷい橙普通高台貼り付け後，ナデ覆土中
PlO755，10％，

底部刻書「×」
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番号 種 別 器　 種 口径 器 高 底 径 胎　 土 色　 調 焼成 手法の特徴 出土位置 備　　 考

3 須恵器 高台付ゴ不 － （2．1） － 長石 ・石英 にぷい褐 普通 底部回転へラ削り後，高台貼り付け 覆土中 P lO756，10％

4 灰粕陶器 長 頸 瓶 （2．4） ［8．0］ 赦密
灰自・オリー

ブ灰
良好
高台貼り付け後，ロクロ

ナデ
覆土中 P lO757， 5％

5 土師器 円筒形土器 － （5．5） － 石英・赤色粒子 にぷい橙 普通 体部外面へラ削り，内面ナデ・輪積み痕 覆土中 P lO758， 5％

番号 器種 長 さ 幅 厚 さ 重量 材　 質 特　　　　　 徴 出土位置 備　　 考

6 砥石カ （9．8） （8．6） 6．5 （844）r 雲母片岩 砥面3 両，角柱状を呈する。 覆土中 Q lOO26

番号 器種 長 さ 幅 厚 さ 重量 材　 質 特　　　　　 徴 出土位置 備　　 考

7 不　 明 （7．0） （3．4） （0．8） （23．5） 鉄 先端部屈曲。請金に差し込む掛金の一種ヵ。 覆土中 M lO156

第36号井戸跡（第240図）

位置　調査区南部のPllf9区に位置し，平坦な台地の南端部に

立地している。

規模と形状　北側部分が調査区域外のため，長径2．80m，短径

1．91mが確認できただけであり，平面形状は円形と推定される。

確認面から1．50mまでは漏斗状，それ以下は径1．10mはどの円

筒状に掘り込まれている。深さは2．50mはど掘り下げた時点で

湧水したため以後の調査を断念したが，ローム層を掘り抜き，

さらに粘土層を掘り込んでいることが確認された。

覆土　8層からなり，ブロック状の堆積状況を示した人為堆積

である。

土層解説
1極暗褐色　ローム粒子・焼土粒子・炭化物・砂粒少量
2　黒褐色　ローム粒子・焼土粒子・炭化物少量

3　黒褐色　炭化物少量，ローム粒子・焼土粒子・粘土粒子微量
4　黒褐色　焼土粒子・炭化粒子・粘土粒子少量，ローム粒子微量
5　暗褐色　ロームブロック中量，粘土粒子少量
6　暗褐色　ロームブロック中量，炭化物・粘土粒子少量，焼土粒子微量
7　暗褐色　ロームブロック中量，粘土粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量

8　極暗褐色　ロームブロック・粘土粒子少量

遺物出土状況　土師器片80点（椀29，聾51），須恵器片39点

（杯4，聾35），柑禍片1点，鉄浮2点が出土している。第240

図1は覆土中層から出土している。また，柑堀片は本跡から北

西へ35mの距離に位置する第1345号住居跡から出土した破片と
∠＝

接合関係にあり，実測図は第1345号住居跡で紹介している。　第240図

所見　本跡から出土した土器はいずれも細片のため時期判定は困難であるが，

の年代観から判断して，時期は10世紀後半と考えられる。

第36号井戸跡出土遺物観察表（第240図）

l l

I　　　　　　　1

0　　　　　　　　　　　　　　　2m」

曳1仁∃二二二』cm
第36号井戸跡・出土遺物実測図

接合関係にある第1345号住居跡

番号 種 別 器　 種 口 径 器 高 底 径 胎　 土 色　 調 焼成 手法 の特 徴 出土位置 備　　 考

1 土師器 高台付椀 － （2．0） ［7．9］ 雲母 ・長石 灰褐 普通 高台貼り付け後，ロクロナデ 覆土中 P lO692， 5 ％
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（5）溝跡

当遺跡からは6条の溝跡が検出されており，そのうち第76・77号溝跡が当該期に該当する。これの溝跡は須

恵器大饗を始めとする大量の土器が出土した第16・35号溝跡との関連が窺われるものであり，以下，その概要

について記述する。また，平面図は遺構全体図に掲載する。

第76号溝跡（第241・242図）

位置　調査区南部のQllc7～P13eO区に位置し，南に傾斜した台地の南端部に立地している。

重複関係　西側部分を本跡と平行して走る第75号溝跡，東側部分を第79号溝跡に掘り込まれている。

規模と形状　当調査区の最南端部を東北東方向（N－700－E）に直線的に延びており，確認された長さは90

mほどである。さらに，両側とも調査区域外に延びていることが視認され確認できた総延長は200mを超え

る。規模は上幅2．7～5．6m，下幅0．8～1．1m，深さ1．3～2．2mを測り，形状は底面がほぼ平坦で，壁面は外傾

して直線的に立ち上がる箱薬研状を呈している。また，底面の傾きはほとんど認められないが，西端部の第11

号不明遺構と接する付近では，標高が他の部分と比べて0．4mはど低くなっている。

覆土18層からなり，レンズ状の堆積状況を示した自然堆積である。底面は粘土層を掘り込んでおり，覆土中

に粘土粒子の流入が見られる。

土層解説

1黒　褐　色　焼土粒子少量，ローム粒子・炭化粒子微量
2　黒　褐　色　ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量
3　暗　褐　色　ローム粒子少量，焼土ブロック・炭化粒子微量
4　暗　褐　色　ローム粒子中量，炭化粒子少量，焼土粒子微量
5　黒　褐　色　ローム粒子・炭化粒子少量，焼土粒子微量

6　極暗褐色　ローム粒子・炭化粒子・粘土粒子少量，焼土粒子徴
且
且

7　暗　褐　色　ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子微量
8　暗　褐　色　ローム粒子中量，粘土粒子少量
9　褐　　　　色　ローム粒子多量

10　暗　褐　色　ローム粒子中量

11褐　　　　色　ローム粒子多量
12　極暗褐色　ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量
13　灰黄褐　色　粘土粒子中量，ローム粒子微量
14　にぷい黄褐色　粘土粒子多量
15　灰黄褐色　粘土粒子多量，ロームブロック少量

16　暗　褐　色　粘土粒子中量，ローム粒子少量
17　暗　褐　色　ローム粒子・粘土粒子中量
18　暗　褐　色　ローム粒子・粘土粒子中量

遺物出土状況　土師器片284点（杯67，聾217），須恵器片98点（杯38，蓋2，聾58），灰粕陶器片1点（瓶），

陶器片3点，砥石1点が散在した状態で出土しており，集中地点は認められない。第242図1・4は西側部分

の覆土中，2・3は東側部分の覆土中から出土している。出土した土器のほとんどは細片で，破断面が摩耗し

ており，埋没途中で混入したものである。

所見　本跡は，集落を大きく取り囲む第16・20・35号溝跡と規模や形状が近似しており，出土土器も同時期の

8世紀代であることから，同じ時期に上述の溝跡とともに一連の機能を有していたことが想定される。本跡は

調査区域外にも延びており，その部分では現在でも痕跡を視認することができ，溝廃絶後に集落を営んだ人々

にとっても，この溝は十分にその存在が意識されたものと思われる。また，本跡の南側は崖状になっており，

溝によって集落を区画する必要は考えられず，防御的な機能などその他の目的が想定され　当遺跡から5点出

土している「城内」「城内巫」という墨書との関連が窺われる。

A18，6m　　　　　　　　　旦20．0m

第241回　第76号溝跡実測図
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第242図　第76号溝跡出土遺物実測図

第76号溝跡出土遺物観察表（第242図）

番号 種 別 器　 種 口 径 器 高 底 径 胎　 土 色　 調 焼 成 手 法 の 特 徴 出土位 置 備　　 考

1 土 師器 杯 ［15．8］ （4．5）
雲母 ・石英 ・赤

色粒子
橙 普通

体部外面 へ ラ削 り， 内 面

へラ磨 き
西部覆土中 P lO7 27 ， 10％

2 土 師器 盤 ［15．4］ 1．5 ［14．8］ 石英 ・赤色粒子 にぷい橙 普 通 口緑部・体部内 ・外面へラ磨き 東部覆土中 P lO7 28 ， 5 ％

3 灰和陶器 長 頸 瓶 ［12．9］ （2．1） 緻密
灰 自 ・暗オ

リーブ
良好
口緑部 内 ・外 面 ロ グロナ

デ，粕 は流 し掛 け カ
東部覆土中 P lO7 29 ， 5 ％

4 須 恵器 円 面 硯 － （2．7） ［16．0］ 石英 灰 普通 透か し孔へ ラ切 り 西部覆土中 P lO7 30 ， 5 ％

番号 器 種 長 さ 幅 厚 さ 重 量 材　 質 特　　　　　 徴 出土位置 備　　 考

5 磨 石 カ 6．2 3．7 2．0 7 7．6 雲 母片岩 側面 4 面 を砥面 とす る。 覆土中 Q lO O2 5 ， 10 0％

第77号溝跡（第243図）

位置　調査区西部の010h9～011h4区に位置し，平坦な台地の南端部に立地している。

重複関係　第1423号住居跡を掘り込み，第23号方形竪穴状遺構に掘り込まれている。

規模と形状　当調査区の北端部を東西方向（N－850－W）に直線的に延びており，確認された長さは25mほ

どである。両側とも調査区域外に延びており，規模は上幅0．7～1．1m，下幅0．4～0．75m，深さ0．15～0．4mを

測り，形状は底面がはぼ平坦で，壁面は外傾して直線的に立ち上がる箱薬研状を呈している。また，底面の傾

きはほとんど認められない。

覆土　4層からなり，ブロック状の堆積状況を示した人為堆積である。

土層解説

1黒　褐　色　ロームブロック・焼土粒子・炭化物少量
2　暗　褐　色　ロームブロック中量，炭化粒子少量
3　暗　褐　色　ロームブロック中量，炭化粒子少量
4　褐　　　色　ロームブロック多量

0　　　　　　　1m

！：　！

第243回　第77号溝跡実測図

遺物出土状況　土師器片77点が出土している。出土した土器はいずれも細片で，破断面が摩耗しており，埋没

途中で混入したものである。

所見　本跡は，当調査区の北側（7区）で方形に取り囲む第16号溝跡と規模や形状が近似しており，重複関係
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とも矛盾しないことから，同じ時期に上述の溝跡とともに一連の区画的な機能を有していたことが想定される。

従って，時期は8世紀と推定される。

（6）土坑

当調査区からは158基の土坑が検出されているが，性格が分かるものの多くは中世から近世にかけての墓境

であり，それ以外のものは性格のみならず，時期についても不明なものが多い。その中で，遺物の出土状況か

ら帰属時期を当該期に特定できる土坑が14基検出されており，以下，それらの土坑の概要について記述する。

第1101号土坑（第244図）

位置　調査区西部のPlOh6区に位置し，平坦な台地の南端部に立地している。

重複関係　本跡が第1318号住居跡の北西部を掘り込んでいる。

規模と形状　径0．90mはどの円形で，深さは0．鋸mである。底面は若干凹凸のある円形で，壁は外債して直線

的に立ち上がる。

覆土　8層からなり，ブロック状の堆積状況を示した人為堆積である。

土層解説

1褐　色　ロームブロック多量，焼土粒子微量
2　暗褐色　ロームブロック中量，焼土粒子・炭化粒子少量
3　黒褐色　ロームブロック中量，焼土粒子微量
4　暗褐色　ロームブロック多量
5　褐　色　ロームブロック・粘土粒子中量，焼土ブロック・炭化粒子

少量

6　暗褐色　ロームブロック中量，焼土粒子・炭化粒子少量
7　褐　色　ロームブロック多量
8　暗褐色　ロームブロック中量，炭化物少量

遺物出土状況　土師器片12点（杯3，椀4，璽5）が出土している。第244図1・2は覆土下層，4は覆土上

層から出土している。3は覆土下層と上層から出土した破片が接合されたものであり，埋め戻しの段階で混入，

あるいは投棄されたものと考えられる。また，2の底部には判読不明であるが，墨書がされている。

所見　本跡の時期は出土土器から10世紀前半と考えられ　遺構の形状や土層の堆積状況からみて墓境の可能性

がある。

⑥
・十戸，－
EO．

誓1㊥ 去
4

0　　　　　　1m

！：　！

第244図　第1101号土坑・出土遺物実測図

第1101号土坑出土遺物観察表（第244図）

番 号 種 別 器　 種 口 径 器 高 底 径 胎　 土 色　 調 焼 成 手 法 の 特 徴 出 土位 置 備　　 考

1 土 師 器 杯 12 ．0 3．5 6．1 長 石 ・赤 色粒 子 に ぷ い 黄 褐 普 通 底 部 一 方 向 の ヘ ラ削 り 中央 部下 層 PlO663，100％，PL62
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番号 種 別 器　 種 口 径 器 高 底 径 胎　 土 色　 調 焼成 手 法 の 特 徴 出土位置 備　　 考

2 土師器 杯 ［11．9］ 3．7 6．6 雲母 ・長石 にぷい橙 普通
底部多 方向 のヘ ラ削 り，

一部へ ラ磨 き

南部下層
P lO6 64， 60％ ，

底部墨痕有 り

3 土師器 椀 ［14．4］ 5．5 5．9 長石 ・石英 にぷい橙 普通 底部一方 向のヘ ラ削 り 南部 中層 P lO6 65，50％

4 土師器 椀 ［16．4］ （5．4） － 長石 ・石英 橙 普通 体部下端右回りの回転へラ削り 覆土上層 P lO6 66，40％

第1103号土坑（第245図）

位置　調査区西部のQlOc9区に位置し，平坦な台地の南端部に立地している。また，第90号掘立柱建物跡内に

軸を揃えて位置している。

重複関係　南西部で第1302号住居跡を掘り込んでいる。

規模と形状　長軸2．25m，短軸1．51mの南北に長い長方形で，長

軸方向はN－30－Wである。深さは0．16～0．24mを測り，底面

ははぼ平坦で，壁は外債して立ち上がる。

覆土　5層からなり，ブロック状の堆積状況を示した人為堆積で

ある。

土層解説
1極暗褐色　ロームブロック中量，焼土粒子・炭化粒子少量

2　黒褐色　ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子少量
3　暗褐色　ロームブロック中量，焼土粒子・炭化粒子少量
4　黒褐色　ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子少量
5　暗褐色　ロームブロック中量

遺物出土状況　須恵器片2点（長頸瓶1，賓1），灰粕陶器片1

点（長頸瓶）が出土している。図示した土器はいずれも覆土下層

から出土しており，第245図1は胎土に混入物が少なく，焼成が

良好で，近在の製品ではないと考えられ　接点はないが，第1330

A号住居跡から出土しているものと同一個体である。また，2の

灰粕陶器長頸瓶の休部片は本跡から北へ11mの距離に位置する第

1315号住居跡から出土した口縁部片と接合関係にあり，前述住居

跡の項で記述している。

所見　本跡の出土遺物は第1315・1330A号住居跡出土の遺物と密

接な関係にあり，本跡は両住居跡が構成する集落に付属して設け

られたものと考えられるが，性格については判然としない。本跡

の時期は，第1315・1330A号住居跡の年代観や出土土器から9世

紀後半と考えられる。

第1103号土坑出土遺物観察表（第245園）

10c10－Slm，Wlm

l

S11302

邑　21

」」ノ七±］m

0　　　　　　5cm

！：！

第245図　第1103号土坑・出土遺物
実測図

番 号 種 別 器　 種 口 径 器 高 底 径 胎　 土 色　 調 焼 成 手 法 の 特 徴 出 土 位 置 備　　 考

1 灰粕陶器 長 頚 瓶 － （5．0 ） 8 ．2 長 石 ・赤 色 粒 子 灰 良 好 体 部 内 ・外 面 ロ ク ロ ナ デ 中央 部下 層 P lO668，5％，美濃産

2 須 恵 器 聾 （5．8 ） 緻 密 灰 良 好 体 部 外 面 叩 き， 内 面 ナ デ 北 西部 下層

T P l OO 19 ， 5 ％ ，

外面自然組 SI・13罰努）

T Pl㈱12 と同一個体カ
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第1104号土坑（第246図）

位置　調査区西部のPlOeO区に位置し，平坦な台地の南端部に立地している。

重複関係　本跡が第1323号住居跡の北壁際を掘り込んでいる。

規模と形状　径0．80mはどの円形で，深さは0．58mである。底面は皿状を呈し，壁は外慣して立ち上がる。

覆土　8層からなり，ブロック状の堆積状況を示した人為堆積である。

土層解説
1黒褐色　ロームブロック・焼土粒子・炭化物少量　　　　　　　　5　黒褐色　ロームブロック・焼土ブロック・炭化物少量
2　暗褐色　ロームブロック中量，焼土粒子・炭化粒子少量　　　　　6　暗褐色　ロームブロック中量，焼土ブロック・炭化物少量
3　暗褐色　ロームブロック中量，焼土粒子・炭化粒子少量，粘土粒　7　暗褐色　ロームブロック中量，焼土ブロック・炭化物少量

子微量　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　8　極暗褐色　ロームブロック・焼土ブロック・炭化物少量
4　暗褐色　ロームブロック中量，焼土ブロック・炭化物少量

遺物出土状況　土師器片23点（杯5，椀3，聾15）が出土している。第246図1～5はいずれも覆土中層から

の出土であり，2の休部外面には右横位で「万」と焼成後に刻吾されている。

所見　本跡の時期は出土土器から10世紀前半と考えられ　遺構の形態や埋め戻された堆積状況から墓境の可能

性がある。また，刻書された「万」は吉祥文字とされ　当遺跡に多く見られる文字の一つである。

／　　　亮，1。，

匂／

旦19．4m

第246図　第1104号土坑・出土遺物実測図

第1104号土坑出土遣物観察表（第246図）

番号 種 別 器　 種 口 径 器 高 底 径 胎　 土 色　 調 焼 成 手 法 の 特 徴 出土位 置 備　　 考

1 土 師 器 杯 12．7 3．3 6．3 長石 ・石 英 にぷい黄橙 普通 底部回転 糸切 り 覆土中層 P lO 669 ，1 00 ％

2 土 師 器 杯 12．7 4 ．2 5．5 石 英 ・赤色粒子 にぷい黄橙 普 通 底 部一 方向のへラ削 り 覆土中層
P lO 670 ， 7 0 ％ ，

外面刻書「万」，PL船牒

3 土 師 器 高台付椀 13．8 6 ．2 7 ，6 石 英 ・赤色粒子 にぷ い橙 普通 高台貼 り付け後，ロクロナデ 覆土中層 PlO67ユ，100％，PL61

4 土 師 器 高 台付椀 13．7 5 ．4 7 ．1 石 英 ・赤色粒子 橙 普通 底部回転へラ削り後，高台貼り付け 覆土中層 PlO6花 70％，PL60

5 土 師 器 高 台付椀 13．7 （4．5） 石 英 ・赤色粒子 にぷ い橙 普通
底部 回転 へ ラ削 り後 ， 高

台貼 り付 け
覆土中層

P lO 673 ， 7 0 ％ ，

口縁漸由佳付着，PL㊥

第1105号土坑（第247図）

位置　調査区西部のPllel区に位置し，平坦な台地の南端部に立地している。

重複関係　本跡が第1323号住居跡の東壁際を掘り込んでいる。
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規模と形状1辺が1．00mはどの隅丸方形で，長径方向はN－85。－Eである。深さは0．19mで，底面はやや

凹凸があり，壁は外債して立ち上がる。

覆土　6層からなり，ブロック状の堆積状況を示した人為堆積である。

土層解説
1暗赤褐色　ロームブロック・焼土ブロック中量，炭化物少量
2　暗赤褐色　焼土ブロック中量，ロームブロック・炭化物少量
3　黒褐色　ロームブロック・焼土ブロック・炭化物少量

4　暗褐色　ロームブロック中量，焼土ブロック・炭化粒子少量
5　暗褐色　ロームブロック中量，焼土粒子・炭化粒子少量
6　褐　　色　ロームブロック多量，焼土粒子少量，炭化物微量

遺物出土状況　土師器片54点（杯35，椀4，婆14，円筒形土器1），須恵器片5点（杯5）が出土している。

第247図1は覆土下層，3は床面からそれぞれ出土している。2は覆土中層と下層から出土した破片が接合さ

れたものである。また，1の体部両面には漆が付着している。

所見　本跡の時期は出土土器から10世紀前半と考えられ遺構の形状と埋め戻された堆積状況から墓頻の可能

性がある。
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第247図　第1105号土坑・出土遣物実測図

第1105号土坑出土遺物観察表（第247図）

0　　　　　　　　　　　　　10cm

！　　　：　　　！

番号種別器　種口径器高底径胎　土 色　調焼成 手法の特徴 出土位置備　　考

1土師器杯 12．2 3．9 6．8石英 にぷい黄橙普通底部回転糸切り 覆土下層
PlO674，100％，

内外面漆付着，PL60

2 土師器高台付椀［15．6］4．6 9．2石英・赤色粒子橙 普通高台貼り付け後，ロクロナデ底面 PlO675，70％，PL62

3土師器円筒形土器［8．8］（5．0）－長石・石英 にぷい褐普通体部外面へラ削り，内面輪積み痕下層・中層
PlO676，5％

第1109号土坑（第248園）

位置　調査区西部のPllb4区に位置し，平坦な台地の南端部に立地している。

重複関係　本跡が第1334号住居跡の南東部を掘り込んでいる。

規模と形状　長径1．76m，短径1．21mの不整形で，長径方向はN－200－Eである。深さは8～16cmで，底面

は起伏があり，壁は緩やかに外傾している。

覆土　6層からなり，ブロック状の堆積状況を示した人為堆積である。

土層解説
1黒褐色　ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子少量
2　暗褐色　ロームブロック中量，焼土粒子・炭化粒子少量
3　暗褐色　ロームブロック中量，焼土粒子・炭化粒子少量

4　黒褐色　ロームブロック・焼土ブロック・炭化粒子少量
5　黒褐色　焼土ブロック中量，ロームブロック・炭化物少量

6　暗赤褐色　ロームブロック・焼土ブロック・炭化物少量

遺物出土状況　土師器片41点（杯9，椀1，肇30，甑1），須恵器片7点（杯3，賓4），不明土製品1点が出
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土している。第248図1・2はいずれも北部の覆土下層から出土している。2は細片のため形状の復元が困難

であるが，土馬の脚部の可能性がある。また，焼土が北側部分の覆土下層から投げ捨てられたようにまとまっ

て出土している。

所見　本跡の北側部分の下層からは，焼土や土器が一括して投棄されており，その中には土馬の脚部の一部と

思われる土製晶も含まれている。本跡の時期は出土土器から10世紀前半と考えられ，何らかの祭祀が行われた

ことが想定される。

第248図　第1109号土坑・出土遺物実測図

第1109号土坑出土遺物観察表（第248図）

tも，

2

10cm

！　　　：　　　！

番号種別器　種口径器高底径胎　土 色　調焼成 手法の特徴 出土位置備　　考

1須恵器聾 －（10．3）－緻密 黄灰 良好休部外面叩き，内面同心円状の当て具痕北部下層TPlOO20，5％

番号器種長さ幅厚さ重量 材　質 特　　　　　徴 出土位置 備　　考

2土馬ヵ（8．8）3．4 3．4 （16．5）土　製ナデ，一郎削り痕，ソケット状の接合部有り，土馬の脚部カ。北部下層DPlOO23，5％，PL66

第1159号土坑（第249図）

位置　調査区西部のP12f4区に位置し，平坦な台地の南端部に立地している。

重複関係　本跡が第1350号住居跡の南西部を掘り込んでいる。

規模と形状　径0．50mはどの円形で，深さは27cmである。底面は皿状を呈し，壁はほぼ直立している。

覆土　3層からなり，レンズ状の堆積状況を示した自然堆積である。

土層解説
1　黒褐色　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量

2　極暗褐色　ローム粒子少量，焼土粒子微量

3　暗褐色　ローム粒子中量
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遺物出土状況　土師器片6点（杯4，聾2），須恵器片3点（杯3）が出土している。第249図1は底面から逆

位で出土している。

所見　本跡の時期は，出土土器から10世紀後半と考えられる。性格は不明である。
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第249図　第1159号土坑・出土遺物実測図

第1159号土坑出土遺物観察表（第249図）

j軒。，m 0　　　　　　　　　　　　　10cm

】　　　：　　　！

番号種別器　種口径器高底径 胎　土 色　調焼成 手法の特徴 出土位置 備　　考

1 土師器高台付椀［15．0］5．3 8．4 雲母・赤色粒子明赤褐 普通底部回転糸切り後，高台貼り付け中央部底面PlO693，70％，PL61

第1178号土坑（第250・251図）

位置　調査区西部のP12e4区に位置し，平坦な台地の南端部に立地している。

規模と形状　長軸2．41m，短軸2．02mの隅丸長方形で，長軸方向はN－160－Wである。深さは25C皿を測り，

底面は平坦で，壁は外債して立ち上がる。

ピット　4か所。Pl～P4は深さ10～34cmで，竪穴部を囲むように配されており，上屋が付設されていた可

能性がある。

覆土11層からなり，焼土や炭化材とともに東側から投げ込まれた堆積状況を示した人為堆積である。

土層解説

1極暗赤褐色　焼土粒子・炭化粒子中量，ローム粒子少量
2　黒　褐　色　炭化粒子中量，焼土粒子少量，ローム粒子微量
3　暗　赤　褐　色　焼土ブロック中量
4　にぷい赤褐色　焼土ブロック中量，ローム粒子・炭化物少量
5　暗赤　褐　色　ローム粒子・焼土粒子・炭化物・砂粒少量

6　暗　赤　褐　色　砂粒中量，廃土粒子・炭化粒子少量
7　極　暗褐　色　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子少量
8　極赤　褐　色　ローム粒子・焼土ブロック・炭化物少量，砂粒微量
9　黒　褐　色　炭化粒子中量，ローム粒子・焼土粒子微量

10　黒　褐　色　焼土ブロック・炭化粒子中量，灰少量，ローム粒子
微量

11暗　赤　褐　色　焼土ブロック中量，ローム粒子・炭化粒子・灰少量

遺物出土状況　土師器片32点（椀23，嚢9），須恵器片

6点（杯1，聾5），門金具2点，骨片，壁材が散在し

た状態で出土している。第251図1～5はいずれも北西

部の覆土中層，7・8の門金具は南西部の覆土中層から

出土している。また，北西部の覆土中層から出土した壁

材は被熱した痕跡があり，他の遣物と共に投棄されたと

想定される。

所見　本跡は上屋を有していた構造から何らかの貯蔵施

設の可能性があり，時期は出土土器から10世紀後半以降

と考えられる。また，廃絶時には廃棄土坑として利用さ
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第250図　第1178号土坑実測図



れている。壁材を投棄したと想定される住居は同時期の焼失住居である第1354号住居跡が該当し，また，門金

具の出土は倉庫の存在を窺わせ，本跡の北側や東側に位置する掘立柱建物跡群との関連が窺われる。

ミ；≡考

！　　　：　　　」

第251図　第1178号土坑出土遺物実測図

第1178号土坑出土遺物観察表（第乃1図）

0　　　　　　　　　　5cm

！　：　＿」

番号種別器　種口径器高底径胎　土色　調焼成手法の特徴 出土位置備　　考

1土師器高台付椀14．4 6．1 6．8石英 にぷい橙普通底部回転へラ切り後，高台貼り付け北西部中層PlO694，60％，PL62

2土師器高台付椀［14．4］5．7 8，3赤色粒子にぷい黄橙普通底部回転へラ切り後，高台貼り付け北西部中層PlO695，40％

3土師器高台付皿［10．0］3．6 6．5石英 にぷい橙普通底部回転へラ切り後，高台貼り付け北西部中層PlO696，60％，PL榊

4土師器小　　皿8．5 1．8 4．6石英・赤色粒子橙 普通底部回転へラ切り 北西部中層PlO697，95％，PL60

278－



番号 種 別 器　 種 口 径 器 高 底 径 胎　 土 色　 調 焼 成 手 法 の 特 徴 出土位置 備　　 考

5 土師器 小　　 皿 8．7 1．4 6．0 雲母 ・赤 色粒子 にぷい橙 普通 底部回転へ ラ切 り 北西部中層 PlO698，60％，PL60

6 須恵器 襲 － （14．5） － 長石 ・石 英 灰 良好 体部外面叩 き，内面ナデ 南部中層 T PlO O2 1， 5 ％

番号 器 種 長 さ 幅 厚 さ 重 量 材　 質 特　　　　　 徴 出土位置 備　　 考

7 閂金具 8．6 5．3 0，4 29．0 鉄 コの字状を呈し，先端部は直角に屈曲する。木質付着。 南西部 中層 M lO132，1㈱％，PL70

8 閂金具 7．7 4．8 0．5 34．0 鉄 コの字状 を呈 し，先端 部は 2 方向に屈曲する。 南西部 中層 M lO133，100％，PL70

第1202号土坑（第252図）

位置　調査区東部のP13j6区に位置し，平坦な台地の南端部に立地している。

重複関係　南壁際で第1084号住居跡，北東部と東壁際で第95号掘立柱建物跡を掘り込んでいる。

規模と形状　長軸2．56m，短軸1．34mの隅丸長方形で，長軸方向はN－790－Wである。深さは24cmを測り，

底面は平坦で，壁は外傾して立ち上がる。

覆土　8層からなり，ブロック状の堆積状況を示した人為堆積である。

土層解説
1黒褐色　ロームブロック少量，焼土粒子微量

2　黒褐色　ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量
3　褐　　色　ロームブロック多量
4　暗褐色　ロームブロック中量，焼土粒子微量

5　黒褐色　ロームブロック少量
6　黒褐色　ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
7　暗褐色　ロームブロック少量，焼土粒子微量

8　極暗褐色　ロームブロック少量，焼土粒子・炭化物微量

遺物出土状況　土師器片29点（椀20，聾9），須恵器片6点（杯4，蓋1，肇1）が散在した状態で出土して

いる。第252図1は中央部の底面から出土している。

所見　本跡の時期は出土土器から10世紀後半以降と考えられ遺構の形態と埋め戻された堆積状況から墓境の

可能性が高い。

0　　　　　　1m
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第252回　第1202号土坑・出土遺物実測図

第1202号土坑出土遺物観察表（第252園）

0　　　　　　　　　　　　　10cm

！　　　：　　　！

番号種別器　種口径器高底径胎　土 色　調焼成 手法の特徴 出土位置備　　考

1土師器杯［13．0］4．0 ［7．0］長石 橙 普通底部回転糸切り 中央部底面PlO710，40％

第1203号土坑（第253図）

位置　調査区東部のP13C5区に位置し，平坦な台地の南端部に立地している。

重複関係　南側部分で第1086号住居跡を掘り込んでいる。
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規模と形状1辺が1．30mはどの不整円形で，深さは7～17cmである。底面は皿状を呈し，壁は外傾して緩や

かに立ち上がる。

覆土　2層からなり，レンズ状の堆積状況を示した自然堆積である。

土層解説

1　黒　褐　色　ローム粒子少量，炭化粒子微量
2　暗　褐　色　ローム粒子中量，炭化粒子微量

遺物出土状況　土師器片7点（杯1，椀3，整3），須恵器片1点（餐），管状土錘1点が出土している。第

253図1は中央部の覆土中層，2・3は北壁際の覆土中層から完形の状態で出土している。

所見　本跡の時期は，出土土器から10世紀後半と考えられる。性格は不明である。
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第253図　第1203号土坑・出土遺物実測図

第1203号土坑出土遺物観察表（第253図）

番号 種 別 器　 種 口 径 器 高 底 径 胎　 土 色　 調 焼 成 手 法 の 特 徴 出土位置 備　　 考

1 土 師 器 高台付椀 － （2．3） ［8．4］ 石 英 ・赤色粒子 にぷ い橙 普通 底部回転へラ切り後，高台貼り付け 中央部中層 P lO 71 1， 20 ％

2 土 師 器 小　　 皿 10．7 2 ．5 6 ．8 雲 母 ・赤色粒子 橙 普通 底部 回転 へラ切 り 北壁際中層 PlO712，100％，PL61

番 号 器 種 長 さ 径 孔 径 重 量 材　 質 特　　　　　 徴 出土位 置 備　　 考

3 管状土錘 4．0 1 ．4 0 ．4 6 ．9 土　 製 ナデ，黄灰色 を呈す る。 北壁際中層 DP lOO24，100％，PL66

第1206号土坑（第254図）

位置　調査区東部のP13d4区に位置し，平坦な台地の南端部に立地している。

重複関係　西側部分で第1205号土坑を掘り込んでいる。

規模と形状1辺が1．30mほどの若干歪んだ方形で，深さは10～26cmである。底面は凹凸があり，壁は外傾し

て立ち上がる。

覆土　7層からなり，ブロック状の堆積状況を示した人為堆積である。

土層解説
1　暗褐色　ロームブロック中量，焼土粒子・炭化粒子微量　　　　　4　暗褐色　ロームブロック中量，焼土粒子微量
2　極暗褐色　ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子・粘土粒子徴　5　褐　　色　ロームブロック多量，炭化粒子微量

量　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　6　極暗褐色　ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量

3　黒褐色　ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量　　　　　　　7　暗褐色　ロームブロック中量，焼土粒子・炭化粒子微量

遺物出土状況　土師器片42点（小皿5，椀28，嚢9），須恵器片7点（杯4，嚢3）が出土している。遺物は

南側部分に集中しており，一括して投棄された様相を呈している。第254図1・3は中央部の覆土下層と中層

からそれぞれ出土している。
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所見　本跡の時期は，出土土器から10世紀後半と考えられる。遺構の性格については断定できないが，形態や

堆積状況から墓境の可能性がある。
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第254図　第1206号土坑・出土遺物実測図

第1206号土坑出土遺物観察表（第254図）

0　　　　　　　　　　　　　10cm

！　　　：　　　［

番号種別器　種口径器高底径胎　土 色　調焼成 手法の特徴 出土位置備　　考

1土師器小　　皿10．2 2．5 6．3雲母・長石・石英にぷい橙普通底部回転へラ切り 中央部下層PlO713，1〔拇％，PL61

2 土師器小　　皿10．6 2．2 6．6雲母・長石 にぷい橙普通底部回転へラ切り 中央部下層PlO714，100％，PL61

3 土師器高台付椀［14．3］5．8 8．2長石・赤色粒子にぷい橙普通高台貼り付け後，ロクロナデ中央部中層PlO715，㈱％，PL61

第1208号土坑（第255図）

位置　調査区東部のP13a4区に位置し，平坦な台地の南端部に立地している。

重複関係　南側部分で第114号掘立柱建物跡，第1253号住居跡を掘り込んでいる。

規模と形状　径1．50mほどの不整円形で，深さは25cmである。底面は若干凹凸があり，壁は外傾して立ち上が

る。

覆土　4層からなり，ブロック状の堆積状況を示した人為堆積である。

土層解説
1極暗褐色　ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子微量
2　黒褐色　ロームブロック少量，廃土ブロック・炭化粒子微量

0　　　　　　1m

！：　！

第255図　第1208号土坑・出土遺物実測図

3　黒褐色　ローム粒子少量，炭化物微量
4　暗褐色　ローム粒子中量
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遺物出土状況　土師器片9点（椀5，嚢4），須恵器片2点（杯2）が出土している。第255図1・2は北東部

の壁際の覆土下層から重なって出土している。

所見　本跡の時期は，出土土器から10世紀後半と考えられる。遺構の性格については断定できないが，形態や

堆積状況から墓境の可能性がある。

第1208号土坑出土遺物観察表（第255図）

番号 種 別 器　 種 口 径 器 高 底 径 胎　 土 色　 調 焼成 手 法 の 特 徴 出土位置 備　　 考

1 土 師器 高台付椀 ［1 5．7］ 7．2 ［7．0］ 石英 ・赤色粒子 にぷい黄橙 普通 底部回転へラ切り後，高台貼り付け 北東部下層 P lO 7 16 ，6 0％

2 土 師器 高台付椀 14．3 （5．5） － 石英 ・長石 橙 普通 底部回転へラ切り後，高台貼り付け 北東部下層 P lO717，70％，PL61

第1220号土坑（第256図）

位置　調査区東部の012h5区に位置し，平坦な台地の南端部に立地している。

甘　1

0　　　　　　　5cm

！　：　！

第256図　第1220号土坑・出土遺物実測図

第1220号土坑出土遺物観察表（第256図）

規模と形状　長径1．47m，短径0．77mはどの楕円形で，長

径方向はN－90－Wである。深さは15～43cmで，壁は外

債して立ち上がる。底面は北側部分が柱穴状に深く掘り込

まれており，後世のピットの可能性がある。

覆土　4層からなり，ブロック状の堆積状況を示した人為

堆積である。

土層解説
1　黒　褐　色　ローム粒子少量，炭化粒子微量
2　暗　褐　色　ローム粒子中量
3　褐　　　色　ローム粒子多量

4　褐　　　色　ローム粒子多量，炭化粒子微量

遺物出土状況　刀子1点が覆土上層から出土している。

所見　本跡の時期は，土器が出土していないため不明であ

る。出土した刀子は副葬品の可能性があり，墓境と想定さ

れる。

番 号 器 種 長 さ 幅 重 ね 重 量 材　 質 特　　　　　 徴 出 土 位 置 備　　 考

1 刀　 子 （1 9 ．0 ） 2 ．0 0，4 （4 5 ．0 ） 鉄 切先 ・茎尻欠乱 両閑有 り，刃謝 状の船 賃付着，茎部木質付乱 北 西 部 上 層 M l O 1 4 1 ， P L 6 8

第1246号土坑（第257図）

位置　調査区東部のPlOi8区に位置し，平坦な台地の南端部に立地している。

重複関係　本跡が第1314号住居跡の北側部分と，第1244号土坑の西側部分を掘り込んでいる。

規模と形状　長径0．91m，短径0．77mの楕円形で，長径方向はN－30－Eである。深さは17cmを測り，底面

は平坦で，壁は外債して立ち上がる。

覆土　3層からなり，ロームブロックを含んだ人為堆積である。
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土層解説
1暗　褐　色　ロームブロック中量，炭化粒子少量，焼土粒子微量　　3　暗　褐　色　ロームブロック中量
2　暗　褐　色　ロームブロック中量，焼土粒子・炭化粒子微量

遺物出土状況　土師器片4点（杯2，饗2）が出土している。第257図1・2は北西部の覆土中層や上層から

出土した破片が接合されたものである。

所見　本跡は，埋め戻された堆積状況や遺構の形態から見て，墓境の可能性が高い。時期は，出土土器から10

世紀以降と考えられる。

旦　12

＼＿竺ノ二
0　　　　　　1m

！；　！

第257図　第1246号土坑・出土遺物実測図

第1246号土坑出土遺物観察表（第257図）

0　　　　　　　　　　　　10cm

！　　　：　　　」

番号種別券　種口径器高底径胎　土 色　調焼成 手法の特徴 出土位置備　　考

1土師器杯 12．8 3．9 7．5石英・赤色粒子浅黄橙普通底部回転糸切り 北西部中層PlO718，70％，PL61

2 土師器1不 13．6 3．5 ［7．2］石英・赤色粒子浅黄橙 普通底部回転糸切り 北西部中層PlO719，50％

第1288号土坑（第258図）

位置　調査区東部の011i2区に位置し，平坦な台地の南端部に立地している。

規模と形状　径0．45mほどの円形で，深さは13cmである。底面は平坦で，壁は外債して立ち上がる。

遺物出土状況　土師器2点（杯2）が出土している。第258図1は底面から逆位の状態で出土しており，休部

両面に油煙が付着している。

所見　本跡の時期は，出土土器から10世紀以降と考えられる。

禦j2品
－Wlm

＜i 圭
0　　　　　　1m

！　；　！

第258図　第1288号土坑・出土遺物実測図

第1288号土坑出土遺物観察表（第258園）

0　　　　　　5cm

！：　！

番号種別器　種口径器高底径 胎　土 色　調焼成 手法の特徴 出土位置 備　　考

1 土師器塔 14．2 4．4 7．4 石英 にぷい黄橙普通底部回転糸切り 中央部底面
PlO720，90％，

内外面油煙付着，PL61
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（7）その他の遺構

当遺跡の南部と東部にはローム層が落ち込み，その低くなった部分に厚く黒色土が堆積した部分があり，こ

れらの2地点は船着き場の伝承が残されている点で共通し，単なる埋没谷ではないと考えられてきた。今回，

南側の部分が調査区域に該当しており，その伝承を確かめるべく調査を進めた。以下，その概要を記述する。

第11号不明遺構（第259～261図）

位置　調査区南部のQllb7区に位置し，平坦な台地の南端部に立地している。

重複関係　第8号道路跡が本跡の上部に構築されており，南端部で第76号溝跡と接している。本跡の覆土は第

76号溝跡の上部にも及んでおり，同溝跡が本跡の底面と同じ高さまで埋没した後，両跡同時に堆積していった

と考えられる。

規模と形状　長径9．10m，短径8．50mの不整形で，長径方向はN－250－Wである。底面は若干起伏があり，

南西に向かって緩やかなスロープ状を皇し，確認面からの深さは南西端部で1．6mを測る。また，北東部のP

l付近が捨鉢状に深くなっており，深さは1．9mほどである。なお，底面は粘土層を掘り込んでいる。

ピット　7か所。Pl・P2は深さがそれぞれ115cm，75cmで，規模と形状から柱穴と考えられ特にP2の

土層断面からは版築状に突き固められている様子が確認された。P3～P7はいずれも深さ20cmほどで，性格

は明確にし得ないが，本跡の北側部分に巡らされている状況からみて，柵状の施設が付設されていた可能性が

ある。

Pl土層解説
1黒褐色　粘土粒子多量，炭化物少量，ローム粒子・焼土粒子微量
2　黒褐色　粘土粒子多量，焼土粒子・炭化物少量，ローム粒子微量
3　極暗褐色　粘土粒子多量，焼土粒子・炭化粒子少量
P2土層解説
1黒褐色　粘土粒子中量，ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量
2　極暗褐色　ロームブロック・粘土粒子中量
3　黒褐色　粘土粒子中量，ロームブロック少量
4　暗褐色　ロームブロック・粘土粒子中量
5　黒褐色　ローム粒子・粘土粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量
6　極暗褐色　ロームブロック・粘土粒子少量，炭化粒子微量

4　暗褐色　粘土粒子多量，ローム粒子微量

5　黒褐色　粘土粒子多量

7　黒褐色　粘土粒子中量，ロームブロック少量
8　暗褐色　ロームブロック・粘土粒子中量

9　黒褐色　粘土粒子少量，炭化粒子微量
10　黒褐色　粘土粒子中量，ローム粒子微量
11暗褐色　ロームブロック・粘土粒子中量

覆土　21層からなり，第1～4層はレンズ状の堆積状況を示し，第5～21層はブロック状の堆積状況を示して

おり，人為的に埋め戻された後，自然堆積したものと考えられる。

土層解説

1　黒　褐　色

2　黒　褐　色

3　極暗褐色
4　黒　褐　色

5　暗　褐　色

6　黒　褐　色

ローム粒子・炭化粒子・粘土粒子微量
ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子・粘土粒子微量
粘土粒子少量，ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量
ローム粒子・炭化粒子少量，焼土粒子・粘土粒子微量
ロームブロック中量，粘土粒子少量，焼土粒子・炭化

粒子微量
粘土粒子中量，ロームブロック少量，焼土粒子・炭化
粒子微量

7　褐　　色　ロームブロック中量，焼土粒子・炭化粒子微量
8　褐　　色　ロームブロック中量，粘土粒子少量，焼土粒子・炭化

粒子微量
9　褐　　色　ロームブロック中量，炭化粒子・粘土粒子少量，焼土

ブロック微量

10　暗　褐　色　ロームブロック・炭化粒子少量，焼土ブロック微量
11褐　　色　ロームブロック中量，焼土ブロック・粘土粒子少量，

炭化粒子微量

遺物出土状況　土師器片1454点（杯327，椀32，高杯6，

12　にぷい褐色　ロームブロック多量，炭化粒子・粘土粒子少量，焼土
ブロック微量

13　黒　褐　色　粘土粒子少量，ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子
微量

14　極暗褐色　ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子・粘土粒子少量
15　にぷい褐色　粘土粒子多量，ロームブロック中量，焼土粒子・炭化

粒子微量
16　褐　　色　粘土粒子中量，ロームブロック少量，焼土粒子・炭化

粒子微量

17　黒　褐　色　ロームブロック・炭化粒子少量，焼土ブロック微量
18　黒　褐　色　ロームブロック・粘土粒子少量，焼土粒子・炭化物微

量
19　黒　褐　色　ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量

20　黒　褐　色　ローム粒子微量
21黒　褐　色　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子少量

肇1085，甑3，ミニチュア土器1），須恵器片620点

（杯265，蓋21，盤4，高盤1，賓329），灰粕陶器片6点，不明銅製品1点（飾り金具ヵ），刀子1点，棒状の

鉄製品1点（釘ヵ），鉄浮3点，馬骨4点（大腿骨）が出土している。遺物の多くは破断面が摩耗しており，

混入したものであるが，北東部の捨鉢状に掘り窪められた部分には遣物の集中が見られ第260・261図1～3，
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第259図　第11号不明遺構実測図
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6～8，9～11の土器が破砕された状態で馬骨とともに出土し，人為的な堆積状況と併せて，意図的に投棄さ

れた様子が窺える。投棄された時期は，土器の形状から8世紀後半と考えられる。また，22の不明鋼製品と23

の刀子は南東部の覆土下層から出土している。

所見　本跡付近は古来，船着き場の伝承地の一つであり，その想定に従って調査を進めた結果，人為的に掘り

込まれた痕跡を確認することはできたが，柱穴が検出されたこと以外，伝承を裏付けるような踏み固められた

痕跡や遺物は検出されなかった。むしろ，粘土層を不整形に掘り込んでいることや粘土の供給源が他にないこ

となどから判断すれば，粘土採掘坑の可能性が指摘できる。また，廃絶後の窪地は出土土器の多さから廃棄土

坑として利用されたことが想定され，灰粕陶器や馬骨の出土は当遺跡西部の第30号井戸跡の出土状況と酷似す

る。遺物は7世紀から10世紀にかけてのものが出土し，8世紀から9世紀にかけてのものが主体であることか

ら判断すれば，8世紀には既に廃棄土坑として利用されていた様子を窺うことができ，人為的に掘り込まれた

時期は7世紀頃と考えられる。

∈∃≡式5

＼壷ヲタ，7

二三l
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第260図　第11号不明遺構出土遺物実測図（1）
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第261図　第11号不明遺構出土遺物実測図（2）
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第11号不明遺構出土遺物観察表（第260・261図）

番号 種 別 器　 種 口 径 器 高 底 径 胎　 土 色　 調 焼 成 手 法 の 特 徴 出土位置 備　　 考

1 須 恵器 杯 ［1 1．0］ 4．0 7．1 長石 ・石英 灰 普通 底 部回転 へラ削 り 北東部底面 P lO7 33 ， 60％

2 須 恵器 ゴ不 ［13．2］ 4．4 ［8．6］ 長石 ・石英 黄灰 普通 底 部回転 へラ削 り 北東部上層 P lO7 34 ， 30％

3 須 恵器 杯 －
（1．1） 9．0 雲母 ・長石 ・石英 灰 自 普通 底 部多 方向のヘラ削 り 北東部中層 P lO7 35 ， 20％

4 土 師器 高 台付椀 ［13．9］ （4．6） － 長石 ・石英 明赤褐 普通 底部回転へラ削り後，高台貼り付け 北東部底面 P lO7 3 6， 50％

5 土 師器 高 台付椀 －
（2．5） 8．8 長石 ・石英 橙 普通 底部回転へラ削り後，高台貼り付け 中央部底面 P lO7 37 ， 20％

6 須 恵器 高 台付杯 － （3．0） 8．6 雲母 ・長石 ・石英 褐灰 普通 底部回転へラ削り後，高台貼り付け 北東部中層 P lO7 38 ， 20％

7 須 恵器 盤 － （2．5） － 雲母 ・長石 ・石英 黄灰 普通 底部回転へラ削り後，高台貼り付け 北東部底面 P lO7 39 ， 10％

8 須 恵器 蓋 14．3 4．3 － 長石 ・石英 灰 普通 天井部右回りの回転へラ削り 北東部中層 PlO740，70％，PL 63

9 土 師器 嚢 ［1 1．9］ 12．7 7．8 雲母 灰 黄 普通 体部外面へラ削り，内面へラげ ・輪積み痕 北東部底面 PlO741，60％，PL63

10 土 師器 嚢 ［24．0］ （22．4） 雲母 ・長石 ・石英 にぷい橙 普通
体部外面上位へラナデ・下位へラ磨

き，内面へラナデ・指頭痕・輪積み痕
北東部底面 PlO742，30％，PL62

11 須 恵 器 嚢 ［2 3．4］ （1 0．4） 長石 黄灰 良好 頚部内 ・外 面ロタロナデ 北東部底面
P lO 74 3， 1 0％ ，

肩部 自然粕

12 須 恵器 聾 ［22．0］ （1 6．9） － 雲母 ・長石 ・石英 灰 黄褐 普通 体部外面叩き，内面円状の当て具痕 北東部底面 PlO744，30％，PL62

13 須 恵 器 提 ね鉢 カ ［2 0．0］ （9．4） － 雲母 ・長石 ・石英 灰 普通 体部内 ・外面ロクロナデ 北東部底面 P lO 74 5， 5 ％

14 灰粕陶器 椀 ［1 6．2］ （4．5） 赦密
灰自 ・オリー

ブ灰
良好 体部内 ・外面ロクロナデ 北東部底面

P lO 74 6， 1 0％ ，

美濃窯産

15 灰粕陶器 瓶 （6．5） 敵密
灰自 ・オリー

ブ灰
良好
体部内 ・外面ロクロナデ ，

粕 は流 し掛け カ
覆土中 P lO 74 7， 5 ％

16 須 恵器 平 瓶　 カ － （1．4） － 長石 灰 良好 頚部か 外面ロクロナデ，沈線2条 覆土中 P lO 74 8， 5 ％

17 須 恵器 通 力 （2．2） 長石 灰自 良好 底部外 面回転 へ ラ削 り 覆土中
P lO749，5％，湖西産

底部内面自然粕

18 土 師器
ミニチュ

ア 土 器
（4．4） ［8．6］

雲母 ・長石 ・石

英 ・赤色粒 子
にぷい赤褐 普通

脚部外 面へ ラ削 り， 裾 部

内面ナデ
北東部上層 ．P lO 75 0， 20％

19 土 師器
ミニチュ

ア土器 カ
（5．8） ［5．0］ 石英 ・赤色粒 子 橙 普通 脚部外 面 ・裾部内面ナデ 覆土中 P lO 75 1， 20％

20 須 恵器
短 頸壷 の

脚 部　 カ
（6．7） （3．6） 長石 ・石英 灰 普通

脚部外 面 ナデ， 内面へ ラ

削 り
覆土中

P lO 75 2 ， 5 ％ ，

獣脚付短頸壷 ヵ

21 須 恵器 大　　 喪 － （2 7．2） － 長石 ・黒色 斑点 灰 良好 体部外面叩き，内面同心円状の当て具痕 覆土中 T P lO O2 2 ， 5 ％

番号 券 種 長 さ 幅 厚 さ 重 量 材　 質 特　　　　　 徴 出土位置 備　　 考

22 不 明 （4．2） 2．1 0．2 （4．6） 銅 飾 り金具の一部 カ，裏に鋲有 り。 覆土 中 M lO 14 9 ，P L 70

2 3 刀 子 （10．8） （2．0） 0．6 （2 2．0） 鉄 刃部の破 片，切先 ・茎部欠損。 南部底面 M lO 15 0

24 不 明 （12．6） 1．0 1．0 （3 5．5） 鉄 断面方形の棒状，両側欠損，中央部で強く屈曲する。 南部底面 M lO 15 1

2 5 不 明 （12．4） （1．5） 0．3 （24．0） 鉄 断面長方形， S 字 状に屈曲 し，一 端が 尖 る。 覆土 中 M lO 15 2

3　その他の時代の遺構と遺物

（1）方形竪穴状遺構

今回の調査で，3基の方形竪穴状遺構を確認した。これまでの調査で確認された方形竪穴状遺構は，いずれ

も中世の火葬施設や墓痍群を囲むように位置しており，そのうちの2基からは骨粉や臼歯が出土している。今

回の調査では，遺構の性格を示す遣物は出土しなかったが，これまでの調査と同様に墓域に隣接して検出され

ており，葬送に関わる遺構と考えられる。以下，その特徴を記述する。
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位置　調査区西部ののmh3区に位置し，平坦な台地の南端部に立地している。

規模と形状　長軸2。5m　短軸。拍mの若干南北に長い長方形で，主軸方向はN一路〇一Wである。壁高は20

～32cmで芦　各壁とも外方向に開き気味に立ち上がる。

床　ほぼ平坦で，中央部がよく踏み固められている。

ピもソト　3か所。Pl～㌘3は深さ13～26cmで，垂直に掘り込まれており，柱穴の可能性があるが，位置が不

揃いで断定できない。また，東壁際から深さ　～用cmの小ピット9か所が検出されており，壁柱穴と考えられ

る。

覆並　8層からなりタ　各層ともロームブロックを含んだ人為堆積である。

土層解説

1黒褐色　にトームブロックさ焼土ブロックサ炭化物少量　　　　　　5　暗褐色　ロームブロック中量，焼土粒子さ炭化物少量
2　暗褐色　ロームブロック中農，焼土粒子。炭化物少量　　　　　　6　極暗褐色　ロームブロック・炭化物少量，焼土粒子微量
3　暗褐色　ロームブロック中量，廃土粒子・炭化物少量　　　　　　7　暗褐色　ロームブロック・焼土ブロック・炭化粒子少量
4　黒褐色　ロームブロックe焼土粒子・炭化物少量　　　　　　　　8　暗褐色　ロームブロック中量，炭化粒子少量

遺物出藍状況　青磁片1点（椀），鉄浮1点が出土している。覆土中から出土した青磁片は細片のため形状を

復元できないが，夢高達弁文が施されており，時期判断の根拠になるものと思われる。また，土師器片10点と須

恵器片2点が出土しているが，いずれも細片で破断面が摩耗しており，混入したものである。

所見　本跡の時期は，遺構の形態や出土磁器から中世前半と考えられる。

④　　　　　　〆

第2醍図　第霊号方形竪穴状遺構実測図

0　　　　　　　　　　　　　　　　2m

「－　　　I　　　　一一！

第調号方形竪穴状遺構（第2636264図）

位置　調査区西部のの且五g且区に位置し芦　平坦な台地の南端部に立地している。

重複関係　南側部分で第77号溝跡を掘り込んでいる。

規模と形状　北側部分が調査区域外に延びているため，東西軸3．21m，南北軸1672mだけが確認され，平面形

は方形，または長方形と推定される。主軸方向はN－40－Wで，壁高は38～58cmを測り，壁はほぼ直立する。

また，南壁際の中央部には，壁外へ70cmはど掘り込んで出入り口施設が付設されており，底面は床面に向かっ

て緩やかに傾斜したスロープ状を皇している。

床　ほぼ平坦で，壁際を除いてよく踏み固められている。南壁際の中央部にはローム土や粘土を用いてスロー

プ状の出入り口施設が付設され，壁外に掘り込んだ張り出し部の底面と連結している。また，上面は踏み固め
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られて硬化している。

出入り口施設士層解説
1暗赤褐色　ロームブロック・焼土ブロック中量，炭化物・粘土

粒子少量
2　灰黄褐色　粘土粒子多量，ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子少

上し
l暮1．

3　暗　褐　色　ロームブロック中量，炭化粒子少量

4　黒　褐　色　ロームブロック中量，焼土粒子・炭化粒子少量
5　暗　褐　色　ロームブロック中量，焼土粒子・炭化粒子・粘土粒

子少量
6　にぷい黄褐色　粘土粒子多量，ローム粒子・焼土粒子少量
7　黒　褐　色　ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子少量

ピット　8か所。主柱穴はPl・P2が相当し，深さはそれぞれ67cm，84C皿である。また，P3～P7は深さ

20～46。皿で，いずれも壁際に位置しており，壁柱穴と考えられる。そのうち，P5・P6は斜面状の出入り口

施設の下部から検出されている。P8は灰の下部から検出されて，深さも12cmと浅く，皿状を呈していること

や焼土がわずかに認められることなどから，炉の可能性も考えられる。

覆土11層からなり，ブロック状の堆積状況を示した人為堆積である。

土層解説
1極暗褐色　ロームブロック中量，焼土粒子・炭化物少量
2　暗褐色　ロームブロック中量，焼土粒子・炭化物少量
3　暗褐色　ロームブロック中量，焼土ブロック・炭化物少量
4　黒褐色　ロームブロック・焼土粒子・炭化物・粘土粒子少量

5　黒褐色　ロームブロック・焼土粒子・炭化物・粘土粒子・灰少量
6　黒褐色　ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量

7　黒褐色　ロームブロック・焼土粒子・炭化物少量

8　暗褐色　ロームブロック中量，焼土粒子少量
9　黒褐色　ロームブロック・廃土粒子・炭化物・粘土粒子少量
10　黒褐色　炭化物中量，ロームブロック少量
11暗褐色　ロームブロック中量，焼土粒子・炭化粒子少量

遺物出土状況　棒状鉄製品1点（釘ヵ），鉄津3点がほぼ全域から散在した状態で出土している。第264図1の

鉄製品は南東コーナー部の覆土中層から出土している。南西コーナー部の床面には薄く灰が広がっており，柱

穴の上部にも及んでいる。また，覆土中から土師器片21点，須恵器片9点が出土しているが，いずれも細片で

破断面が摩滅しており，混入したものである。

所見　本跡の出入り口施設の下部から壁柱穴が検出されており，出入り口施設は本跡が構築された当初ではな

0　　　　　　　　　　　　　1m

！　　　」＿　　　」

第263図　第23号方形竪穴状遺構実測図
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ら　後から付設されたものと考えられる。また，南西コーナー部に広がってい

る灰の下層からほ皿状の掘り込み（㌘8）が検出され　この部分で何らかの有

椀物を燃やしたとも考えられるが，その目的や用途については不明である。本

跡の時期は遺構の形態から中世と考えられるが汐　判断できる遺物が出土してい

ないため詳細は不明である。

第2　号方形竪穴状遺構出土遺物観察表　第器　図）

鉦の 0　　　　2cm
［＿＿＿・

第錆堵図　第2号方形竪
穴状遺構出土遺物実測図

番可 別 項 離 日　 幅 「酎 重量 材　 質 i　　 特　　 徴　　　 恒 土位置 備　　 考

目 釘カ ！（5・4）い さ中 ・4 （8月） 鉄　 ！断面長方形の棒状，頭部欠損。　　 ！覆土中 M lOO84

∴　ノー　　　ノ　ノミ　、．′　‾一・∴′‥　く

位置　調査区西部の011il区に位置し∴平出な台地の南端部に立地している。

規模と形状　長軸2．42111，短軸2．26111の方形で，巨抽方向はN－7（）0－Eである。壁高は32へ・1・kIllで，各壁と

もほぼ直立する。また，東壁際の中央部を壁外に30cmほど掘り込んで出入り口施設が付設されておりタ　底面は

床面に向かって緩やかに傾斜したスロープ状を皇している。南壁の西寄りにも壁外に75cmほど掘り込まれた張

り出し部が設けられているがタ　性格は不明である。

床　ほぼ平坦で，中央部かr）出入り「1施設にかけてよく踏封占lめられている。束壁際の出入り［十施設はローム

丑や粘土を用いてスロープ状に構築されタ　層状をなして上面が硬化しており芦　壁外に掘り込んだ部分と連結し

ている。またタ　壁溝は南壁際で認められる。

出入り口施設士層解説
1　灰黄褐色　粘土ブロック中量，ロ…ムブロック6廃土ブロック・炭化物少量
2　黒褐色　炭化物・粘土プロ、ソク中量，ローム粒子の焼十ブロック少量
3　黒褐色　炭化粒子中量，ロームブロックe焼土粒子。粘土ブロック少量

4　黒褐色　炭化物・粘土ブロック中畳，ロームブロックか廃土粒子少量

ぼり薄＋3か所。主柱穴は㌘1が相当し，深さは50cmである。㌘3は深さが12cmで皿状を皇しており，付近に

はわずかながら焼土も認められることからタ　炉の可能性も考えられる。P2は深さが36cmで，性格は不明であ

る。

覆豊　は層からなりク　ロームブロックや焼土を含んだ人為堆積である。

土層解説
1　黒褐色　ロームブロックe焼土粒子0炭化粒子少量
2　暗褐色　ロームブロック中農，焼土粒子e炭化粒子少量
3　極暗褐色　ロームブロック。焼土ブロック・炭化物少量
4　黒褐色　炭化物中量，ロームブロックも焼土プロ、ソク少量

5　黒褐色　ロームブロック・廃土ブロックの炭化物少量

6　暗褐色　粘土粒子中農，ロームブロックや焼土ブロック0炭化粒
子少量

7　暗褐色　ロームブロック中量，廃土粒子。炭化粒子少量
8　暗褐色　廃土ブロック中量
9　黒褐色　粘土粒子中量，ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子少

＿温
風

遺物出立状況　北東コーナー部の床面には薄く炭化物が広がっており，この炭化物はスロープの下部からも検

出されている。またタ　土師器片旺長，須恵器片旺蕪声　紋浮2点が出土しているが，出土した土器はいずれも細

片で破断面が摩滅してお酌　混入したものである。

所凰　本跡の北東コーナー部に広がっている炭化物は㌘3の上層やスロープ状の出入り口施設の下部からも確

認されており，何らかの有撥物を燃やしたことが想定されるが，その目的や用途については判然としない。本

跡の時期は遺構の形態から中世と考えられるがタ　判断できる遺物が出土していないためヲ　詳細は不明である。
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第265図　第24号方形竪穴状遺構実測図

0　　　　　　　　　　　　　　2m
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（2）掘立柱建物跡

今回の調査で，中世の墓城に伴う掘立柱建物跡1棟を検出した。以下，その概要について記述する。

第92号掘立柱建物跡（第266図）

位置　調査区西部のPlOb5区に位置しており，本跡の南側や東側には中世の墓域が広がっている。

規模と構造　桁行，梁行ともに2間の側柱式の建物跡であり，桁行長・梁行長ともに4．50mはどの正方形を呈

する。桁行方向は，第2号道路跡が北側から本跡に向かって南北に走っていることや墓域が本跡の東側や南側

に広がっていることなどから北側を正面とする南北棟と推定される。柱間寸法は桁行・梁行ともに概ね2．20m

を基調としているが，P8が西側に寄った位置で検出されているため北側部分の柱間寸法は等間隔ではない。

柱穴　平面形はPl・P4・P8が楕円形を皇し，それ以外は円形で，深さは11～27cmである。柱抜き取り痕

は土層断面図中の第1層が相当し，しまりが弱い。それ以外の層は埋土であり，ローム土を主体とした暗褐色

土・褐色土で埋め戻されているが，それほど突き固められてはいない。

土層解説（各柱穴共通）
1　暗　褐　色　ロームブロック・廃土粒子・炭化粒子少量
2　褐　　　色　ロームブロック多量，焼土粒子・炭化粒子微量

3　暗　褐　色　ロームブロック中量，焼土粒子・炭化物少量
4　暗　褐　色　ロームブロック中量，焼土ブロック・炭化物少量，白色粘土粒子微量

遺物出土状況　混入した土師器細片14点，須恵器細片4点が出土している。

所見　本跡の詳細な時期は判断できる遺物が出土していないため不明であるが，本跡の南側や東側には中世の

墓痍群が隣接し，また，本跡の柱穴は古代のものと比して小形であることなどから，中世の墓域に伴う中萱と

考えられる。
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第266図　第92号掘立柱建物跡実測図
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（3）井戸跡

今回の調査で，計3基の井戸跡を検出した。第34・36号井戸跡については既に奈良・平安時代の項で記述し

ており，ここでは，中世の墓域に伴うと考えられる第35号井戸跡についてその概要を記述する。

第35号井戸跡（第267図）

位置　調査区西部のPlOd6区に位置し，平坦な台地の南端部に立地している。

規模と形状　長径1．56m，短径1．17mの楕円形で，長径方向はN－760－Wである。確認面から円筒状に掘り

込まれ　深さ1．80mはど掘り下げた時点で湧水したため以後の調査を断念したが，ローム層を掘り抜き，さら

に粘土層も掘り込んでいることが確認された。

覆土　5層からなり，ブロック状の堆積状況を示した人為堆積である。

土層解説

1　黒　褐　色　ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子少量
2　暗　褐　色　ロームブロック・粘土ブロック中量，焼土粒子・炭化

粒子少量

3　褐　　　色　ロームブロック中量，焼土ブロック・炭化粒子・粘土
粒子少量

4　暗　褐　色　ロームブロック・粘土粒子中量，焼土粒子少量
5　暗　褐　色　ロームブロック中量，粘土粒子少量

遺物出土状況　出土していない。

所見　本跡からは遺物が出土していないため時期を明確にし得ないが，本跡の東側に中世の墓境群が広がって

いることや円筒状を呈した形状から，墓域に伴う中世の井戸跡と想定される。
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第267図　第35号井戸跡実測図
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（4）溝跡

当遺跡からは奈良・平安時代の項で紹介した第76・77号溝跡を除いて4条の溝跡が検出されている。時期に

っいては不明なものが多いが，第70号溝跡は当調査区の南寄りの部分を東西に直線的に延びており，平安時代

の遺構を掘り込んでいることから判断して中世以降の何らかの区画溝と考えられる0その他の溝跡は，最近の

地籍図の筆境と位置がほぼ一致し，掘り込みも深いことから区画溝を兼ねた根切り溝の可能性がある。以下，

これらの遺構について，平面図は全体図に示し，土層断面図と一覧表を掲載する0

旦19血　　　　　旦19．8m　5

‾「ミヨヲ7‾‾‾ ‾璃多ラr‾
SD70

旦19．8m

‾＝三≒＝‾

SD71

、

旦票室戸。SD791m
l

SD78　　　　［二二「二∃

ロ。』土∃cm
第268図　第70・71・73－75・78・79号溝跡土層断面図，第79号溝跡出土遺物実測図

第70号溝跡土層解説
1極暗褐色　ローム粒子少量
2　極暗褐色　ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量

3　暗褐色　ローム粒子中量
4　暗褐色　ローム粒子中量
5　暗褐色　ローム粒子中量
6　黒褐色　ローム粒子少量

第71号溝跡土層解説
1暗褐色　ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子少量
2　暗褐色　ローム粒子中量
3　暗褐色　ローム粒子中量

4　褐　　色　ローム粒子多量

第73号溝跡土層解説
1黒褐色　ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
2　黒褐色　ローム粒子少量，炭化粒子微量

3　極暗褐色　ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量
4　暗褐色　ローム粒子少量，焼土ブロック・炭化粒子微量
5　灰褐色　ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量

第74号溝跡土層解説
1黒褐色　焼土粒子少量，ローム粒子・炭化粒子微量
2　黒褐色　ロームブロック少量，炭化粒子微量
3　暗褐色　ローム粒子・炭化粒子少量，焼土粒子微量－
4　暗褐色　ロームブロック少量，炭化粒子微量

第75号溝跡土層解説
1暗褐色　ローム粒子中量，粘土粒子少量，焼土粒子微量
2　暗褐色　ローム粒子中量，粘土粒子微量

3　暗褐色　ロームブロック中量

第78号溝跡土層解説
1黒褐色　ロームブロック・焼土粒子少量

2　暗褐色　ロームブロック中量，焼土粒子・炭化粒子少量

第79号溝跡土層解説
1暗褐色　ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
2　暗褐色　ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子少量

3　黒褐色　ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量
4　暗褐色　ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
5　黒褐色　ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子微量
6　極暗褐色　ロームブロック少量，炭化粒子微量
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第269図　第73・79号溝跡出土遺物実測図

第73号溝跡出土遺物観察表（第269図）

／
・
ニ

＿のゑ、

0　　　　　　　5cm

！　；　！

番号器種長さ幅厚さ重量 材　質 特　　　　　 徴 出土位置 備　　考

1 不　明（2．3）0．6 0．5 （1．5） 鉄 断面円形の棒状，釘カ。 覆土中 MlO147

第79号溝跡出土遺物観察表（第268・269図）

番 号 種 別 器　 種 口 径 器 高 底 径 胎　 土 色　 調 焼 成 手 法 の 特 徴 出 土 位 置 備　　 考

2 土醐 土器 か わ ら け 6．9 1．8 4．3 雲 母 ・長 石 に ぷ い 橙 普 通 底 部 回 転 糸 切 り 覆 土 中
P lO7 3 1， 7 0 ％ ，

口緑部油煙付着，PL62

3 土師質土器 内 耳 鍋 ［36 ．6 ］ （3．5） 雲母 ・長石 ・石英 に ぷ い 褐 普 通 口 縁 部 内 ・外 面 横 ナ デ 覆 土 中
P lO 7 32 ， 5 ％ ，

口緑部外面油煙付着

番 号 器 種 長 さ 帽 厚 さ 重 量 材　 質 特　　　　　 徴 出 土 位 置 備　　 考

4 劫 （鍬）先 （9．1） （4．3） 0．3 （90 ．0 ） 鉄 袋 部 の破 片 ， U 字 型 鋤 カ。 覆 土 中 M lO148 ，5 ％，P1－69

（5）道路跡

今回の調査で，3条の道路跡を確認した。そのうち，第2号道路跡と第10号道路跡は当調査区の北西部で合

流しており，さらに西方，北方に延びている。以下，遺構の特徴について記述するが，ここでは土層断面図と

出土遺物を掲載し，平面図は遺構全体図に示す。

第2号道路跡（第270図）

位置　調査区西部の010h4～010jl区に位置し，平坦な台地の南端部に立地している。

重複関係　第94号掘立柱建物跡を掘り込んでいる。

規模と形状　今回の調査で確認された長さは17mほどで，幅2．0～3．2mである。当調査区の北西端部（010j4

区）ではぼ直角に屈曲し，北方向と西方向に延びている。北方向は調査7区で検出された部分に繋がり，全長

は約130mを測る。また，西方向は調査9区で検出された部分に繋がり，全長約60mである。路面は褐色のロー

ム層を10～25C皿掘り込んで構築されており，断面は緩やかな弧状を皇している。

覆土　8層からなり，レンズ状の堆積状況を示した自然堆積である。硬化面は3期に分かれ最下層であるロー

ム面上層と第2・3層の上面が特に硬化している。

土層解説
1黒褐色　ローム粒子・焼土粒子・炭化物少量
2　暗褐色　ローム粒子・炭化物少量
3　暗褐色　ローム粒子多量，焼土粒子・炭化粒子微量
4　極暗褐色　ローム粒子中量，廃土ブロック・炭化物少量

5　極暗褐色　ローム粒子・炭化粒子少量
6　暗褐色　ローム粒子中量，炭化粒子少量

7　暗褐色　ローム粒子中量，炭化粒子少量
8　褐　　色　ロームブロック多量
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遺物出豊状況　常滑片凱桑　太婆主　管状土錘　点　洗浄2点が散在した状態で出立している。第野図　の陶

器射ま第且期商の上部から出土している。また　土師器片摘説蕉　須恵器片Ⅲ意　灰粕陶器片　点　短頸壷）

が出土しているが　これらの土器はいずれも細片で破断面が摩耗してお勘　混入したものである。

所農　本跡はローム商を掘り込んでいることから撃当初は意図的に構築したと考えられるがタ側溝や版築地業芦

補修痕等ほ認められず　また　上層にある硬化癖も自然堆積した部分が太の往来と共に踏み固められたものと

想定されることなどからタ　幹線道路ではなくタ　集落に付随した生活路と考えられる。時期は出土陶器から中世

机世紀頃）と考えられる。

塾隠馳

第郡の図　第望骨道路路傍出土遺物実測囲

第　号道路跡出土遺物観察表　第野　囲）

0　　　　　　　　　　　　　　　2m

』　　　室

◎

隈　凱
瑠むcm　　　　　　　6　　　2cF官・竜

』　　　室　　　　　』藍』

彿 十 削 中 器 華‖ 甘可 器高 序瀾 i 戯箋　土＋ 「 色 調　 い繍 手法の壮徴 出土位置 ！ 備　 考

且　　　 回 i
高台貼り付け餃十　ロケH

ナデ
将士中

言 常 滑 太 婆巨滋中　 産石　 褐灰　 良竺
目線部内・外面怖ナデ 底面

番号　 器種　 最 中　 径 孔 径　 重 畳　　　 材　 質　　　　　　　　　　 特　　　　　 徴 出土位置 ［ 備　 考

3　　管　 玉　　 且。呂　　　 のぁ9 のせ2　 1さ5　 土　 製 iナデタ明赤褐色を皇する。 穫土中　 恒 服 用 軌 甑

第　号道路跡　第2開園）

位置　調査区南部の唾且旺～唾盈蟻区に位置し　南に傾斜した台地の南端部に立地している。

重複関係　第7（う号溝i軋　第1両十不明遺構の覆1二上層に構築されている。

・　　　　　　・　　　　　　　　－　　ノ　　′　　　　　ノ　　　　′　ハ

れた長さほ摘椚撒ほどである。南西側は調査区域外に延び　北東側は遥存状態が忠信　産滅している。幅は上5

へ上狛11言宋さほl板†Illほどで、断面は緩やかな弧状を呈している。

覆藍　　層からな勘　レンズ状の堆積状況を示した自然堆積である。硬化商は最下層である第2層の下面から

検出されている。
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土層解説

1　暗褐色　ローム粒子中量，炭化粒子微量
2　極暗褐色　ローム粒子少量，炭化粒子微量

3　暗褐色　ローム粒子中量，粘土粒子少量，焼土粒子微量
4　暗褐色　ローム粒子中量

遺物出土状況　陶器片2点（鉢上中皿1），刀子1点が散在した状態で出土している。第271図「2の陶器

はいずれも瀬戸・美濃系と考えられ　覆土中層から出土している。また，土師器片101点，須恵器片41点，灰

粕陶器片1点（椀）が出土しているが，これらの土器はいずれも細片で破断面が摩耗しており，混入したもの

である。

所見　土層観察からは人為的に構築された様子は認められず，自然堆積した暗褐色土が人の往来と共に踏み固

められ　硬化したものと考えられる。時期は出土陶器から近世以降と考えられる。

旦雲⊇遥pL
1　　　　　　　4　　　－

0　　　　　　1m

！　：　！

∈∈≡≡≡≡

／葛

8

第271図　第8号道路跡・出土遺物実測図

第8号道路跡出土遺物観察表（第271図）

／■

0　　　　　　　　　　　　10cm

ト．一一一一一一一1－－　　」

5cm

l　　：　　！

番号種別器　種口径器高底径胎　土 色　調焼成 手法の特徴 出土位置備　　考

1灰袖陶器椀［16．7］（3．8）－赦密 灰自・オリーブ灰良好体部内・外面ロタロげ，租は刷毛塗りカ覆土中層PlO723，5％

2陶　器鉢［30．1］（3．6） 長石
にぶし墳橙・

灰黄
良好
体部内・外面ロクロナデ，

鉄絵による笹紋ヵ
覆土中層
PlO724，5％，

自泥粕，瀬戸系

3陶　器中　　皿［23，2］（3．1） 長石 灰自・灰自良好体部内・外面ロクロナデ覆土中
PlO725，5％，

白泥軸・透明札甑戸系

番号器種長さ幅重ね重量材　質 特　　　　　徴 出土位置 備　　考

4刀　子（13．7）（1．0）0．4 （23．0） 鉄 切先欠損，両関カ。 覆土中 MlO145

第10号道路跡（第272図）

位置　調査区西部のPlOa4～PlOgO区に位置し，平坦な台地の南端部に立地している。

重複関係　第1321・1325・1326号住居跡，第1106号土坑を掘り込んでいる。

規模と形状　確認された長さは48mほどで，幅2．7～3．2mである。調査区西部（PlOg6区）ではぼ直角に屈曲

し，北方向と東方向に延びている。北方向（N－100－W）は第2号道路跡に合流し，東方向（N－800－E）

は20mはど延びたところで渾滅している。路面はローム層を5～10cm掘り込んで構築されており，断面は緩や

かな弧状を皇している。

覆土　9層からなり，確認された硬化面は1面だけである。第1～3層は断ち割りした硬化面の土層で，粘土
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粒子を埋め込んで人為的に構築されている様子が窺える。その他の層はレンズ状の堆積状況を示した自然堆積

である。

土層解説

1　灰褐色　粘土粒子中量，ロームブロック㌧つ軽土粒子少量テ　炭化粒　5　暗褐色　ローム粒子車量
子微量　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　6　黒褐色　ローム粒子0廃土粒子・炭化粒子少量

2　暗褐色　粘土粒子中量，ロームブロック・廃土粒子少量，炭化粒　7　黒褐色　ローム粒子・炭化粒子・粘土粒子少量

予微量　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　8　暗褐色　ローム粒子中量，廃土粒子・炭化粒子少量
3　黒褐色　粘土粒子少量，ローム粒子0炭化粒子微量　　　　　　　9　極暗褐色　ローム粒子・焼土粒子少量
4　極暗褐色　ローム粒子。焼土粒子少量，炭化粒子微量

遺物出立状況　土師質土器　点　小皿お　鉄浮　点が出土している。第272図1は覆土中層から出土している。

また　土師器片瞞点　須恵器片膵点が出土しているがタ　これらの土器はいずれも細片で破断面が摩耗しており，

混入したものである。

所鳳　硬化面の大部分はEトーム面が自然に硬化したものであるが芦　古代の住居跡の上部を通過する部分では粘

土を人為的に埋め込んで構築している様子が見られタ　この仕法は地山部分に比べて地盤が緩かったためと想定

される。また夢　本跡は北端部で第2号道路跡と合流するが資　合流部分の硬化面の広がりは明らかに第2号道路

跡が優先してお酌　本跡は第　号道路跡から分岐する支線的な道路跡と考えられる。本跡の時期は第2号道路

跡とほぼ同時期と考えられタ　出土土器及び第2号道路跡の年代観から中世（路世紀頃）と考えられる。

′　　　　　′　′　－　　　′
6　　　　7　　　　　　　　8　　　　　9

∴1－＿‾　∴

′　′′　　　、ノ′　′　′、しシ　　　　　′　を　ノ．　′

‥　∴′∴ヱ∴′くしソ・　一再亮ノ∴∵、（・∴　ノ′′　′く′

0　　　　　　　5cm

』≡土≡』

3　　　　　　　2　　　　　1

0　　　　　　　　　　　　　　　　2m

』　　　室

番号 種 別 器　 種 日 経 器 高 i 底 径 胎　 士 ！ 色 調 焼成 手 法の特 徴 出士位置 備　　 考

且 土師質土器 かわらけ 7．2 1．7 － 長石 にぷい橙 普通 体部内 ・外面横ナデ 覆土中層 PlO726チ100％，PL62

（6）ピット群

今回回）調査で，ピ、ソト群l基を確認した。以下，その概要にノ）いて記述する。

‥　　F．一　　　′－・′∴′′了！・

位置　調査区西部の010i6区に位置し，平坦な台地の南端部に＿直也している。

規模起形状　ピット魂か所が検出されており，ピット間寸法は2。90m等問である。ピットはいずれも垂直に掘

り込まれ　柱穴の可能性があ勘　深さは36～52cmを測る。

遺物出土状況i廿土していない。

所見　本跡ほど、ソトが規則的に配されているが，ピ、ソトの据年方をみると据立柱建物跡の柱穴の形状とは異な

っている。付近に位置する竪穴住居跡は概して遠存状態が悪も　また　古墳時代の住居跡の柱間寸法や主軸方

向と近似していることから判断すると，竪穴住届働誰）柱穴の可能性が高い。時期は，遺物が出上し．ていないた

め，不明である。
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五恥

旦戌
第273図　第7号ピット群実測図

Q－ 0　　　　　　　　　　　　　2m」

（7）柱穴列跡

今回の調査で，柱穴列跡3基を確認した。以下，その概要について記述する。

第1号柱穴列跡（第274図）

位置　調査区南部のPllf9区に位置し，平坦な台地の南端部に立地している。

規模と形状　西北西方向（N－740－W）にピット3か所が直線状に位置している。ピット間寸法は2・00m等

問で，各ピットはいずれも垂直に掘り込まれており，深さは16～30cmを測る。

Pl土層解説
1黒褐色　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量
2　極暗褐色　ローム粒子少量
3　暗褐色　ローム粒子中量

遺物出土状況　出土していない。

所見　本跡の時期は，出土遣物がなく不明である。

P2土層解説
1黒褐色　ローム粒子微量

2　暗褐色　ローム粒子中量
3　極暗褐色　ローム粒子少量，粘土粒子微量

第274図　第1号柱穴列跡実測図

0　　　　　　　　　　　　　2m

［一一一　　！・　二∃

第2号柱穴列跡（第275図）

位置　調査区南部のPlli9区に位置し，平坦な台地の南端部に立地している。

規模と形状　北方向（N－130－W）にピット3か所が直線状に位置している。ピット間寸法は3・50m等間で，
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各ピットはいずれも垂直に掘り込まれており，深さは26～50cmを測る。

P3土層解説
1　黒　褐　色　ロームブロック中量

2　暗　褐　色　ロームブロック中量，炭化粒子少量，粘土粒子微量
3　暗　褐　色　ロームブロック・粘土ブロック中量，炭化粒子少量

遺物出土状況　出土していない。

所見　本跡の時期は，出土遺物がなく不明である。

㊥

4　暗　褐　色　ローム粒子中量，炭化粒子微量

5　暗　褐　色　ローム粒子中量
6　暗　褐　色　ローム粒子中量，焼土粒子微量

第275図　第2号柱穴列跡実測図

2m」

第3号柱穴列跡（第276図）

位置　調査区南部のPllg9区に位置し，平坦な台地の南端部に立地している。

規模と形状　ほぼ東西方向にピット2か所が並列している。ピット間寸法は3．40mで，ピットはいずれも垂直

に掘り込まれており，深さはそれぞれ28cm，18cmを測る。

遺物出土状況　出土していない。

所見　本跡の時期は，出土遺物がないため不明である。

④旦旺一一瑞軒一
旦19．2m

第276図　第3号柱穴列跡実測図

0　　　　　　　　　　　　　　　2m」

（8）土坑

当調査区から検出された土坑は，遺物が少ないために，時期や性格が不明なものが多いが，調査区の西部に

位置する一群は，人為的に埋め戻された痕跡があり，形態的にも円形や長方形を基調としており，前年度まで

に報告された墓境と類似していることから，墓境群の可能性が高い。以下，これらの土坑について実測図と土

層解説を記載し，その他の性格不明の土坑については一覧表にて紹介する。
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第1100号土坑土層解説
1黒　褐　色　ロームブロック・焼土ブロック・炭化物少量
2　極暗褐色　ロームブロック中量，焼土ブロック・炭化物少量
3　黒　褐　色　ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子少量
4　黒　褐　色　ロームブロック・焼土ブロック中量，炭化物少量

5　暗　褐　色　ローム粒子中量，▼焼土ブロック・炭化物少量

第1110号土坑土層解説
1　暗　褐　色　ロームブロック中量，

2　暗　褐　色　ロームブロック中量
3　褐　　　　色　ロームブロック多量，
4　暗　褐　色　ロームブロック多量，

第1112号土坑土層解説

1褐　　　　色　ロームブロック多量，
2　暗　褐　色　ロームブロック多量，
3　褐　　　　色　ロームブロック多量，
4　褐　　　　色　ロームブロック多量

焼土粒子・炭化粒子少量

焼土粒子微量

焼土粒子微量

焼土粒子・炭化粒子微量
焼土粒子・炭化粒子少量

炭化粒子微量

5　暗赤褐色　ローム粒子・焼土ブロック中量，炭化物少量

第1113号土坑土層解説
1褐　　　　色　ロームブロック多量，焼土粒子・炭化粒子少量
2　暗　褐　色　ロームブロック多量

3　暗　褐　色　ロームブロック多量，焼土粒子・炭化粒子微量

第1114号土坑土層解説
1黒　褐　色　ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
2　黒　褐　色　ロームブロック・焼土ブロック・炭化物・砂粒・粘

土粒子少量
3　極　暗褐　色　ロームブロック少量

第1115号土坑土層解説

1暗　褐　色　ロームブロック多量，焼土粒子・炭化粒子少量
2　暗　褐　色　ロームブロック多量，焼土ブロック・炭化物少量
3　褐　　　　色　ロームブロック多量，焼土ブロック・炭化粒子少量
4　晴　褐　色　ロームブロック多量，焼土粒子微量

第1121号土坑土層解説
1暗　褐　色　ロームブロック・焼土ブロック・炭化物少量
2　暗　褐　色　ロームブロック・焼土ブロック・炭化物少量
3　暗　褐　色　ロームブロック・炭化物少量，焼土粒子微量

第1122号土坑土層解説
1暗　褐　色　炭化粒子中量，ローム粒子・焼土粒子少量
2　褐　　　　色　ローム粒子多量，焼土粒子・炭化粒子少量
3　褐　　　　色　ロームブロック多量，炭化粒子少量

4　褐　　　色　ロームブロック多量，焼土粒子・炭化粒子少量
5　極　暗褐色　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子少量
6　黒　褐　色　炭化物中量，ロームブロック・焼土粒子少量

第1123号土坑土層解説

1黒　褐　色　ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子少量
2　暗　褐　色　ロームブロック中量，焼土粒子・炭化物少量

第1124号土坑土層解説
1黒　褐　色　ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子少量

2　極　晴褐色　ロームブロック・焼土粒子・炭化物少量
3　暗　褐　色　ロームブロック中量，炭化粒子少量
4　暗　褐　色　ロームブロック・炭化粒子中量，焼土粒子少量
5　黒　褐　色　炭化粒子中量，ローム粒子・焼土粒子少量

第1125号土坑土層解説
1黒　褐　色　炭化粒子中量，ロームブロック少量

第1126号土坑土層解説

1黒　褐　色　ローム粒子・炭化物少量，焼土粒子微量
2　黒　褐　色　ローム粒子少量
3　暗　褐　色　ロームブロック中量
4　暗　褐　色　ロームブロック中量，焼土粒子・炭化粒子少量

第1127号土坑土層解説
1黒　褐　色　ロームブロック・焼土ブロック・炭化物少量
2　暗　褐　色　ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子少量
3　暗　褐　色　ローム粒子中量，焼土ブロック・炭化粒子少量

第1129号土坑土層解説
1暗赤褐色　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子中量
2　暗赤褐色　ロームブロック・焼土ブロック中量，炭化物少量
3　暗赤褐色　ロームブロック・焼土粒子中量，炭化物少量

4　にぷい赤褐色　ローム粒子多量，焼土ブロック少量
5　にぷい赤褐色　ロームブロック多量，焼土ブロック・炭化粒子少量
6　暗赤褐色　ロームブロック・焼土ブロック中量，炭化物少量
7　暗赤褐色　ロームブロック・焼土ブロック中量，炭化物少量

第1130号土坑土層解説
1黒　褐　色　ローム粒子中量1焼土粒子・炭化粒子少量
2　暗　褐　色　ロームブロック中量，炭化粒子少量
3　暗　褐　色　ローム粒子中量，炭化粒子少量，焼土粒子微量

4　褐　　　色　ローム粒子多量，焼土粒子・炭化粒子少量

第1131号土坑土層解説
1暗　褐　色　ロームブロック中量，焼土粒子・炭化粒子少量
2　黒　褐　色　ロームブロック中量，焼土ブロック・炭化粒子少量

3　暗　褐　色　ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子微量
4　極暗褐色　ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子少量
5　黒　褐　色　ロームブロック・焼土ブロック・炭化粒子少量
6　暗　褐　色　ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子少量

第1132号土坑土層解説
1暗　褐　色　ロームブロック中量，焼土粒子・炭化粒子少量
2　暗　褐　色　ロームブロック中量，焼土粒子・炭化物少量
3　黒　褐　色　ロームブロック中量，焼土粒子・炭化粒子少量

4　褐　　　色　ロームブロック多量，焼土粒子・炭化粒子微量

第1133号土坑土層解説
1暗　褐　色　ローム粒子中量，炭化粒子少量
2　黒　褐　色　ロームブロック中量，焼土粒子・炭化物少量

3　晴　褐　色　ロームブロック中量，炭化粒子少量，焼土粒子微量
4　暗　褐　色　ロームブロック中量，焼土粒子・炭化粒子少量
5　暗　褐　色　ロームブロック中量，炭化粒子微量

第1134号土坑土層解説
1褐　　　色　ローム粒子多量，炭化粒子少量，焼土粒子微量
2　暗　褐　色　ロームブロック中量，炭化粒子少量
3　暗　褐　色　ロームブロック中量，炭化粒子少量

第1135号土坑土層解説
1　暗　褐　色　ローム粒子中量
2　暗　褐　色　ロームブロック中量，焼土粒子・炭化粒子少量
3　黒　褐　色　ロームブロック・炭化粒子少量
4　褐　　　　色　ロームブロック多量，焼土粒子少量

5　褐　　　　色　ロームブロック多量，炭化粒子少量

第1136号土坑土層解説
1暗　褐　色　ロームブロック中量，炭化粒子少量

2　暗　褐　色　ロームブロック中量，炭化粒子少量
3　黒　褐　色　ロームブロック中量，炭化物少量
4　暗　褐　色　ロームブロック中量，炭化粒子少量

第1137号土坑土層解説
1黒　褐　色　ロームブロック・炭化粒子少量
2　暗　褐　色　ロームブロック中量，炭化粒子少量
3　暗　褐　色　ロームブロック中量，焼土粒子・炭化粒子少量
4　極暗褐色　ロームブロック中量，炭化粒子少量

5　暗　褐　色　ロームブロック中量，焼土粒子・炭化粒子少量

第1138号土坑土層解説
1極暗褐色　ロームブロック中量，焼土粒子・炭化物少量
2　黒　褐　色　ロームブロック中量，炭化粒子少量

3　暗　褐　色　ロームブロック中量
4　暗　褐　色　ロームブロック中量，炭化粒子少量

第1142号土坑土層解説

1黒　褐　色　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子少量
2　黒　褐　色　炭化粒子中量，ロームブロック・焼土粒子少量
3　暗　褐　色　ローム粒子中量，焼土粒子・炭化物少量

－305－



第1144号土坑土層解説
1黒　褐　色　ロームブロック・焼土ブロック・炭化粒子少量
2　暗　褐　色　ローム粒子中量，炭化物少量，焼土粒子微量

3　暗　褐　色　ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子少量
4　極　暗褐　色　ロームブロック・炭化粒子少量

第1145号土坑土層解説
1暗　褐　色　ロームブロック中量，炭化物少量，焼土粒子微量

2　暗　褐　色　ロームブロック中量，焼土粒子・炭化物少量
3　暗　褐　色　ロームブロック中量，焼土粒子・炭化粒子少量
4　暗　褐　色　ロームブロック中量，焼土ブロック・炭化粒子少量
5　黒　褐　色　ロームブロック・焼土ブロック・炭化粒子少量

6　極　暗褐色　ロームブロック・炭化粒子少量

第1146号土坑土層解説
1黒　褐　色　ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子少量
2　暗　褐　色　ローム粒子中量，焼土ブロック少量，炭化粒子微量
3　暗　褐　色　ロームブロック中量，焼土ブロック・炭化粒子少量

第1147号土坑土層解説
1黒　褐　色　ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子少量

第1239号土坑土層解説

1黒　褐　色　ロームブロック・焼土粒子・炭化物少量
2　極暗褐色　ロームブロック・焼土ブロック・炭化物少量
3　暗　褐　色　ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子少量

第1241号土坑土層解説

1黒　褐　色　ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子少量
2　黒　褐　色　ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子少量

第1242号土坑土層解説
1黒　褐　色　ロームブロック・焼土ブロック・炭化物少量

2　暗　褐　色　ロームブロック中量，焼土粒子・炭化粒子少量

第1244号土坑土層解説
1黒　褐　色　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子少量

第1245号土坑土層解説
1暗　褐　色　ロームブロック・焼土ブロック・炭化粒子少量
2　暗　褐　色　ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子少量

第1248号土坑土層解説
2　極暗褐色　ロームブロック・炭化粒子少量，焼土ブロック微量1黒　褐　色　ロームブロック・焼土ブロック・炭化物少量

2　暗　褐　色　ロームブロック中量，焼土ブロック・炭化物少量

第1148号土坑土層解説
1暗　褐　色　ロームブロック中量，焼土ブロック・炭化物少量
2　黒　褐　色　ロームブロック・焼土ブロック・炭化物少量
3　極　暗褐　色　ロームブロック・焼土ブロック・炭化粒子少量

4　暗　褐　色　ロームブロック中量，焼土ブロック・炭化物少量
5　暗　褐　色　ロームブロック・焼土ブロック・炭化物・粘土ブロ

ック少量

第1149号土坑土層解説

1黒　褐　色　ロームブロック・焼土粒子・炭化物少量
2　黒　褐　色　ローム粒子・炭化粒子少量

第1230号土坑土層解説
1黒　褐　色　ロームブロック・焼土ブロック・炭化物少量

2　黒　褐　色　ローム粒子・焼土ブロック・炭化粒子少量

第1231号土坑土層解説
1黒　褐　色　ローム粒子・焼土ブロック・炭化物少量

2　暗　褐　色　ロームブロック中量，炭化粒子少量

第1232号土坑土層解説
1極　暗褐　色　ロームブロック・焼土ブロック・炭化物・粘土粒子

少量

2　黒　褐　色　ロームブロック・焼土ブロック・炭化物少量

第1233号土坑土層解説
1　黒　褐　色　ローム粒子・焼土粒子・炭化物少量
2　暗　褐　色　ロームブロック・焼土ブロック・炭化物少量

3　黒　褐　色　ロームブロック・焼土ブロック・炭化粒子少量
4　暗　褐　色　ロームブロック・焼土粒子少量

第1235号土坑土層解説

1暗　褐　色　ローム粒子中量，炭化粒子少量，焼土ブロック微量
2　暗‘褐　色　ロームブロック中量，炭化粒子少量
3　極暗褐　色　炭化粒子中量，ロームブロック少量

第1236号土坑土層解説

1　暗　褐　色　ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子少量
2　黒　褐　色　ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子少量
3　極　暗褐　色　ロームブロック・炭化物少量

第1237号土坑土層解説

1黒　褐　色　ロームブロック・焼土ブロック・炭化物少量
2　暗　褐　色　ローム粒子多量，焼土ブロック・炭化物少量
3　黒　褐　色　炭化粒子中量，ロームブロック・焼土ブロック少量

第1238号土坑土層解説
1　暗　褐　色　ロームブロック中量，焼土ブロック・炭化物少量
2　黒　褐　色　ローム粒子中量，炭化物少量，焼土粒子微量
3　極　暗褐　色　ローム粒子中量，焼土ブロック・炭化物少量

3　暗　褐　色　ロームブロック中量，炭化物少量

第1289号土坑土層解説
1極　暗褐色　ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子少量
2　黒　褐　色　ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子少量
3　暗　褐　色　ロームブロック中量

第1293号土坑土層解説
1暗　褐　色　ロームブロック・焼土粒子・炭化物少量
2　暗　褐　色　ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子少量

第1294号土坑土層解説

1暗　褐　色　ロームブロック中量，焼土粒子・炭化粒子少量
2　暗　褐　色　ロームブロック中量，焼土粒子・炭化粒子少量

第1295号土坑土層解説

1黒　褐　色　ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子少量
2　極暗褐色　ロームブロック・焼土粒子・炭化物少量
3　暗　褐　色　ローム粒子多量，焼土粒子・炭化粒子少量

第1296号土坑土層解説

1黒　褐　色　ロームブロック・炭化物少量
2　極　暗褐色　ロームブロック・焼土粒子・炭化物少量
3　暗　褐　色　ロームブロック中量，炭化物少量

第1297号土坑土層解説

1黒　褐　色　ロームブロック・炭化物少量
2　極　暗褐　色　ロームブロック・炭化物少量
3　暗　褐　色　ローム粒子中量，炭化粒子少量，焼土粒子微量

第1298号土坑土層解説
1黒　褐　色　炭化粒子中量，ロームブロック・焼土粒子少量
2　暗　褐　色　ローム粒子中量，炭化物少量，焼土粒子微量
3　黒　褐　色　ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量

第1299号土坑土層解説
1黒　褐　色　ロームブロック・焼土粒子・炭化物少量
2　極暗褐色　ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子少量

第1300号土坑土層解説
1黒　褐　色　ローム粒子・焼土ブロック・炭化粒子少量
2　黒　褐　色　ロームブロック・焼土ブロック・炭化物少量
3　極　暗褐色　ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子少量

第1301号土坑土層解説
1暗　褐　色　ローム粒子多量，焼土粒子少量，炭化粒子微量
2　暗　褐　色　ローム粒子多量，焼土ブロック・炭化粒子少量

第1302号土坑土層解説
1黒　褐　色　ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子少量
2　暗　褐　色　ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子少量
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第281図　土坑実測図（5），第1237号土坑出土遺物実測図

第1237号土坑出土遺物観察表（第281図）

0　　　2cm

［＝土＝」

番号 器 種 長 さ 幅 厚 さ 重 量 材　 質 特　　　　 徴 出土位 置 備　　 考

覆土 中 M lO 14 2
1 鉄　 カ （4．4） （0．5） 0．5 （2，8） 鉄 断面方形 の棒状 ，鉄鉄 の茎部 カ。

4　遺構外出土遺物

今回の調査で出土した遺構に伴わない主な遺物について，遺物観察表で記述する0

⊂云

第282図　遺構外出土遣物実測図（1）
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遺構外出土遺物観察表（第282～284図）

番号 種 別． 器　 種 口 径 器 高 底 径 胎　 土 色　 調 焼成 手 法 の 特 徴 出土位置 備　　 考

1 土師器 杯 ［13．5］ 4．8 － 石英 ・赤色粒子 にぷい橙 普通 体部外面へラ削り，内面へラ磨き P ll区確認面 P lO 75 9，6 0％

2 土師器 杯 ［13．6］ 4．6 － 石英 ・赤色粒子 にぷい橙 普通 体部外面へラ削り，内面横ナデ SI1358確認面 P lO 76 0，5 0％

3 土師器 杯 ［1 1．6］ 3．5 － 雲母 ・長石 ・石英 明赤褐 普通 休部外面へラ削り，内面放射状の暗文 Q ll区確認面 P lO 76 1， 50％

4 土師器
ミニチ ュ

ア土器 カ
（5．7） 石英 にぷい橙 普通 脚部外面ナデ 表土中 P lO 77 9，3 0％

5 須恵器 提　　 瓶 （5．3） 長石 ・黒色斑 点 暗灰 良好
体部外面カキ目調整，内面ロクロナデ，

P80034（174集）と同一個体の欄 賄 り
SI1241覆土中 T P l OO 26， 5 ％，

6 須恵器 提　　 瓶 － （13．6） － 長石 「黒色斑 点 暗灰 良好 体部外面カキ目調整，内面ロ‘クロナデ SD 35覆土中 T P l OO 27， 20％

7 土師器 杯 1 1．6 3．1 7．6 雲母 ・石 英 にぷい橙 普通 体部ロクロ整形，底部回転糸切り P ll区確認面 P lO 7 62， 80％

8 土師器 ま不 12．7 3．9 7．4 雲痩 ・石 英 にぷい橙 普通 体部ロクロ整形，底部回転糸切り SI1314 覆土中 P lO 7 63， 80％

9 土師器 小　　 皿 9．7 2．1 7．0 雲母 ・赤色粒 子 明赤褐 普通 体部ロクロ整形，底部回転へラ切り P ll区確認面 P lO767，90％，P L 62

10 土師器 杯 ［14．4］ （2．9） 長石 にぷい橙 普通 体部 ロクロ整形 P lO区確認面
P lO 7 64 ， 5 ％ ，

体部外面墨書 「得カ」

1 1 土師器 高台付椀 （4．3） 8．0 雲 母 浅黄橙 普通
体部内面へラ磨き，底部回転

へラ切 り後，高台貼 り付け
P ll区確認面

P l O7 66， 5 0％ ，

体部外面墨書 「□」

1 2 須恵器 J不 13．2 4．6 5．8 雲母 ・長石 ・石英 灰 普通
体部下端手持 ちへ ラ削 り，

底部一方向のヘ ラ削 り
SI999覆土中

P l O7 81， 6 0％ ，

内面漆付着，P L 63

1 3 須恵器 ＝量ゴー重臣 － （2．0） ［6．0］ 長石 ・石 英 褐灰 普通 底部回転糸切 り Q ll区確認面 P lO 7 72， 5 ％

1 4 須恵器 長 頸 瓶 － （2．4） ［8．6］ 長石 灰 良好 高台貼り付け後口クロナデ，内面自然粕 P lO区確認面 P lO 7 74， 5 ％

1 5 灰粕陶器 長 頸 瓶 － （2．6） 7．4 赦 密 灰 自 良好 高台貼り付け後口クロげ ，軸は流し掛け P lO区確認面 P lO 7 73， 5 ％

1 6 須恵器 短 頸 壷 （3．9） ［1 5．0］ 長石 灰 良好
高台貼 り付 け後， ロク ロ

ナデ
P lO区確認面

P lO7 75 ， 5 ％ ，

内 ・外面 自然粕

1 7 須恵器 嚢 － （10．0） － 雲母 ・長石 ・石英 灰 普通 体部外面平行叩き，内面円状の当て具痕 P lO区確認面 T P lOO 2 3， 5 ％

1 8 須恵器 大　　 喪 － （1 0．4） － 長石 灰 良好 酎桝面櫛措波状文，内面ロクロナデ Q ll区確認面 T P lOO 24， 5 ％

1 9 土師器
鉄 鉢 形

土　　 器
［17．8］ （3．8） 長石 ・石英 にぷい橙 普通 体部内 ・外面へ ラ磨 き P ll区確認面 P l O7 68， 5 ％

2 0 陶　 器 大　　 喪 ［39．5］ （5．0） － 長石 灰 黄褐 普通 口緑部横ナデ，緑帯はN 字状 Q ll区確認面 PlO776，5％，常滑

2 1 土師質土器 鉢 ［29．0］ （6．9） － 長石 ・石英 橙 普通 体部下端へラ削り，内面へラナデ Q ll区確認面 P l O7 70， 10％

2 2
土師質

土　 器
鉢 ［30．4］ 1 0．6 ［6．0］ 雲母 ・長石 ・石英 にぷい橙 普通 体部内 ・外面へ ラ磨 き

SI133 5 付近

確認面
P lO4 09， 20％

2 3 土師質土器 鉢 ［28．6］ 9．2 ［9．6］ 雲母 ・長石 ・石英 橙 普通 体部内 ・外面へ ラ磨 き Q lO区確認面 P lO7 7 1， 30％

2 4 土師質土器 内耳土器 （4．8）
雲母 ・長石 ・石

英 ・赤色粒 子
にぷい橙 普通 耳部貼 り付 け後， ナデ

S F 2付近確

認面

P lO7 78 ， 5 ％ ，

外面炭化物付着

番号 券 種 長 さ 最大径 最小径 重 量 材　 質 特　　　　　 徴 出土位置 備　　 考

2 5 耳　 栓 2．8 2．3 0．2 1 0．1 土　 製 ナデ，にぷい褐色 を呈す る。 P ll 区確認面 D P lO O2 6， 1 00％

2 6 有溝土錘 4．8 1．8 1．7 1 5．8 土　 製 ナデ，側面 を幅 0．2 cm の溝 が周回する。 S I1245覆土中 DP lOO27，100％，P L66

番号 券 種 長 さ 最大径 厚 さ 重 量 材　 質 特　　　　　 徴 出土位置 備　　 考

2 7 石　 鉄 1．1 1．6 0．3 0．5 黒 曜 石 無茎，押庄剥離。 P lO区確認面 Q l OO 30， 10 0％

番号 器 種 径 厚 さ 孔 径 重 量 材　 質 特　　　　　 徴 出土位置 備　　 考

2 8 紡錘車 4．0 1．8 0．7 （3 8．6） 粘 板 岩 無文，円錐台形，外面漆付着。漆付着部は黒色，その他は灰色。 P lO区確認面 Q lOO27，95％，P L67

29 紡錘車 5．0 1．8 0．7 （3 0．4） 粘 板 岩 無文，円錐台形，外面漆付着。漆付着部は黒色，その他は灰色。 P lO区確認面 Q lOO28，60％，P L67
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番号 器 種 長 さ 幅 厚 さ 重 量 材　 質 特　　　　　 徴 出土位置 備　　 考

30 銘尾 カ （2．6） 1．7 0．3 （4．1） 鉄 板状，一端は半 円形を呈する。馬具の帯金具カ。 P ll区確認面 M lO 158，PL 69

3 1 刀　 子 （9．3） （11 ）ナ 0．4 （9．1） 鉄 刃部 ・茎部の破片，関部不明。 P ll区確認面 M lO 159

3 2 鉄 （8．4） 1．9 0．8 （11ユ） 鉄 箆被部から茎部 にかけての破片，台状関有 り。 SI737 覆土中 M lO 177

3 3 鉄 （15．8） （0．9） 0．9 （22．3） 鉄 柳 葉式，台状関有 り。 SK327 覆土中 M l O 178

3 4 鎌 ［20．1］ （4．1） 0．4 （88．0） 鉄 刃部は強く攣曲，基部は上半部のみを折 り返す。 SI367 覆土中 M l O 179

3 5 鎌 （6．3） （4．1） 0．2 （16．0） 鉄 刃部の破片。 P lO区確認面 M lO 160

3 6 鎌 （6．0） （4．1） 0．4 （27．0） 鉄 基部の折 り返 し部分 は三角形 を呈す る。 Pll区確認面 M lO 16 1

3 7 鎌 （12．4） 4．0 0．3 （54．0） 鉄 切先，基部の一部欠損。 P12区確認面 M lO 162，PL 69

3 8 不　 明 （18．4） 5．6 0．7 （12 6） 鉄 先端部欠損，基部 に目釘穴有 り。 Pll区確認面 M lO 163

3 9 釘　 カ （8「5） 0．7 0．4 （11．1） 鉄 断面長方形の棒状で，一端が尖る。頭部欠損の角釘カ。 Pll区確認面 M lO 164

4 0 不　 明 （6．8） 0．5 0．4 （8．0） 鉄 断面長方形の棒状で，一端が細る。頭部欠損の角釘カ。 Q lO区確認面 M lO 165

4 1 門　 カ （5．1） 0．7 0．5 （9．2） 鉄 断面長方形の棒状で，一端は直角に屈曲す る。 PlO区確認面 M lO 166

4 2 不　 明 （5．1） 0．4 0．4 （3．8） 鉄 断面方形の棒状，鉄鉱 の茎部 カ。 Pll 区確認面 M lO 167

4 3 不 ．明 （3．5） 0．7 0．6 （2．9） 鉄 断面長方形の棒状，若干攣曲，角釘の脚部 カ。 Pll 区確認面 M lO 168

番号 銭 名 径 孔 重量 初鋳年 材　 質 特　　　　　 徴 出土位置 備　　 考

44 不　 明 2．5 0．6 2．7 不明 銅 円体方形，無背銭，緑青により判読不明。 PlO区確認面 M lO169

表2　古墳時代住居跡一覧表

番 号 位 置 主 事由方 向 平 面 形
規　 模 （m ）

（長軸 ×短軸）

壁 高

（cm ）
床面

内　　 部 ・ 施　　 設

覆土 出　 土　 遺　 物
備　　 考

（時 期）
壁溝 主柱穴 出入口 ピット 貯蔵穴 竃・炉

658 0 13 h 2 N ＿11。－W 方　 形 10．84　× 10．68 37 ～ 50 平 坦 全周 5 － 20 －
竃 1 人為 土師器 （杯 ・嚢），釘 7 世紀前葉

1089 0 13 i 3 N －140－W 方　 形 6．53　×　5．78 12 ～ 38 平坦 ［全周］ 4 1 6 － 竃 1 人為
土師器 （杯 ・高杯 ・鉢 ・嚢），支脚 6 世紀後半

1090 0 13 i 3 N ＿9 0－W ［方　 形］ 3．30　×（3．00 ） 15 平坦 ［全周］ － 2 1 － 竃 1 人為
土師器 （杯 ・嚢） 7 世紀前半

1092 P 13 e 7 N ＿14。－W ［方　 形］ 4．65　×（2．60 ） 4 平 坦 ［全周］ － － － －
竃 1 － 土師器 （高杯）

6 世紀後半

1098 P 13 g 3 N ・－220－W ［方　 形］ 8．25　×（4．60 ） 31 平坦 ［全周］ 2 － － － 竜 1 人為
土師器 （杯 ・嚢 ・甑），紡錘車 6 －世紀後半

1251 P 13 d 2 N －3 0－E 方　 形 7．20　×　7．02 21 平 坦 全周 3 1 4 － 竃 1 人為
土師器（高杯・卦 ，須恵器（杯身・杯勤 鉄錐，刀子 7 世紀後半

1254 P 13 b 3 N －5 。－W ［方　 形］ 6．02　×［5．50 ］ 23 平 坦 一部 4 1 －
竃 1 自然 土師器 （杯 ・嚢 ・甑） 7 世紀前葉

1303 Q lO b 8 N －9 0－W 方　 形 5．42　×・5．3 1 5 平坦 ［全周］ 4 1 1 － 竃 1 人為 土師器 （杯 ・嚢）
7 世紀前半

1305 Q lO c 4 N －4 0－W 方　 形 6．46　×　5．97 28 平 坦 全周 4 2 － 1 竃 1 自然 土師器 （杯 ・鉢 ・棄），支脚，不明鉄製品 7 世紀前半

1309 Q lO a 3 N －4 0－W 方　 形 3．75　×　3．48 － 平 坦 全周 － 1 － 1 竃 1 － 土師器 （高杯 ・嚢）
7 世紀前半

1317 P lO h 7 N －3 0－E 方　 形 4．70　×　4．40 5 平坦 ［全周］ 4 1 － － － 自然
土師器 （杯 ・嚢），刀子，釘 7 世紀前半

1320 P ll e 2 N －780－E 方　 形 5．80　×　5．69 18 ～ 37 平坦 ［全周］ 4 2 － － 竜 1 自然
土師器 （杯 ・鉢 ・棄） 7 世紀後半

132 1 P lO f 9 N －1 0－E 方　 形 5．50　×　5．50 15 ～ 20 平 坦 ［全周］ 4 1 － 1 竃 1 自然 土師器 （杯 ・嚢），小玉，支脚 7 世紀前半

1327 P ll b l N －2 0－E 方　 形 4．70　×　4．50 3 平坦 一部 4 1 6 － 竃 1 － 須恵器 （施）
7 世紀

1332 P lO a 8 N －0 0 ［方　 形］ ［4．30］×［4．0 0］ － 平坦 － 4 1 － － 竜 1 － 土師器 （嚢）
7 －世紀

1334 P ll b 4 N －6 。一E ［方　 形］ ［4．20］×［4．20 ］ － 平坦 － － 1 1 － － － 土師器 （杯 ・嚢）
6 世紀

1337 P ll a 3 N －5 0－E 方　 形 5．38　×　5．10 10 － 15 平坦 一部 4 1 － －
竃 1 人為 土師器 （杯 ・嚢），刀子 7 世紀後半

1342 0 11g 3 N －130－W ［方　 形］ 4．89　×（3．80 ） 30 平坦 一部 4 1 － －
竃 1 自然 土師器 （嚢） 6 世紀後半

1366 P 12 b 5 N －170－E ［方　 形］ 5．48　×（4．94 ）10 ～ 12 平坦 ［全周］ 3 1 － －
竃 1 人為 土師器 （杯 ・壷），支脚 7 世紀後半

1378 0 12 h 8 N －280－W ［方　 形］ （3．30）×（2．20 ） 25 平坦 一部 － － 17 －
竃 1 自然 土師器 （杯 ・鉢 ・嚢） 6 －世紀後半

1380 P 13 a l N －150－W 方　 形 5．65　×　5．65 30 ～ 52 平坦 一部 4 1 11 1 竃 2 自然 土師器 （杯 ・高杯 ・鉢 ・嚢 ・甑），支脚 6 －世紀後半

1383 0 10 i 9 N －100－W 方　 形 ［6．20］×［5．7 2］ － 平坦 － 4 2 － 1 竃 1 － 土師器 （杯 ・嚢）
7 世紀前半
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表3　奈良・平安時代住居跡一覧表

番 号 位 置 主 軸 方 向 平 面 形
規　 模 （m ）

（長軸 ×短軸）

壁 高

（cm ）
床面

内　　 部　　 施　　 設

覆土 出　 土　 遺　 物
備　　 考

（時 期）
壁溝　 主柱穴 出入ロ　 ピット 貯蔵穴　竃 ・炉

1081 0 14 j 5 N ＿6 0 ＿E ［方　 形］ 3．52　×（3．22） 2 ～ 10 平坦 ［全周］ 1 1 － ー　 竃 1 自然 土 師器 （杯 ・嚢），砥石 10 世紀前半

1082 0 14 j 5 N －170 －W 長方形 3 ．82　×　 3．09 3 － 13 平坦 全周 － － 4 － 竃 1 自然 須恵器 （杯 ・襲） 9 世紀後葉

10 83 0 13 i 6 N －2 。－W ［方　 形］ （5．53）×（5．10） 22 ～ 37

1

平坦 ［全周］ 4 1 1 － 竃 1 人為
土師器 （椀 ・嚢 ・甑），須恵器 （杯 ・
蓋 ・鉢），釘，刀子，帯金具

8 世紀前葉

10 84 P 13 a 5 N －900 －E 長方形 4．40　×　 3．68 5 ～ 13 平坦 ［全周］ 4 1 － － 竃 1 自然 土師器 （小皿 ・椀 ・嚢），管状土錘
10 世紀後半

1085 P 13 b 5 N －7 0－E 長方形 3．75　×　 3．25 3 － 20 平坦 一部 3 － － 1 竃 1 人為
土師器 （椀 ・小 皿 ・襲），灰 粕 陶器
（長頸瓶），管状土錘，釘

10 世紀後半

1086 P 13 C 5 N －100－W 方　 形 4．15　×　 3．9 6 12 平坦 全周 4 1 － － 竃 1 自然 土師器 （椀 ・皿・嚢），須恵器 （杯），球状土錘
9 世紀復業

1087 P 13 C 6 N ＿7 0＿E 方　 形 6．32　×　6．20 30 ～ 40 平坦 ［全周］ 4 3 － － 竃 1 人為
土師器 （杯 ・嚢 ・甑），須恵器 （杯 ・
蓋 ・嚢 ・鉢），鎌，刀子，転用硯

8 世紀前葉

1088 P 13 e 6 N －10。－E ［方　 形］ ［4．10］×［4．10 ］ 0 ～ 20 平坦 一部 － － 9 － 竃 1 人為 土師器 （杯 ・皿・嚢），須恵器 （杯 ・嚢），砥石
9 世紀後葉

1091 0 13 i 4 N －5 0－E 長方形 7．10　×　 6．73 30 ～ 50 平坦 全周 4 1 － － 竃 1 人為
土師器 （嚢），須恵器 （杯 ・蓋 ・嚢 ・
甑 ・円面硯 ），巡方，鎌

8 世紀中葉

1093 P 13 e 4 N ＿7 0＿E 方　 形 3．43　×　 3．38 12 平坦 全周 3 1 － － 竃 1 人為 土師器 （小皿 ・嚢），棒状鉄製品 10 世紀後半

1094 P 13 C 5 N －100－E 長方形 2．67　×　 2．26 22 ～ 26 平坦 全周 － 1 4 － 寵 1 人為 土 師器 （小 皿 ・椀 ・嚢），支脚 10 世紀後半

1095 P 13 C 5 ［N －2 0－W ］ ［方　 形］ （1．66）×（0．31’） 4 平坦 一部 － － － － － 人為
8 ～ 10 世紀

1096 0 13 i 2 N －3 0－W 方　 形 4．93　×　 4．72 38 ～ 4 7 平坦 全周 4 1 4 － 竃 1 人為 土師器 （杯・嚢），須恵器 （杯 ・蓋・嚢），鍍
8 世紀前半

1d97 0 13 f 4 N －8 0－W 方　 形 3．40　×　 3．37 － 平坦 一部 3 1 2 － 竜 1 人為 土師器（軌 須恵器（杯・蓋・賓・鉢），刀子，鉄 8 世紀中葉

1099 P 13 h 2 N －2 0－E ［方　 形］ （3．45）×（1．80） 30 平坦 － 1 － 3 － 竃 1 － 土師器 （杯），須恵器 （杯），灰粕陶器 （皿） 9 世紀後菓

1250 P 13 C 4 N ＿2 0 ＿E 方　 形 ［4 ．10］×［3．90］ 20 － 25 平坦 － 3 1 48 － 竜 1 人為 土師器 （杯 ・椀 ・小皿），鉄鉱 ，刀子 10 世紀以降

12 52 P 13 C 3 N －3 0 －E 方　 形 7．20　×　 7．02 0 ～ 2 1 平坦 全周 4 2 21 － 竃 1 自然
土師器 （嚢 ・甑），須恵器 （杯 ・蓋 ・鉢），
刀子，餃具，鉄，管状土錘

8 世紀前葉

12 53 P 13 a 4 N －100 －W 長方形 4．48　×　 4．27 22 ～ 30 平坦 全周 4 1 2 － 竃 1 人為
土師器 （杯 ・椀 ・嚢 ・甑 ・瓶）， 灰粕
陶器 （椀），管状土錘，刀子，鉄鉄

10 世紀前半

1255 P 13 b 3 N ＿l O ＿W 方　 形 3．60　×　 3．35 12 平坦 一部 10 － 竃 1 人為 土師器 （杯 ・椀 ・嚢），靖羽 口，刀子
10 世紀前半

1256 0 13 i7 N －9 0 －W ［方　 形］ ［3．80 ］×［3．50］ － 平坦 一部 4 1 10 － 竃 1 － 土師器 （椀 ・甑）
10 世紀前半

1257 0 12 g 5 不　 明 ［長方形］ （1．00 ）×（0．55） 35 平坦 － － － － － － － 不明

1300 Q lO d 6 N ＿3 0＿E 方　 形 3．62　×　3．40 24 ～ 26 平坦 全周 － 1 4 － 竃 1 人為 土師器 （嚢），須恵器 （杯 ・蓋）
由世紀後棄

1301 Q lO d 8 N －2 0－E 長方形 4．02　×　3．42 － 平坦 一部 4 1 9 － 竃 1 － 土師器 （嚢），須恵器 （杯） 8 世紀前葉

1302 Q lO d 9 N －5 。－W 方　 形 4．36　×　 4．26 － 平坦 全周 4 1 9 － 竃 1 － 土師器 （杯・椀），須恵器 （杯・嚢），不明鉄製品
9 世紀後半

1304 Q lO b 7 N －850－E 長方形 4．62　×　 4．15 20 ～ 25 平坦 全周 4 1 － － 竃 1 人為 土師器 （椀 ・嚢），須恵器 （杯 ・蓋 ・嚢 ・鉢） 9 世紀中葉

1306 Q lO d O 不　 明 ［方　 形］ （3．02）×（0．82） 4 2 平坦 ［全周］ － － － － － 自然 8 世紀 カ

1307 P lO i 4 N －2 。－W 方　 形 3．65　×　 3．52 13 ～ 2 1 平坦 全周 4 1 1 － 竃 1 人為 土師器 （鉢・喪主須恵器 （杯・蓋・勤，雲母片岩
8 世紀前葉

1308 P lO h 2 N －850－E ［方　 形］ （3．17）×（1．78） 5 平坦 一部 － － 1 － 竃 1 自然 土 師器 （椀 ・円筒形土器 ・置き竃 ）
10 世紀前半

1310 P lO j 6 N ＿9 0 ＿W 方　 形 ム80　×　 4．58 － 平坦 全周 － － － － ［竃 1］ － 土 師器 （椀 ・嚢 ・円筒形土器） 10 世紀前半

1311 P ll i l N －920 －W ［方　 形］ ［3．50］×［3．50］ － 平坦 － － － － － 竃 1 － 土 師器 （椀 ・嚢），灰粕 陶器 （瓶）

須恵器 （杯 ・嚢）

10 世紀後半

13 12 P lO j 6 N －120 －E 長方形 6．02　×　 4．53 － 平坦 ［全周］ － － － － ［竃 1］ － 9 ～ 10 世紀

13 13 P lO j 7 N －3 0 －W ［方　 形］ 4．56　×（2．39） － 平坦 ［全周］ － － － － －

自然

人為

自然

9 世紀 中葉

13 14 P lO j8 N －800 －E 長方形 5．98 ．×　 3．45 15 ～ 22 平坦 全周 － 1カ 3 － 竃 1
土師器 （杯 ・椀 ・嚢），灰粕陶器 （椀 ），
摘み鎌，釘， 目貫，支脚

10 世紀前半

13 15 P lO iO N －2 0 －W 方　 形 5．10　×　4．69 28 ～ 56 平坦 全周 3 1 － － 竃 2
土師器（杯 ・皿 ・椀 ・鉢 ・嚢），須恵器（杯 ・
嚢 ・甑），灰粕陶器（椀 ・長頸瓶），釘

9 世紀復業

1316 P lO j O N ＿8 。＿E 方　 形 3．00　×　2．9 5 36 － 65 平坦 全周 4 1 － － 竃 1
土師器 （嚢），須恵器 （杯 ・蓋 ・甑 ），
鉄鎌，刀子，紡錘車

8 世紀後葉

1318 P lO h 6 N ＿0 。＿ 長方形 5．48　×　3．92 － 平坦 ［全周］ 3 1 － － 竃 1 土師器 （杯 ・円筒形土器），須恵器 （杯） 9 世紀後菓

1319 P ll f 2 N －170－E 方　 形 3．67　×　3．43 6 ～ 34 平坦 全周 － 1 － － 竃 1 自然 土師器 （動 ，須恵器 （判，転用紡錘車，刀子，砥石 8 世紀復業

1322 P lO i 9 N －0 。 長方形 4．70　×　 3．9 1 22 ～ 42 平坦 ［全周］ － 1 4 － 竃 1 自然 土師器 （嚢），須恵器 （杯 ・甑），釘 9 世紀中葉

1323 P lO e O N － 5 0－E 長方形 5．30　×　 4．18 6 ～ 14 平坦 全周 － － － － ．竃 1 人為 土師器 （椀 ・棄），須恵器 （杯 ・蓋 ・嚢） 9 世紀後半

1324 P lO j 9 N ＿ l O＿W 長方形 4．26　×　 3．58 43 ～ 52 平坦 ［全周］ － 1 － 1 竜 1 自然
土師器（杯 ・椀 ・皿），須恵器（短頸壷 ・嚢），
灰粕陶器（皿），‾刀子，紡錘車，餞益神宮

9 世紀復業

1325 P lO f O N －150 －W 方　 形 3．11 ×　 3．00 20 平坦 全周 － 1 － － 竃 1 自然 土 師器 （杯 ・棄） 8 世紀前葉

1326 P lO f 9 N ＿0 。 方　 形 3．76　×　 3．49 18 － 25 平坦 全周 4 1 － － 竃 1 自然 土師器 （嚢），須恵器 （杯 ・襲），砥石 8 世紀前葉

132 8 P lO j 9 N ＿2 0 ＿E 方　 形 2．75　×　 2．75 35 平坦 ［全周］ － 1 － － 竃 1 自然
土師器 （杯 ・嚢）， 須恵 器 （嚢）， 灰粕
陶器 （長頸瓶），紡錘車，釘 ヵ

土師器 （杯 ・嚢），須恵器 （棄）

9 世 紀末葉

1329 P ll b l N －55。－E ［長方形］ ［4．60］×［3．80］ － 平坦 － 3 1 5 － 竃 1 － 8 世紀 以降

1330A P lO c O N －90。－E 方　 形 4．25　×　 4．10 10 ～ 19 平坦 ［全周］ 4 1 竃 1 9 －世紀後葉
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1330 B P lO c O N ＿0 。 長方形 4．82　×　4．10 10 ～ 19 平坦 ［全周］ 4 1 4 －
竃 1 自然

土師器（杯・椀・皿・勤，須恵器（杯・襲・甑），灰鋸勾
器（長頸瓶・椀），緑粕陶器（椀），刀子，砥石，洋子

9 世紀後菓

1331 P lO b O N －2 0－W 長方形 3．50　×　3．08 － 平坦 一部 3 1 3 －
竃 1

－
土師器 （皿） 9 世紀後葉

133 3 P ll i 2 N －0 0 ［長方形］ ［3．90］×［3．30］ － 平坦 － － － － －
竃 1

－
土師器 （嚢） 9 世紀

1335 ＿ P ll c 4 N －8 0－E 方　 形 3．48　×　3．40 24 ～ 32 平坦 全周 － 1 1 －
竃 1 人為

土師器 （椀 ・鉢 ・聾），須恵器 （杯 ・
鉢）

9 世紀中葉

1336 P lO h 9 N －970－E 長方形 3．98　×　3．28 18 ～ 36 平坦 全周 － 1 1 1 竃 1 自然 土師器 （杯・棄），転用紡錘車，不明銅製品，餃具 10 世紀後 半

1338 P ll a 3 N ＿5 0■E ［方　 形］ ［3．50］×［3．50 ］ 0 平坦 － 4 － － －
竃 1

－
土師器 （杯 ・小皿 ・椀） 10 世紀以 降

1339 P ll b 5 N －4 0－W ［方　 形］ 3．40　×（1．08 ） 13 ～ 17 平坦 － 1 － 2 － －
自然 土師器 （椀 ・嚢） 10 世紀

1341 P ll a 4 N －840－W ［長方形］ 2．87　×（2．55） 15 平坦 ［全周］ － － － － －
自然 土 師器 （小皿 ・椀） 10 世紀後半

1344 0 11 j 3 N －1020－E 長方形 3．24　×　2．80 － 平坦 ［全周］ － － － － － －
9 世紀

1345 ・ P ll ．a 2 N －160－W 長方形 3．62　×　3．08 2 ～ 10 平坦 一部 4 1 4 －
竜 ・炉 自然 土師器 （杯・小皿・椀・棄・坤断 線軌 刀子，鋼津 10 世紀後半

1346 P lO e 7 N －6 0－W 方　 形 2．72　×　2．55 0 ～ 5 平坦 一部 － 1 － －
竃 1 自然 9 世紀

1348 0 10 i 8 N －0 。 ．長方形 ［3．10］×［2．60］ － 平坦 ［全 周］ － － － －
［竃1］

－
平安時代

1349 P lO c 3 N ■5 0－E 方　 形 4．14　×　3．84 0 ～ 12 平坦 全周 4 1 － 1 竃 1 自然 土師器 （嚢），須恵器 （杯 ） 8 世紀後半

1350 P 12 f 4 N －88 0－E ［方　 形］ ［2．60］×［2．40］ － 平坦 － － － － －
［竃 1］

－
10 世紀後半

1351 P 12 g l N －4 0－W ［長方形］ 3．62　×［2．80］ 0 ～ 6 平坦 一部 2 1 8 －
竃 1 自然 土師器 （杯 ・小皿），刀子 ，鉄鉄 10 世紀以降

1352 P 12 g l N －9 0－E 方　 形 3．96　×　3．76 10 ～ 12 平坦 全周 2 1 11 －
竃 1 人為 土師器 （皿 ・椀），須恵器 （嚢），砥石 9 世紀後葉

1353 P 12 e l N ＿2 0－E ［方　 形］ 4．94　×（1．88） 4 ～ 13 平坦 ［全周］ 2 1 2 － －
自然 土師器 （嚢），須恵器 （杯） 9 世紀前半

1354 P 12 g 2 N －100－W ［長方形］ ［3．55］×（3．50） － 平坦 － 4 － － －
［竃1 ］

－
土師器 （杯 ・椀） 10 世紀

1355 P ll f O N －6 0－W 長方形 5．4 0　×　4 ．86 16 ～ 45 平坦 全周 － 2 － －
竃 1 人為

土師器（杯 ・嚢），須恵器（杯 ・高盤・蓋 ・嚢 ・
短頸壷），灰粕陶器（長頸瓶），刀子，鎌，鉄斧

9 世紀 中葉

1356 P 12 g l N －2 0－E 長方形 4．2 6　×　3．76 4 ～ 20 平坦 全周 4 1 3 －
竃 1 人為 土師器 （嚢），須恵器 （杯） 9 世紀前葉

1357 P ll i O N －980－E ［長方形］ ［3．20 ］×［2．36］ － 平坦 一部 1 － 2 －
［竃1 ］

－
土師器 （小皿） 10 世紀後半

1358 P ll g 9 N －800＿E 長方形 3．82　×　3．2 0 10 ～ 20 平坦 一部 － 1 8 －
竃 1 人為

土師器 （小皿 ・椀 ・嚢），須恵器 （嚢），
灰粕陶器，紡錘車，釘

10 世紀後半

1359 P ll h 9 N －830－E 方　 形 ・ 2．70　×　2．70 6 ～ 8 平坦 一部 4 1 － －
竃 1 自然 土師器 （杯 ・小皿），砥石 10 世紀後半

1360 P ll j 9 N －830－E ［長方形］ ［3．70］×［3．00 ］ － 平坦 － － － 2 －
［竃1 ］

－
土師器 （椀 ・嚢） 10 世紀

1361 P 12 g 9 N －100－W ［方　 形］ ［6．60］×［6．25］ 0 ～ 10 平坦 一部 4 1 2 －
竃 1 自然 土師器 （嚢），須恵器 （杯 ・蓋） 9 世紀前葉

1362 P 12 e 8 N ．4 0＿E 長方形 4．52　×　4．00 4 ～ 14 平坦 全周 4 1 2 －
竜 1 自然 土 師器 （棄），須恵器 （杯） 8 世紀復業

1363 P 12 e 9 N －230－W ［長方形 ］ ［6．66］×［3．48］ － 平準 － － － 13 －
竃 1

－
土 師器 （杯 ・椀 ） 10 世紀前半

1364 P 12 d 6 N －3 0－E 方　 形 3．30　×　3．30 10 ～ 20 平坦 全周 － 1 － －
竃 1 自然 土 師器 （杯 ・嚢） 8 世紀前半

1365 P 12 C 5 N －6 0－E 方　 形 2．82　×　2．68 8 ～ 20 平坦 全 周 － － － －
竃 1 自然 土 師器 （嚢），須恵器 （杯 ・壷 ） 8 世紀後葉

1367 P 12 C 7 N ＿4 0＿W 方　 形 3．68　×　3．34 12 ～ 15 平坦 一部 3 － － －
竃 1 自然 土 師器 （嚢），須恵器 （杯），刀子 8 世紀後 菓

1368 P 12 C 7 N ＿14 0－E 方　 形 3．00　×　2．90 12 ～ 16 平坦 全周 － 1 － －
竃 1 人為 土師器 （嚢），須恵器 （杯） 9 世紀

1369 0 12 i 5 N ■630－E ［方　 形］ 3．40　×（2．50） 8 平坦 － 2 － － －
竃 1 自然 土師器 （杯 ・椀 ・聾），灰粕 陶器 （瓶） 10 世紀前半

1370 0 12 j 5 N －1 0－W 方　 形 6．38　×　5．96 35 ～ 50 平坦 全周 4 1 1 －
竃 1 自然 土師器 （嚢），須恵器 （杯 ・蓋 ・嚢 ・鉢） 8 世紀復業

1371 P 12 d 9 N －130－E ‾［方　 形］ ［3．26］×　3．12 0 ～ 10 平坦 一部 4 1 － －
竃 1 自然 土師器 （嚢），須恵器 （杯），不明鉄製品 8 世紀後半

1372 P 12 d 9 N －3 0－W 方　 形 3．60　×　3．60 2 ～ 18 平坦 全周 3 1 － －
竃 1 自然 土師器 （嚢 ・甑），須恵器 （杯 ・蓋）r 8 世紀前葉

1373 0 12 h 7 N －1 0－E 方　 形 3．44　×　3．20 14 ～ 20 平坦 － 3 － － －
竃 1 人為 土師器 （嚢），須恵器 （杯 ・蓋） 8 世紀後葉

1374 0 12 i7 N －1 0－W 方　 形 3．92　×　3．8 2 28 ～ 43 平坦 全周 － － － －
竃 1 －自然 土師器 （要），須革器 （杯 ・盤），砥石，刀子 8 世紀後菓

1375 0 12 jO N －0 0 ・方　 形 5．18　×　4．90 12 ～ 24 平坦 全周 4 1 － －
竃 1 自然 土師器 （嚢），須恵器 （杯 ・蓋 ・壷） 8 世紀前葉

1376 0 12 i8 N ＿0 0 長方形 3．40　×　2．72 22 ～ 42 平坦 一部 4 － － －
竃 1 自然 須恵器 （杯 ・蓋 ・嚢），刀子 8 世紀中葉

1377 0 12 h O N －700－E 方　 形 3．50　×　3．20 22 ～ 30 平坦 全周 － 1 3 －
炉 ・竃 人為 土師器 （杯 ・椀 ・嚢） 10 世紀前 半

1379 P 13 b l N －820－E 長方形 4ユ4　×　3．26 5 平坦 － － 1 － －
竃 1 自然 土師器 （杯 ・椀 ），紡錘 車 10 世紀前 半

1381 0 12 i 9 N －82 0－E 長方形 3．75　×　2．92 3 ～ 6 平坦 一部 － － 3 －
竃 1 自然 土 師器 （小 皿 ・椀 ） 10 世紀以 降

1382 0 12 i O N －1130－W 長方形 3．78　×　2．95 3 ～ 6 平坦 一部 2 － － －
炉 1 自然 土 師器 （小皿 ・椀） 10 世紀以 降

1390 0 10 i 2 N －3 0－W 方　 形 3．26　×　2．95 6 ～ 10 平坦 全周 1 － － －
竃 1 自然 須恵器 （杯 ・蓋 ・賓） 9 世紀前葉

1391 P lO b 3 N －5 0－W 方　 形 3．96　×　3．88 － 平坦 ［全 周］ 3 ‘1 － － －
8 世紀
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表4　掘立柱建物跡一覧表

番号 位 置 桁行方 向
桁×梁

（間）

規　 模

（m ）

面 積

（d ）

桁 行柱 間

（m ）

梁行柱 間

（m ）

柱　　　　 穴 （cm）

出 土 遺 物
備　 考

（時期）
構造 柱 穴 平 面 形 長径 （軸） 短径 （軸） 深 さ

90 Q lO c O N －860 －E 4 ×2 8．40　×　4．22 35．45 2 ．10 2．1 側柱 8 隅丸長方形 70 ～ 108 62 ～ （72） 38 ～66 土師器片，須恵器片 9 世紀

91 0 12 i 5 N －1 。－W （3 ×1） 7．20　×（2．40） （17．20） 2 ．40 2．4 側柱 6 円形 ・楕円形 103 ～ 127 82 ～ 110 30 ～70
土 師器 （嚢）， 須

恵器 （杯 ・蓋）
9 世紀前葉

92 P lO b 5 N －90 。 2 ×2 4．60　×　4．45 20．47 2．20 2．2 側柱 8 円形 ・楕円形 53 ～　 68 45 ～60 11 ～27 土師器片，須恵器片 中世

93 0 12 j 8 N －2 0 －E 4 ×3 7．65　×　5．25 40．16 1．80 1．80，1．50 側柱 14 隅丸方形 100 ～ 125 94 ～ 115 54 ～92
土師器（軌 須恵器（軒蓋・

盤・高盤・広口長頸壷），釘
9 世紀前葉

94 0 10 j 2 N －2 。－W 3 ×3 6．60　×　5．20 34．32 2．10 1．80 総柱 15 隅丸方形 80 ～ 12 1 77 ～ 107 20 ～55
土 師器 （杯）， 須

恵器 （嚢）
9 世紀中頃

95 0 13 j 5 N －15。－W 4 ×2 8．77　×　4．25 37．27 2．40，1．80 2．40，1．80 総柱 15 円形 70 ～ 113 65 ～ 106 23 ～60
土師器 材、皿 ・杯 ・

椀），釘
10世紀前半

96 P 13 a 2 N －750 －E 2 ×2 5．85　×　5．00 29．25 2．50，3．30 2．5 総柱 9
円 形 ・隅 丸

方形
68 ～ 1・15 67 ～ 105 20 ～50 土師器 （小皿・杯・椀） 10世紀後半

97 P 12 C 6 N －0 0 2 ×2 3．84　×　3．60 13．82 1．80 1．8 総柱 8
円形 ・隅丸方

形 ・隅丸長方形
62 ～ 80 45 ～　 52 22 ～40 土師器 （杯） 8 世紀前葉

98 P 12 a O N ＿4 0 ＿E 2 ×2 5．50　×　5．39 29．65 2．70 2．7 総柱 9
円形 ・隅丸方

形・隅丸長方形－
45 ～ 100 40 ～　 95 50 ～78 須恵器 （杯 ・嚢） 8 世紀中葉

99 P 12 C 9 N ■2 0 ．E 3 ×2 7．70　×　5．26 40．5 2．40 2．4 側柱 10
隅 丸 方 形 ・

隅丸長方形
93 ～ 130 70 ～ 105 19 一一44 須恵器 （杯 ・蓋 ・鉢） 8 世紀中葉

1 11 0 13 i 2 N －780 －E 3 ×2 7．52　×　4．96 37．29 2．50 2．5 側柱 10
円形 ・隅丸方

形 ・隅丸長方形
48 ～　 90 45 ～　 78 20 ～57 銘尾 ・刀子 10世紀前半

1 12 P 13 b l N －740 －E 2 ×2 4．5 1 ×　4．21 18．98 1．80，2．40 1．80，2．40 総柱 9
円 形 ・隅 丸

方形
62 ～ 163 70 ～　 94 30 ～38 土師器 （杯） 10世紀前半

113 0 12 h 5 N ．3 0 ＿W （2 ×2） （5．30）×　3．93 （20．83） 2．50 2．2 側柱 7 円形 ・楕円形 56 ～ 105 53 ～　 78 20 ～58 須恵器 （杯） 8 世紀中葉

114 P 13 a 3 N －750 －E 2 ×2 5．60　×　5．00 28．00 2．50，3．10 2．5 総柱 9
円 形 ・隅 丸

方形
67 ～　 97 63 ～　 90 18 一一60

土 師器 （椀 ）， 管

状土錘
10世紀前半

115 P 12 C 5 N －4 0 －W （3 ×1） 7．30　×（2．65） （19．34） 2．40，2．10 2．4 側柱 6
隅 丸 方 形 ・

隅丸長方形
100 ～ 132 94 ～ 106 28 ～58 須恵器 （杯 ・盤 ・蓋） 9 世紀前葉

1 16 P 12 h 6 N －4 0 －E （2 ×1） 4．57　×（2．53） （11．56） 2．40 2．4 側柱 5
円形 ・楕円形 ・

隅丸長方形
63 ～ 133 55 ～　 90 20 一一50

土 師器 （嚢）， 八

稜鏡
8 世紀前葉

1 17 0 12 h O N －5 。－E （3 ×2） （5．85）×　5．50 （32．18） 2．10 2．7 側柱 9 隅丸方形 109 ～ 133 103 ～ 125 50 ～93
須恵器 （杯 ・蓋 ・

嚢），鉄鉄
8 世紀中葉

131 P 12 b 8 N －750 －E 4 ×2
9．10　×　5．00，

（庇）10．9 ×8．60

45．5，

93．74
2 ．40 2．4

側柱，

三面庇
27 円形 45 ～　 90 40 ～　 80 30 ～68

土師器 （杯 ・椀 ・

嚢），鉄斧
10世紀前半

表5　大形竪穴状遺構一覧表

番号 位 置 長径方向 平面形
規模 （m ）

（長径 ×短径）

深さ

（cm ）
壁面 底面 覆土 田　　 土　 遺　 物

備　 草

（時 期）

4 P lO g 5 N ＿280－E 楕 円形 3．54　×　3．16 65 外傾 平坦 人為 土師器 （杯 ・嚢 ・甑），須恵器 （杯 ・嚢） 8 世紀前葉

5 P 12 i 3 N －640－W 円　 形 3．18　×　2．97 85 外傾 甲凸 人為 土師器 （杯 ・椀 ・小皿） 10 世紀 後半

6 P 14 a 2 N －130－W 円　 形 3．65　×　3．37 177 綬斜 皿状 人為 土師器 （杯・椀・嚢・羽釜），須恵器 （横塀カ），餃具，刀子 10 世紀前 半

7 P 13 d O N －350細W 円　 形 2．40　×　2．33 66 媛斜ノー

1．

平坦 人為 土師器 （杯 ・嚢），須恵器 （杯 ・短頸壷），鎌 8 世紀 前葉

表6　方形竪穴状遺構一覧表

番号 位 置 主軸方向 平面形
規模 （m ）

（長径 ×短径）

深さ

（cm）
壁面 底面 覆土 出　　 土　　 遺　　 物

備‾考

（時 期）

22 0 11 h 3 N －150－W 長方形 2．50　×　2．13 20～32 外傾 平坦 人為 青磁片，鉄淳 中世前半

23 0 11 g l N ■4 0－W ［方形］ 3．21 ×（1．72） 38～58 垂直 平坦 人為 棒状鉄製品，釘カ，鉄淳 中世

24 0 11 i l N －790－E 方　 形 2．42　×　2．26 32～44 垂直 平坦 人為 土師器片，須恵器片，鉄浮，炭化物 中世
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表7　井戸跡一覧表

番号 位 置 長．径方向 平面形
規模 （m ）

（長径 ×短径）

深さ

（cm）
壁面 底面 覆土 出　　 土　　 遺　　 物

備　 考

（時 期）

34 P ll g 3 N －580－E 楕円形 ［2．50］×［1．94］ ［390］ 外傾 ［平坦］ 人為 土師器（椀・円筒形土器L 須恵器（嘲，灰粕陶器（㈱ 誹拓カ 10世紀前半

35 P lO d 6 N ＿760－W 楕円形一 1．56　× 1．17 ［180］ 外傾 間 人為 中世

36 P ll f 9 － 円　 形 2．80　×（1．91）
［占48］ 外傾 閲 人為 土師器片 （椀），須恵器片，柑堀，鉄浮 10世紀後半

表8　道路跡一覧表

番号 位　　 置 方 向 形 状
規　　 模 （m ）

深　さ 硬化面 覆土 出　 土　 遺　 物
備　 考

（時 期）確認長 幅 側溝

2 0 10 h 4～ 0 10 j l 北～西 L 字状 （17．53） 2．00～3．20 － 10～25 平坦 自然 常滑 （大喪），管状土錘，鉄淳 中世

8 Q ll c 6～ Q llb 8 西～東 直線状 （10．00） 1．50～1．90 － 10 平坦 自然 陶器 （鉢・中皿），刀子 近世以降

10 P lO g 4～ P lO g O 西～東 直線状 （48．00） 2．70～3．20 － 5 ～ 10 平坦 自然 土師質土器 （小皿），鉄淳 中世

表9　溝跡一覧表

溝番号 位　　 置 方　 向 形 状
規　　　 模 （m ）

壁面 底面 覆土 出　　 土　　 遺　　 物
備考

（時期）
確認長 上　 幅 下　 幅 深さ（cm）

70 Q lOb 2 ～P 13 e5 西「東 直線状 （122．87） 0．16～1．40 0．08～0．48 7 ～42 外傾 U 字状 自然 土師器片，須恵器片

71 Q ll a9～ P 12 i7 南西～北東 直線状 （32．52） 0．52～1．62 0ユ9～0．50 12～39 緩斜 U 字状 自然 土師器片，須恵器片

73 0 13 i6～ P 13 e7 北～南 直線状 （24．85） 0．42・～0．70 0．14 ～0．42 18～30 緩斜 U 字状 自然 土師器片，須恵器片

74 0 13 i7～ P 13 e7 北～南 革線状 （24．83） 0．51－0．98 0．20～0．46 18～34 外傾 U 字状 自然 土師器片，須恵器片

75 Q llb 8～ P 12 j4 西～東 直線状 （23．70） 0．32～0．48 0．12 ～0．22 22～90 外傾 U 字状 自然 土師器片，須恵器片

76 Q ll c7～ P 13 eO 南西～北東 直線状 （90．00） 2．70～5．60 0．80 ～1．10 1．3～2．2 外傾 平　 坦 自然 土師器（杯・盤），須恵器（円面硯），灰粕陶辞（長頸瓶） 8世紀

77 0 10h 9～ 0 11h 4 西～東 直線状 （25．00） 0．70～1．10 0．40 ～0．75 15～40 外傾 平　 坦 人為 土師器片 8世畢

78 0 10 il～ 0 10 i3 西～東 直線状 （ 7．20） 0．38～1．11 0．13 ～0．69 11～ 緩斜 U 字準 自然 土師器片，須恵器片

79 P 13h 2～ P 13e O 南西～北東 直線状 （う8．32） 0．50 ～1．53 0．18 ～0．44 80～88 外傾 U 字状 自然 土師器片，須恵器片

表10　土坑一覧表

番号 位 置 長径方向 平面形
規模 （m ）

（長径 ×短径）

深 さ

（cm）
壁面 底面 覆土 出　　 土　　 遺　　 物

備　 考

（時 期）

1100 P lO j 6 N －490－E 楕 円 形 1．42　× 1．30 29 外傾 平坦 人為 土師器片，須恵器片 墓境 ヵ

1101 P lO h 6 － 円　　 形 0．9 53～ 63 外傾 凹凸 人為 土師器 （杯 ・椀） 10 世紀前半

1102 　P lO h 7 N －290－W 楕 円 形 1．18　× 1．13 10 媛斜 皿状 人為 土師器片，・須恵器片

1103 Q lO c 9 N －3 0－W 隅丸長方形 2．25　× 1．51 16～ 24 外傾 平坦 人為 須恵器 （長頸瓶 ・嚢） 9 世紀後半

1104 P l O e O N －170－W 円　　 形 0．82　×　0．78 58 外傾 即状 人為 土師器 （杯 ・椀） 10 世紀前半

1105 P l l e l N ＿850－E 不整方形 1．00　×　0．86 19 外傾 平坦 人為 土師器 （杯 ・椀 ・円筒形土器） 10 世紀前半

1108 P l O b 9 － 円　　 形 0．37　×　0．37 40 外傾 叫準 外為 土師器片

1109 P l l b 4 N －200－E 不 定 形 1．76　× 1．21 g ～ 16 外傾 凹凸
人為 須恵器 （甑），土馬 力

1110 P l l a 4 N －300－W 長 方 形 1．64　× 1．09 39 外傾 平坦 人為 土師器片，須恵器片 墓墳 カ

1111 P lO h 8 N －8 0－W 長 方 形 4．95　×　0．64 3 ～ 9 綬斜 平坦 人為 土師器片，須恵器片

1112 P lO f 3 N ＿820－E ［長楕円形］ （1．96）×［1．06］ 28～35 外傾 平坦 人為 土師器片，須恵器片 墓墳 カ

1113 P lO g 3 N －3 0－W 円　　 形 1．05　× 1．01 45 外傾 平坦 人為 土師器片，・須恵器片 墓境 ヵ

1114 P lO g 2 N －4 0－W ［円 形 ］ 1．05　×（0．61） 39 外傾 平坦 人為 墓墳 カ
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番号 位 置 長径方 向 平 面形
規模 （m ）

（長径 ×短径）

深 さ

（cm ）
壁面 底面 覆土 出　　 土　　 遺　　 物

備　 考

（時 期）

1115 P lO f 3 N ＿77 0－E 円　　 形 1．24　× 1．16 58 外傾 平坦 人為 土師器 片，須 恵器 片 墓墳 カ

11．16 P lO g 3 N ＿14 0－W 楕 円 形 ［2．06］× 1．23 37 － 平坦 －
墓墳 カ

1117 P lO g 3 N －89 0－W 隅丸長方形 1．00　×　0．74 52 外傾 平坦 －
土 師器 片，頚 恵器片 墓墳 カ

1118 P l l a 3 N ＿88 0－W 楕 円 形 ［0．95］×　0．76 16 外傾 平坦 人為 ・

1119 P l l a 3 N －1 0－E 楕 円 形 0．85　×［0．54］ 18 綬斜 皿状 人為

1121 P l l b 3 N ＿88 0－E 不 定 形 0．79　×　0．47 19 外傾 平坦 人為 土 師器 片 墓境 カ

1122 0 1 1 g 4 N ＿23 0－W 隅丸方形 ［1，02］×　0．75 19 外傾 平坦 人為 墓墳 カ

112 3 0 1 1 g 4 N ■33 0－W 楕 円 形 1．17　×　0．95 19 外傾 平坦 自然 墓墳 カ

112 4 0 1 1 h 2 N －84 0－W 楕 円 形 （1．33）× 1．05 15 外傾 平坦 人為 墓墳 カ

112 5 0 11 h 3 N －17 0－E 楕 円 形 1．12　×（0．54） 14 外傾 平坦 人為 墓痍 ヵ

112 6 0 11 g 3 N －13 0－E 長楕円形 1．52　×　0．64 9 外傾 平坦 人為 墓墳 カ

112 7 0 11 h l N ＿12 0－W 楕 円 形 1．07　×　0．77 12 外傾 平坦 人為 土 師器片 ，須恵器片 墓境 カ

112 8 0 11 h 2 ． N －27 0－W 長 方 形 1．50　× 1．00 6 外傾 平坦 －
墓墳 カ

112 9 P lO c 7 N ＿3 0■W 不 定 形 1．54　× 1．54 6 ～29 外傾 凹凸 人為 土 師器片 ，須恵器片 墓墳 カ

113 0 P lO c 7 N ＿77 0－E 長 方 形 1．85　× 1．24 10 外傾 平坦 人為 土 師器片 ，須恵器片 墓墳 カ

113 1 P lO d 7 N －11 0－W 隅丸長方形 2．27　× 1．61 8 外傾 平坦 人為 土 師器片 ，須恵器片 墓墳 カ

113 2 P lO d 8 N －74 0－E 長 方 形 1．21 × 1．00 19 外傾 平坦 人為 土 師器片 ，須恵器片 墓墳 カ

113台 P lO d 9 N ＿2 0－E 楕 円 形 1．58　× 1．27 2 2 外傾 平坦 人為 土 師器片 ，須恵器片 墓境 カ

113 4 P lO d 8 N －78 0－E 楕 円 形 1．02　×‘0．76 17 外傾 平坦 人為 土 師器片 ，須恵器片 墓墳 カ

113 5 P lO c 8 N ＿18 0－W 隅丸長方形 1．95　× 1．41 12 外傾 平坦 人為 土 師器片 ，須恵器片 墓墳 カ

113 6 P lO b 7 N ●12 0＿W 長 方 形 1．50　×　0．96 4 4 外傾 平坦 人為 土 師器片 ，須恵器片

113 7 P lO c 6 N ＿18。－W 隅丸方形 1．87　× 1．66 15 外傾 平坦 人為 土 師器片 ，須恵器片 墓墳 カ

113 8 P lO c 6 N －13 0●W 隅丸長方形 1．79　× 1．22 15 外傾 平坦 人為 土 師器片，鉄淳 墓墳 カ

114 0 P lO a 3 N ＿4 0＿E 長 方 形 ［4．88］×　0．80 16 ～32 外傾 平坦 人為 土師器片，須恵器片

114 1 0 10 j 4 N ■83 0－E ・長楕円形 3．48　×　0．42 8 媛斜 皿状 自然

114 2 P lO c 6 － ［円 形 ］ 0．95　×［0．90］ 10 外傾 凹凸 人為 墓墳 カ

114 3 P lO c 7 N ●610＿E 楕 円 形 1．38　×　0．68 1 2 緩斜 凹凸 人為

1144 P ll c 3 － 円　　 形 1．26　＿ 5 0～ 65 外傾 平坦 人為 土師器片，須恵器片 墓墳 カ

114 5 P ll c 2 － 円　　 形 1．45 5 7 垂直 平坦 人為 土師器片，須恵器片 墓墳 カ

114 6 P ll d 2 － 円　　 形 1．03 1 8 外傾 平坦 人為 土師器片，須恵器片 墓境 カ

1147 P ll d 2 N ＿380－E 楕 円 形 1．60　× 1．46 5 4 外傾 平坦 人為 土師器片，須恵器片 墓境 カ

1148 P ll d l － 円　　 形 1．17 6 3 外傾 平坦 人為 土師器片，須恵器片 墓墳 カ

10 世紀後 半

1149 P l l e 2 － 円　　 形 1．02 、 13 緩斜． 凹凸 人為 土師器片，須恵器片

土師器片，須恵器片，陶器片

1150 P 1 2 f 4 N －140－W 楕 円 形 2．56　×　2．22 7 ～ 11 外 傾 平坦 人為

1152 P 1 2 h 4 N －880－W 楕 円 形 1．54　× 1．24 6 外 傾 平坦 人為

1154 P 12 g l － ［円 形 ］ ［1．11］×　0．97 12 外 傾 平坦 人為 土師器片，須恵器片

土師器片，須恵器片

土師器 （椀）

土師器片，須恵器片

土師器 片

1155 P 12 j 3 N －850－E 隅丸長方形 1．97　×　0．81 20 ～ 31 外傾 平坦 人為

1156 P l l g 9 N ■840－E
臓 由利 ［1．16］×　0．94 20 垂 直 平坦 人為

1157 P l l g 8 － ［円 形 ］ ［0．70］ 30 ～ 40 外傾 凹凸 人為

1158 P 12 f 4 － 円　　 形 0．67 19 外傾 平坦 人為

1159 P 12 f 4 － 円　　 形 0．47 27 外傾 平坦 自然

1160 P 12 e 3 N －22 0－W ［楕円形］ 1．05　×［0．81］ 5 ～ 11 外傾 凹凸 人為

1161 P 12 e 3 N ＿76 0－W ［楕円形］ ［0．85］×［0．53］ 18 外傾 平坦 人為

1162 P 12 f 3 N －40 0－W 楕 円 形 0．72　×　0．60 35 外傾 凹凸 人為

1163 P 12 f 2 N ＿42 0＿E 楕 円 形 0．72　×　0．59 33 外傾 平坦 人為

1164 P 12 e 3 － ［円 形 ］ ［0．65］ 22 ～ 38 外傾 平坦 人為

116 5 P 12 f 4 N －16 0－W 楕 円 形 0．54　×　0．46 16 外傾 平坦 人為
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1166 P 12 g 2 N －12 0－E ［楕円形］ 0．72　×［0．48］ 18 ～24 外傾 凹凸 人為

1167 Q l l a O N ＿19。－E 楕 円 形 2．00　× 1．96 2 9 ～40 外傾 平坦 人為

1168 P l l h 9 N ＿88 0－W 隅丸方形 0．79　×　0．71 18 ～26 外傾 凹凸 人為

1169 Q l l b O N －60 0－W 隅丸長方形 1．31 ×　0．71 3 8 外傾 平坦 人為

1170 Q 12 a l N －62 0－E 隅丸長方形 0．89　×　0．51 19 外傾 凹凸 人為

1171 Q 12 a l － 円　　 形 0．7 17 ～22 緩斜 凹凸 自然

117 2 Q 12 a l －
円　　 形 0．78 14 外傾 平坦 人為

117 3 P 12 h 8 N ＿88 0－E 長 方 形 2．65　×　0．62 4 4 垂直 平坦 人為

117 4 P 12 i 9 N ＿88 0－E 長 方 形 1．59　×　0．70 4 0 垂直 平甲 人為

117 5 P 12 i 9 N ＿88 0－E 長 方 形 1．44　×　0．81 3 2 外傾 皿状 人為

117 8 P 12 e 7 N ＿16 0－W 隅丸長方形 2．41 ×　2．02 2 5 外傾 平坦 人為 土師器 （椀 ・小皿），須 恵器 （嚢）， 円 10 世紀以 降

118 1 P 12 a O － 円　　 形 0．89　×　0．81 4 0 ～52 外傾 平坦 人為

118 2 0 13 j 2 N ＿0 0 長 方 形 1．48　× 1．06 1 7～ 22 外傾 平坦 人為 土師器片

118 3 P 12 b 6 N ▼12 0－E 長 方 形 6．33　× 1．20 2 4～ 34 外傾 平坦 －

118 6 0 12 i 8 N －0－W 長 方 形 2．92　×　0．58 8 5 垂直 平坦 －

120 2 0 13 j 6 N －79 0－W 隅丸長方形 2．56　× 1．34 2 4 外傾 平坦 人為 土師器 （杯） 10 世紀以 降

120 3 P 13 C 5 N ＿46 0－E 不 定 形 1．32　× 1．28 7 ～ 17 緩斜 皿状 自然 土師器 （小皿 ・椀），管状土錘 10 世紀後半

120 4 P 13 e 4 N －350－W 楕 円 形 1．24　×　0．95 10 ～ 40 垂直 凹凸 人為 土師器片，須恵器片，鉄津

120 5 P 13 d 4 N －160－W ［楕 円形］ 1．60　×［1．35］ 23 外斜 皿状 人為 土師器片，須恵器片

120 6 P 13 d 4 N ＿260－W 不 整 形 1．29　× 1．25 10 ～ 26 外 斜 凹凸 人為 土師器 （小皿 ・椀） 10 世紀後半

120 7 P 13 g 4 N ＿680－E 楕 円 形 0．80　×　0．63 2 3 外 傾 平坦 人為

1208 P 13 a 4 N －640－W ［楕 円形］ 1．64　×［1．43］ 25 外 傾 平坦 人為 土師器 （椀） 10 世紀後半

1209 P 13 f 2 N －190－W 楕 円 形 1．14　× 1．10 30 外 傾 平坦 人為 土師器片，須恵器片

1210 P 1 3 f 3 － 円　　 形 0．88 57 外 傾 平坦 人為 土師 器片「′須恵器片　／

121 1 P 13 g 3 N －320－E 楕 円 形 0．60　×　0．37 57 外傾 平坦 大藩 土師器片

1212 P 1 3 g 3 N －750－E － 0．94　×（0．38） 15 層 斜 皿状 人為 土師器片

1213 P 1 3 g 4 － 円　　 形 0．73 34 外傾 平坦 人為 土師器片，須恵器 片

1214 P 1 3 f 5 N －4 0－W 隅丸長方形 0．62　×　0．50 76 外傾 平坦 人為 土師器片，須恵器片

1215 P 1 3 f 5 N ＿85。－W 隅丸長方形 0．73　×　0．53 65 ～ 83 外傾 凹凸 人為 土師器片，須恵器 片

1216 P 1 3 f 5 N ＿620－E 不整楕円形 0．62　×　0．47 63 外傾 平坦 人為

1217 P 1 3 f 6 － ［円 形 ］ 0．77 63 外傾 凸凹 人為 土師器 片，須恵器 片

1218 P 13 f 5 N －880－W 隅丸方形 1．00　×　0．87 65 垂 直 平坦 人為

小刀

墓境 カ

1219 P 13 f 4 N ＿150－W ［隅丸長珊 （0．50）×　0．37 29 外傾 皿状
人為

122 0 0 12 h 5 N ＿9 0－W 不 定 形 1．47　×　0．77 15 ～ 43 外傾 凹凸 人為

122 1 P 13 g 3 N －26 0－E 隅丸長方形 0．90　×　0．63 27 外傾 平坦 人為 土師器 片

122 2 P 13 d 5 N －68 0－E 不整楕円形 1．35　×　0．72 14 外傾 平坦 人為 土師器 片，須 恵器片

122 3 P 13 d 4 N －72 0－W 楕 円 形 0．80　×　0．65 2 5 外傾 平坦 人為 土師器 片，須 恵器片

122 4 P 13 d 4 N ＿46 0－E 楕 円 形 1．55　× 1．25 3 3 外傾 平坦 人為 土 師器 片，須 恵器片

土 師器片 ，須恵器片 ，陶器片

土師器片 ，須恵器片

122 6 0 13 i 7 N ■2 0－E 楕 円 形 1．13　×　0．91 3 4 外傾 平坦 人為

122 7 P 12 d 5 N －69 0－W 楕 円 形 1．13　× 1．07 3 0 外傾 平坦 人為

122 8 P 13 C 2 － 円　　 形 1．12 3 9 外傾 平坦 人為

122 9 P 13 c l N ＿9 0－W 隅丸方形 1．20　× 1．00 7 0 外傾 平坦 人為

1230 P ll e l N －35 0－E 楕 円 形 0．95　×　0．75 13 外傾 平坦 人為

123 1 P ll f l － ［円 形 ］ 0．85　×［0．80］ 15 縁斜 平坦 人為 墓墳 カ

1232 P ll d l － r円　　 形 0‘72 10 外傾 平坦 人為 墓墳 カ

1233 P lO d O － 円　　 形 1．04 2 4 外傾 平坦 人為 墓境 カ

1234 P ll b 2 N ＿81 0－E 楕 円 形 （1．02）×　0．80 13 外傾 平坦 －
墓墳 カ
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123 5 P ll b 2 N －770－E ［楕円形］ （1．35）×　0．93 0 ～ 24 外傾 平坦 人為 墓墳 カ

123 6 P ll b 3 N ＿130＿W 長楕円形 1．40　×　0．74 10 外傾 平坦 人為 墓墳 カ

123 7 P ll a 2 N ■110－W 楕 円 形 1．06　×　0．95 4 3～ 56 外傾 凸凹 人為 土師器片 墓境 カ

123 8 0 11 j 3 N －1 0－E 隅丸方形 0．94　×　0．86 25 外傾 平坦 人為 土師器片，須恵器片 墓墳 カ

123 9 P lO e 9 N －390－W 楕 円 形 0．94　×　0．87 19 外傾 平坦 人為

1240 P l O e O N ＿530－W ［楕円形］ 1．33　×［0．82］ 10
外彿 平坦 人為 土 師器片，須 恵器片

124 1 P l O h O － 円　　 形 1．26 20 外傾 平坦 人為 土 師器 片 墓墳 カ

1242 P l O h O N ＿3 ・○＿E 楕 円 形 1．20　×　0．96 20 外傾 平坦 人為 土 師器片 墓墳 カ

1243 P l l b 2 N －7 0－E 楕 円 形 0．92　×　0．55 14 外傾 平坦 人為 土 師器片

1244 P l O i 8 N －710－W 楕 円 形 1．00　×　0．87 18 外傾 平坦 人為 墓墳 カ

1245 P lO i 8 N －67 0－E ［楕円形］ 1．03　×（0．57） 25 垂直 平坦 人為 墓境 カ

．12年6 P lO i 8 N ＿3 0－E 楕 円 形 0．91 ×　0．77 17 外傾 平坦 人為 土 師器 （杯 ） 11～12世紀

12 47 P lO i 7 N －20 0－E 楕 円 形 1．16　×　0．87 25 横斜 皿状 －

1248 0 1 1 j 3 N －86 0－E 楕 円 形 1．39　×　0．72 35 外傾 平坦 人為 墓境 カ

1249 P lO i 7 N ＿28 0＿E 楕 円 形 0．72　×　0．66 24 外傾 平坦 人為 須恵器片

1285 P lO i 9 － 円　　 形 0．53 32 外傾 平坦 人為

1286 P lO j 9 N －82 0－E 楕 円 形 0．91 ×　0．73 15 ～26 媛斜 凹凸 人為 土 師器片 ，須恵器片

1287 P lO h ．7 N ＿59 0＿W 楕 円 形 0．67　×　0．48 2 0 外傾 平坦 －

1288 0 11 i 2 －
円　　 形 0．44 13 外傾 平坦 － 土師器 （杯）

11～12 世紀

128 9 0 11 j 4 N －4 0－W ［隅丸長方憫 1．17　× 1．06 2 5 外傾 平坦 人為 土師器片 墓墳 カ

129 0 P ll a l N ●2 0＿E ［長方形］ （1．71）×　0．53 6 緩斜 平坦 人為 土師器片，須恵器片

129 1 P ll a l N －86 0－E 隅丸方形 1．20　×　0．87 3 0 緩斜 凹凸 人為

129 2 P ll a l N ●120＿W 長 方 形 3．51 ×　0．85 10 外傾 平坦 人為

129 3 0 10 j O N －830－W ［隅如訪瑚 1．09　×　0．83 10 ～ 15 外傾 平坦 人為 墓墳 カ

129 4 0 10 i O N ＿9 0－E 長 方 形 1．60　×　0．80 5 ～ 14 外傾 平坦 人為 須恵器片 墓墳 カ

129 5 0 10 h O N －800－W 長 方 形 1．93　×　0．90 2 6 外傾 平坦 人為 土師器片，須恵器片 基墳 カ

129 6 0 11 i l N ●290■E 長 方 形 1．32　×　0．92 16 外傾 平坦 人為

129 7 Q lO d 5 －
円　　 形 1．06 1 4 外傾 平坦 人為 墓墳 カ

129 8 ．P lO b O N －160－W 楕 円 形 （1．76）× 1．33 8 緩斜 平坦 人為 土師器片 墓境 ヵ

129 9 P ll c l N －340－E 楕 円 形 （1．18）×　0．93 5 緩斜 皿状 人為 土師器片，須恵器片 墓墳 カ

1300 P lO b O N ＿3 0－E 楕 円 形 1．29　×（0．94） 18 緩斜 凹凸 人為 土師器片，須恵器片 墓墳 カ

130 1 P lO b O N －120－W ［楕円形］ 0．89　×［0．47］ 20 緩 斜 凹凸 人為

土師器 片

基墳 カ

1302 P l O b O N －22 0－W ［楕円形］ 0．98　×［0．60］ 12 綬斜 凹凸 人為 墓墳 カ

1303 P 1 3 a 6 N ＿5 0■E 隅丸方形 0．88　×　0．83 40 外傾 平坦 人為

1304 P 13 b 6 － 円　　 形 0．6 38 緩斜 皿状 人為 土師器 片，須 恵器 片

1305 0 13 j 3 － 円　　 形 0．74 43 外傾 皿状 人為 土 師器 片

1306 P 13 a 4 N －73 0－E （隅メ慮珊 1．07　×（0．76） 35 ～ 51 外傾 凸凹 人為 土 師器 片，須 恵器 片

1307 P 12 a 8 N －46 0－E 不整円形 0．97　×　0．88 15 外傾 皿状 人為

130 8 P 12 a O N ●35 0＿E 円　　 形 0．80　×　0．66 68 外傾 平坦 人為

130 9 P 12 b 8 N ＿4 0－E 円　　 形 0．56　×　0．52 36 外傾 皿状 人為

1310 P 12 b 8 N －5 0－E 楕 円 形 0．80　×　0．66 5 0 外傾 皿状 人為

1311 P 12 a 7 N －30 0－W 楕 円 形 0．92　×　0．86 3 3 外傾 皿状 ∧為

1312 P 12 C 8 N ＿11 0＿E 楕 円 形 0．96　×　0．81 3 0 外傾 皿状 人為

131 3 P ll g 8 N ■8 0－W 円　　 形 0．51 ×　0．48 4 6 外傾 平坦 自然

131 4 P ll h 8 N ＿260－W 楕 円 形 0．88　×　0．51 4 5 外傾 皿状 不明

131 5 0 10 i 5 N －790－W 楕 円 形 0．72　×　0．55 4 6 外傾 平坦 不明
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第4節　まとめ

1　はじめに

当遺跡の調査は，平成7年4月から平成12年3月までの5年間にわたって実施され確認された遺構数は竪

穴住居跡1，331軒，掘立柱建物跡121棟，土坑1260基など，膨大な数にのぼる。これまでの調査結果から，当遺

跡は古墳時代前期から平安時代にかけての集落跡を中心とする複合遺跡であることが判明しており，当遺跡の

北側に隣接する熊の山古墳群や関の台古墳群，律令期における常陸国河内郡嶋名郷との関連が指摘されている。

今回報告したのは当遺跡の南端に位置する調査10区の遺構と遺物であり，主な内訳は竪穴住居跡112軒（古

墳時代後期23軒，奈良・平安時代89軒），掘立柱建物跡18棟（奈良・平安時代17棟，中世1棟），方形竪穴状遺

構3基，大形竪穴状遺構（円形有段遺構）4基，井戸跡3基などである。

当調査区は，他の調査区のように古墳時代前期や中期の遺構が検出されておらず，さらに付け加えると，他

の調査区で採取されている縄文土器片や弥生土器片もほとんど確認されていない。したがって，当遺跡の南端

部は眼下に東谷田川を見下ろすという良好な立地条件にもかかわらず，古墳時代後期以降に開拓された後発的

な区域といえる。また，律令期における集落の中心はこれまで遺跡の北部や西部と考えられてきたが，当調査

区においても各時期ごとに大形住居跡1軒とそれに伴う掘立柱建物跡が確認されており，金付着灰粕陶器椀や

銅製帯金具などの出土と相まって，当遺跡の南部にも有力者層の存在が窺われるところである。

このような調査10区の様相を踏まえながら，これまで報告されている熊の山遺跡全体の様相について若干の

考察を加え，まとめとしたい。

2　熊の山遺跡の土器の変遷

熊の山遺跡から出土した土器の概要及び器種については，既に各遺構の項で述べており，ここでは，出土し

た土器を18期に分類し，その変遷を把握して，当遺跡の動向を知る基礎としたい。

第1期（第285図）

熊の山遺跡の集落としての出現期であり，第133・837B号住居跡の土器が該当する。高杯は2・3のような

東海系のものや4のように裾部が大きくラッパ状に開く濃尾系のものが見られる。器台は脚部が高い小形器台

が主体であり，受け部は直線的に開く。この器種は13のような小形丸底相とセットになると思われるが，当遺

跡からの小形丸底相の出土は少ない。賓は球形を皇し，頸部でくの字状に屈曲し，口綾部が外債するものが主

体である。体部外面をパケ目調整，内面をヘラナデによって調整するものがほとんどであり，なかには11・12

のようにパケ目調整後にナデやヘラナデが施されるものや，10のように口綾部内面にパケ目調整が施されるも

のも認められる。また，15のような「S字聾」D類1），該当住居以外では第152号住居跡から口縁端部に刻み

目を有する南武蔵系の賓が出土している。なお，甑は出土していない。

第2期（第285図）

第1期とは時期が連続せず，第1期の集落が廃絶，ないし移転した後，時間的な空自が想定される。本期に

は第290号住居跡の土器が該当する。高杯は1・2のように杯部径と裾部径がほぼ同等で安定感があり，裾部

がラッパ状を呈するものであるが，前期のラッパ状に開く高杯からの技術的系譜ではない。これらの土器の体

部には赤彩が施されるものが多く2），また，杯部に段を有する6のような高杯も少量ながら存在する。小形

相は体部が算盤玉状を皇し，底部は8のように幅広の平底となる。この形態は古墳時代前期に系譜を求められ

るが，既に形骸化されており，出土量は少なく，本期以降消滅する。襲はやや縦長の球形を皇し，底部が突出
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するものが主体であり（9），調整技法はヘラ磨きとへラ削りを併用するもの（9）やへラナデが施されるも

の（10）がある。

プ1

転・．
1

浪・、、‘31r寸

1期

、．巳、、ミ；

〔・＼丁句

0　　　　　　10cm

！：　！

第285図　熊の山遺跡第1・2期の土器群

12

0　　　　　10cm

！：！

第133号住居跡出土土器

第837B号住居跡出土土器

0　　　　　10cm

！：！

第290号住居跡出土土器

第3期（第286図）

第39号住居跡の土器が該当し，本期から竃を有するようになる。杯は丸底で，休部と口綾部の境に稜を有し，

ロ縁部がわずかに外反するもの（1・2）で，いずれも赤彩されており，須恵器杯蓋を忠実に模倣したものと

考えられる。甑は無底式で，整形を呈しており，口縁部は欠失しているが，外反するものと思われる（3）。

－320－



第286図　熊の山遺跡第3期の土器群

第39号住居跡出土土器

第4期（第287図）

集落が継続して形成されるようになる時期で，第1445A号住居跡の土器が該当する。杯は前の時期からの系

譜を引く椀形で深みのあるもの（2～4）と，同じく椀形で休部の立ち上がりが緩く口径の広いもの（1），

及び須恵器模倣の杯（5）が混在するようになる。椀形には赤彩されたものが多く（2～4），須恵器模倣の

杯（5）は黒色処理されたものが主体である。須恵器模倣の杯はさらに杯身模倣と杯蓋模倣に分類され，該期

の出土遺物全体の組成割合は椀形杯37％，杯身模倣杯19％，杯蓋模倣杯44％となり，杯蓋模倣の杯が主体とな

っている。技法は，休部外面にヘラ削りやへラナデ，内面にナデや横ナデが施されるものを主体としている0

‾‾－∵∴‾，
2

第287図　熊の山遺跡第4期の土器群
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椀・鉢類は須恵器模倣の杯を大形にしたような，口綾部と休部の境に稜を有するもの（7）が多数を占める。

技法は，休部外面は杯と同様へラ削りが施され，内面は放射状のへラ磨きを主体とする。高杯は短脚化が進み，

裾部がラッパ状に開く形態で，大形のもの（1「12）と小形のもの（9・10）の二法量に分かれる。技法は，

杯部内面にヘラ磨きと黒色処理が施され，外面にはへラ削りと赤彩が施される。整はやや縦長の球形を皇し，

体部下半にヘラ磨きが施されているもの（13・14）と，倒卵形を望し，休部外面にへラ削りが施されているも

の（15・16）がある。甑は無底式で，休部とロ緑部の境にくびれを持たず，休部からそのまま外反する砲弾型

を呈するようになる。調整は，休部外面にへラ削り，内面にへラナデが施されるものが主体である（19）が，

休部内面にへラ磨きが施されるもの（18）もある。

第5期（第288・289図）

第281・718号住居跡の土器が該当する。本期は須恵器模倣形態の主体が杯蓋模倣から杯身模倣へと転換する

時期であり，遺物全体の組成割合は椀形杯31％，杯身模倣杯46％，杯蓋模倣杯23％である。これらの杯のほと

んどに黒色処理が施されており，その割合は97％を占める。計測値は，口径11．4～14．8cm，器高3．7～5．5C皿で

あり，特に口径12．5～14．5cm，器高4．5～5．Oc皿に集中する。技法は，第4期同様，休部外面にへラ削り，内面

にナデや横ナデが施されたものが主流であるが，内面に放射状のヘラ磨きが施されたもの（39・43）も散見さ

れる。高杯は，大きな形態変化は認められず，杯部と脚部の器高がほぼ等しく，黒色処理されたものが主体と

なり，赤彩されたものはほとんど見られなくなる。椀・鉢類は形態がバラエティーに富み，細かな形態分類は

ここでは省略するが，いずれも体部と口緑部の境に明瞭な段を有する点が共通する（46・47）。賓は長胴化の

傾向を示し，口線端部の外方，あるいは上方へのつまみ出しが顕著となり，休部外面に施されたへラ磨きが上

第288図　熊の山遺跡第5期の土器群（1）
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位にまで及ぶものも認められる（49・50）。甑は前期と同様の形態を示すが，休部がより直線的となる（26・

51）。また，本期から須恵器が共伴するようになる。

第289図　熊の山遺跡第5期の土器群（2）

45

0　　　　　10cm

「l l

0　　　　10cm

！：！

第718号住居跡出土土器

第6期（第290図）

第39卜510号住居跡の土器が該当する。本期は大形化の傾向にあった杯が小形化，あるいは扁平化する時期

である。杯全体の計測値は，口径10．9～14．8cm，器高3．4～5．4cmで，特に須恵器模倣杯は口径11・0～13・Ocm，

器高4．0～4．5C皿に集中して小形化の傾向を示し，椀形杯は口径13・5～15・Oc恥器高3・5～4・5cmに集中して扁平

化の傾向を示している。また，黒色処理率は前期より減少するが，それでも73％と高い数値を示している0調

整は第5期同様，体部外面にへラ削り，内面に横ナデ・ナデ調整が施されているものが主流であり，放射状の

へラ磨きはほとんど見られなくなる。また，該当住居跡以外では，ロ緑端部内面に1条の沈線が巡る椀形杯も

認められる。高杯は脚部がさらに外方に開き，杯部の口径と脚部の底径がはば等しくなってくる（20）0出土

量は減少し，本期をもってはぼ消滅する。賓は前期に続いて長胴化の傾向にあり，休部上位にまで及んでいた

へラ磨きは，中位以下に限定されるようになる（8・9）。また，体部外面にへラ削りが施される小振りな変

（23）も第4期から継続して認められる。甑は該当住居からは出土していないが，第4期の形態を継承してお

り，体部外面にへラ磨きが施されるものの割合が増加する。また，本期から須恵器の共伴事例が増加し，杯蓋・

杯身・フラスコ形瓶・鼠などの検出例が知られる。
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第510号住居跡出土土器

第7期（第291・292図）

第506・1166・1424号住居跡の土器が該当する。大形の住居跡が減少し，集落の展開もやや停滞する時期で

ある。杯は依然として須恵器模倣杯や椀形杯が通有となっているが，体部と口縁部の境の稜は不明瞭になり，

法量の縮小化も明らかである。計測値は口径10．6～12．3cm，器高2．8～4．5C血であり，黒色処理が施される割合

もほぼ半数まで減少する。さらに，本期には新たに半球形を皇する深みのある椀形杯が組成に加わり，放射状

の暗文が施されたもの（16）も出現する。これは金属器内面の光沢を表現する技法と考えられ　新型杯の出現

の背景には畿内の土器様式の影響を窺うことができるが3），客体的な存在であり，主体とはなり得ない。椀・

鉢類は出土数が減少して，法量も縮小するが，杯同様，有稜形態は保持する（17）。饗は第6期とはぼ同様に

長胴化の傾向を示して，休部外面にへラ磨きが施され　体部下半の膨らみが大きくなる，安定感のあるもの

（14・18）と休部外面にヘラ削りが施されて，頸部のくびれの少ないもの（7・8・19）がある。また，須恵

器杯は半球形で，杯蓋とも杯身とも判断しかねるもの（12・13）が出土しており，蓋と身が逆転する時期とも

いえる。

＿，∴　2 プ。F下頂7F：1
二　ユ　＿＿　5　‾∴　6

第291図　熊の山遺跡第7期の土器群（1）
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第292図　熊の山遺跡第7期の土器群（2）

第8期（第293図）

第3・559・566号住居跡の土器が該当する。杯は扁平な椀形と半球形の椀形が混在し，半球形のものは一層

小形化が進む。半数近くのものになお黒色処理されたものが残り，放射状の暗文が施されたものもわずかに見

られる（2）。嚢は引き続き長胴化の傾向を示し，体部下半の膨らみが大きくなるもの（13）の他に，肩がわ

ずかに張るもの（18）やロ縁端部に明瞭なつまみ上げが認められるもの（15）など，新たな様相をみることが

できる。また，休部外面にヘラ削りが施された小振りな聾はさらに頸部のくびれが不明瞭になる（10）。また，

須恵器は杯身に受け部がなくなり，代わって杯蓋にかえりが付くようになる（5～7）。

第9期（第293・294図）

再び，遺構数が増加する時期であり，第31ト615号住居跡の土器が該当する。常陸における須恵器生産が開

始されて間もない時期であり，土師器と須恵器の割合はほぼ同等である。また，本期以降，当遺跡に供給され

る須恵器は，嚢類の一部を除いてほとんどが雲母を含む新治産のものである。土師器杯は椀形を呈するもの

（1・11・12）と底部とロ綾部の境に稜をもつもの（9・10）があり，黒色処理が施されたものも多く認めら

れ　第8期までの特徴を残している。須恵器杯は扁平な丸底のもの（13・14）と平底（5）のものがあり，い

ずれも大・中・小に法量分化され　計測値は大形が口径15cm，中形12C血，小形10cmほどである。底部の調整に

は回転へラ削りと手持ちへラ削りが認められ，口綾部内面に沈線が巡るものも見られる。須恵器蓋は退化した

かえりを有し，天井部が高くなだらかに降下してロ綾部に至るもの（8・16）と低く扁平なもの（15）が見ら

れる。また，いずれも頂部には扁平なボタン状のつまみが付く。高台付杯は高台が低く，底部の外寄りに付く

もので，高台径が大きい（6・7）。聾は土師器が主体であり，いわゆる「常総型肇」と呼ばれる口縁端部の

つまみ上げ，休部下位のへラ磨きを基本とし，肩が張る形態を示している（2・3）。須恵器聾は出土量が少

ない上に破片が多く，全形を窺い知ることはできないが，休部外面に横位・斜位の平行叩きや同心円状の叩き

が施されたものが主体である。甑も土師器が主体で，形態は前の時期から続く砲弾型を呈するものであり，須

恵器製はほとんど見られない。
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第294回　熊の山遺跡第9期の土器群

第10期（295図）

掘立柱建物が増加し，官衝風の配置が見られるようになる時期で，第603・997号住居跡の土器が該当する。

本期になると，土師器杯はほとんど見られなくなり，供膳具における須恵器への転換は急激といえる4）。須

恵器杯は平底だけとなり，休部が直線的に立ち上がり，大・小二つの法量となる。口径は，大形が14cm，小形

が11cmほどであり，図示した杯はいずれも大形のものである（1・2・11～13）。調整は，休部下端に手持ち

1　　　0　　　　　　10cm

！：　！

≠≦≡葦≡≧ゝ16
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⑳
0　　　　　10cm
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第295図　熊の山遺跡第10期の土器群
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へラ削りが施されるものが主体となり，本期以降，この技法が定着する。須恵器高台付杯・蓋は，大・中・小

の三法量が認められ　蓋はかえりが消滅し，ロ縁端部が屈曲し，短く垂下する形態となる（4）。また，この

二器種は同様の法量分化を示していることから，セットになるものと思われる。盤は本期から器種構成に加わ

り，口径が20cm前後の大形で，高台が付くもの（5）と無台のもの（3）とがあり，後者は本期だけに見られ

る特異な形態である。土師器嚢は前期に比べやや肩の張りが弱くなり，ロ綾部は大きく外方に開いて受け口状

を呈する（6・7・19）。また，休部外面にヘラ削りが施される小振りな8のような寮も認められる。土師器

饗は全ての時期を通じて安定して供給されるが，土師器甑は出土数が激減し，本期をもって器種構成から消滅

する。須恵器聾は図示していないが，休部上位に最大径を持ち，肩が張る形態のものである。須恵器鉢は底部

がなければ甑との区別が困難であるが，この段階では，鉢の方が器高は浅い。休部外面に横位・斜位の平行叩

きが施され，ロ綾部で外側に屈曲し，水平面を持つものである（17）。

第11期（第296・297図）

第1019・1220・1223号住居跡の土器が該当する。須恵器杯は，法量が口径13～14cm，底径9C皿，器高3．5～4．

5cmで，前期よりも底径が小さくなる。須恵器高台付杯・蓋は第10期同様，大・中・小の三法量に分化してお

り，蓋には天井部が平坦な笠形を呈するもの（4）も現れる。須恵器盤は口径20C血はどの大形のもの（16）と，

口径が15cmほどで深みのあるもの（8）がある。土師器饗は肩の張りが弱くなり，最大径も小さくなる（9・

10）。休部外面にへラ削りが施される小振りの饗も大形のものと同様の形態変化を示している（17）。須恵器賓

は休部外面に横位・斜位の平行叩きが施され　口縁端部が下方に折り返されるもの（11）と上下につまみ出さ

れるもの（19）がある。また，肩の張りが弱くなる点は，土師器聾と連動しているようである。須恵器甑・鉢

類も口縁端部の形態や調整技法は賓と同様であり，甑の底部は中央部に円形，周囲に扇形の孔が開く5孔式で，

図示した5も同じ形態と思われる。
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第1019号住居跡出土土器

第296図　熊の山遺跡第11期の土器群（1）
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第297図　熊の山遺跡第11期の土器群（2）

第12期（第298図）

本期から灰粕陶器が共伴するようになる時期で，第720号住居跡の土器が該当する。須恵器杯は口径14C皿，

底径8cm，器高5cmほどで第11期より底径が若干小さく，器高は反対に高くなり，休部下端の手持ちへラ削り

隔テ茸：・、芦ギ扇
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第298図　熊の山遺跡第12期の土器群
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の幅が広くなる（5・8）傾向にある。須恵器高台付杯・蓋は大・中の2法量となり，蓋の天井部は笠形を呈

するもの（15～19）が主体である。土師器賓は長胴化への移行が顕著であり，口縁端部は上方へつまみ上げら

れるようになり，やや間延びした印象を受ける（24）。また，須恵器聾・甑・鉢類はロ縁端部のつまみ出しが

明瞭になり，縦位の平行叩きが施されたものもみられるようになる（26）。灰粕陶器は長頸瓶が主体で，いず

れも猿投産井ヶ谷78号窯式のものである（27・28）。

第13期（第299図）

新たに土師器杯，土師器・須恵器高台付皿が器種構成に加わる時期であり，第715・1428号住居跡の土器が

該当する。土師器杯はログロ整形されるもので，休部は内攣気味に立ち上がり，口径と底径の差は小さい。内

面にはへラ磨き・黒色処理，体部下端には手持ちへラ削り（20・21），ないし回転へラ削り（19）が施され

前者が主体を占める5）。須恵器豹ま口径13～14cm，底径6～7cm，器高4．5C皿ほどで，底径の縮小化がさらに

進み，ロ縁端部が肥厚するものがある（1・2）。底部の調整は一方向に一度だけへラ削りが施されるものが

多くなり，簡略化が認められる6）。須恵器高台付皿（24～26）や土師器高台付皿は出土量が少なく，客体的

な存在である。土師器聾は第12期とはぼ同様であり，須恵器整・鉢・甑類は肩の張りがなくなり，上方へのつ

．
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第299図　熊の山遺跡第13期の土器群

ー33‥

』
0　　　　　　10cm

！：　！

：27
‘・ユニ．．こ1‘

ニ亡コ

0　　　　10cm

l　：！

第715号住居跡出土土器

0　　　　　　10cm

！：！

第1428冒一住居跡出土土器



まみ上げが顕著なもの（15）が認められる。また，休部外面には縦位の平行叩きが施されるもの（15）や格子

状の叩きが施されるもの（13）が多くなる。さらに，甑の底部は5孔式が維持されるが，孔は木の葉形を呈す

るものが多くなる（18）。灰粕陶器は長頸瓶の他に高台付椀が共伴するようになり，猿投産黒笹14号窯式から

黒笹90号窯式にかけてのものが見られる（32）。

第14期（第300図）

供膳具における土師器の占める割合が増加し，須恵器の出土量を上回る時期で，第299・620号住居跡の土器

が該当する。土師器杯は第13期とはぼ同様であるが，休部の立ち上がりが前期よりもわずかに内攣するように

なる（14～16）。須恵器杯はさらに底径が小さくなるもの（7～10）や体部がわずかに内攣するものなどが見

られるようになり，焼成が悪く，灰黄色や橙色を皇するものが多くなる。婆・鉢類は依然として須恵器の比率

が高く，口緑端部の上方へのつまみ出しはさらに鋭くなり（12），休部外面の叩きが省略されるものもみられ

る。灰粕陶器は前期と同様，猿投産黒笹90号窯式の長頸瓶や高台付椀が主体である。

12
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第300図　熊の山遺跡第14期の土器群
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第15期（第301図）

供膳具から須恵器が消滅する時期であり，第605・647号住居跡の土器が該当する。供膳具は土師器杯と高台

付椀が主体であり，高台付椀は体部が直線的に立ち上がるもの（10）と内攣して立ち上がるもの（5）がある。

土師器婆は休部外面にへラ削りが施され　ロ縁端部が上方につまみ上げられ断面三角形を呈するようになる

（8・11）。土師器甑は本期からみられるようになり，孔が木の葉形を皇する5孔式のものであり（12），須恵
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器からの技術的系譜を看取できる。なお，須恵器聾・甑は器種構成の中に残存するが，焼成の悪いものが多く，

本期をもって消滅する。
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第301図　熊の山遺跡第15期の土器群
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第16期（第302・303図）

煮炊き具・貯蔵具からも須恵器が消滅する時期であり，第161・234・610号住居跡の土器が該当する。土師

器杯はへラ磨きや黒色処理が施されない未調整のものが多くなり，粗雑な印象を受け（1），中には小皿との

区別がつきにくいもの（20・21）もみられる。高台付椀は第15期と同様に休部内面にへラ磨きと黒色処理が施

され前の時期と比べて高台が底部の内寄りに付く形態で，休部の膨らみがより強調される（2・3・10～12）。

また，本期から足高高台椀（5・6・22・23）や口径が10cm程度の小皿（16）が出現する。肇は前期からの系

譜であるロ縁端部をつまみ上げるもの（17）と，新たに口縁端部を角張らせる形態のもの（25）が出現し，い

ずれも休部外面に輪積み痕や指頭痕が残るなど，調整の雑なものが多い。また，当遺跡においてこれまでみら

れなかった置き竃が認められるようになる（7）。
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第302図　熊の山遺跡第16期の土器群（1）
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